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　　　presage──予兆







　英えい王おうライオネル暦れき二〇十四年、春の第一月たる聖花月エウレニアの末。

　旧ローレアン聖せい王おう国こく領りようの港街リールエルバン────




　晴れわたる碧へき空くうの下、蒼あおい海と広い大河をのぞむ河口の港に、帆ほをおろした壮そう麗れいな帆はん船せんが数すう隻せき停てい泊はくしている。帆船のまわりには、大小のこぎ舟がひしめきあっていた。

　ふ頭には、銀の鎧よろいの兵士に祭さい衣いの聖せい職しよく者しや、侍じ者しやや小こ姓しようと多くの人々がならび、こぎ舟には日に焼けた櫂かいこぎ奴ど隷れいと、詩人や楽がく人じんなどの芸人たちが乗りこんで、出航を待っている。

　人々のざわめきに、蒼そう空くうを飛ぶ海鳥の鳴き声と、荒い波の音とがかぶさった。

　ふいに、そのざわめきがぴたりとやむ。

　静まる人々の前に、たくましい教きよう兵へいたちがきらびやかな輿こしをかついで歩む。

　輿に乗るのは、祭さい冠かんをかぶり権けん杖じようを手にした、静かなたたずまいの若い女主しゆ教きようだ。

　そのあとに、栗くり毛げの馬に乗った銀ぎん甲かつ冑ちゆうの騎き士しがつづき、彼らに先導されて、地位の高そうな祭さい服ふくの男たちが馬に乗って進む。




　最後に一頭の白馬と一台の馬車があらわれた。白馬は麗れい々れいしく正装した巨体の中年の男を乗せている。金きん刺し繡しゆうのマントをひるがえし、男はごう然と周囲を睥へい睨げいしていた。

　そして飾り立てた馬車に、純白の婚こん礼れい衣装に身をつつんだ少女が座っている。

　男は、ダルディス皇こう国こく大たい皇こうダリウス。

　少女は、ローレアン聖王国聖せい王おう女じよアリアン。

　この港から彼らは、婚こん姻いんの儀ぎをおこなう島──〝聖座島サン・スイエージユ〟へとおもむくのだ。




　御おん年とし十四歳さいの聖王女アリアンは、神こう々ごうしいばかりに美しかった。

　純金の輝きをはなつ金の髪かみに、深みをたたえる翡ひ翠すいの瞳ひとみ、白はく玉ぎよく貝がいに彫られたカメオのごとき気品ある優ゆう美びな目め鼻はな立だちは、〝聖王女〟の尊そん称しようにだれよりもふさわしい。

　ふ頭にさしかかると、聖王女は淡あわ雪ゆきのごときヴェールにつつまれた美しい面おもてをあげた。

　ヴェールを透すかして翡翠の瞳が群集にむけられる。まるで、だれかをさがすように。

「どこを見ておる。花はな嫁よめが」横あいから野の太ぶとい声がした。

　横にならぶ白馬から、大皇ダリウスがふてぶてしい笑みで見おろしている。アリアンは眉まゆをひそめ、汚けがらわしいとばかりにそっぽをむいた。ダリウスの顔が怒りで紅こう潮ちようする。

「国は失っても矜きよう持じは失わぬというわけか。だがもうおまえは俺の妃きさきになる以外ない。おまえのような子どもをめとってもつまらんが、これも《王獅子の至宝レガリア》のためだ」

「……お黙りなさい、下げ衆すで野や蛮ばんなダルディス人」聖せい王おう女じよは冷ややかに答える。「領りよう土どを征せい服ふくされても、ローレアンの魂たましいは服ふく従じゆうなどしなくてよ。たとえ〝聖座島サン・スイエージユ〟の大だい聖せい殿でんに入ったとしても、蛮ばん族ぞくの長おさごときが英えい王おうライオネルのあとを継げるものですか」

「この、身のほどを知らん小こ娘むすめが！」

　いきなり太い腕がのびた。おとがいをぐいとつかまれ、少女は強ごう引いんに上をむかされる。

「わが軍にローレアン人の奴ど隷れいがいるのを忘れるな。おまえが大聖殿の扉とびらを開け、至し宝ほうのもとへ俺を導かねば、そやつらを生きたまま刻んで海から魚の餌えとしてばらまいてやる！」

「どうぞ、いくらでもすごんでいらしたら」ダリウスの残ざん酷こくな恫どう喝かつにも少女は負けない。「人ひと質じちを盾たてにしなければ、小娘ひとり動かせない野蛮人バルバリエ。あたくしは思うままにできても、英王ライオネルのご意志は動かせなくてよ」

「おまえこそ勝かつ手てにさえずっておれ」ダリウスがいい返す。「式がすんだら閨ねやで存ぞん分ぶんに教えこんでやる、亡ぼう国こくの王女め。征服されるとはどういうことか、じっくりとな！」

　ダリウスは乱暴にアリアンを突きはなした。どさりと倒れこむ少女を無視して、大たい皇こうは白馬を進める。輿こしに乗る女主しゆ教きようが、感情の見えない薄うす灰はい色いろの瞳ひとみをちらとむけたが、なにもいわずまた静かに前をむいた。

　大皇たち一いつ行こうはふ頭につくと馬や輿から下りた。おさげの若い侍じ女じよが馬車へ歩みより、不安げに手をさしのべる。アリアンは彼女の手をにぎり、無言で足を下ろした。

　少女侍じ者しやたちが、聖王女のヴェールとドレープを汚さぬようにささげもつ。

　そのとき人々のあいだから、黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士しの一団がすすみでた。晴れやかな祭さい衣いのなかで、この漆しつ黒こくの騎士たちは非常に目立っている。しかもほとんどが異い国こく人じんのようだ。

　副ふく官かんらしき双そう剣けんの騎士をしたがえ、先頭の黒騎士が一歩前にでる。

　それは、十六歳さいほどの気品ある少年騎士だ。

　濡ぬれたような黒くろ髪かみと白い肌はだに映える漆黒の瞳、精せい緻ちに整った顔立ちは、少女とみまがうばかりに美しい。だが身にまとう冴さえ冴ざえとした空気は、ただの少年のものではなかった。

　彼は漆黒のマントをひるがえし優ゆう雅がにひざをついた。配はい下かの騎士たちも一いつ斉せいにならう。

「めでたき日をむかえられましたこと、心よりお慶よろこびもうしあげます。大皇陛へい下か」

「ありがたく礼をかえそう、ユーサー」祝しゆく賀がの口こう上じように、ダリウスは鼻で笑った。「異い腹ふくとはいえ、ただひとりの弟を婚こん姻いんの儀ぎにむかえられんのは残念だが、おまえはこの街の領りよう主しゆだ。寿じゆ命みようのつきるまで街を守っていろ」

「ご下か命めい、つつしんでうけたまわります」

　うやうやしく、だがかすかな皮ひ肉にくをこめて答え、少年は騎士たちをつれて後方へさがる。それを機に大皇たち一行は、ふ頭にわたされたはしご段から帆はん船せんへ乗りこんだ。

　アリアンも沈ちん黙もくのまま甲かん板ばんへ足を踏み入れる。春の陽ひ射ざしが水面ではね返り、ヴェールの下の白い面おもてにゆらめく光を投げかけた。

　ゆれる光に照らされた少女の翡ひ翠すいの瞳ひとみは、冷たい怒りに燃えている。

（……見ていなさい、野蛮人バルバリエ。あなたたちなどに《王獅子の至宝レガリア》はわたさないわ）

　心のなかでアリアンはつぶやく。そしてもういちど、そっとあたりを見まわした。

　──レオン。

　少女の可か憐れんな唇くちびるが、ひとつの名を形づくる。彼女がひそかにさがしている相手は見当たらなかった。燃える炎ほのおのような赤毛と、鋭く光る紅あかい瞳の若者は、どこにも。

　翡翠の瞳に哀かなしみの影がよぎる。だがすぐに影は消え、凛りんとしたまなざしに変わった。




　詩人たちが乗るこぎ舟のひとつに、ひとりの若い櫂かいこぎ奴ど隷れいがいた。

　年のころは十七、八ほど。少年のなごりをとどめる精せい悍かんな横顔に、鋭い光を宿す紅い瞳、きたえられひきしまった体たい軀くは、過か酷こくな労ろう役えきにすり減る奴隷らしくない。頭部に巻いた布のあいだからは、燃えるような赤毛がのぞいている。

　奴隷は両足のあいだに、剣けん帯たいと立りつ派ぱな長ちよう剣けんを置いていた。

　開いた口に大きな紅べに宝ほう玉ぎよくをくわえた獅し子しの柄つか頭がしらを持つその長剣は、宝ほう剣けんとでもいえそうなみごとな作りで、とても一いつ介かいの奴隷の持ち物とは思われなかった。

『……本気で、あの娘を救うつもりか、レオン？』

　帆はん船せんに乗る聖せい王おう女じよを見つめる若者に、どこからかしゃがれ声のささやきが聞こえた。

「ついでにな」無ぶ愛あい想そうに若者が答える。

『ついでにしては、ずいぶん真剣のようであるな』

「なにがいいたいんだ、おまえは」若者は、なぜか足もとの長剣にむかって吐き捨てた。「あのな、俺はあの高こう慢まんちきでクソ生なま意い気きな小こ娘むすめを利用してるだけなんだよ」

『そうむきにならずとも、案じていると素直にみとめるがよい』

「うるさい、おまえもむきになっていいはるな！」

「どうしました、レオン？」

　男の声に、若者は身をこわばらせた。

　舳へ先さきに立つ長ちよう衣いを着た男と、その背後に立つ少女がふり返っている。

　男は栗くり色いろの長い髪かみを背中に流し、額ひたいに銀の輪をはめた、おだやかで品のある二十代なかばの優やさ男おとこだ。いかにも宮きゆう廷ていに出仕する吟ぎん遊ゆう詩し人じんらしい。

　かたわらに立つ少女は、十四、五歳さいぐらいか。大きなとび色の瞳に、栗色の髪を頭の両側で小さくふたつに結んでいるのが愛らしい。どこか不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きのある少女だった。

　少女が、大きな瞳をまばたかせて訊きいた。

「おかしな会話です。どなたと喧けん嘩かしていたのですか」

「なんでもない、ジジ。気にするな」

　そっけなく返す若者に、優男の詩人が優ゆう雅がにほほ笑む。

「遠とお目めで見ても聖せい王おう女じよのお美しさは目もくらむばかりですね。どうです、レオン？」

「あれだけごたいそうな衣装なら、そりゃまぶしいさ」不ふ機き嫌げんに若者は答える。「丸ごと売っぱらったら、さぞいい値がつくんじゃないのか。中身の小こ娘むすめ以外はな」

「やれやれ、無ぶ粋すいというか現実的というか……美はたたえるために存在するのですよ」詩人は嘆たん息そくしていった。「では、わたしたちもまいりましょう。心の準備はよろしいですか」

「ああ、ラウル」

『いよいよであるな』しゃがれ声が聞こえた。『ついででもなんでもよい。あの気き位ぐらいのとんでもなくお高い聖王女殿どのをお助けもうして、そして』

　しゃがれ声に若者はうなずき櫂かいをつかむと、小さくつぶやいた。

　──そして、海かい賊ぞく王おうの嗣し子したるこの俺が、《王獅子の至宝レガリア》を見いだすんだ。

　すべての人々が船に乗りこんだのを見とどけて、大たい皇こうダリウスが大声で告げる。

「出航だ！」

　純白の帆ほが、蒼そう空くうに一いつ斉せいにあげられた。錨いかりをあげ、白い帆を潮しお風かぜに大きくふくらませ、白波を蹴け立たてて帆はん船せんはすすむ。そのあとを詩人たちが乗るこぎ舟が追いかける。

　沖おきあいの、切り立つ断だん崖がいの島を船は目指す。

　近づくにつれ、島の頂いただきにある、まばゆい光をはなつ不ふ可か思し議ぎな建造物が見えてきた。




《王獅子の至宝》────それは、世界を統すべる〈万界の王ドミナントウール〉たるあかし。

　若き英雄ライオネルが、人間たちと古きまつろわぬ種族を率ひきいて、〝昏こんの深しん淵えん〟より生まれいでた忌いまわしき〈無む貌ぼうの王おう〉と、配はい下かの〝死し影えい〟どもとの戦いにおもむいたのは、はるか二千年も前のこと。

　戦いの際、英雄は不ふ在ざいの神アル＝エルより〝魔ま呪じゆ〟を秘める七つの神しん具ぐをさずけられた。

　それが、《王獅子の至宝》。

　分かたれし大陸ガトランのいずこかに隠かくされたその至し宝ほうを手にした人物は、恐るべき〝魔呪〟の力を得て、ライオネルのあとをつぎ、偉大なる〈万界の王〉の座にのぼるという。

　しかし二千年を経へたいまもなお、至宝を正しく手に入れた者はなく、それでも世界を征せいする覇は者しやたらんことを欲し、至宝をさがしもとめるものはあとを絶たない。




　レオンとアリアン。放ほう浪ろうの傭よう兵へいと、聖せい王おう国こくの聖王女。

　海かい賊ぞくの養やしない子たる出しゆつ自じいやしい若者と、歴史ある王国の王おう家けに生まれた少女。

　本来ならば、出会うはずなどない彼らを結びつけたのは、この《王獅子の至宝》。

　至宝をもとめる彼らの出会いは一ヶ月前、嵐あらしの森においてのこと。

　その日から、天と地ほども素す性じようのちがう彼らの運命が交わりはじめた。










　　　第一章　嵐







　　　　　　　　　　１




　視し界かいを黒く染め、土ど砂しや降ぶりの雨が降りしきる。

　暗く深い森をつらぬく濡ぬれた石だたみの道を、一台の馬車が走る。数名の騎き兵へいに先せん導どうされ、ひづめと車輪で地面をとどろかせ、馬車は水をはねあげかなりの速度でひた走っていた。

　ときおり閃ひらめく青白い雷らい光こうが、闇やみに一いつ瞬しゆん、車しや影えいと騎き影えいとを浮かびあがらせる。

　その馬車に乗るのは、ローブのフードをかぶったふたつの細い人ひと影かげだ。




「……アリアンさま、ご気分は」

　ゆれる馬車のなか、十五、六ほどのおさげの娘が、隣となりに座る人物に問いかけた。

「なにごともありません、オルガ。案じないで」

　フードで顔を隠かくした小こ柄がらな人物は、幼さの残る少女の声で気き丈じように答える。

「で、でも、悪あく路ろの長なが旅たびの上にこの天候……とてもお疲れだと」

　オルガと呼ばれた娘がいったとき、馬車がひときわ激しくゆれる。道路からの衝しよう撃げきにはねあげられて、とっさにお互いしがみついた拍子に、じゃらりと重い金属音がした。

　それは、少女の細い手首をつなぐ鉄てつ鎖さの音だった。

「なんてひどい……」

　痛ましげに娘が目をそむけると、少女は身を起こしてすました声でいった。

「案じないでといったはずよ。むしろあたくし、この鎖くさりがおかしくてたまらないわ」

「そんな、どうしてそんなことを」

「敵がどんなに見さげはてた相手か、よくわかるもの」きっぱりと少女はいった。「ローレアンの聖せい王おう女じよを獣けもののように鎖でつなぐなんて、さすがダルディス人は野や蛮ばんな民族ね」

　少女はローブのすそからのぞく太い鎖を見おろした。

「どれだけつながれようと、聖王女たるあたくしが生きているかぎり、ローレアンは滅びはしなくてよ。奴ど隷れいとなった民たみのためにも、どこかにいるはずのあなたの弟のためにも、無む残ざんに命をうばわれたお父とうさまとお母かあさまのためにも……誓ってかならず、あたくしは」

　鎖を鳴らして少女の手がのび、オルガの手を強くにぎりしめる。

「《王獅子の至宝レガリア》を、手に入れてみせます」

　決意のにじむ声で少女がいったとき、強い白光が屋根を透すかして見えて──

　その瞬しゆん間かん、すさまじい雷らい鳴めいがとどろき、激げき烈れつな衝撃がふたりを天てん井じようまではねあげた。

「いやぁっ!?」「ア、アリアンさま！」

　衝しよう撃げきにふり回され、彼女たちは床にたたきつけられた。

　馬車が横よこ倒だおしになり、痛みにうめくふたりの視し界かいが一気にかたむく。

　恐怖にふるえる馬のいななきと騎き兵へいたちのくぐもる叫び、倒れた馬車からあがる悲鳴を、さらなる恐ろしい雷らい鳴めいが残ざん酷こくにかき消した。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　天と地をつらぬく稲いな妻ずまが深い森へ落ちた。

　鼓こ膜まくを破るばかりの雷鳴に、木立のあいだからひとりの若者がふりあおぐ。

　彼は雨に濡ぬれたマントのフードをはねのけた。燃えさかる炎ほのおを思わせる赤毛と、血のごとき紅あかい瞳ひとみを持つ、十七、八ほどの精せい悍かんな若者の横よこ顔がおがあらわれる。

　若者は、古びた鎖くさりかたびらの上に革かわ鎧よろいとマント、数本の短たん剣けんを差したベルトという質しつ素そな装備をしている。いかにもはぐれものの野や盗とうか、よくいって傭よう兵へいというところだ。

　しかし剣けん帯たいにさがる長ちよう剣けんは、あまりにその身なりにふつりあいだった。

　鞘さやこそ使い古しの革製だが、柄つかのつばは黒地に真しん珠じゆ貝がいの美しい象ぞう嵌がん細ざい工く、にぎりには金のらせん刻みが入っている。

　もっとも目を惹ひくのが柄つか頭がしらの飾りだ。頭部に王おう冠かんをいただく純白の獅し子しが、開いた口に血ち色いろの宝ほう玉ぎよくをくわえたみごとな作りで、これだけでひと財産はありそうな代しろ物ものだった。

「マズい、近い場所に落ちたな」

　赤い前まえ髪がみから落ちるしずくをぬぐい、若者は厳きびしい声でつぶやいた。

　落らく雷らいは火事を引き起こすことがある。こんな深い森で火にまかれたら、死んだも同然だ。

　そのとき、どこからかしゃがれ声が聞こえた。

『のんびりしておるからだ、レオン。船ふな着つき場ばは間ま近ぢかであるぞ』

　しゃがれ声に、レオンと呼ばれた若者は不満げに答えた。

「ここによれっていったのはそっちだ。それに、俺はここまで歩きづめだったんだぜ」

『ふぅむ、若いくせにあとすこしふんばりがきかぬとは、だらしがない』

「ぶらさがってるだけのくせしてエラそうに。だったら自分で歩け」

　彼は長剣の柄をこぶしで乱暴に殴なぐった。すると不ふ可か解かいなことに、柄頭の獅子から、まるで人間のような嘆なげき声があがる。

『おお、世が世なら、こんながさつな若わか造ぞうの腰にさがるわれではないはずなのに！』

「黙れ。こっちも口やかましいジジイみたいな、おかしな剣なんぞ願いさげだ。親父おやじからたくされたんでなきゃ、とっくに売り払ってるところだぜ」

『それはごめんこうむる。持ち主を選べぬのは、われもほとほとこりた』

「宝ほう剣けん狂ぐるいの金きん満まん商人に売ってやろうか」若者は不ふ機き嫌げんにいった。「気に入った宝剣は寝しん所じよに持ちこんで、抱いてなでまわすって話だ。さぞ大事にしてもらえるぜ」

『おお、おお、麗うるわしき美女商人なら大だい歓迎である！』

「五十がらみのおっさんに決まってるだろ、このエロ剣」あっさり若者は切り返す。「そんなことより、街道にもどるぞ。ぐずぐずして火にまかれるのはごめんだ」

『……道どう理りであるな』剣はむっつりと答えた。『でははりきっていけ。応援はしてやろう』

「いるか。第一、減らず口は応援じゃない」

　そういうと若者は小さな荷に袋ぶくろを背負い、座っていた巨大な岩をあとに歩きだす。

　いや、岩ではなく、それは倒とう壊かいした円えん柱ちゆうだった。どうやら古い遺い跡せきらしい。

　円柱は緑の苔こけに覆おおわれ、もとの形もさだかではない。表面に刻まれた古こ代だい文字がかすかに残っているだけだ。その文字を読みとれるものには、ここがどんな場かわかっただろう。

〝世を去りし大いなる創そう造ぞう神しんアル＝エルを称たたえて〟

　この遺跡は、不ふ在ざいの神アル＝エルにささげられた古こ祠しなのだ。




　──ここは、分かたれし大陸ガトランのほぼ中央、旧ローレアン聖せい王おう国こく領りよう南西部の森。

　三つの外洋にかこまれた分かたれし大陸ガトランは、その呼び名のとおり、陸に入りこんだ内海と、いくつもの海かい峡きようや大河によって分ぶん断だんされている。

　この大陸の最北部、氷の海峡をこえた高い山脈のむこうには、深い深い亀き裂れつがあるとつたえられている。

　それこそが、女め神がみエウレネの涙でさえ満たせなかった、不在の神アル＝エルの激しい憤いきどおりのあかしといわれる底なしの亀裂────〝昏こんの深しん淵えん〟。

　英雄ライオネルの永遠の敵、〈無む貌ぼうの王おう〉が這はいでてきたといわれる場所だ。

　そのライオネルが二千年前に興おこした、神しん秘ぴと〝魔ま呪じゆ〟の古こ王おう国こくロレアンティス。

　かつてロレアンティスは、分かたれし大陸ガトランすべてを統とう治ちする一いち大だい帝てい国こくであった。

　いまなお大陸各かく地ちには、古王国ロレアンティスの遺跡が存在し、そのいくつかには、失われた〝魔呪〟が隠かくされ、息づいているとつたえられている。




　この二千年のあいだに、大ロレアンティスの覇は権けんは徐じよ々じよにせばまり、南のランゴニア帝国、南東の商業国こくコレドム、北西の海洋国バルテン、その他の小しよう国家群ぐんに分かれていき、ついにはローレアン聖王国という一いち小国へと変へん貌ぼうしていった。

　それでも洗せん練れんされた高い文化をほこり、賢けん人じんのつどう〈塔とうの学まなび舎や〉や、大陸中じゆうに信者を持つ女神エウレネの大だい聖せい殿でんが、絢けん爛らんの華か都ととうたわれる王おう都とルテティアにあることから、小国ながらもローレアンは、他た国こく人から尊そん敬けいと羨せん望ぼうを集めていた。

〝文化はローレアンから流れいでて七なな海かいにそそぐ〟といわれたほどである。

　だがやがて、大陸北ほく東とう部ぶに住むダルディス人が台たい頭とうし、聖せい王おう国こくの領りよう土どをおびやかしはじめる。ついには二年前、一代で部族をまとめて国を興おこしたダリウスを大たい皇こうにいただき、男だん神しんバアシュを信しん奉ぽうするダルディス皇こう国こくの大軍に侵しん攻こうされ、王おう都とルテティアは陥かん落らくした。

　以来、ローレアン聖王国領りようは一部をのぞき、ダルディス皇国の占せん領りよう下かにある────




　頭上の枝えだ葉はから垂れる雨のしずくが、レオンのマントをたたく。

　地面をえぐる小川を飛びこえ、ツタがからまる木の根や倒とう木ぼくを乗りこえて、彼は黙もく々もくと進む。街道沿ぞいならまだしも、ひとの手が入らない森はとても歩きにくい。

（森は苦にが手てだ。嵐あらしの甲かん板ぱんのほうが、ずっと歩きやすい……）

　心のなかでつぶやいて、ふと彼は苦にがい笑みを浮かべた。

　海を離れて、もう何年になるだろう？　六年、いや七年にも近い。

　なのに、まだ俺は覚えているんだ。まだ忘れられないんだ。ゆるぎない土の地面でなく、波にきしむ甲板がまぎれもなく自分の大地だった子ども時代を、俺は……。

　思わずレオンは革かわの手しゆ甲こうをつけた手で長ちよう剣けんの柄つかをにぎる。その時代といまの自分とをつなぐのは、養よう父ふからたくされたこの剣、ただひとつだけだった。

「それで、あの古い祠ほこらはどうだったんだ」痛みをともなう追つい憶おくをふりはらうために、レオンは口を開いた。「おまえの本当の体とやらの手がかりは、あったのか」

『いや、われの失われた記き憶おくを呼び覚ますあかしは、なかった』無む念ねんそうにしゃがれ声は答える。『いつまでわれは、この仮の殻からにとらわれておらねばならぬのか……』

「そりゃこっちが訊ききたい」若者は嘆たん息そくした。「俺だってやらなきゃならない役目があるんだ。いつまでもつきあってる暇ひまはないぜ。なにかもっと覚えてることはないのか？」

『わからぬ。なにせわれが真の体を失ったのは、古こ王おう国こくロレアンティス時代らしいゆえ』

「とんだジジイだな。記憶を失ったんじゃなくてもうろくしたんだろ」

『もうろくとはなんぞ！　貴き様さまはもっとありがたがるべきである』不満げに声がいう。『神しん秘ぴの失われた今世において、われこそは〝魔ま呪じゆ〟を宿せしものなのだぞ』

　〝魔呪〟。

　それは、分かたれし大陸ガトランにいいつたえられる、神秘の力を意味する。

　あらゆる伝説において、〝魔呪〟の奇き跡せきは語られてきた。

　天より燃える千せんの禍まが星ぼしを呼びよせて、敵とわが身を焼きつくした愚ぐ王おうレモイ。

　呪じゆ具ぐ〝ダグダの方壺ほうこ〟から大河を呼び、古いにしえの百ひやく王おう国こくの主しゆ都とを沈めた神じん祇ぎ官かんゴトネス。

　天空に青く輝く天青石セレステインの城を生みだし、みずからを閉じこめた歌うたい妓めドルシラ。

　そして英雄ライオネルの永えい劫ごうの敵、〈無む貌ぼうの王おう〉がふるった恐るべき破は滅めつの力…………。

　だがいま現在、〝魔呪〟が存在しているたしかな証しよう拠こはなく、それゆえ〝魔呪〟は失われたといわれている。なのにそれでも〝魔呪〟を語るうわさにはことかかない。

　いわく、〈塔とうの学まなび舎や〉では〝魔ま呪じゆ〟を研究し実用化していた、ある遺い跡せきにて〝魔呪〟を宿す呪じゆ具ぐを発見した、とある国の公こう女じよが古いにしえの名もなき神と秘ひ約やくし〝魔呪〟を得た、ある古い家か系けいでは奇き跡せきを起こす〝魔呪〟の儀ぎ式しきと呪じゆ言ごんをひそかに次代へつたえている……。

　そして、ローレアンの聖せい王おう家けは英雄の末まつ裔えいとして、いまの世で唯ゆい一いつ〝魔呪〟を宿している────等とう等々。

　レオン自身は〝魔呪〟など眉まゆ唾つばものと考えていた。……この剣を手にするまでは。

「……神しん秘ぴかどうかは別として、おまえが普通じゃないのはたしかだな」ふ、と息を吐いてレオンはいった。「あるかどうかもわからない、二千年前の体をさがそうってんだから」

『二千年前の遺い物ぶつをもとめるのは、貴き様さまも同じであろう』

　不ふ可か思し議ぎなしゃがれ声が、はっきりと告げる。

『────《王獅子の至宝レガリア》というな』

　一いつ瞬しゆん、レオンの鼓こ動どうがひとつ、大きく鳴った。

「まったくだ」平静をつとめ、レオンは答えた。「そんな夢ゆめ物語に右う往おう左さ往おうするやつらの気が知れないぜ。だが、俺はどうしても至し宝ほうの真しん偽ぎをたしかめなきゃならないんだ」

　レオンは、どこか遠い場所を見るようなまなざしで、厳きびしくいった。

「……大いなる外がい洋ようをこえる、船を手に入れるために」

『ならば、なおさら急ぐがよい』しゃがれ声がいう。『金より容易に時は失われるぞ』

「ハ、わかったよ」それきりレオンは口を閉ざす。しゃがれ声も沈ちん黙もくした。

　やがて雨が小こ止やみになり、枝えだ葉はのすきまからのぞく空が明るくなる。木々はまばらになり、地面の下した生ばえが増えてきた。街道が近い証しよう拠こだ。若者はほっと息をつく。

　が、木々のあいだから聞こえた物音に、彼はとっさに足をとめた。

「オルガ、しっかり……！」「だめです……火が……」

　それは、少女と若い娘のローレアン語の会話だった。

　レオンは幹の陰に隠かくれて様よう子すをうかがう。その瞬しゆん間かん、街道の光景に息を吞んだ。

　街道沿ぞいの大木が落らく雷らいに打ちくだかれ、周囲の木々を巻きこんで、道をふさいでいた。煙と火が落雷につらぬかれた幹からあがり、焦こげる臭においが周囲にただよいつつある。

　濡ぬれた石だたみの道に、五、六頭の栗くり毛げの馬と、銀の胸むね鎧よろいの騎き兵へいたちが倒れている。騎兵の胸鎧の肩かた甲こうに、青いダルディス皇こう国こくの紋もん章しようが見えた。

　落雷の直ちよく撃げきか、被ひ雷らいしたか、それともゆくてをふさぐ倒とう木ぼくに乗りあげたのか。

　何頭かの馬は起きあがろうともがいていたが、騎兵はみなぴくりとも動かない。

　そして横よこ倒だおしになった馬車に足をはさまれ、身動きのとれない灰色のローブを着た娘を、純白のローブをまとう小こ柄がらな少女が懸けん命めいに助けようとしているのが見えた。

「……さま……！　火が、火がきます……！」

「しっかりなさい、オルガ！　いま逃げればまだ間にあうわ！」

　悲鳴をあげる娘にぴしゃりと少女がいった。レオンは紅あかい瞳ひとみを大きくみはる。

　それは目が覚めるほど美しい、金の髪かみと翡ひ翠すいの瞳の少女だった。

　白いローブのえりもとをあざやかな翠すい玉ぎよくのブローチでとめた少女は、身なりも上等、顔立ちや物もの腰ごしも気き品ひんがあり、一見しただけでもかなり身分が高そうだ。

　だが、レオンは少女の両手をつなぐ黒い鎖くさりにも気づいた。

　レオンが様よう子すをうかがうあいだも、少女は上等なローブが汚れるのもいとわず地面にひざをつき、つながれたきゃしゃな腕で娘を助けようとしていた。

「も、もう、だめです……わたしなど捨ておいてお逃げください……！」

「いやよ！」少女は娘を抱きしめた。「そんなことできません！　あたくしは、あたくしはもう……もう、だれも失いたくないのよ！」

　それは、聞くものの胸をえぐる哀かなしい声だった。レオンは唇くちびるを嚙かむ。

　高こう貴きな虜りよ囚しゆう、それも大陸を席せつ捲けんしつつあるダルディス皇こう国こくの兵に護ご送そうされた少女。

　かかわりあいになればどんな面めん倒どうがふりかかるだろう。このまま立ち去るのが一番だ。

　だがレオンは動けない。いま耳じ朶だを打った少女の叫びが彼を引きとめる。

　若者は体の陰でこぶしをにぎりしめる。固く、さらに固く、きつく。

（……そうだ、決めたはずじゃないか。俺は、弱いヤツなんかに同情しないと……！）

　だがそのときだった。さらなる言葉がレオンの耳にとどいた。

「あきらめてはだめ、オルガ」少女の声がいった。「あたくしと一緒に〝聖座島サン・スイエージユ〟で、《王獅子の至宝レガリア》を手に入れるのよ！」

　レオンは身をこわばらせてふり返る。紅い瞳に鋭い光を宿し、彼はふたりをにらみつけた。少女と娘は、若者の炎ほのおのごとき視線に気づかない。

　そのとき、ふいにメリメリと木が裂ける音が聞こえた。はっとレオンはふりあおぐ。火につつまれた一本の木が少女の頭上に倒れかかっていた。

「っくそ！」叫んでレオンは地を蹴けり木の陰から飛びだした。

　横よこ倒だおしになった馬車の前に走りよると、「どけ！」とかがんでいた少女を押しのける。

「な──なにをするの？　あなただれ!?」

　たずねる少女に答えず、彼は下した敷じきの娘の状態をしらべた。

　娘の足をはさむ馬車は重く、ひとりではどけられそうにない。周囲を見わたすと、横倒しになった拍子に荷台と馬をつないでいた太い木の轅ながえが折れて転がっているのが目に入る。

　レオンはそれをつかみ落ちていた兜かぶとをひろうと、兜を地面に置きその上から轅を荷台の下に突っこんだ。てこの要よう領りようで馬車を持ちあげようと考えたのだ。

「いまから荷台をあげる」轅を手に彼は少女にいった。「そのあいだにひっぱりだせ」

　ぶっきらぼうな命令に少女は一いつ瞬しゆん唇を嚙む。が、すぐにきっとレオンを見返した。

「……いいわ、オルガを助けられたなら、その無ぶ礼れいな態度はゆるしてあげてよ」

　少女はひざまずいて娘の両脇わきに腕を差し入れる。それを合図に、「いくぞ！」とレオンは轅ながえに両腕うでで思いきり体重をかけた。

　折れそうなほど轅がたわむ。支点となる兜かぶとにとてつもない力がかかって凹へこみかける。

　レオンは歯を食いしばりさらに力を入れた。若者の両腕の筋肉が盛りあがる。少女も足をふんばり体をそらして必死に娘を引きずりだそうとする。

　だがなかなか荷台はあがらない。轅が折れるのが先か兜が凹んで使い物にならなくなるのが先か────血管が浮くレオンのこめかみを汗がひとすじつたったとき、

「オルガ！」「あ……アリアンさま……」

　隙すき間まから娘が引きずりだされた。その瞬しゆん間かん、ごう、となにかが頭上に倒れかかる。

「あぶない！」とっさにレオンは少女と娘を抱いて横おう転てんした。

　すさまじい音を立て倒とう木ぼくが馬車にめりこんだ。飛び散る破は片へんと火ひの粉こに、レオンは少女と娘をかばい顔をそむける。急いでレオンは身を起こし、少女と娘にいった。

「ボケっとしてるな、火にまかれたくないなら立って逃げろ」

「な……！　本当にえらそうなひとね。わざわざいわれなくてもわかっています！」

　乱れた金の髪かみを直しつつ少女が憤ふん然ぜんといい返したとき、

『……きさま、だれだ』

　男の声にレオンはふり返る。少女と娘も同時に。

　ふたりのダルディス兵が立ちあがる。怪け我がをしたのか足もとはふらついているが、勇ゆう猛もうで鳴らすダルディス人らしく、がっしりとした体格に腰の剣はひどく威い圧あつ的だ。

　体の陰でレオンはこぶしをにぎる。虜りよ囚しゆうの少女や火事のみならず、ダルディス兵とは、やはり逃げるのが賢けん明めいだった────けれど、もう遅い。

　剣の柄つかに手を置き、ふたりの兵士はダルディス語でいった。

『ローレアンの残ざん党とうか？　まさか、救出にきたのか？』

『いや、他た国こく人だ。おそらく野や盗とうのはしくれだろう、こんな若わか造ぞう』

　不ふ穏おんな気け配はいに体をこわばらせるレオンをよそに、大おお柄がらな、護ご送そう団の長らしき兵がいった。

『急がねばな。だがその前に……この若造を』

「ローレアン語も話せないの、無む知ちなダルディス人！」ふいに少女が、高こう慢まんな声で打つようにいった。「護ご衛えいのくせにあたくしをさしおいて勝手な相談なんて、あきれるばかりね」

　少女の罵ば倒とうに、ふたりの兵は顔を見あわせる。

「……な、ならば、彼はだれです」たどたどしいローレアン語で兵が訊きく。

「知るものですか。ダルディス人よりすこしはましな野蛮人バルバリエかしら」そういうと、少女はレオンをふりかえった。「突っ立っていないでさっさと立ち去りなさい。この礼れい儀ぎ知らず」

　言葉はきついがどうやらレオンを逃がすつもりらしい。だが彼は肩をすくめただけだ。

「礼儀を知らないのはどっちだ？　助けてやった礼を俺は聞いていないぜ」

「なんですって？」少女の細い眉まゆが逆さか立だった。「いったはずでしょう。引きかえに、あなたの無ぶ礼れいをゆるしてあげるって！」

「素晴らしい。さすが高こう貴きなお方の考えることは理解不ふ能のうだぜ！」

「そのえらそうな口く調ちようが無礼ものといっているのですけれど！」

「いいかげんにしろ、貴き様さまら！」兵が怒ど鳴なる。「……立ち去れ、若わか造ぞう。いまなら見み逃のがす」

「ハ、そうさせてもらうさ。俺も命が惜しいからな」

　レオンは肩をそびやかして歩きだす。兵の前を通りすぎ、背をむけた瞬しゆん間かん、

『レオン！』「あぶない！」

　しゃがれ声と少女が警けい告こくする前に、レオンはすでに柄つかに手をかけていた。

　ふり返りざまに一歩踏ふみこみ獅し子しの長ちよう剣けんを抜きはなつ。

　閃ひらめく刃やいばの光が、ダルディス兵がふりおろした剣を下からはじき返した。

　金属音おんが響ひびく間に鮮あざやかにくるりと刃を返し次の瞬間、レオンは力の限り両手で斬きりおろす。渾こん身しんの一いち撃げきが兵の肩かた口ぐちから鎧よろいと鎖くさりかたびらを断ち肉に深く食いこんだ。

『うがぁああっ!!』血しぶきがあがり、よろりと兵があとずさる。

　レオンは食いこんだ長剣の柄をにぎり、兵の胸に足をかけて思いきり蹴け飛とばす。

　兵は勢いよく飛ばされ燃えさかる木に背中を強打して、地面に崩れ落ちた。抜けてもどる剣を手にレオンは即そく座ざにきびすを返し、背後の兵へ走った。

『きさまぁっ！』叫びとともに刃がふってきた。

　だがレオンは止まらず、逆に相手へ猛もう進しん──と見せかけ、ふっと体をわずかにひねる。

　ごう、とレオンの耳もとを剣の風ふう圧あつがかすめた。

　勢いあまって前のめりになる兵の首のうしろに、獅子の柄つか頭がしらが激しくふりおろされる。うめき声をあげて、兵は石だたみの上に落ちた。

　あっという間にふたりのダルディス兵は意識を失い、動かなくなった。

「殺さないだけましと思えよ」紅あかい瞳ひとみが冷ややかな光をはなつ。「若造でもそれなりに場はくぐってきたんでな。おまえらごときに殺やられるほどお安くはないぜ」

　血ち濡ぬれた剣をマントのすそでぬぐい鞘さやにおさめ、レオンは兵の体をまさぐった。胸もとから紐ひものついた鍵かぎを見つけて、背後で凍りつく娘と自分をにらみつける少女をふり返る。

　彼はひと差し指に鍵の紐をぶらさげ、少女にむかってわざとゆらしてみせた。

「これが鎖くさりの鍵だな──欲しいか」

「いるものですか」

　即そく答とうだった。

「野蛮人バルバリエに情なさけをかけられるぐらいなら、つながれたままでけっこうよ」

「見えすいた強がりはよせよ……そうだな」レオンは思わせぶりに言葉を切る。「俺は傭よう兵へいでね。どうだ、護ご衛えいにやとわないか？　もっとも、俺をやとえる金があればだが」

「自分を過か大だい評価しているのではなくて」ぴしゃりと少女はいった。「あたくしにやとわれるだけの価か値ちが、あなたのような野蛮人バルバリエにあるとでも思っているのかしら？」

「そっちのお高い誇りを尊そん重ちようして、下した手てにいってやってるんだがな」

「野蛮なだけでなく卑ひ怯きようでもあるのね、ひとの弱みにつけこむなんて」

「そういいかえてもけっこう。いやならこの場で死ぬか」

「さすがいやしい傭よう兵へいだわ。ずるくて卑怯で盗とう賊ぞくまがい。だから傭兵なんて大きらいよ。王おう都と陥かん落らくも傭兵の裏切りのせいですもの…………でも」

　少女は黙りこみ、レオンの頭のてっぺんからつま先まで値ね踏ぶみするようにながめた。

「条件があります」くい、と傲ごう慢まんに少女はあごをあげた。「あたくしがやとい主で主人。命令は絶対よ。それを約束できないのなら、あたくしは」

　澄すんだ凛り々りしい声が、レオンの耳じ朶だを打ちすえる。

「この場で、誇りで死んでもかまわないわ」

　ふたりは無言でにらみあった。その沈ちん黙もくに炎ほのおがはぜる音が割りこむ。

　火の手がまわるのは時間の問題だろう。だが少女は一歩も動かない。

　おそらくレオンの思おも惑わくを察した上で「死んでもかまわない」といっているのだ。

（つまり、最終的に俺がゆずると確信してるってわけだ……）

『少女ながらに肝きもがすわっておるな。しかも頭も悪くなさそうだ』しゃがれ声がささやいた。『容た易やすく貴き様さまの思いどおりにいかなそうであるぞ』

「黙れよ。まあ、阿あ呆ほうの足あし手でまといでなくて助かるが」小声でレオンは返す。

　レオンには、こんな少女に主しゆ導どう権を預ける気はさらさらなかった。ひと差し指にかけた紐ひもをまわし、チャリ、と手のひらに鍵かぎをおさめると彼はいった。

「いいだろう。だが身の安全のためなら、命令は無視するぜ」

「……そうね、それぐらいはゆずってあげてよ。では成立ね、鍵をよこしなさい」

　レオンは無言で鍵を投げた。少女は鍵を拾って鎖くさりをはずす。がしゃりと重い音で鎖が石だたみに落ち、その上に灰はい色いろの煙がただよった。

　少女は倒れた兵に視線をむける。「彼らはどうするつもり？　置いていくの？」

「つれてく余よ裕ゆうがあると思うか」レオンは冷たく答える。「運がよけりゃ、焼かれる前に目を覚ますさ。それにしかけてきたのはあっちだ。殺す必要もないが、救う義務もないな」

「傭兵らしい理り屈くつね。救わないなら殺すのと同じよ」少女は顔をそむけ、ゆるしを請こうように一いつ瞬しゆんだけ目を閉じると、口を開いた。「行くわよ、オルガ」

「そ、そんな……、こんな得え体たいの知れないひとについていくんですか!?」

「ええ、この野蛮人についていくつもりよ。虜りよ囚しゆうでいるより前向きですもの」

　そういうと、少女はレオンにむかって尊そん大だいな口く調ちようでいった。

「それだけ自信があるのなら、あたくしたちの護ご衛えいは完かん璧ぺきにこなしていただくわ」

「わかったわかった。で、ご主人さまのお名前をまだ聞いていないぜ」

　投げやりにレオンは訊きく。だが少女の次の言葉に、彼は紅あかい瞳ひとみを見開いた。

「あたくしはアリアン」威い厳げんある声が、名乗った。「アリアン＝ウェン・ル・クラルテ・アンプルール・ロレアンティス。ローレアン聖せい王おう国こくの聖せい王おう女じよであり、唯ゆい一いつの王おう位い継けい承しよう者しやです」

　レオンは息がとまる気がした。

　その堂々たる名乗り、たぐいまれな気き品ひんある美しい容よう姿し、高こう慢まんとまでいえるほどに誇り高い態度────たしかに〝聖王女〟の尊そん称しようにふさわしい。

（聖王国の王女……英雄ライオネルの末まつ裔えいか。至し宝ほうについて知っているわけだ）

　おどろきで言葉もないレオンに、少女は娘を指し示していった。

「彼女はあたくしの侍じ女じよ、オルガ。さあ、これでこちらの名乗りは終わったわ」聖王女アリアンは、傲ごう然ぜんと命じた。「あたくしの護ご衛えいの名を、主人に告げなさい」

「レオン」

　ただひとことを若者は返した。身分をあらわす称しよう号ごうも、出しゆつ自じを示す姓せいもない。彼にあるのはただ、〝獅し子し〟の意味を持つこの名前だけだった。

　灼しやく熱ねつの炎ほのおをまとう木々が、どう、とすさまじい音を響ひびかせて倒れる。激しく火ひの粉こがはじけて飛ひ散さんした。見つめあう赤毛の若者と金の髪かみの少女の周囲に、火の手が広がってゆく。

　荒れ狂う業ごう火かのなかで、彼らふたりの運命は交差し、旅がはじまった。
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　雨あがりの夕刻、増ぞう水すいした大河ロンヌが〈央おう海かい〉にそそぐ。

　暗い曇り空の下、ロンヌ河口の港街リールエルバンの街がい門もんに早々と松明たいまつがかかげられる。

　いかつい鉄の鋲びようを打った巨大な門を門もん兵ぺいが閉ざすまぎわ、松明が落とす光の輪の下へ、川沿いの街道から橋をわたって数名の黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き兵へいが駆けこんだ。

　よほど急いでいるのか門兵へのあいさつもそこそこに、街路の敷き石を鋼こう鉄てつの蹄てい鉄てつで削けずるほどの勢いで騎兵は駆けていく。そのあとに街門が、がしりと重く閉ざされた。

　わきめもふらず騎兵は運河に沿った街路を疾しつ走そうする。街路は、港の方角にある城へつづいていた。真まっ白しろな壁を堀に映すその城は、遠とお目めからは非常に美しい。

　騎兵は城門前まえでとまった。先頭の騎き士しが兜かぶとの面めん頰ぼおをはねあげる。

　あらわれたのは綺き麗れいな茶色の瞳の、凛り々りしく若い娘だった。門もん塔とうから見おろす守備兵へいへ、女騎士はきりりと響ひびく声で告げた。

「玄げん竜りゆう騎士団所しよ属ぞく騎士、イリーナである。急ぎユーサー皇こう弟てい殿でん下かにお取りつぎを！」




　──港街リールエルバン。

　はるかロレアンティス時代に、英雄ライオネルに仕えた大だい賢けん人じんエラトスが建てたという歴史あるこの街は、大河ロンヌが〈央海〉にそそぐ河口にある。

　長ちよう兄けい神しんグランヌスが沈んだ亀き裂れつといわれる〈央海〉をのぞみ、川の水を引きこんだ運河に沿って瀟しよう洒しやな建物がならぶ街は、水面みなもに映る姿の美しさに「ロンヌの水鳥」と呼ばれていた。

　大賢人ゆかりの地とあってか、すぐれた技師を多く輩はい出しゆつし、港こう湾わん技術の研究も盛んで、小しよう規模でも整備された港をそなえている。

　近年になって増える人口に街の拡大が追いつかず、街がい壁へきの外にまでよそものや貧ひん民みんが家を建てて住みつき、いつしか雑ざつ多ただが活気のある裏うら町まちを作りあげていた。




　二年前の王おう都とルテティア陥かん落らく後、街の城じよう代だいは徹底抗こう戦せんを選んだ。

　同どう盟めい国こくバルテンの力を借りたダルディスとの、陸と海からの激しい攻防戦せんのあとに、リールエルバンは陥落した。無む軌き道どうな略りやく奪だつに街はさらされ、住民のほとんどは奴ど隷れいとなり、裏町までもが暴力のはけ口となって荒らされて、無む残ざんな廃はい墟きよと化した。

　現在、街なかや港にはゴミがたまり、はがれた敷しき石いしはそのままで、傷んだ建物の修しゆう復ふくも行われていない。女め神がみエウレネの聖せい廟びようも完かん膚ぷなきまでに壊され、哀あわれな姿をさらしている。

　かつての美しい「ロンヌの水鳥」は、いまや見る影もない。




　このリールエルバンの、激しい潮しおの渦うず巻まく沖おきあいに、切り立つ断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの島がある。

　これが〝聖座島サン・スイエージユ〟。ローレアン王おう族ぞく以外不ふ可か侵しんの聖せい地ちだ。

　島の頂いただきには光につつまれた不ふ可か思し議ぎな建造物がある。大だい賢けん人じんエラトスが、ライオネルの没ぼつ後ごにその霊れい廟びようとして建こん立りゆうした大だい聖せい殿でんだ。

　代々のローレアン聖せい王おうはリールエルバンより出港し、〝聖座島〟の大聖殿において戴たい冠かん式しきを行ってきた。その所以ゆえんから、街にはあるひとつの伝説がある。

　ローレアン王族の正しき血を引かぬ王が大聖殿に足を踏み入れたとき、〝聖座島〟をも吞みこむ巨大なうず潮、「海かい蛇じやの眼がん球きゆう」が生じると───




　城の主しゆ塔とうの内うち階段を、ひとりの少年が騎き士しをしたがえ下りていく。

　濡ぬれたように光る漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに漆黒のマントをひるがえし、無言で歩むこの少年は、リールエルバンの領りよう主しゆでありダルディス皇こう国こく大たい皇こうが弟、弱じやつ冠かん十六歳さいの皇こう弟ていユーサーだ。

　彼の甲冑に蒼あおい紋もん章しようはなく、代わりに胸きよう甲こうの中心に黒くろ瑪瑙めのうと真しん珠じゆを素材にした竜りゆうの意い匠しようのカメオがはめこまれていた。腰にさげた長ちよう剣けんのつばにも竜の印いん章しようがある。

　少年は、たぐいまれな美しい容よう貌ぼうをしていた。

　大おお鴉がらすの翼つばさを思わせるつややかな黒くろ髪かみに漆黒の瞳ひとみ、象ぞう牙げにも似た白い肌はだの冴さえ冴ざえとした精せい緻ちな顔立ちは、小こ柄がらな体もあって、少女といっても通用するかもしれない。

　だがその瞳は、少女のような柔にゆう弱じやくさとはほど遠い、闇やみのごとき昏くらさをたたえている。

「……大皇陛へい下かはまた地下聖せい堂どうですか。ずいぶんと信仰心しんの篤あついことで」

　背後から聞こえた気安げなささやきに、ユーサーは視線を肩ごしに投げた。

　声の主ぬしは、腰にふたつの長剣をさした、黒くろ甲冑の長身の騎士だ。

　彼はユーサーの腹ふく心しんの部下のひとり、副ふく官かんギャラング。稚ち気きに満ちた褐かつ色しよくの瞳に南方系けいの出らしい浅黒い肌はだ、波打つ長い黒髪の、野性的な外見の男である。

「ああ。例のごとく、異い教きよう徒との改かい宗しゆうを進めておられるよ」

　ユーサーが答えると、ギャラングは皮ひ肉にくのこもった笑みをむけた。

「熱心ですね。ここへ到着して半月にもなりますが、よほどはかどらないらしい」

「それ以外することがないんだ。お察ししろ」

　冷ややかなつぶやきを皇おう子じが返すと、ギャラングは肩をすくめて口をつぐんだ。

　らせんの階段を下りきって、ふたりは大だい燭しよく台だいのならぶ拝はい廊ろうへでる。

　この場所は、かつて女め神がみエウレネの聖せい堂どうだった。壁には二頭の馬をかたどったダルディスの紋章と、仮か面めんと黒い翼のバアシュ教の紋章を染めたつづれ織りがかけられている。

　拝はい廊ろうの突き当たりにある大おお扉とびらの前には、鎖くさりかたびらの兵士がふたり立っていた。

　兵士はたくましい体つきに茶色の髪かみと瞳ひとみの、典てん型けい的なダルディス人だ。小こ柄がらで黒くろ髪かみと黒い瞳のユーサーとは、同じ民族には見えない。皇おう子じには異い国こくの血が混じっているのか。

「聖せい王おう女じよ護ご送そう団だんの件だ。陛へい下かに急ぎとりついでもらおう」

　ユーサーが告げると、兵士は威い圧あつするように見おろしてから背後の大おお扉とびらをこぶしでたたいた。なかから返る声とやりとりしたのち、兵士は扉の両わきにさがる。

「どうぞお入りください。ただし殿でん下かだけお通しせよとのことです」

　一礼してギャラングがさがると、きしむ音とともに大扉が内部から開かれた。

　磨みがかれた床を踏みしめ、少年は歩む。控えの間には多くの蠟ろう燭そくが灯ともされ、赤々と室内を照らしていた。正面に礼れい拝はい堂へ通じる両開きの扉があり、僧そう衣いの教きよう兵へいが立っている。

　ユーサーが入ると、部屋のすみからローブをまとった禿とく頭とうの女性が静かに立ちあがる。

　彼女が、バアシュ教主しゆ教きようヴェレダ──大だい主教に次ぐ地位にある女性だ。

「予想外がいの事態が起こった、ヴェレダ主教。大たい皇こう陛下と直接話はなしをさせてもらいたい」

「わたくしが御用をおうかがいいたします、皇こう弟てい殿下」ヴェレダは、感情の読めない薄うす灰はい色いろの瞳をむけた。「なんぴとたりと、陛下の改かい宗しゆうの儀ぎをさまたげるのはゆるされません」

（……なにが〝改宗の儀〟だ）

　かすかにユーサーは顔をしかめる。だがそのとき、

「かまわんぞ、ヴェレダ。いま休もうとしたところだ」

　野の太ぶとい男の声が礼拝堂から響ひびいた。女性主教はちらとそちらを見やると、教兵にうなずく。彼女の合図に兵たちが分厚い扉を開け、ユーサーは薄暗い礼拝堂へ足を踏みだした。

　その瞬しゆん間かん、少年の美しい容よう貌ぼうが激しい嫌けん悪おでゆがむ。

　礼拝堂内ないには、焚たきこめた香の匂におい、そして鼻をつく汗の臭においが充じゆう満まんしていた。

　燭しよく台だいの灯あかりのとどかぬ暗がりから、女性の弱々しい悲鳴とすすり泣きが聞こえてくる。目をこらせば何十人もの教兵たちが裸ら身しんの女性を床に組みしいて、うごめいているのがわかっただろう。だがユーサーは嫌悪を眉み間けんに刻み、まっすぐ前を見すえたままだ。

　真ま正しよう面めんには内ない陣じん──きらびやかな祭さい壇だんがもうけられた聖せい所しよがあった。女め神がみエウレネ像を撤てつ去きよした跡があり、代わりにバアシュの紋もん章しようがかかげられている。

　その祭壇前まえに、裸はだかの女性が死んだように横たわっていた。

　淡い蠟燭の光に、なまめかしい白い裸身と金の髪が光る。ローレアン人のもと貴き婦ふ人じんだろうか。痛ましいことに女の背中には一面、血のにじむみみずばれが無数に走っている。

　広い肩かた幅はばと太い腹まわりをした、巨きよ漢かんの中ちゆう年ねんの男が、三さん叉さの鞭むちをにぎって女性のそばに立っていた。鞭から血のしずくがしたたり落ちて、祭壇の床に点々と赤い染みをつけている。

「……なに用だ、ユーサー」

　巨体に部屋着一枚をはおっただけの男は、乱らん行ぎようで濁にごる瞳をユーサーにむけた。

「貴き重ちようなお時間をさいていただき、ありがたくぞんじます。偉い大だいなる大皇陛下」

「まわりくどいあいさつだな。それもランゴニア流か？」たくましい肩をそびやかし、ダリウスは答えた。「くだらん口こう上じようをいう間があったら、改かい宗しゆうの儀ぎを手伝え」

「つつしんで辞じ退たいもうしあげます、陛へい下か。改宗の儀をおこなうのは、男だん神しんバアシュのうつし身たる陛下でなくてはかないません」

「よくできたいい逃れだな。臆おく病びようなのか、それともみなが噂うわさしておるとおり娘なのか？　女を痛めつけるのも泣かせることも、一人前の男でなくてはできんのだからな」

　ダリウスは鞭むちを手にユーサーに歩みよる。皇おう子じの鼻び腔こうを、兄の獣けものじみた体たい臭しゆうと、いかがわしい営みのあとの生なま臭ぐさい嫌な臭いが刺し激げきした。

「緊きん急きゆうの事態にて、単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます」こみあげる吐き気をこらえ、少年はいった。「二日前、ロンヌ川沿ぞいの森にて、聖せい王おう女じよ護ご送そう団だんが事故にあいました」

「なんだと!?」ダリウスの太い眉まゆがつりあがる。

「船着き場のあるタルプ村への到着が遅れたため、出迎えの騎き士し団が調べにむかったところ、燃えた馬車の残ざん骸がいと護送兵へいの遺い体たいを発見したそうです。嵐あらしによる増ぞう水すいのため船がだせず、今日やっと馬により報告がとどきました」

「どういうことだ！　聖王女はどうなったのだ！」

「不明です。聖王女と侍じ女じよらしき死体は見当たらなかったようですが」

「森のなかに逃げたのか。当然捜そう索さくはつづけておるだろうな！」

「はい。ですが森の奥へ逃げこんだのでしたら、やすやすと見つかりはしないでしょう」

「くそ！」ダリウスは鞭むちを床にたたきつけた。「だからいったではないか。ローレアンの残ざん党とうを殺して聖王女をとらえたあと、すぐに婚こん姻いんをすませておけばよかったのだ！」

　いらいらとダリウスは歩きまわった。そのさまは怒れる毛深い熊くまそのものだった。

「征せい服ふくした部族の娘を、戦せん利り品ひんとして天てん幕まくで犯すのとはわけがちがいます」辛しん抱ぼう強くユーサーはつづける。「ダルディスの領りよう土どは広がりすぎました。聖せい王おう国こくを征服したことで、いまや南のランゴニア帝てい国こくと領土を接しています。南東の商業国こくコレドムやその他の国々も、同どう盟めいを結んだとはいえ北の海洋国バルテンも、われらを脅きよう威いと感じているでしょう。各地にはローレアンの残党もひそんでいます。力まかせの戦法ではこれ以上の進軍は無理です」

「残党など蹴け散ちらせ、他国など征服しろ、他た民族などみな殺してしまえ！」

「領土が広がりすぎたともうしあげました。他国へ侵しん略りやくするあいだに皇こう都とを攻められたらどうされます。軍を立てなおし、新たな戦せん略りやくを立てる時間が必要なのです。なによりも」

　重々しく、皇こう弟ていは告げた。

「──《王獅子の至宝レガリア》を、陛下は御おん手てにおさめなくては」

　沈ちん黙もくする大たい皇こうを、皇弟はじっと見つめていった。

「〝聖座島サン・スイエージユ〟において婚姻の儀を行い、陛下が正ただしくライオネルの後こう継けいであるとしめすのです。大だい聖せい殿でんの閉ざされた奥おく宮みやを聖王女に開かせ、至し宝ほうを手に入れられたなら、陛下は〈万界の王ドミナントウール〉として、大陸ガトランのすべてを手に入れるでしょう」

「……バアシュ教にとっても、聖せい王おう女じよとの婚こん姻いんには意義がございます。陛へい下か」

　静かな声に、皇こう弟ていと大たい皇こうはふり返る。ヴェレダ主しゆ教きようが薄うす灰はい色いろの瞳ひとみで見つめていた。

「陛下と聖王女の婚姻は〝聖婚ヒエロス・ガムス〟、陛下が女め神がみエウレネをめとるという象しよう徴ちように他なりません。エウレネ教をバアシュ教に組み入れ、征服することがかないます」

　ヴェレダの薄い灰色の瞳に、かすかな光がよぎった。

「それが、男だん神しんバアシュの望む〈聖せい地ち浄じよう化か〉の、新たなる一歩にございます」

「ならばよけいに聖王女が必要ではないか！」ダリウスが怒ど鳴なった。「ローレアンの残ざん党とうが救いだしていたならどうする。もっと恐ろしいのは、他国の手に聖王女がわたることだ！」

「ご安心を、陛下」ヴェレダ主教がいった。「ユーサー皇弟殿でん下かが、かならずや聖王女をさがしだしてくださるはずです。そうでありましょう、殿下」

　静かな薄灰色の瞳をユーサーの黒い瞳が見返す。が、すぐに彼は兄へと口を開いた。

「王女が森に逃げこんだなら、なおさら好こう都つ合ごうです。ローレアンの残党も他た国こく人も、夜の森で王女を見つけるのは難しいはず。王女にも逃げ場はありません」そういって、皇おう子じは頭をさげた。「捜そう索さくに全力をつくします。かならずや御おんもとに聖王女をささげましょう。陛──」

　突とつ如じよ、左のほおに強い衝しよう撃げきがきた。

　ユーサーの体がくずおれる。かろうじて片ひざをついたが今度は右から殴なぐられた。

　がしゃり！　と皇子の甲かつ冑ちゆうが大だい理り石せきの床とぶつかり耳に痛い音を立てる。

「べらべらと得意げにしゃべりおって……それほど己おのれの頭の良さをひけらかしたいか！」

　ダリウスが憤ふん怒ぬで顔を赤く染め、こぶしをにぎりユーサーを見おろしていた。

「……滅めつ相そうも、ありません……陛下」

　ユーサーはふらつきながら身を起こした。口の端はしが切れて赤い血が床にしたたる。

　その弟に、ダリウスは礼れい拝はい堂どうの壁がふるえるほどの大声で怒ど鳴なりつけた。

「いいか！　どれだけ頭がまわろうが、わしらの部族アレマンは、いやダルディスの民たみは、貴き様さまを正式な皇子とは認めておらん。皇こう家けに属するのは、俺と俺の娘エンジェリナだけだ。いくら貴様が傭よう兵へいを集め騎き士しを名乗り将しようを気取っても、門もん地ちも郎ろう党とうもない混血の小こ僧ぞうに民はしたがわんぞ！　しょせん貴様は親父おやじの愛人から生まれた庶しよ子しだ。なによりも貴様は」

　ダリウスは、侮ぶ蔑じよくの言葉を吐き捨てた。

「謀む反ほんをたくらんだ女の息子むすこなのだからな……！」

　ユーサーはよろりと床にひざをつくと頭を垂れた。

「……この身の罪深さは、だれよりも自覚しております、陛下」ユーサーはかすれる声で従じゆう順じゆんにいった。「自分が生きていられるのは、亡き父と陛下の慈じ悲ひあればこそ。心よりの忠ちゆう誠せいを、自分はささげております──ダリウス・ケイド・オ・アレマン・ダルディス大皇陛下」

　だが大皇は憎にく々にくしげに弟へ唾つばを吐いた。皇子の白い額ひたいに、ぴしゃりと唾がかかる。

「口だけならなんとでもいえるわ、この賢さかしらぶった小こ僧ぞうめが。そのしおらしさが信用ならんのだ。教きよう兵へいども！」ダリウスは命じた。「こいつを放りだせ」

　うむをいわさずユーサーは両わきをかかえられ立たせられる。

　激しい音を立て室外への扉とびらが開いた。壁によりかかって待っていたギャラングが、はっと身を起こす。その前にユーサーの小こ柄がらな体が投げだされた。

「殿でん下か！」床に落ちる寸すん前ぜん、ギャラングがユーサーの体を抱きとめる。部下にささえられうなだれる皇おう子じへと、ダリウスの声が追い打つように降ってきた。

「貴様の忠ちゆう誠せいが見せかけでない証しよう拠こに、聖せい王おう女じよをなんとしても見つけだせ。でなければ、ルテティア陥かん落らくの功こう績せきも、《王獅子の至宝レガリア》の手がかりを見つけた功労も、すべて帳ちよう消けしにして、謀む反ほん女おんなの息子むすこにふさわしい処しよ遇ぐうをあたえてやる。いいな！」

「誓って、かならず……」

　ユーサーの弱々しい返答を拒むように、扉が激しく閉まる。閉まる扉のむこうから「酒だ。別の異い教きよう徒との女もつれてこい！」と命じるダリウスの怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「立てますか、殿下」ギャラングに問われユーサーはうなずいて立ちあがる。ふたりがきびすを返したとき、扉の前に立つ兵士が嘲ちよう笑しようまじりのつぶやきを投げた。

「……ぶざまな格かつ好こうだな」

「さすがやんごとなき皇こう弟てい殿下。ありがたいお姿に笑いがとまらんよ」

「小僧の、いやお嬢じようちゃんの子こ守もりは大変だなあ、傭よう兵へい」

　ユーサーは反応しない。だがギャラングは彼らを横よこ目めで見返すと、平然といった。

「いやあ、それほどでもない。楽なもんさ」薄い笑みが、騎き士しの浅黒い肌はだの片ほおに浮かぶ。「狂った好こう色しよく熊ぐまの世話よりは、ずいぶんとね」

　小さなつぶやきに、兵たちの顔色がさっと変わった。

「貴き様さま…………いま、なんといった!?」

「ん？　別に、なーんにも」

「その発言、陛へい下かに対する不ふ敬けいとみなすぞ！」

「なんと！　いまの発言のどこに陛下への不敬が？」しらじらしくギャラングは答える。「まさか、貴き殿でんらは陛下のことを狂った好色熊と考えていたのか。それこそ不敬ものだよ！」

「こ──この傭兵めが！」

　兵士が腰の剣に手をかける。しかしギャラングは冷たく笑って、腰につるしたいかつい双そう剣けんの柄つかをにぎると、意味ありげにがしゃり！　と音を立てた。細められた彼の瞳ひとみが、刃やいばのように鋭く光る。兵士たちはわずかにひるみ、一歩あとじさった。

「よせ、ギャラング」ユーサーがとめた。「改かい宗しゆうの儀ぎのお邪じや魔まになる。いくぞ」

　そういって皇子は階段へ歩きだす。ギャラングはわざとらしく一礼してつづいた。兵士のくやしまぎれのあざけりがあとを追うが、ユーサーたちにはとどかない。

「……で、いったいどうされたんですか」松明たいまつが照らす階段をのぼりつつギャラングが訊きくと、ユーサーは額ひたいのつばと口もとの血を手しゆ甲こうでぬぐって答えた。

「すこしおしゃべりがすぎただけさ。おまえも軽かる口くちはたいがいにするんだな」

「非常に説せつ得とく力のあるお言葉ですね」ギャラングは笑って馬鹿ていねいにいった。「しかれどもやつがれは軽口が身しん上じようでありまして、主しゆ君くんの命めいといえどもしたがいかねまする」

「大人おとなげないな、ギャラング。つまらない軽口でけがをしたら、もっとつまらないよ」

「不ふ思し議ぎですね────殿でん下かは、どのように怒りや屈くつ辱じよくをこらえているのです？」

　皇おう子じはふり返る。ギャラングが真ま顔がおでこちらを見あげていた。壁にかけられた松明の火が、ユーサーの傷ついた美しい面おもてと、ギャラングの野性的な横よこ顔がおに、ゆれる影を落とす。

「まだあなたは十六歳さいだ。そんなにお若いのに、たぎる血も感情にまかせて走る衝しよう動どうも、いったいどこに隠かくしておいでなのです」

　なにかを試すような問いだった。それにユーサーは淡たん々たんと答える。

「さげすみもあざけりも、子どものころからなれっこなんだ。だれかを公然とののしるやからは語ご彙いがすくない。いつも同じ言葉と内容で、相手にするのも阿あ呆ほらしくなる。それに……」皇子の視線が、遠くへと移る。「僕は、怒りも憎にくしみもためておくんだ」

「なんのために？」

　ギャラングが問うと、静かな声がかえった。

「────〝力〟に、変えるために」

　凪ないだ海のごとく、皇子の声はおだやかだった。

　だが彼方かなたを見つめる黒い瞳ひとみには、冷たく、背せ筋すじも凍るような昏くらい炎ほのおが燃えている。

　無言でユーサーはふたたび歩きだした。ギャラングもそれ以上訊かずあとにつづく。

　階段途と中ちゆうの小部屋の前でユーサーは足をとめた。ここが彼の自室らしい。領りよう主しゆという肩書きにもかかわらず、まるで物置きのようなせまさだった。

「夕食がすんだら、南の側そく塔とう最上階にこい」ユーサーは扉とびらに手をかけ、ギャラングに告げた。「兄あに上うえにはいわなかったけれど、イリーナとバルドルから気になる報告を受けたんだ」

「と、いいますと」

「聖せい王おう女じよ護ご送そう団だんの件だよ。くわしくはそのとき話す」

「かしこまりました、殿下」ギャラングは頭をさげた。そこへいきなり皇子が両手の手甲をはずして投げつける。ギャラングがとっさに受けとると、ユーサーはかすかに笑った。

「油を塗ってみがいておけ。血とつばがついてるんだ、放っておくとそこから錆さびる」

「は!?　なんで俺が？　こんな雑用、小こ姓しようか武ぶ具ぐ師しにやらせるもんですよ」

「つまらない問いをした罰さ」

「実じつ地ち教育ってわけですか。つまらない軽口はやめろっていう」

「そうだよ、学んだだろ。甲かつ冑ちゆう全部やらせないだけいいと思え」

　どこか楽しげにそういって、皇おう子じはすべるように小部屋へ消えた。

「……かしこまりました、わが殿でん下か。前言撤てつ回かい、あまり楽な子こ守もりでもないね」

　ギャラングは肩をすくめるとにやりと笑い、皇子の手しゆ甲こうを手に階段をのぼっていった。
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　吐く息が白く凍り、蠟ろう燭そくの炎ほのおで溶ける。

　春まだ浅く、夜ともなれば冷えこむこの時期、リールエルバン城側そく塔とうの一室にある火の気は、卓たく上じようのふたつの燭しよく台だいに灯ともされる蠟燭だけだった。暖だん炉ろには厚いほこりがつもっている。

　この寒々とした室内にいるのは、卓たくに座る皇子ユーサーただひとりだ。

　彼はくつろいだ服装に着替え、椅い子すに剣けん帯たいにはつるした長ちよう剣けんをかけている。

　うつむく少年の美しい面おもてをゆらめく炎が照らす。ほおと口もとに残る赤い傷きず口ぐちが、白い肌はだに痛々しく映えた。

　彼は、熱心に卓上の書物と数枚の石せき板ばんに目を通していた。両方とも非常に古い。特に得え体たいの知れぬ獣けものの皮でつくられた書物はぼろぼろで、頁ページは茶色いカビに侵しん食しよくされている。

　ユーサーが注意深く頁をめくったとき、扉とびらをたたく音が響ひびいた。

「入れ」視線をあげずに皇子が答えると、静かに扉が開く。

　あらわれたのは黒の胸むね鎧よろいをつけ、腰に細さい剣けんをさげた若い女騎き士しだった。まっすぐな茶色の瞳ひとみと若わか木ぎのような肢し体たい、切りそろえた茶色の髪かみが凛り々りしくすがすがしい。

「イリーナ・エンドア、ただいま御おん許もとに参じました。わが殿下」

　女騎士が口こう上じようをのべて一礼すると、そのうしろから太い男の声がした。

「イリーナ、さっさと入れ」

　無ぶ愛あい想そうな男の声に、イリーナという名の女騎士の眉まゆがひそめられる。

「殿下の御ご前ぜんです。あいさつぐらいなさってください、バルドル」

「おまえはいつも馬鹿ていねいすぎだ」

　そっけない返事に、イリーナがため息をついてわきに避ける。すぐに、巨大な長なが柄え戦せん斧ぷを背負った黒くろ甲かつ冑ちゆうの大おお男おとこが入ってきた。急に部屋が過か密みつ気味になる。

　バルドルは堂々たる体格の戦士だった。赤みがかった金きん髪ぱつはローレアン人らしいが、筋肉質しつの体つきはダルディス人に近く、黒い瞳は南方系けい。ユーサーよりさらに複雑な混こん血けつらしい。顔立ちは悪くないが、全身から発する厳きびしさに近よりがたい印いん象しようを受ける。

「ふたりともご苦労、適当に腰かけて。もうすぐギャラングもくるはずだから」

　書物に目を落としたままユーサーが手をふる。バルドルは背中の戦斧をにぎり、小こ窓まどの下の椅子にどっかりと腰をおろした。イリーナは皇子に歩みよると心配そうにいった。

「このような暗い場所で……目によくありません」

「すこしでも読んでおきたいんだ。ギャラングが執しつ務むの書類を持ってくる前にね」

「いったい、これはなんです。ずいぶん古い書物と石せき板ばんのようですけれど」

「王おう都とルテティアの〈塔とうの学まなび舎や〉にあったものだよ。石板はロレアンティス以前の言語で、どうやらガトランの古き神かみ々がみについて記されているらしい。各地の遺い跡せきから集められたのかな。書物は、とある〝魔ま呪じゆ〟についてローレアン古こ語ごの暗号で書かれてる……これが」

　す……っとユーサーの黒い瞳ひとみが細められた。

「古いにしえの神グランヌスをあがめる民たみ、ドラゴの呪じゆ言ごん────〈鳴なる神かみ喚よび響とよむ書しよ〉だ」

　その言葉が口にされたとき、部屋が一いつ瞬しゆん、ぞくりとするほど寒くなる。あたかも、皇おう子じが手を置く古びた書物が、その言葉に反応して冷気をはなったかのように。

「では、これが例の……」イリーナの瞳に、畏い怖ふの色がよぎる。「よく見つかりましたね」

「幸運にも、というより偶然にね」

「とおっしゃいますと？」

「〈塔の学舎〉の最さい下層に、積み石でふさがれた場所があったんだ。数百年以上経たっていたらしく占せん領りよう時じに一部が崩れてね。開いてみたら、錆さびた鉄の扉とびらに壁の太い手て鎖ぐさり──たぶん牢ろう獄ごくだったんだろう。そこの床ゆか石いしをはがしたところ、朽くちた骨と一緒にこれがでてきたんだ」

「まさか、囚しゆう人じんごと埋めてふさいだと……？」

　女騎き士しが、わずかに息を吞んだ。

「……想像をこえた力といわれる〝魔呪〟です。この書が真実のものかどうかわかりませんが、そこまで厳げん重じゆうに封ふう印いんされていたなら、触れてはならない禁きん忌きだったのでは」

「つまりそれだけ恐ろしい内容だと」皇おう子じはかびた頁ページに手を置いていった。「けれど、どんな素晴らしい薬もいまわしい毒も使い方しだいだ。〈塔の学舎〉にあったさまざまな研究や文ぶん献けんのように、永遠に死し蔵ぞうされたままでは意味がない。もっともその死蔵のおかげで」

　皇子の昏くらい瞳ひとみに、蠟ろう燭そくの炎ほのおではない、きらりと鋭い光がよぎる。

「僕らの計画に必要な手がかりを、手に入れられたわけだけれどね」

　そのときノックの音が響ひびいた。ユーサーが返事をする前に扉が乱暴に蹴け飛とばされて開く。

「失礼、殿でん下か。遅れました。イリーナとバルドルは……って、もうきてたか」

　黒くろ髪かみで浅黒い肌はだの騎士が、丸めた羊よう皮ひ紙しをいくつもかかえ、足で扉をささえて入ってきた。ほらね、といわんばかりにユーサーがイリーナに肩をすくめる。

「遅いね、ギャラング。なにをしていたんだ」

「おいいつけの罰をこなしていたんですよ」すねた口く調ちようでギャラングはいった。「それから、急ぎ目をとおしていただきたい書類だけ選よってきました」

「本当に選ってきたのかな」皇子もすねた口ぶりでいった。「やけに多い気がする」

「いただいた罰のお返しじゃありませんよ。いや、ほんとですって」

　ばさり、とギャラングは皇子の前に束を置いた。

「こういう雑ざつ務むをこなす家か宰さいを置くべきですね。俺なんかより適てき任にんがいると思いますが。あいつはどうです。ほら、コレドム出身で〈塔とうの学まなび舎や〉からきた」

「彼には別の仕事がある」ユーサーが答える。「ここには荒あら事ごとにむいてる人間がいるんだ」

「荒事ならまかせてくれ」ふいにバルドルが、戦せん斧ぷの刃やいばを指でなぞっていった。

「コイツは適任ですよ、全身筋きん肉にくですから。脳みそもふくめて」とギャラング。

「無む駄だな雑ざつ事じに使う労ろう力りよくが惜しいだけだ」

「残念ながら世間はその雑事でまわっているんだよ、バルドル君」

　ギャラングはバルドルに歩みより、丸めた羊よう皮ひ紙しで金きん髪ぱつの大おお男おとこの肩を気安げにたたいた。それを片手ではらうと、バルドルは机に置かれた羊皮紙の束を戦斧の先で指し示す。

「全部暖だん炉ろの焚たきつけにしたらどうだ、一気に片づく」

「……魅み力りよく的な提案をするなあ」

「すこしは真ま面じ目めになさったらどうです、おふたりとも」

　トゲをふくんだ声でイリーナはいうと、ふと皇おう子じの顔に視線を落とし息を吞んだ。とぼしい明かりでよく見えなかったユーサーの怪け我がに、いま気がついたらしい。

「どうなさったのです、殿でん下か！　そのお怪我は!?」

「なんでもないよ」優しくユーサーは笑った。「これでもけっこう面つらの皮は厚いから」

「またそんな軽かる口くちを」心配性の姉のように女騎き士しはいった。「殿下はご自分を軽んじられる傾向があります。こんなひどい仕打ちを、いったいだれにゆるしたのです」

「いと高き大たい皇こう陛へい下かの改かい宗しゆうの儀ぎの最さい中ちゆうに、不快な報告をされたんだ」とギャラング。

「すると、ダリウス大皇に？　……わが殿下になんということを、あの獣けものめが」

　険しいまなざしでイリーナがいうと、バルドルがひざの戦斧をなでてつぶやいた。

「はかどらない改宗の儀なんぞ労力の無む駄だだ」

「まったくだね。いくら婚こん姻いんの儀までひまだといっても、酒を飲むのといかがわしい儀ぎ式しきをする以外、やることを思いつかないのかな」ギャラングが追つい随ずいする。

「思いつく頭がないからだ」

「おまえも口が悪いな」ギャラングはにやりと笑った。「しかし、どうして改宗の儀の相手は女異い教きよう徒とばかりなのかね。男にも神の愛を教えてこそ公平ってもんだろうに」

　礼れい拝はい堂どうでなにが行われているか百も承しよう知ちの上で、彼はそう提案した。

「大皇に進言しろ」バルドルが真ま顔がおでいう。「真まっ先さきにおまえが改宗の恩にあずかれる」

「冗じよう談だんは笑っていうもんだぜ、バルドル」ぞっと身をふるわせてギャラングがいう。

「冗談なものか」バルドルはにこりともせず答える。

「もうすこし品のいい会話を心がけていただけませんか、ギャラング、バルドル」イリーナがいった。「殿下に悪い影えい響きようがおよびます」

「これも教育だ」とバルドル。

「そう、いたいけな殿でん下かにオトナの世界を教えてさしあげているのさ」とギャラング。

「軽かる口くちと冗じよう談だんばかりに長たけてしまいそうだよ、先生方がた」とユーサー。

「……もう充じゆう分ぶん教育されてしまったかと思います、殿下」イリーナはため息をついた。

　みなのあいだに笑いが生まれた。部下を見る若い皇おう子じの瞳ひとみに、あの昏くらい光はない。心をゆるしあった仲間との打ちとけた空気に、くつろいでいるようだった。

「じゃあ、本題に入る前にこの書類の説明をしてほしいな」ユーサーは雑ざつ談だんを打ちきって、ギャラングにいった。「選よってきたというのなら、目は通したんだよね」

「ま、ひととおり。あいかわらず街の運営についての陳ちん情じようが大たい半はんです」ギャラングは読みあげた。「城じよう壁へき、街がい壁へきに街路の緊きん急きゆう補ほ修しゆうの件。機械設せつ備びの故こ障しようの件。港の整備も最さい優ゆう先せん事項です。船せん渠きよも鍛か冶じ場ばも放ほう置ち状態でほこりをかぶってますから。修理する腕を持った人間があきらかに足りないんです。有能なる大たい皇こう陛へい下かがこの街を陥かん落らくさせた際、技師までみな殺しにしてしまったのが惜しまれますよ」

　ユーサーが深いため息をつく。「過去を責めても無意味だ。それより、他には？」

「まだまだありますよ。ええと、大皇直ちよく属ぞく軍と教きよう兵へいどもの滞在費ひがかさんでる件。あわせて浄じよう化か処理の件。兵どもが垂れ流す汚お物ぶつが処理しきれない上に、難なん民みんでふくれあがった廃はい墟きよの裏うら町まちでもゴミをロンヌに放りこむもんだから、海に流れこんで港はひどいありさま。船をだすと、波に浮かんでるんだかゴミに浮かんでるんだかわからないほどですよ」

「もっと詩的な比ひ喩ゆにできないかな。誇こ張ちようするにしても」

「誇張だったら幸せですが、まぎれもない事実です。〝聖座島サン・スイエージユ〟ゆきの船は、海面が見えないよう真ま夜よ中なかにでるべきですね。そうだ、大皇側から裏町一いつ掃そう排除の命令がきてます。婚こん姻いん前にはあの臭くさいごみためをなんとかしろって」ギャラングは鼻で笑った。「自分たちが垂れる汚物の臭いはいいんですかね。ま、たしかにあそこは放っておけない。ゴミだけでなくごろつきや闇やみ商人、ローレアンの残ざん党とうらしいやからもたむろしてます。ヘタに壊して分ぶん散さんさせるより、一箇所に集めておいたほうが目もとどくってことでそのままにしてきましたが」

「……対たい処しよしたくても、人ひと手でと予算が足りないんだ」皇子はほおづえをついた。「占せん領りよう時じに収しゆう奪だつした街の財産は修理についやされ、これ以上傭よう兵へいをやとう金もない。異い国こく人じんの母から生まれた僕は、後ろ盾だてになる部族がなくて自由に命令できる郎ろう党とうがない。そして直ちよく属ぞく軍ぐんや教兵は、主しゆ君くんをみならって吞んだくれるか〝布ふ教きよう〟に熱心で、だれも手を貸そうとしないんだ」

「素晴らしくどんづまりですな」ギャラングが両手をあげた。

「占領前はどうやって街は運営されてきたんです」イリーナが問う。

「王おう都とからの助じよ成せい金きんさ」皇子が答えた。「〝聖座島〟の管理のためのね」

「無む駄だ金だな」とバルドル。

「文化度どの高い裕ゆう福ふくな国家は無駄が好きなんだよ、バルドル君」ギャラングが薄く笑った。「無駄金をはらえる余よ裕ゆうがあるという証しよう拠こさ。あ、そうそう、こちらを」

　ギャラングは、船の印いん章しようをつけた書しよ簡かんを皇おう子じにわたした。

「これを最初にわたしてくれればいいのに。待っていたんだ」

　ユーサーは書類を受けとって広げ、目を走らせる。その顔が真剣になった。

「とりあえず、これらは一時懸けん案あん事項にしよう」書簡を手に、皇子は卓たく上じようの書類を見やると、みなに告げる。「それより聖せい王おう女じよ行方ゆくえ不明の件についてだ」

　その言葉に、室内にさっと緊きん張ちようが走った。

「護ご送そう団だんの死体におかしな点があったそうだね、イリーナ。くわしく話してくれないか」

　ユーサーに視線をむけられ、若い女騎き士しは背せ筋すじをのばして答えた。

「はい、殿でん下か。護送団はダルディス騎き兵へい六名と、聖王女とその侍じ女じよを乗せた馬車一台で構成されていました。騎兵全員の遺い体たいは火事によりひどい損そん傷しようを受けていましたが、そのなかで、一名の体に剣による攻撃と思われる傷がありました。ただ、死し因いんがその攻撃かどうかは不明です。そして聖王女と侍女の遺体は見つかりませんでした」

「なにもののしわざだと、君は考える？」

「最近、街道や河川沿ぞいにひんぱんにあらわれている野や盗とうかと。占せん領りよう地ちの維い持じにわが軍が手いっぱいなのに乗じて、あやつらは好きほうだいですから」

「野盗じゃない」バルドルがいった。「訓練された兵を、野盗ごときがやすやす倒せるか」

「むこうは多た人数だったのかもしれません」イリーナが反論する。

「剣の傷は多くなかった。胸むね鎧よろいをかたびらごと断ち切ってもいた」

「そりゃかなりの腕だな。武器もよさそうだ」ひゅう、とギャラングが口くち笛ぶえをふく。

「では、だれのしわざです。武器も腕もよく、小人数で武ぶ装そうした兵を襲おそえるのは……」いいかけて、はっとイリーナは目をみはった。「ローレアンの残ざん党とう？」

「妥だ当とうだが、ダルディスに占領されてる地域でローレアン人が動けば目立つぞ」ギャラングがいう。「潜せん伏ぷくしていた聖王女を見つけた際、残党どもはほぼ一いつ掃そうしたから、だいぶ大人おとなしくなったはずだ。裏うら町まちにもぐりこませてる部下からも、いまのところ特に報告はない」

「他国のものか」とバルドル。

「さてね」とギャラング。「資金や人材面からすれば、南のランゴニア帝てい国こくか南東の商業国こくコレドム、北西の海洋国バルテンだが、ランゴニアもコレドムも、いまのところ表おもて立だって動きはない。バルテンは前ぜん国こく王おうが不ふ審しん死しを遂とげて以来、第一王おう子じと前国王の弟とのあいだで王おう位い継けい承しよう争いがつづいている。ダルディスと同どう盟めいしているのもそれが原因だしなあ」

「……そうだ。バルテンがダルディスと正面からことをかまえるはずがない」ユーサーがつぶやいた。「じゃあ、聖王女の行方から考えようか。逃れる先はどこだと思う」

「どこかの港町か船着き場──おそらく目的地はリールエルバン、ですかね」

　ギャラングが卓たく上じようの書類をどけてリールエルバン近辺の地図を広げ、指でしめす。

「〈央おう海かい〉をこえれば、いまだ抵抗をつづける王おう国こく領りよう、アクィタニアとベルギカがあります。残ざん党とうならそこをめざすでしょう。野や盗とうならここの領りよう主しゆから王女の身みの代しろ金きんをいただこうとするか、あるいは大きい街に移動して奴ど隷れい商人か娼しよう婦ふ宿やどに売り飛ばすって感じですか」

「なぜ、リールエルバンなんだ」ユーサーが訊きく。

「襲しゆう撃げき者がだれにしろ、迅じん速そくさが勝負です」ギャラングが答える。「足の遅い女ふたりづれなら徒歩より船のほうが早い。俺なら近くの船ふな着つき場ばからさっさと河を下りますね。リールエルバンの裏うら町まちなら身分証しようがなくても入れますし、あやしい奴隷商人もいる。事故のあった森は、護ご送そう団だんが乗るはずだった船着き場のあるタルプ村の近くですよ」

「裏町には、ローレアン人どももたむろしている」バルドルがいった。

「タルプには見張りを残してあります。なにかあれば報告がまいります」とイリーナ。

　部下たちの答えに皇おう子じは腕組みをして考えこむと、ふっとつぶやいた。

「……聖せい王おう女じよ自身が、リールエルバンをめざすもっと重要な要素があるね」

「それは？」他の三人が同時に発した問いに、ユーサーは静かに答えた。

「──────《王獅子の至宝レガリア》」

　沈ちん黙もくがおとずれた。みなは地図にある〝聖座島サン・スイエージユ〟をじっと見つめる。

「はたして聖王女は、〝聖座島〟をめざすでしょうか？」イリーナが眉まゆをひそめた。「王おう都と陥かん落らく時じにも、いいえこれまでも、聖せい王おう国こくは恐るべし〝魔ま呪じゆ〟を秘めるという英雄の遺い産さん……七つの神しん具ぐをけっして用いようとしなかったのに」

「もっともな疑問だね。二千年前の、普通に考えれば実在さえたしかではないものを、追われる身で真剣にもとめようと考えるかどうかだ……けれど」

　考え深げな声で皇子は答える。

「ローレアンの王おう族ぞくしか〝聖座島〟の大だい聖せい殿でんを開けられないなら、僕らが知らないなにかを聖王女がにぎっている可能性がある────なんにせよ、追いつめられた聖王女がむかう先は、ほぼひとつだ」

　ユーサーは椅い子すの背もたれに体をあずけ、つまれた書類の山を見やった。

「かたづけるべき問題は多い。でも、どれもなんとか解決方法はひねりだせると思うよ」

「ずいぶん時間がかかりますよ。ですが解決すれば、リールエルバンは素晴らしい町になるはずです」ギャラングは、にやりと片ほおをゆがめて笑った。「殿でん下かが死ぬころにはね」

「正直な告白をしてもいいかな」ユーサーも、なにかをふくむ笑みを返した。「領りよう主しゆではあるけれど、僕はこの街になんら興味がない。ただローレアン聖王国の古くさい権けん威いを象しよう徴ちようするだけのこんな街に、死ぬまでつなぎとめられるなんて──冗じよう談だんじゃない」

　そういって、彼はみなを見まわした。「では、バルドルの案を採用するとしよう」

「了りよう解かい、殿下」ギャラングは羊よう皮ひ紙しの束と燭しよく台だいを取りあげ暖だん炉ろにむかった。

　丸めた羊皮紙のひとつに火をつけ暖炉にほうりこむ。燃えあがる炎ほのおへ残りの書類を投げ入れると、一いつ瞬しゆん室内は明るくなる。それを見つめるユーサーの瞳ひとみに、昏くらい炎が宿る。

　燃えさかる明るく赤い火とは正せい反対の、凍いてつく青白い闇やみの火が。

　羊よう皮ひ紙しはあっという間に燃えつきた。それを見とどけ、ユーサーは椅い子すから立ちあがる。

　三人の騎き士しが、皇おう子じのまわりに集まった。

　彼らにむかって、皇子は一いつ転てんして厳きびしい声で命じる。

「聖せい王おう女じよの身み柄がらはかならずおさえる。タルプ村に伝でん令れいを送る準備をしろ。陛へい下かの命令も遂すい行こうするとしようか。裏うら町まちにもぐりこませている部下を使って、警備も強化しておくんだ」

「かしこまりました、殿でん下か」ギャラングたちは斉せい唱しようした。

「とらえた聖王女を大たい皇こうとともに〝聖座島サン・スイエージユ〟へ送りだし、閉ざされた大だい聖せい殿でんの扉とびらを開けさせる。そのあとに」皇子は剣を抜きはなち、地図の上にかざした。「僕らは、計画を実行する」

　ギャラングが自分の剣を抜いて皇子の剣にふれる。

　イリーナが腰の細さい剣けんをすらりと抜くと、その上に重ねる。

　バルドルが重たげな長なが柄え戦せん斧ぷをそのまた上に置く。

　黒い瞳ひとみに鋭い光をたたえ、ユーサーは三人の忠ちゆう実じつな部下を見わたした。

「《王獅子の至宝レガリア》は、だれにもわたさない。われらが目ざすはただひとつ」

　若きダルディス皇こう国こく皇こう弟ていユーサーは、凍る声こわ音ねで断だん固こたる宣言をおこなった。




「──────〈万界の王ドミナントウール〉の座だ」
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　早春の朝、晴れゆくもやに、大河ロンヌが姿をあらわす。

　芽め吹ぶく新緑の林のあいだを、水面みなもを輝かせて流れる川沿ぞいに、タルプ村はあった。ダルディスとの戦いくさに荒れはてたか、村の家々は冬ふゆ枯がれの雑草に埋もれ、かたむいている。

　村の貧ひん弱じやくな船ふな着つき場ばでは、貧しい身なりのローレアン人奴ど隷れいや異い邦ほう人じんの行ぎよう商しよう人にんが、増ぞう水すいで足どめされていた舟に荷をつんでいた。だれもがみな声をひそめ、面おもてをふせている。

　その理由は、船着き場前まえに立つ銀の胸むね鎧よろいのダルディス軍兵へい士しの一団だ。

　兵士たちは人々に通行証しようをださせ、顔をたしかめている。ずいぶん厳きびしいひと検あらためだ。

　兵士に乱暴にこづかれ、主人のダルディス人農のう夫ふに怒ど鳴なられて、荷をはこぶローレアン人の奴隷たちは疲れた顔でささやきあう。

「……蛮ばん族ぞくのダルディス人が……ここでなにをやっているんだ……？」

「……聖せい王おう女じよさまさえ生きておいでなら、あんなやつらの勝かつ手てには……」

「……だがサンモーントで虜りよ囚しゆうの身となられてから、いまどこに……」

　会話が交わされるなか、ある行商舟せんからひとりの若者が桟さん橋ばしに降り立つ。

　マントのフードを深くかぶった若者に、兵士は注意をはらわない。舟から降りるものより、乗るもののほうが重要なのだろう。若者は荷物をかかえ川沿いの小道へむかう。

　やがて小道の行く手の村はずれに、半はん壊かいの小屋が見えてきた。




「ずいぶんと遅かったのではなくて、下げ僕ぼく」

　銀の鈴をふるような声が耳じ朶だをたたく。声だけなら神こう々ごうしい天の御み使つかいのようだった。

「……あのな」レオンは吐き捨てた。「いつ俺が、おまえの下僕になった！」

「あたくしを主あるじとみとめるのが、契約の条件でしょう」腹が立つほどとりすました態度で、獅し子しの長ちよう剣けんを抱いたアリアンが答える。「下僕と呼んで、なんのさしつかえがあって？　そもそも野蛮人バルバリエをそば仕えにすること自体めったになくてよ。名めい誉よに思いなさい」

　ローブのないいま、彼女は簡かん素そなドレス姿だ。破れた屋根からさす朝あさ陽ひに金の髪かみが、ロンヌの水面のように輝いている。まったく胸を打つ光景だ──レオンには腹立たしいだけだが。

　奥おく歯ばをぎりぎり嚙かんで憤いきどおりをこらえ、レオンは荷物を突きだした。

「あら？　それはいったいなにかしら」

「見りゃわかるだろう。着替えだ！」

「着替え？　これが？」さしだされた服を、アリアンはオルガに受けとらせて広げた。「すりきれてるしシミだらけだし、臭においもひどいし穴も開いてる。服と呼ぶには服に失礼ね。あたくしの翠すい玉ぎよくのブローチを売って手に入れたのがこんなもの？　しかも男ものなんて」

「お姫さまのお好みにあわなくて残念だぜこのやろう」レオンは吐き捨てた。「男ものだからいいんだ。高こう貴きな王おう女じよさまが、まさか男だん装そうしているとは思わないはずだからな」

「あたくしはローレアンの聖せい王おう女じよよ。男の格かつ好こうなんて、できません」

　にべもなくきっぱりとアリアンはいった。洗せん練れんされた文化をほこるローレアンでは、男装は恥ずべきことなのだろう。だがレオンは鼻で笑った。

「そんな薄べったい体で男も女もない。いいからさっさと着替えろ。舟に遅れる」

　アリアンはほおを赤らめ、きっと細い眉まゆをつりあげた。かたわらのオルガが、おろおろと彼女を見つめる。が、すぐにアリアンはとりすました調子でいった。

「……そうね。あなたが女装するよりは、ずっと見み栄ばえがすると思うわ」

　思わずレオンが声を失うと、少女は涼すずやかな声でぴしりと命令した。

「着替えるから外にでていって。絶対にこちらを見ないでちょうだい」

「だーかーら！　おまえみたいな平たいガキの体なんぞだれが見たいか！」

「あたくしは礼れい儀ぎの問題をいっているの。オルガもいるのを忘れないで。それともあたくしが大人おとなの女性だったらのぞくというのかしら？　さすがは野蛮人バルバリエ、とても下げ劣れつね」

　レオンは歯を食いしばった。「それより剣を返せ。ちゃんともどってきただろう」

「いやです。着替えのあいだにいなくならないともかぎらないもの。さあ、早くでていくのよ。舟に遅れてもかまわないのならいいけれど」

　どこまでも高たか飛び車しやな少女に、レオンは頭に血が上りかけた。それをこらえて背をむける。

　足音荒あらく外にでると、すがすがしい朝の空気が彼をでむかえた。

「……ロンヌに放りこんでやろうか、あの小こ娘むすめ！」

　レオンは小声で吐き捨てた。こちらを見み下くだす、すましかえった高こう慢まんな態度も、口の悪い自分に引かず劣らず口くち達だつ者しやなのも、あのチビの小娘のなにもかもが全部しゃくにさわった。

　────火につつまれる森でアリアンと出会ってから、早四日。

　アリアンと足を怪け我がしたオルガをつれての逃亡は、じれったいほどすすまなかった。

　三人は森の木々に身を隠かくし、レオンの持っていた携けい帯たい食料や水を分けあって、休み休みしながらやっと昨夜、この村まできたのだ。だが村にはダルディス兵たちがいた。

　レオンは闇やみにまぎれて、アリアンたちのローブを川にほうりこんだ。川下で見つかれば、捜そう索さくの目をそらせると考えたのだ。翌よく日じつ、兵の数は減ったが監かん視しはまだ残っている。

　これをくぐり抜け、リールエルバンにむかうにはどうしたらいいのか……。

　考えをめぐらすレオンの耳に、小屋のなかから声がとどいた。

「……ねえ、オルガ。これはどう着るのかしら？」

「あ、いえ、そこは足を入れるんです……そ、そうでなくてアリアンさま！」

「え、足を入れ……きゃあっ！」

　派は手でにすっころぶ音が聞こえた。どうも着なれぬ服に苦く闘とうしているらしい。

　いい気味だ、とレオンは思う。あのすましかえった小こ娘むすめがあわてるさまは気持ちがいい。

「……お、終わってよ、下げ僕ぼく」

　必死に声をととのえて、アリアンが呼んだ。むっとしつつレオンはふりむく。

　少女は短たん外がい套とうに頭をつつみ、ぶかぶかの胴どう着ぎとタイツという姿で、えらそうに腰に両手をあてて立っていた。綺き麗れいな顔と金きん髪ぱつさえ隠かくしていれば少年に見えないこともない。

　侍じ女じよのオルガはみすぼらしいドレスに着替え、薄い色の金髪のおさげを頭ず巾きんにつつんで座りこんでいる。足の怪け我がが痛むのか、顔色はさえない。

「脱いだ服を袋ふくろに入れろ」レオンは革かわ袋ぶくろを投げるといった。「ほら、さっさと剣を返せ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようアリアンが差しだす獅し子しの剣をレオンは受けとり、腰の剣けん帯たいにさげると、またあの不ふ思し議ぎなしゃがれ声がした。

『われは貴き様さまに感謝せねばならん』なぜか嬉うれしそうに声はいう。『美しい少女に抱かれて、しごく満足なひとときをすごさせてもらったゆえな』

「いい気なもんだな、このエロ剣……」怒りをこらえてレオンはささやいた。「あんな平たい小娘に抱かれて嬉しいなら、板にくくりつけられても同じだろ」

『おお、これだから野や暮ぼな若わか造ぞうは話にならん！』あきれたように不思議な声はいった。『正直もうちっとふっくらしていれば文句はないが、それでも口の悪くてごつい若造の腰にさがるのとは文字通り天と地、雲と泥どろ、絹とぼろ布、宮きゆう殿でんとあばら屋』

「肥こえだめにつっこんでやる。おまえにふさわしいのはそこだ！」

「いったいだれと会話しているの？」不ふ審しんげにアリアンが訊きく。「とっても不ぶ気き味みよ」

　そこへしゃがれ声がささやいた。『ふむ、口の悪さは同等であるな』

　レオンは不ふ機き嫌げんを通りこして凶きよう暴ぼうな気分にかられた。

（しかし、やっぱりこの剣の声は俺にしか聞こえないんだな……聞こえなくて幸運だが）

「それより荷物はまとめたか、そろそろ舟にいくぞ」

　こっそり獅子の柄つか頭がしらをこぶしで殴なぐりつつレオンが不機嫌にいうと、少女は嫌いや味みに思えるぐらいに打って変わった優しい態度でオルガを見おろし声をかけた。

「さあオルガ、だいじょうぶ？　あたくしがささえるから立っ……ぃゃあ！」

　また転んだ。

　倒れた少女は侍女とからみあい、きゃあきゃあ悲鳴をあげて床でもがく。

　阿あ呆ほか、とレオンはあきれ返る。冷ややかに見ているうちに、なんとかアリアンは立ちあがり、オルガをささえつつ荒い息で訊きいてきた。

「そ、それで、これからどこへいくの？　船ふな着つき場ばかしら」

「おまえたちは通行証しようがない。つかまりにいくようなもんだ。いいからついてこい」

　三人は小屋をでて、レオンを先頭に川下へむかう。流れの一部が木陰で淵ふちになっている場所にでたとき、上流から荷を満まん載さいした行ぎよう商しよう舟せんがやってくるのが見えた。

「間にあったな。あれに乗るぞ。この淵によってくれる手はずになってる」

「あの舟……って、ここからどうやって」

　アリアンは川を見おろす。川べりから淵まではけっこうな高さがあった。

　こともなげにレオンは答える。「跳び下りる。たいした高さじゃない」

「わ、わたしそんなの無理です！　この足ですし」オルガが身をふるわせた。

「俺がかかえて跳ぶ」そういってレオンはアリアンを見た。「おまえは自分で跳べ」

「え？　あ、あたくし、ひとりで？」アリアンは身を引きかけたが、すぐに毅き然ぜんといった。「い、いいわ。こんな高さぐらい、聖せい王おう女じよたるあたくしにはなんでもなくってよ」

「けっこう。それが虚きよ勢せいでないのを祈るぜ」

　三人が見守るなか、行商舟が淵に近づく。近づくほどにおんぼろさが目についた。しかも舟をあやつるのはうさんくさい禿とく頭とうの親父おやじだ。アリアンもオルガも不安げな顔になる。

　舟が真ま下したにさしかかる寸すん前ぜん、レオンは革かわ袋ぶくろを放り投げオルガをひょいと抱きあげた。

「ひ……！」というオルガの悲鳴をあとに残し、レオンは船せん尾びへ降り立つ。着地の衝しよう撃げきで舟が激しくゆれた。レオンが真まっ青さおのオルガをおろすと、櫂かいをこぐ親父がふり返る。

「おい、乱暴にせんでくれよ。ただでさえ満まん杯ぱいなんだ」

「つみすぎなんだよ。あとひとりだ。おい！」レオンはアリアンを見あげた。「跳べ！」

　少女は青ざめた顔でレオンを見おろした。そのあいだにも舟は流れていく。

「早くしろ！　乗れなくなるぞ！」

　レオンの叫びに決心がついたか、アリアンはひざを軽く曲げて跳ぼうとした。

　そのとき、背後の小道を街道から数頭の騎き馬ばが駆けてきた。馬に乗るのは黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士したちだ。騎士はアリアンを木こ立だちのあいだから見つけ、馬をよせる。

「おい、そこでなにをしている？」

　はっとアリアンはふり返る。レオンもオルガも船上から息を吞んでふりあおいだ。

　そのあいだに舟は淵を流れすぎていく。アリアンは唇くちびるを嚙かんで舟と騎士を見くらべ────ふいに身をひるがえし、舟を追って川べりを走りだした。

「待て！　なぜ逃げる！」騎士は馬ば首しゆをめぐらせ木立に入ると、馬から降りて追う。

　レオンは船べりに足をかけ身を乗りだした。「受けとめる！　跳べ！」

　少女はぎりぎりまで川べりによった。だが彼女の首くび筋すじに騎士の指がのばされる。

　それをよけようとしたとき足もとの地面がくずれ、「ひぃやっ……！」とか細い悲鳴をあげてアリアンの体がななめになる。

　血の気の引くレオンの目の前で、少女が水面へと落ちる────！

　寸すん前ぜん、どさりとレオンの腕に重みがかかった。大きく舟がかたむき波が生まれる。

　レオンは少女の細い体を抱きしめ船べりを蹴けって背後にたおれる。今度は反対側に大きく舟がかしいだ。つまれた荷物が落ちそうなほどに舟はなんどもゆらぐ。

「お、おい、気をつけろといったじゃろうが！」

　舟ふな主ぬしの親父おやじが舳へ先さきにしがみついて怒ど鳴なった。だがレオンは無視してアリアンを抱いたまま、川べりを見あげる。黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士したちがこちらを指さし、顔を見あわせていた。

　その姿は早くなる川の流れに遠ざかり、小さくなっていく。

　は、とレオンは大きく息をついた。そのときこちらを見あげるアリアンと目があった。

　かぶった短たん外がい套とうがはずれ、金の髪かみにふちどられた美しい面おもてがすぐ間ま近ぢかにある。

　走ったあとで上気したか、ほおがあざやかに赤い。小さな胸を激しく上下させ、可か憐れんな紅あかい唇くちびるであえぐように荒い息をして、少女はレオンを見あげている。

　長いまつげの濡ぬれたように光る翡ひ翠すいの瞳ひとみが、レオンの紅くれないの瞳を…………まっすぐに。

「さっさとどけよ小こ娘むすめ。重い」

　レオンは乱暴に少女を押しのけた。本当は重さなどみじんも感じなかった。それほど少女は細くきゃしゃで軽かった。なのに、なぜかいたたまれない気持ちがした。

「なんですって？」アリアンの細い眉まゆが怒りで大きくつりあがる。「小娘小娘いうなら、その小娘ひとりぐらいやすやす受けとめたらいかが？　下げ僕ぼくのくせに生なま意い気きよ！」

「下僕じゃねえ！　重いもんは重いんだ！」「重くなんてありません！」

　恐ろしい剣けん幕まくでにらみあうふたりを、オルガがおろおろと見くらべる。

「……なんじゃ、男の子じゃなくて女の子か」

　ふいに声がかかった。アリアンとオルガは凍りつく。レオンが視線をうつすと、舟の舳先から禿とく頭とうの親父が意味ありげにふり返っている。

「売りにきたあの珍しい翠すい玉ぎよくといい、わざわざ川下で舟に乗ることといい、お嬢じようちゃんの格かつ好こうといい、なんぞわけありじゃな……ふん、もしや、村で兵がさがしていたのは」

　レオンがさりげなく訊きいた。「オヤジ、なにがいいたいんだ？」

「さあて」親父はレオンの長ちよう剣けんにちらと視線をむけた。

　レオンも剣をにぎって問いかける。「なんだ。はっきりいってかまわないぜ」

「なあに、前まえ金きんでもらった船ふな賃ちんが、ちっとばかり少ないんじゃないかとな」

　不ふ穏おんな空気が流れる。兵から逃れ無ぶ事じ舟に乗ったかと思えば、またいやな状況だ。アリアンとオルガは息を吞んで見ている。レオンは動じたふうもなく、肩をすくめて答えた。

「……これまた正直だな。欲が深いと長なが生いきしないぜ」

「ダルディス人がきてから、商いがふるわんでな」いいかけて、あわてて商人は身を引く。「おっと、わしをどうにかしようなんぞ考えるなよ。わしがいなきゃ舟は動かせん」

「残念ながら、俺は舟をあやつれるんだよ。まあ、そうだな」

　レオンは革かわ袋ぶくろを手に立ちあがり、ゆれる舟の上で積み荷をなんなく跳びこえ、舳へ先さきに歩みよる。あとずさりかけた親父おやじにぐいと顔を近づけ、赤毛の若者はいった。

「商しよう談だんといこうじゃないか。な？」

　それからふたりは甲かん板ぱんに座りこみ、なにやら話をしはじめた。

　レオンは革袋から、アリアンとオルガの脱いだ衣類を広げて親父に見せている。船せん尾びのつみ荷の陰からアリアンが首をのばして様よう子すをうかがうが、話し声はとどかない。ときおり「そりゃぼったくりだ」だの「これ以上だせん」といった会話がもれ聞こえた。

　やがて「よし、手打ちだ」という声とともに、パン！　と手を打ちあわせる音がして、レオンが立ちあがる。赤毛の若者は革袋を手にアリアンたちのもとへもどってきた。

「いったい、なにをしてきたの？」アリアンはレオンに訊ききかけて、ふとしぼんだ袋に目をやった。「まさか……あなたもしかして、あたくしたちの衣類を!?」

「売った。質のいい古ふる着ぎはいい値で売れるからな」

「な──なんですって!?」「ああ、あの、まさかわたしたちの……肌はだ着ぎまで？」

　赤せき面めんするアリアンとわななく声でいうオルガに、レオンはあっさり答えた。

「当然だろ。丸ごと一いつ式しき、銀貨デナリウス五枚と黄銅貨セステルテイウス五十枚でな」

「下げ劣れつ！」アリアンの鋭く熱い矢のごとき一言がレオンをつらぬいた。「この恥はじ知しらず！　品ひん性せい皆かい無むの無ぶ礼れいな野蛮人バルバリエ！　あなたの卑ひ劣れつな性しよう根ねに相そう応おうする罵ば言げんはないわ！」

「どれだけののしろうと、売っちまったものはもどらないぜ。この金は俺の賃ちん金ぎんだ」

「報ほう酬しゆうなら翠すい玉ぎよくのブローチをわたしたでしょう！」

「物入りなんだよ。あれはおまえたちの着替えと船ふな賃ちんその他もろもろだ」

「……そう」少女の声が急激に冷える。「哀あわれな下げ僕ぼくにほどこすのも高こう貴きなる身のつとめね。いいわ、めぐんであげてよ。あたくしの慈じ悲ひを最大限の感謝をもって受けとりなさい！」

「こ──のやろう、ほんっとうに口の減らないクソ小こ娘むすめだな、おまえ！」

　ふたりは火花が散るほどにらみあい、そして同時に、ふん！　と目をそらした。

『……本当に、程度が同じであるな』

　ぼそっとしゃがれ声がいう。レオンは返事をしなかった。したくもなかった。

　むかっ腹ぱらをかかえ彼はつみ荷に背をあずける。アリアンも小さな唇くちびるをとがらせ、オルガが怪け我がをした足をのばせるように舟の端はしに身をよせて座ると、優しく侍じ女じよにいった。

「だいじょうぶ、オルガ。疲れているのではなくて」

「いえ、そんなもったいない！　わたし、元気です。お気になさらないでください」

　恐きよう縮しゆくして首をふるオルガに、アリアンはなおもいたわり気づかう。レオンに対する態度とは雲うん泥でいの差だ。見ているうちに腹立ちがつのり、レオンは腕を組んで目を閉じる。

　目を閉じて暗くなる視し界かいに、彼は腰の剣の存在を強く意識した。

（……なぜほかの人間に、この剣の声は聞こえないんだろう……）

　いままでの旅のあいだ、剣との会話をだれかに聞かれても、いつもひとりごととして受けとめられてきた。おかげで何度、変へん人じん狂きよう人じん呼ばわりされたことだろう。

　養よう父ふが持っていたときはどうだったのか、彼にも剣は話しかけたのだろうか……。

　ふと、静かな気け配はいにレオンは薄うす目めを開けた。

　いつしかアリアンはオルガの肩にもたれて寝ね入いっている。白いほおには血の気がなく、心なしかやつれて見えた。ここまで充分な休息も食事もなかったのだ。無理もない。

（こんなに弱っているくせに、なんであんな生なま意い気きな口がきけるんだ）

　とレオンが思ったとき、こちらをうかがっているオルガと目があった。

「……足の具合はどうだ」ぶっきらぼうにレオンは問う。

　おさげの娘はびくんと跳びあがった。「は、はい！　あの、だいぶ、よくなりました」

「そうおびえるなよ。ここまできて、なにかするわけないだろう」

「わ、わかってます。おびえているわけじゃなくって、その」

　オルガは口をつぐむ。どこまでも高こう慢まんなアリアンとくらべると、オルガはごくごく普通のどこにでもいる娘に見えた。聖せい王おう女じよの侍じ女じよにはあまりそぐわない。

　こんなたよりない侍女だけをつれ、得え体たいの知れない傭よう兵へいの言葉に乗ってダルディスの追っ手をふりきろうとは、よほど聖王女は度ど胸きようがあるのか、考えなしの阿あ呆ほうなのか。

（……でなけりゃ、それだけ切せつ羽ぱつまって思いつめているか、だな）

　森で聞いた会話からすれば、アリアンの目的はレオンと同じく《王獅子の至宝レガリア》──英雄ライオネルが〈無む貌ぼうの王おう〉をくだすために用いたといわれる、伝説の神の道具だ。

　その神しん具ぐの力をもって、亡ぼう国こくの王女が国をとりもどそうと考えても、理解はできる。

　理解はできるが──二千年も前の〝伝説〟を信じる根こん拠きよは？　しかも、なぜ国が滅んだいまになって？　思いつめたあげくの賭かけにしては、あまりに無む謀ぼうすぎないか……？

「その……本当に、無事にリールエルバンにつけるでしょうか」

　そのとき、舳へ先さきにいる商人に聞こえないような小さな声で、ぽつりとオルガがいった。

「なんだ」次々と浮かぶ疑問をおさえつけ、レオンは答えた。「俺の護ご衛えいが不安か」

「い、いえ、そうじゃないです！　ただあの、ダルディス人がアリアンさまをさがすのに、どれだけ兵を送りだしているかと思って、その」オルガは肩にもたれるアリアンに視線をうつす、「アリアンさま、どんなに恐ろしいでしょう。あの王おう都と陥かん落らくを生きのびられて、二年のあいだ隠かくれていたのにつかまって虜りよ囚しゆうとなって、そしてまた追われる身になって……」

「隠れていた？　じゃあ、あんたは王おう都とからずっとついてきたのか」

「いえ、わたしはサンモーント、あの、王都の南の小さな町でわたしの故こ郷きようですけど、そこで、かくまわれていたアリアンさまの侍女に選ばれて、お仕えしてきたんです」オルガは、ふっとどこかへ視線をうつした。「でも、ダルディス軍に包ほう囲いされて……サンモーントは早々に降こう伏ふくしました。そのときわたしは、たったひとりの弟と離れ離れになってしまったんです」

「抵抗より降こう伏ふくか。無理もないな」

　レオンはつぶやいた。徹てつ底てい抗こう戦せんを選んだ王おう都とルテティアが、ダルディス軍によってどんな凄せい惨さんな目にあったか、旅のあいだあちこちで耳にしてきたのだ。

　絢けん爛らんの華か都とルテティア────青くきらめくアズュール湖に浮かぶ黄金の花。

　この美しい花を、ダルディス軍は無む残ざんにふみにじった。

　まばゆき白はく亜あの天てん蓋がいを持ち、パレ・ソレール太陽宮殿の名をいただく聖せい王おう家けの宮きゆう殿でんは、略りやく奪だつと破壊と暴行のかぎりをつくされて、最後は宮殿に仕えていた人々の屍しかばねとともに焼け落ちた。

　名高い〈塔とうの学まなび舎や〉も焼かれ、女め神がみエウレネの壮そう麗れいな大だい聖せい殿でんは、最後まで抵抗した信者たちの流したおびただしい血で汚された。瀟しよう洒しやな街並みも根こそぎの略奪のあと無残に破壊され、ちりひとつなかった花々の咲く大通りは、無数の住民の死体で埋めつくされた。

　そして、聖せい王おうニコラウス三世と聖せい王おう妃ひトレウィアの血まみれの首は、都の大だい正門にかかげられ、その首が見おろす真ま下したを、ダリウス大たい皇こうと配はい下かの軍が略奪したばく大な財ざい宝ほうを引いて、勝利者として晴れやかにほこらしげに行進していったという。

　こうしてうるわしの王都は瓦が礫れきの焦しよう土どとなり、死し臭しゆうにつつまれる陰いん惨さんな死し都とと化した。

　降伏したサンモーントは、おそらく財産を没ぼつ収しゆうされて、住民は奴ど隷れいとなったにちがいない。だが王都のたどった運命にくらべれば、はるかにましといえるだろう。

「ローレアンは、軍の大たい半はんを傭よう兵へいで構成していたんだろう」皮ひ肉にくな口く調ちようでレオンはいった。「しかも、王都陥かん落らくはダルディス人傭兵の裏切りからと聞いたぜ。皇こう国こくと戦いくさになったときに、だれもまずいと思わなかったのか？」

「さ、さあ……でもやっぱり、お金でやとわれた傭兵は信用できなかったんで……」いいかけて、オルガは真まっ青さおになった。「いい、いえあの、あなたのことじゃありません！」

「ごまかさなくても、その小こ娘むすめのように率そつ直ちよくにいえよ」レオンは自じ嘲ちよう気味にいった。「傭兵は、負け戦いくさとわかりゃさっさと逃げるし、勝ち戦なら真まっ先さきに略奪に走る。戦がなけりゃ徒と党とうを組んで村や旅人を襲おそう。野や盗とうとまったく変わりがない、そのとおりだ」

　レオンの言葉に、オルガはこまったように目をそらす。どう返していいかわからない様よう子すだ。あきらかに彼女の知識の外にある話題なのだろう。

「わ、わたし、戦のこととか、なんにもわかりません」胸にたまったつかえを吐きだすように娘はいった。「サンモーントは小さな町で、ダルディスだって目もくれなかったのに、ある日突然包ほう囲いされて、みんな散り散りになって……どうしてこんなことになったのか……」

　冷ややかにレオンがいった。「ハ、なにもかもその小娘が来たせいだと？」

「ち、ちがいます！　た、たしかに、サンモーントではそんなふうにいうひともいましたけど……でも」オルガは、わずかにうつむいた。「……アリアンさまは、幼いころからつぎの聖王っていわれてきたかたです。だからすこしお気が強くて、お言葉もきついですけど」

（気が強い？　言葉がきつい？　高こう慢まんちきで鼻はな持もちならないのまちがいだろ！）

　思わず顔をしかめるレオンに気づかず、オルガは話しつづける。

「でも、本当はご立りつ派ぱなかたです。だってダルディス軍に降こう伏ふくするって、そうすれば街のみんなの命は助かるからって街の城じよう代だいからお願いされたときも、怒ったりとり乱したりなさらなくて……ただ、こうおっしゃったんです」彼女は遠い目をしていった。「あなたがたがこうするほかないのはわかっています。いまは不ふ遇ぐうの身でもどうかこらえて。いつか……」

　おさげの娘はかすかに涙ぐみ、わななく声でいった。

「いつかかならず、あたくしが聖せい王おう国こくをとりもどします……って……」

　ず、と鼻をすすって、オルガは赤い目をこすった。

「離れた弟を思って泣いていたわたしを、アリアンさまは、はげましてくださいました。絶対に国をとりもどし、弟に会わせてあげるって。アリアンさまだってお父ちち上うえやお母はは上うえを亡くされて、こんなお若い身で重い使命を背負って、本当にお可哀かわいそうです。で、でも、でも」

　オルガの瞳ひとみから、こらえきれぬように涙がこぼれ落ちた。

「でも、このかただけがわたしたちの、聖王国に残された唯ゆい一いつの希望なんです……」

　オルガは、いまやレオンの目もはばからずしゃくりあげていた。だがレオンには同情する気持ちはこれっぽっちも浮かんでこない。代わりに冷ややかな声が唇くちびるから生まれた。

「で、そんなチビの小こ娘むすめの言葉を、本気で信じているのか」

「え……」すすり泣きがやむ。凍りつくオルガに、レオンは容よう赦しやなく吐き捨てた。

「本気でその小娘が国をとりもどせると思ってるのなら、おめでたい話だぜ。兵士のひとりももたず、なんのうしろだてもない、どんな力もないような小娘が国をどうにかできるなら、この俺だって一国の主あるじになれるさ。もっともそんな面めん倒どうはごめんだがな」

（嘆なげくしかない弱いヤツラのために、重荷を背負うだなんて）

　そんな皮ひ肉にくをレオンは吞みこんだ。

「そんな……そんな、そんな……だってアリアンさまは……」

　ぼうぜんとつぶやくと、オルガは消しよう沈ちんしたようにうつむいた。弟と離れ離れになり、生死もわからない彼女は、アリアンの言葉にすがりついてきたのだろう。

　それきりオルガは沈ちん黙もくした。レオンもなにもいわず目をそらす。

　舟は静かに川を下っていく。下るにつれて、まわりの景色もゆったりと移りゆく。

　緑あざやかな若わか木ぎをさざめく水面みなもに映したかと思えば、青々とした若草におおわれた野原が広がり、耕たがやしたばかりで土の匂においも新しい黒々とした耕こう作さく地ちがあらわれる。

　そのなかに点々と、破壊され、焼かれた集落や家々の瓦が礫れきがある。ダルディス軍による略りやく奪だつのあとだろう。その瓦礫を吞みこんで、春の緑は芽め吹ぶいている。

　レオンはいつしか景色に飽あいて眠りに落ちた。

　いくつもの桟さん橋ばしを通りすぎ、いくつもの支流が集まって、次第に川かわ幅はばが広くなる。陽ひのかげりが濃くなり、やがて雲を赤く燃やして夕ゆう陽ひが沈みゆく時刻となった。

　ふとレオンは目を開いた。夕暮れの風に、なつかしい〝なにか〟を感じた気がした。

　あらがいがたい衝しよう動どうにかられ、彼は甲かん板ぱんから立ちあがる。

　ざぁっと強い風が吹き抜けて、燃える赤毛を激しくかき乱した。

　──────海だ。

　目の前に、〈央おう海かい〉が広がっていた。

　広々とした河口のむこうの、さらに広大な海が、夕ゆう陽ひに水面みなもを赤く染めていた。

　なつかしい潮しおの香に鼓こ動どうが高鳴る。興こう奮ふんが体中を駆けめぐる。見るだけで海に引きこまれそうな気がして、レオンはわれ知らず足を強く踏みしめる。

　ふいにそのとき、波が押しよせるように脳のう裏りにさまざまな光景が広がった。

　世界の果てまでとどくかに見えた青空の下、潮風をいっぱいに受け、帆ほ綱づなをちぎるほどに大きくふくらむ白い帆と、空と同じく無限に広がる蒼あおい大おお海うな原ばらへとむけられる舳へ先さき。

〝出しゆつ航こう！〟

　高らかに告げられる船出の合図に、あこがれで満まん帆ぱんのごとく胸ふくらませて見つめた水平線。あの先に、途と方ほうもない宝と見はてぬ冒険があると信じていた。

　養やしない親である名高き海かい賊ぞく王おう、銀の髪かみのハイレディン。

　あだっぽくて美しい、男より勇ゆう敢かんな女副ふく官かんエイヴリル。寡か黙もくで腕の立つ舵だ手しゆクレマン。口の悪さは天てん下か一いつ品ぴんの水すい夫ふ長ちようグスタフ。そしてがさつで乱暴ものだが陽気な海かい賊ぞく仲間たち。

　彼らとともに、果てなき水平線の彼方かなたを目指した、あのなつかしく慕したわしい時期。

　もう二度ともどることのない、子どもの時代…………。

　その胸むね躍おどる情景を打ち消すように、紅ぐ蓮れんの業ごう火かが重なった。

　炎ほのおと黒こく煙えんに包まれる街をあとに、猛もう雨うのごとく火ひ矢やが降りそそぐなか、押しよせる無数の軍ぐん船せんへむけて絶望の戦いに挑いどむために出航する帆はん船せん。

　炎の起こす風に銀の髪をなびかせて、雄お々おしく甲板に立つ養よう父ふの背に、心ちぎられる思いで泣きながら叫んだ自分の言葉がよみがえる。

〝……行くな、親父おやじ、みんな！　つれていってくれ、俺もつれていってくれ……！〟

「どうしたの」

　澄すんだ声に、はっとレオンはわれに返った。

　幻まぼろしの光景は消えていた。火につつまれた船など、どこにもなかった。

　ただ燃えるような夕陽が、大河ロンヌの水面に赤々と映っているだけだった。

　レオンはふり返る。いつの間に起きたのか、アリアンがこちらを見あげていた。

「あなたの叫び声がしたように思ったの。それにその顔……まるで」いぶかしげに眉まゆをひそめ、少女はいった。「亡ぼう霊れいか悪あく霊りようでも見たようよ。青くて、怖い。いったいどうしたの」

「なんでもない」ぶっきらぼうに答えつつ、少女の意い外がいな鋭さにレオンはぎくりとする。そしてあらためて、オルガとの会話の前に抱いた疑問が頭をもたげた。

　根こん拠きよもなしに無む謀ぼうな賭かけにでるほど、彼女は阿あ呆ほうではないのだ。ならば────

　そのとき舳へ先さきから商人の声が聞こえた。「そろそろリールエルバンだが、どうするね」

「ああ、裏うら町まちの手前の、どこか岸につけてくれ。そこで降りる」

　レオンが答えると商人はうなずいた。アリアンが、座りこむオルガに声をかける。

「起きて、オルガ。もうすぐリールエルバンですって」

「……え？　あ、は、はい……ア、アリアンさま……」

　ぼんやりとオルガは面おもてをあげた。顔色がひどく悪い。アリアンが不安そうに問いかける。

「どうしたの、オルガ。足が痛むの？」

「いえ……あの、だいじょうぶです。本当に……」

　そういいながらも青ざめた顔色は普通ではない。かなり具ぐ合あいが悪そうだ。

「薬くす師しか治ち療りよう師をさがしましょう。街についたら、すぐによ」

　アリアンがレオンを見あげていった。レオンはうなずくと河口の方角を見やる。紅あかい瞳ひとみに沈む夕ゆう陽ひが映りこむ。強くなる風に運ばれる雲が、夕陽を覆おおい隠かくしていった。




　　　　　　　　　　２




「…………これが…………今日の、宿？」

　少女のささやきが、灯とう芯しん草そうのほのかな灯あかりに照らされたせま苦しい部屋に響ひびく。

　湿っぽいわらの寝台に染しみついた汗のにおいが、つんと鼻をつく。部屋のすみには、あまりに汚れて近よりたくもない排はい泄せつ用ようのつぼが置かれ、それが部屋の臭しゆう気きに拍はく車しやをかけていた。立つのもやっとな低い天てん井じようもあいまって、息がつまるような場所だ。

　ふいに、強風が部屋をぎしぎしときしませた。視し界かいがかたむくほどのゆれに、足もとから周囲からざぶざぶと水音が響く。思わずアリアンは汚い壁にすがりついた。

　そう、この宿は船だ。夕ゆう闇やみにまぎれてリールエルバンの裏町に入り、レオンがさがしてきた宿は、裏町にめぐらされた水路に浮かぶ船だったのだ。

　ぼうぜんとするアリアンのうしろから、レオンがこともなげにいった。

「これで上等、とはいわないが最低じゃあない。青銅貨アス六枚でこれならマシなほうだな」

「……これで最低でないならなにが最低？　野の宿じゆくのほうが上等ではなくて？」

「壁や床があるとないとじゃずいぶんちがう。おまけに相あい部屋でもない」

「これが壁なら板を一枚立てても壁よ。床なんていますぐ穴が開いて沈ちん没ぼつしそう！」

「文句をいっても部屋が立りつ派ぱになるわけじゃない。いいから入れ」

（……どうしてこのひと、こんな居い丈たけ高だかなのかしら）

　気にいらない。ずっとずっとずうぅっと、会ったときから気にいらない。

　えらそうで態度も悪くて性格も悪くて、すぐ冷れい笑しようするしひとを小こ娘むすめあつかいするし。

　薄べったい体ですって？　いやしい下げ僕ぼくがなんて無ぶ礼れいなの、この野蛮人バルバリエ！

「わかりました」心のなかでありったけの悪わる口くちをならべつつ、アリアンは高こう慢まんな声でいった。「下僕の無能さを責めるのは酷こくというものね。主あるじの寛かん大だいさに感謝なさい」

「おまえなあ……！」抗議しかけるレオンを無視して、オルガをささえつつ部屋に入ろうとした瞬しゆん間かん、「ぃぁいっ！」アリアンは、いやというほど戸と口ぐちに頭をぶっつけた。

「ア、アリアンさま!?　アリアンさま、だ、だいじょうぶですかっ!?」

「……は、はぐぅ」アリアンは頭をかかえる。視し界かいの奥でちかちかまたたく星が見えた。

「阿あ呆ほうなご主人さまだぜ」レオンがあざ笑う。「一番チビのくせして、よく頭をぶつけられるな。いばりくさってそっくり返ってるから前が見えないんだろ」

「な、なによ！」痛みをふきとばす勢いでアリアンは立ちあがろうとした。「こんなせまい場所に慣れていないだけです！　ええ、ぜんぜんなんでもな、」

　足がすべった。視界がひっくり返り次の瞬間、後頭部ぶにとんでもない衝しよう撃げきがきた。

「ア、ア、アリアンさまっ！」オルガが泣きそうに叫ぶ。

「ひぅ……だ、だ、だい、じょう、……」

　まったくだいじょうぶではなかった。だが忍しのび笑うレオンの気け配はいにアリアンはかっと血がのぼり、くらくらする痛みをこらえ毅き然ぜんと身を起こす。

　気づかうオルガをわらの寝台に座らせて、少女は無理やりほほ笑んだ。

「オルガ、ここで休んでいるのよ。すぐに薬くす師しか治ち療りよう師をさがしてきますからね」

「待てよ」レオンが聞きとがめた。「まさかおまえ、外にでる気じゃないだろうな？」

「ええ、もちろんよ。あなたのような冷れい酷こくな野蛮人にはとてもまかせておけないもの」

「阿呆か！　おまえ、ここがどんな場所か知って……おい！」

　レオンの言葉を無視してアリアンは外へでようとする。だが、

「ア──アリアンさま」

　ふいに体が引きとめられた。ふり返ると、オルガが自分の手をとって見あげている。

「……お気をつけて。そしてどうか、使命をはたしてください」オルガのほおに、きらりと光るしずくがつたった。「わたしの弟はいま、どんな辛つらい目にあっているか……いえ、わたしの弟だけでなく、ローレアンの民たみはアリアンさまが聖せい王おう国こくをとりもどされる日を、きっと待ってます。それだけが、それだけがわたしたちローレアンの民の願いなんです……！」

「……オルガ」アリアンは急に切せつなくなって、侍じ女じよの体を抱きしめた。「だいじょうぶ。ここまできたのよ、もう手がとどく距離だわ。安心してあたくしにまかせなさい、ね？　英えい王おうライオネルの末まつ裔えい、聖せい王おう女じよアリアンの名にかけて、きっと使命をはたしてみせるわ」

「はい、はい、アリアンさま……」オルガはほろほろと涙をこぼした。

　その涙に、アリアンは胸がしぼるようにしめつけられて痛んだ。

　守らなくては。自分をたよる彼女を、守らなくては……！

　自分が抱きしめているのは、オルガというひとりの娘だけではない、故こ郷きようを追われ、家族を失い、蛮ばん族ぞくのダルディス人にむごい目にあわされているローレアンの民たみなのだ。

　決意を新たにして、アリアンは美しい面おもてをひきしめて立ちあがる。

　ふり返ると、レオンが戸と口ぐちで冷たいまなざしでこちらを見ていた。冷たいというより、皮ひ肉にくのこもったさげすみにも似た瞳ひとみだ。かっとアリアンは体が怒りで熱くなる。

　だがいい返す時間が惜しかった。アリアンは無言で彼を突き飛ばすようにして外にでる。

　冷たい風がわたる甲かん板ぱんにでると、レオンの声が追ってきた。

「で、威い勢せいはいいが、薬くす師しの居い場所を知ってるのか」

「ひとに聞けばすむことよ」にべもなくいい捨ててアリアンはまっすぐ舳へ先さきにむかう。そこに座る、宿の主あるじらしき瘦やせさらばえた老人に、アリアンは声をかけた。

「よろしいかしら。すこしうかがいたいことが────」

　いいかけた言葉が、ぎろりとむけられた老人の瞳にさえぎられた。

「……ローレアン語？　しかも……小こ娘むすめか。なんだね」

　アリアンの身がこわばる。筋すじ張ばった老人の口く調ちようもまなざしも、ひどく剣けん吞のんだった。

「く、薬師をさがしているのよ」下からねめつける老人のまなざしに、アリアンは負けじとふるえる声でいどむように訊きいた。「怪け我がをしている旅のつれがいるから」

「薬師！」けけ、と怪け鳥ちようのごとく老人は笑った。「そんな気の利いたもんがここにおるか」

「いないですって？　じゃあ、だれかが怪我をしたり病気になったりしたらどうするの？」

「死ぬのさ」あっさりと老人は答えた。ひどく冷めた声で。「当然な」

「そんな……！」あまりの答えにアリアンが身を乗りだしたとき、ぐいと肩がつかまれた。

「悪いなあ、じいさん」レオンの明るくにこやかな声がした。いつものぶっきらぼうな態度でない。あまりの変わりようにアリアンはかぶった短たん外がい套とうのなかで目をみはる。

「免めん状じようのない薬師でもいいんだよ。場所さえ教えてくれれば、自分たちでいくからさ」

　愛あい想そうよく話しかけつつ、レオンは老人の手に青銅貨アスをにぎらせた。

「ふん……」老人は、ちゃり、と手のなかで銅貨をもてあそぶとつぶやいた。「三番導どう水すい渠きよの〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟だ──まあ、いったところで無む駄だかもしれんがな」

「ありがとう。あとでつれに食事を」レオンはさらに銅貨をわたす。「つれは重い皮ひ膚ふの病にかかってる。伝う染つりはしないが、念のため食事は戸の隙すき間まからさし入れてくれ」

「そ、そうか」わずかに老人がひるむ。「まあ、気をつけていくといい」

「どうも」レオンは老人に手をふって歩きだす。アリアンもあわててあとを追った。

　レオンは船べりを蹴けって身み軽がるに桟さん橋ばしに飛び乗る。だがアリアンはつづけない。

　船から桟橋へは意い外がいに段だん差さがあって、小こ柄がらな彼女には躊ちゆう躇ちよするほど高さがあった。

　とまどうアリアンに気づき、レオンが苦く笑しようして手をのばす。アリアンはむっときて、「けっこうよ！」と突っぱねると、思いきって船べりを蹴った。

　跳んだ拍ひよう子しにぐらりと船がかたむいたが、無事に足は桟さん橋ばしにかかり──

　と思いきや体勢が崩れた。「あ、あ、いやぁ……っ！」

　背後の水に落ちる寸すん前ぜん、がしりと腰をかかえられる。

　目を開けるアリアンの間ま近ぢかに、紅あかい瞳ひとみがあった。息がかかるほどの距離に、少女はとっさに言葉につまる。だがすぐに、乱暴にその場に立たされ腕がほどかれた。

「だから素直につかまればよかったんだ。阿あ呆ほうが」無ぶ愛あい想そうにいい捨てて、レオンはすたすた桟橋を歩いていく。むかっ、ときてアリアンは急いであとを追った。

「どうしてそうひとこと以上多いのよ、この野蛮人バルバリエ。噓うそと皮ひ肉にくしかいえないのね。オルガが皮ひ膚ふの病ですって？　お年よりをだますなんて胸が痛まないのかしら！」

「そういっときゃ、俺たちがいないあいだにさらわれて売られはしないだろうからな」

　思わずアリアンは絶ぜつ句くした。「……あ、あんなおじいさんが、そんなことするわけが」

「侍じ女じよもおめでたけりゃ、お姫さまもおめでたいな」フン、とレオンがあざ笑った。「このありさまを見りゃわかるだろう。飢うえた貧ひん民みんか飢えたごろつきしかいない。女ひとり宿に残して無事にすむかどうか、あやしいもんだな」

　レオンの言葉に、アリアンはまわりを見わたした。

　地上はすでに闇やみに沈んでいる。だが近くの小こ舟ぶねの舳へ先さきにかかげられた松明たいまつの灯あかりに照らされて、いままで見すごしていた裏うら町まちの様よう子すに、いま初めて気がついた。

　入り組んだ導どう水すい渠きよにつながれた舟は、どれもみな汚れて壊れかけている。水みず垢あかがこびりつき、底には枯かれ葉はや泥どろの混じった水がたまって、いまにも沈みそうだ。

　ふとアリアンは、鼻が曲がりそうな臭しゆう気きに気づいて口をおさえた。

　目をこらす。水面の舟のあいだに、得え体たいの知れない汚お物ぶつや腐くさった小しよう動物の死し骸がいが浮かび、わだかまっているのが見えた。

「や……！」思わずアリアンは小さな悲鳴をあげ、目をそむける。

　だが目をそむけた拍子に、水すい路ろの周囲の、もっと悲ひ惨さんな光景が目に入った。

　そこにあるのは、無む残ざんに焼きはらわれた廃はい墟きよだった。

　崩れた瓦が礫れきの陰でうずくまる物もの乞ごいたち、かたむく掘ほっ立たて小屋を出入りする瘦やせさらばえた人ひと影かげ、ごみに埋もれた泥どろ道みちの端はしにぼろ切れを巻いて横たわる人間……。

　こんな光景を、アリアンは生まれてはじめて見た。

　サンモーントでの潜せん伏ぷくの日々も、ダルディスの虜りよ囚しゆうであったときも、彼女は〝聖せい王おう女じよ〟として丁てい重ちようにあつかわれてきた。庶しよ民みんの暮らしどころか貧民の暮らしも知らなかった。ましてやこんな底辺の、とてもひとが住めるとは思えない場所にひとが住むことも知らなかった。

　ふるえる足を一歩引いたとき、ぐちゃりとなにかを踏んだ。足もとに目め線せんを落とすと、革かわ靴ぐつが腐ふ臭しゆうをはなつ固まりに埋まっている。アリアンは目をこらした。それは────

「いやぁっ！」

　少女は悲鳴をあげてあとじさる。その拍ひよう子しに足がすべり、泥どろにべちゃりと尻が落ちた。

　それは、腐くさってはらわたのはみだした、ネズミの死し骸がいだった。

　アリアンは弱々しく首をふる。信じられなかった。目の前の光景を否定したかった。死骸を踏んだ靴を脱ぎ捨てたかった。足の裏から全身に腐ふ臭しゆうがまわるような気さえした。

　ふいに、ぐいとレオンに腕をつかまれ助け起こされる。ふるえながらアリアンは、無意識にレオンにぎゅっとしがみついた。雲つく矜きよう持じなど、どこか彼方かなたに吹き飛んでいた。

「……そん、な……どうして、どうしてこんな……」

「どうして、こんな場所があるってか？」頭上からレオンの声が降る。「こういう場所は珍しくないぜ。街にひとが増えれば、どうしたってあふれて街がい壁へきの外に住みつくもんだ。街を広げるより簡単だからな。入にゆう所しよ税ぜいはかからないし通行証しようがなくてもいい。商人なら商いの税がかからないってわけで、まっとうじゃないヤツらにはいいことずくめだ」

　そういって、レオンはあたりを見まわす。

「……もっともダルディス人がくる前は、もうすこしマシな場所だったんだろうがな。いくあてのないやつらが、こういう場所に残るしかないってわけだ」

　突とつ如じよ、アリアンは気づいた。瓦が礫れきの陰から、かたむく掘ほっ立たて小屋のあいだから、水面にゆれるみすぼらしい船の上から、こちらを見つめるいくつもの目め線せんがあることに。

　自分たちをねめつけなぶり、悪意をもって値ね踏ぶみする、無数のまなざしに…………。

　────オルガ！

　アリアンは身をひるがえす。だが、「もどるな」と肩をつかまれ引きもどされた。

「ど……どうして？　どうしてもどってはいけないの？」ふるえる声で、アリアンはいった。「オルガをひとり残してはあぶないといったのは、あなたよ？」

「おまえみたいなガキがいたって、危険をふせげるわけじゃない。逆に獲え物ものが増えて喜ばせるだけさ。それにいまさらもどってどうする」はかるように、紅あかい瞳ひとみがアリアンを見つめた。「おまえがついてきたのは、薬くす師しがどうとかそんな理由じゃない。そうだろう？」

　アリアンは答えなかった。つかまれた肩をふりほどき、翡ひ翠すいの瞳で若者をにらむ。

「わかっているのなら訊きかなくてもいいでしょう？　そうよ、薬師をさがすといって、置いていなくなられてはかなわないもの。もう剣を預けるつもりはないようだし」

「俺が訊きたいのはだ。そこまで信用していないのに、なぜ俺をやとったってことだ」

　アリアンは口をつぐむ。だが、すぐにいどむように答えた。「……利用するためよ」

「利用、か。よくいうぜ」レオンがあざ笑った。「おまえひとりでなにができる？　俺がいなきゃ、泥のなかから立つこともできないくせに」

「だったら置いていけばいいわ！」屈くつ辱じよくにほおを染そめ、アリアンは強い声でいいはなった。「泥のなかだろうと汚お物ぶつのなかだろうと、ほうっておけばいいのよ。なのにそうしないのは、あなたもあたくしを利用しているからよ。そうでしょう？」

　今度はレオンが沈ちん黙もくする。答えを待つような無言に、アリアンは言葉をかさねた。

「あなたが野や盗とうでないのはすぐにわかったわ。野盗ならあたくしたちの命をうばって、身ぐるみはいでしまえばすむもの。でもあなたが親切心しんからあたくしたちを助けたとは思わない。そこまであたくしもおめでたくなくてよ。そうよ、あなたの目的はあたくしと同じ──」

「ハ……」かすかに笑うようにレオンはいった。「そこまでわかっていて俺をつれていくのは、自信があるわけだ。目的のものにたどりついたとき、手に入れるのは自分だと」

「ええ、そうよ！　あたくしは」

　といいかけて、アリアンはさぐるようなレオンのまなざしに気づいた。あざけりに見せかけて、彼はこちらから、なにか聞きだそうとしているのか。

「好きなように思っていらしたら」そうはいくものか、と少女は毅き然ぜんと告げる。「あたくしを利用するつもりならすればいいわ。でもおぼえていて。行動をともにするあいだは、あたくしがあなたの主あるじ。泥どろのなかで立てなくとも、あなたの上に立つのは、あたくしよ！」

　そういって、少女はレオンをにらみつける。だが若者は肩をすくめ、なにもいわずきびすを返した。あわててあとを追うアリアンの耳に、若者の小さなつぶやきがとどく。

「いちいちくだらないつっこみをするな。黙ってろ」

（……またひとりごと？）

　変なひと。おかしなひと。絶対に善ぜん人にんではない。けれど残ざん忍にんな悪あく党とうともいいきれない。

　彼の目的は自分と同じだ。それはわかる。しかし、その理由は？　〈万界の王ドミナントウール〉となって世界を支配したいなんて、そんなぎらつく欲望に燃えているようには見えない。

　彼が欲しいのは恐るべき力ではない。もっと、もっとべつのなにかだ……。

　うまく言葉が見つからなかった。もどかしさにアリアンはのどがつまる気がした。

「おまえ、いくつだ」そのとき突然、問いがふってきた。

「え、え？」ふいをつかれてアリアンはあわてた。「じゅ、十四よ。新年の──王獅子月ライオニアの聖せい紀き元げん祭さいで十四歳さいになったばかりだわ。それが、なにか？」

「ただの好こう奇き心しん……ってその薄べったい体で十四!?　本当に十四？」おどろいた声でレオンがいった。「十歳ぐらいかと思ったぜ、チビで凹おう凸とつのかけらもなくて平たい板みたいで」

「薄べったい薄べったいうるさくってよ！」アリアンの頭に血がのぼった。「高こう貴きなるあたくしをたかが体の凹凸ではかろうなんて下げ劣れつにもほどがあるわよ野蛮人バルバリエ！」

「しかたないだろう、あきれるほど平たいんだから。男だん装そうしなくても充じゆう分ぶん少年に見えるぜ」

　闇やみのなかで、アリアンの白いほおが怒りで赤から真まっ青さおに変化した。

　もう我が慢まんできない。なによなによ、馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　品ひん性せい下劣で根こん性じよう悪わるの野蛮人！　このあたくしにそんな無ぶ礼れいな口のききよう、這はいつくばらせて足あし蹴げにしたって飽あきたらない！

　あふれでる悪わる口くちを吐きだそうとして──アリアンは、懸けん命めいに吞みくだす。

　いけない。こんな野蛮人の挑ちよう発はつに乗って冷静さを失ってはいけない。

　自分はやとい主であり主人なのだ。こんな野や蛮ばんな下げ僕ぼくなぞに、あなどられてなるものか。

　……でも、と一いつ瞬しゆんアリアンは気おくれする。

　でも、あとでオルガにこっそり聞いてみよう。たしかにあたくし、瘦やせっぽちで背も低いけれど、で、でもでもそんなに……胸がない？　男の子みたいに板みたいに真まっ平たいら？

　考えれば考えるほど落ちこみつつも腹がたってきて、アリアンは唇くちびるを引き結ぶ。

「調子に乗らないで」精せい一いつ杯ぱいとりすまして少女はいった。「そうね、野蛮人バルバリエでは知性とか教きよう養ようとか気き品ひんとかではあたくしにかなわないものね。体型しか悪くいえるところがないのだわ」

「無理するなよ小こ娘むすめ。こめかみがひくついてるぜ」

「こんな闇やみでもあたくしの顔が見えるなんて、さすが野蛮人の視し力りよくは下か等とう動物なみね！」

「下等で悪かったなぁ、このクソ生なま意い気きな小娘が！」

「どう見ても聞いても考えても上等からは三億年もほど遠いわよ！」

　ふたりのあいだに険けん悪あくな空気が流れる。むっつりしたままアリアンは訊きいた。

「それで、そういうあなたは、おいくつなのかしら」

「……十七、ぐらいだ。たぶんな」

「十七？　あら、たった三つばかり年上なだけなの」少女は鼻で笑うようにいった。「小娘小娘というからよっぽどお年を召されているかと思ったわ、お・じ・さ・ま！」

「はらわたが煮えくり返るほど可愛かわいいな、このガキ……」

「賛さん辞じにしては洗せん練れんさがたりなくてよ、やっぱり野蛮人ね」

「だれもほめてねえ！」

「ほめかたを知らないのなら主人が教えてさしあげてよ。学ぶ頭があればですけど？」

「てっめえええ……くそ、小娘の相手なんざしてられっか！」

　怒ど鳴なってレオンは背をむけた。その背中にふと疑問がわいて、アリアンは問いかける。

「さっきの……その〝たぶん〟て、どういう意味かしら」

「……ああ、それは」若者はためらいがちに答えた。「それは──俺が拾い子だからだ」

「拾い子？」

「そうだ。海にただよっていた難なん破ぱ船せんに俺はいた。だから俺がいくつかなんて本当はわからない……まあ、べつに珍しい話でもないさ、捨て子もみなしごもな」レオンは肩をそびやかした。「で、海かい賊ぞくだった親父おやじに拾われて、ずっと育てられたんだ」

「海賊？」アリアンはおどろいた。「海賊だったの、あなた!?」

「そうだ。それがなんだ？」

「ええ、どうりで口が悪くてがさつで乱暴もので、ダルディス人に負けず劣らず野蛮人と思ってよ……いいえ、そうではなくて、あなたが海賊ならおかしなことがあるわ」

　アリアンは早足のレオンに追いすがって訊いた。

　先ほどの疑問。彼の目的の理由。もしかしたら、もしかしたらそこに……。

「なぜ海かい賊ぞくが傭よう兵へいを？　なぜあんな森に、海賊だというあなたはいたの？」

　レオンの歩みが一いつ瞬しゆん、とまる。アリアンはそこへたたみかけた。

「どこかの街を襲おそうための下した見み？　いいえ、ちがうわ。下見ならあんな森の奥までくる必要なんてないもの。そうよ、あたくしが訊ききたいのは」

　アリアンは、声に力をこめていった。

「どうして海賊が、陸おかの上にいるの？」

　答えはなかった。歩みもゆるがなかった。

　若者のブーツと、アリアンの革かわ靴ぐつが、ぬかるむ水辺を踏んで立てる足音だけが聞こえた。

「…………ったく、いちいち鋭いガキだな」

　小さなつぶやきを残し、レオンは早足で歩きつづける。「レオン！」と少女が走って前にまわりこもうとしたときだった。

「……………………お、おめぐみ…………を…………」

　ふたりの声を聞きつけたか、瓦が礫れきのあいだからよろよろとだれかがでてきた。

　子どもを抱いた瘦やせさらばえた女の物もの乞ごいだった。ボロきれにくるまれた子どもは、なんと素す裸はだかだ。寒さを感じる気力すらないように、母親の胸に頭をもたれている。

　女はふるえる手でなにも入っていない皿をさしだす。だがレオンは一いち瞥べつもせず通りすぎた。物乞いはすがるように、今度はアリアンへ皿をさしだした。

「え……も、持って、ません……あの、お、お金は……」

　困こん惑わく気味にアリアンが答えると、女はうつむいた。骨だけの肩が力なく落ちる。

　その様よう子すに、アリアンは自分の肩も落ちる気がした。

　この物もの乞ごいも、ローレアン人だろうか。故こ国こくを同じくする民たみを救うために、自分はここまできたのだ。なのに、たったいま目の前で困こん窮きゆうしているこの親子にあげられるものを、自分はなにも持っていない。お金も、なにも、なにひとつ。

「……あ」アリアンはふと思いついた。「ま、待って。ここで待っていて！」

　とっさに親子にそういうと、少女は先にいってしまったレオンへと走った。

「待って、待ちなさい！」若者が足をとめる。そのマントをにぎって、アリアンは立ちふさがった。「お金をよこしなさい。あたくしたちの持ち物を売ったお金があるでしょう」

「なんだ。今度はおまえが物乞いか野や盗とうか？」だが、返ったのは冷たい返事だった。「阿あ呆ほうをいえ。あの金は俺のものだ。おまえが俺をやとうために支払った金だぜ」

「いいでしょう！　ほんのすこし。青銅貨アスをすこしでいいの。それをあの親子に」

「ふざけるな」強くレオンはさえぎった。「ここで金をやってみろ。おひとよしで阿呆な金ヅルがきたって、もっともっと物乞いがわいてでてくるぜ。さわぎになって追っ手に見つかる危険をおかすつもりはないな。くだらん善ぜん行こうのむくいをあの世で受けとるのはごめんだ」

「だって、だってあのひとたちはなにも持っていなくてよ。お金も、服も！」

「それがなんだ？」レオンは厳きびしくいった。「あいつらは、弱くて、なにも持っていなくて、自分でのしあがる力量もない。だからだれかにすがってお恵みをもらうしかない。その弱さにふさわしい場所にいるんだ。同情するだけ馬鹿らしいぜ」

　その冷れい酷こくさにアリアンは声を失った。「……そんな……どうして、そんなこと……」

「傭よう兵へいになって以来、こんな光景はいやってほど見てきたんだよ」吐き捨てるようにレオンはいった。「略りやく奪だつに放火、破壊に暴行……弱いものほど残ざん酷こくな仕し打うちを受ける。だがな、その分ヤツらはしぶとくずるく、どんな状況でも生きのびるんだ。同情するだけ無む駄だだ。それに金でやとわれる傭兵はたいてい、ヤツらを守る側でなく、虐しいたげる側にいるんだよ」

　レオンは目をそらし、苦にがい声でいった。

「……そんな傭兵に同情心しんなんざもとめるのは、大まちがいだ」

　その横よこ顔がおに、アリアンは声が失われる。

　だが彼女はあきらめなかった。あきらめず懸けん命めいの思いで、もういちどいった。

「あなたをやとった報ほう酬しゆうはきちんと払います。いま持っているお金より何倍にもして。誓うわ、英えい王おうライオネルの末まつ裔えい、聖せい王おう女じよアリアンの名において。だからいまは」

「ふざけるな。この状況でおまえの称号がどんなうしろだてになる！」

　レオンはアリアンをぐいと押しのけて歩きだした。強風のなかに少女はとり残される。

　唇くちびるを嚙かみ、アリアンは背をむけて走りだした。泥どろ道みちを抜けて、瓦が礫れきにもたれて座る親子に駆けよる。母親が身を起こし、わななく枯かれ木のごとき腕で、また皿をつきだした。

「……ごめんなさい、お金は、ないの……でも」

　アリアンはかぶっていた短たん外がい套とうをとり、母親の腕のなかにいる裸はだかの子どもにかぶせた。強い風に少女の金の髪かみがひるがえる。その金きん髪ぱつに物もの乞ごいの瞳ひとみが大きくみはられた。

「あたくしがさしあげられるのは、これしかありません。どうか」

　哀かなしい思いで、アリアンは祈りの言葉をささやいた。

「どうか、慈じ悲ひ深きエウレネの御み手てが、あなたがたを祝福の海へ導かれますように……」

　皿をさしだす腕がうなだれた。のろのろと彼女は立ちあがり、短外套をかぶった子どもを抱いて歩いていく。その背中に、アリアンはひどくみじめな気持ちになった。

（……できるの？　本当に、できるの？　この、あたくしに）

　ダルディスの追っ手をふりきり、《王獅子の至宝レガリア》を手に入れ、聖せい王おう国こくを復ふつ興こうするなどという大それた力が、本当に、自分にあるのだろうか。

　いま出会った、たったふたりの貧しい親子になにもできなかったのに────

　アリアンはうなだれた。きびすを返し、むかい風のなかを歩きだす。

　うずまく風にむきだしの耳がなぶられて、引きちぎられるように痛い。けれどその痛みは、ひどく他ひ人とごとに思えた。胸を満たす無む力りよく感かんが、どんな痛みよりも勝っていた。

　歩くアリアンの視し界かいにブーツのつま先が入る。面おもてをあげるとレオンが立っていた。

「……安い同情心しんは満足したか」怒りを押し殺した声で彼はいった。「勝かつ手てに顔をさらして、そんなにつかまりたいのか。無意味な同情で身を危うくするのは、真しん性せいの阿あ呆ほうだぜ」

　厳きびしい非ひ難なんに、アリアンはぐっと言葉を失う。レオンは凍こごえる声こわ音ねでつづけた。

「おまえの国が負けるのは当然だな。状況も見えず目先の感情で動く小こ娘むすめと、そんな小娘に頼ってすべてを負わせて泣くだけの役立たずばかりなら。国を守るどころか自分の身を守る力もないくせに、くだらない誇りだけは高い阿呆しかいないんだからな」

　その瞬しゆん間かん、爆発する感情がアリアンの口からほとばしりでた。

「ええ、そうよ！　あたくしにはなんの力もなかったわ、なにもできなかったわ！」少女はこぶしをにぎり叫んだ。「民たみの屍しかばねがつらなる王おう都とをあとに逃げてきたときも、お父とうさまやお母かあさまが殺されて首が大だい正門にかかげられたと知ったときも、サンモーントで降こう伏ふくしたときも、両手に鎖くさりをつけられつれていかれたときも、なにも、なにも──なにも、なにひとつ！」

　とまらない叫びが、心の奥底に押しこめてきた記き憶おくを引きずりだす。

　それは、陥かん落らくする王都をあとにした日の光景だ。

〝……どうして、お父さま！〟

　パレ・ソレール太陽宮殿の壮そう麗れいな天てん蓋がいの下、アリアンは従じゆう臣しんの手をふりきって、父である聖せい王おうニコラウス三世に駆けより悲痛な声でいった。あのとき、アリアンはまだ十二歳さいだった。

〝なぜ《王獅子の至宝レガリア》を手にしないの。まだ間にあうはずでしょう！〟

〝アリアン。わたしはおまえに告げたはずだ〟

　ニコラウス三世は、泣きそうな顔のアリアンに厳しく答えた。

〝聖せい王おう家けは至し宝ほうを使うものでなく、守るものであると。七つの神しん具ぐは、英雄ライオネルがガトランを救うために神から借り受けた力。私し利りのために使うものではない〟

〝でも、守るものがいなくなったら意味がないわ！　それに、お父さまとお母さまを置いてあたくしだけ逃げるなんていや、いやよ、そんなの絶対にいやよ……！〟

〝……いいや、アリアン。おまえが生きていれば、聖せい王おう国こくはけっして終わりはしないのだ〟

　アリアンの両肩かたに手を置き、聖王は威い厳げんある声でいった。

〝次代の聖王たるおまえに、ローレアン聖王国をたくす。恐るべき〈無む貌ぼうの王おう〉をくだし、神かみ々がみの代わりにガトランを救いたもうたライオネルの末まつ裔えいたる自負を、忘れるな〟

　最後まで父は、ローレアンの聖王としての威厳ある態度を崩さなかった。代わりに母の王おう妃ひトレウィアがアリアンを強く抱きしめ、涙のまじる優しい声で告げた。

〝愛いとしい子。愛しいアリアン。どうか無事に生きのびて。あなたのゆくすえに光あらんことを、母は命の最後まで、女め神がみエウレネに祈ります……〟

　アリアンは父と母の手からもぎとられるようにして、従臣たちと王おう宮きゆうをあとにした。そしてがらくたをつんだ荷に車ぐるまに身をひそめ、火の手のあがる王都の大通りを逃げたのだ。

　さらに別の光景が、彼女の脳のう裏りによみがえる。

〝……どうか、われらをおゆるしくだされませ〟

　冷え冷えとしたサンモーント城の一室で、アリアンの前にひざまずくやつれた城じよう代だいの老人が、深いしわに涙をつたわせてそういった。

〝蛮ばん族ぞくに屈するのは聖せい王おう国こくの民たみとしていかに屈くつ辱じよくか。けれど降こう伏ふくを吞まねば、この町は王おう都とと同じく焼かれ、住民は女子どもにいたるまで殺されてしまいます〟

〝王おう都とから、ここまでおともしながら……〟従じゆう臣しんたちも肩をふるわせていった。〝力およばぬわれらを、どうかおゆるしくださいませ……聖せい王おう女じよ殿でん下か……！〟

　どの光景も、アリアンは覚えていた。

　肩に置かれた父の温かく大きな手を、自分を抱きしめる母の優しい腕を、力およばず受け入れる降伏を涙ながらにわびる民の声を──そして、ゆれる荷に車ぐるまの覆おおいの隙すき間まから涙をこらえてかいま見た、屍しかばねのつらなる王都の道と、父と母を道づれに炎ほのおの海に沈みゆく王おう宮きゆうを。

　至し宝ほうをめざすことは、父の言葉にそむくことになるだろう。それでもアリアンには、あのときの身を裂くようなくやしさと、胸が破れるばかりの悲しみを忘れられなかった。

　アリアンは心ひそかに誓ってきた。英雄の末まつ裔えい、次代の聖せい王おうとしての自じ負ふと誇りにかけて、父からたくされた祖そ国こくをかならずこの手で、とりもどしてみせる────と。

　その自分が負う使命は、こんなふうに否定されるほど容た易やすいものではないはずだ……！

「あなたは、なにもかもうばわれて殺されるのが、弱さゆえに当然というのね」

　精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんをかき集め、アリアンは毅き然ぜんといいつのった。

「だったら、この世は野蛮人バルバリエばかりよ。文化も文明も築く意味なんてなくなるわ。そうよ、強さだけがすべてのはずがないわ、だって絶対の強さなんてないもの。どんな強きよう者しやだって、かならず別の力に敗れるのだから！」

　レオンの答えはない。だがかまわず少女は激しく言葉をたたきつけた。

「自分がすこしばかり強いからって、自分の位置からしかだれかをはかれないのね。だれかを見くだしてさげすんで、それでえらくなったつもりなのね。あたくしが真しん性せいの阿あ呆ほうなら、あなたは見さげはてた大おお馬鹿ものよ。あなたのようなひとが目的を果たせるわけがないわ。あたくしのように〝魔ま呪じゆ〟を宿す聖せい王おう家けのものでなければ、たどりつくこともできないもの。いいえ、たとえあたくしが聖王家のものでなくても、あなたになんかわたすものですか！」

　アリアンは高くあごをあげ、神の啓けい示じのごとくに宣言した。

「《王獅子の至宝レガリア》を手に入れるのは、この、あたくしよ」

　きっぱりいいはなつと、アリアンは返事を待たずにレオンのわきから暗くら闇やみへ足を踏みだした。そのとたん、強いむかい風が彼女を拒むように吹いてくる。

　凍こごえる潮しお風かぜが目に痛い。だが目め頭がしらに熱くにじむなにかは風のせいではなかった。

　爪つめが食いこむほどこぶしをにぎりしめ、少女はむりやり目を見開いた。激しい感情が瞳ひとみから唇くちびるから、涙と嗚咽おえつになってあふれるのを必死にこらえた。

　泣かない。絶対に、絶対に泣いたりしない。誇り高き聖せい王おう国こくの聖せい王おう女じよが、英雄の血を引くこの自分が、子どものようにみっともなく泣いたりなど、絶対に命にかけてもしない。

　大きらい。大きらい。大っきらいよ、あの────野蛮人バルバリエ！

　でも、と怒りにたぎるアリアンの脳のう裏りを冷ますように、ひとつの想いがよぎる。

　でも、もしかしたら……もしかしたら、彼のいうことが正しいのかも、しれない。

　いまの自分には、父からたくされた祖そ国こくを復ふつ興こうするという願いがある。なのにそれを忘れて一時の同情にまどわされては、愚おろかといわれてもしかたがない。

　自分に力がないのも、国が滅んだ理由も、すべて彼のいうとおりかもしれない……。

　けれど。

　けれど正しさというのは、なぜ、なぜこんなにもひとを打ちのめすのだろう────

　打ちひしがれてアリアンは無言で歩きつづける。だが道を見失ってつと足をとめた。

　導どう水すい渠きよの幅が広がり、大型の船が停てい留りゆうしている。船上に灯ともされた松明たいまつに視し界かいはさきほどよりは明るい。だが宿屋の老人がいった〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟とは、どこだろう。

「不実のレスビアなんて、名づけたひとは詩し心ごころがあるのね……」

　レスビア──ロレアンティス時代の名高い詩人カトゥルスが、いくつもの詩をささげた移り気な美女の名だ。聖王国でずっと読みつがれてきた、美しい恋愛詩しに由ゆ来らいする名の店が、詩的とはほど遠いこんな汚い裏うら町まちにあるのがアリアンには不ふ思し議ぎに思えた。

　もっとよくあたり見まわそうと少女は桟さん橋ばしへ走りだす。そのとき、

「や、や、きゃぅ……っ！」と濡ぬれた板に足をとられ、大きく前につんのめった。

「なにやってる！」が、水に落ちるすんでのところで腕をつかまれた。

「……レオン？」赤毛の若者の声に、アリアンは安あん堵どの息をついた。「あ、あの」

「足もとぐらい見ろ、この阿あ呆ほう。おつむも目め玉だまも飾りかよ！」怒りもあらわにレオンはいった。「店はこっちだ。いいか、なかに入ったら俺の背後に隠かくれてろ。声もだすな」

　突きはなすいいかたに、アリアンはいいかけたお礼の言葉が引っこんだ。歩きだす若者のあとを、少女は思いきりむくれた顔でついていく。

　馬鹿。馬鹿。知らない。こんなひとに「ありがとう」なんて、絶対にいわない……！

　レオンは大きな船から下ろされたはしご段を上った。アリアンも無言でつづく。

　もとは立りつ派ぱな帆はん船せんだったらしいその船は、マストが折れ、装そう飾しよくはすべてはぎとられ、ちぎれた索さく具ぐがあちこちからぶらさがっている。外見だけならまるで幽ゆう霊れい船せんだ。

　ふたりは船せん尾び楼ろうへつづく短い階段を下りる。レオンが取っ手に手をかけ、ぐいと押し開けた。アリアンも彼の陰に隠れるようにしてつづく。

　風に押され、扉とびらは大きく開いた。その瞬しゆん間かん────

　冷えたほおに、ふわりと暖かくやわらかな空気がふれる。と同時に軽やかなリュートの旋せん律りつ、その旋律にかさなる楽しげな歓声が、ふたりの前に広がった。
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　レオンは怒っていた。

（……なにさまだ、あの小こ娘むすめ！）

　もちろん、偉い大だいなるローレアン聖せい王おう国こくのいと気け高だかき聖せい王おう女じよさまだ。阿あ呆ほか。

　自分ひとりではなにもできない、なにもないところでいちいちこける危なっかしいチビの阿あ呆ほうの小娘のくせに、無む駄だな誇りだけはひとの千倍、天にもとどくほど高いときている。

　阿呆だ。阿呆以い外がいのなにものでもない。いくら《王獅子の至宝レガリア》のためでも、あんな小娘にかかわってしまった自分の阿呆さかげんにも腹が立つ。

　だが同時に────認めたくはなかったが、かすかな自己嫌けん悪おも感じていた。

〝……自分が強いからって、自分の位置からしかだれかをはかれないのね……〟

（それの、なにが悪いんだ）

　弱いヤツに同情などしない。それがこれまでの信しん条じようだった。なのに胸にうずく感情に責め立てられて、レオンはただただひたすら不ふ機き嫌げんで不ふ愉ゆ快かいでいらだたしかった。

　入り混じる怒りと自己嫌悪に突き動かされ、若者は思いきり乱暴に甲かん板ぱん室しつの扉とびらを開けた。

　だが扉が開いた瞬しゆん間かん、圧倒されるような大きな歓声に足がとまった。

「もう一曲！」「もう一曲！」人々の叫びが聞こえる。低い天てん井じようからつりさげられた、十字型の燭しよく台だいが、部屋の中央の食卓に集う大おお勢ぜいの客たちをほの明るく照らしていた。

「……おいしそうな匂におい……」

　アリアンが背後から顔をのぞかせる。顔をだすなといいかけて、レオンは自分の腹が鳴る音にじゃまされた。くすりと少女に笑われて、思わずレオンは荒げた声をだしてしまう。

「おまえな！　よけいなことするなといっただろうが。声もだすなと」

「それなら早く入ってくださらない？　背中が寒いわ」

　もっともなことをいわれ、レオンはむっとして体をすべりこませる。アリアンも、レオンにはりついて入った。入り口が閉まると空気が暖かくなり、冷えた体がほっとゆるむ。

　そばかすの酒場娘むすめが、混みあう客のあいだを抜けて近よってきた。

「お酒？　食事？　あいにく食卓は満まん杯ぱいだけど」

「食事と水をふたり分。あと町はずれの舟ふな宿やどの主あるじから、薬くす師しがここにいると聞いたんだが」

「ふぅん」娘は急に、値ね踏ぶみするようなまなざしになった。「よく教えてもらったじゃない。そっちの娘こはローレアン人ね。どうりで……。ま、しばらく待ってて」

　娘はレオンから代金を受けとると、客のあいだに消えていく。

「……どうかお静まりを、みなさま。さすがに連れん曲きよくでは、わたしの指も舌もまわりませぬ」

　よくとおる、深みのある男の声が聞こえた。レオンとアリアンが卓のむこうをうかがうと、リュートを抱いた品のよい優やさ男おとこが、ほほ笑んで客たちを見まわしている。

　どうやら吟ぎん遊ゆう詩し人じんらしい。額ひたいに細い銀の環わをはめ、つややかな栗くり色いろの長ちよう髪はつを背中に流し、ランゴニア帝てい国こく風ふうの古めかしい長ちよう衣いを着て、優ゆう美びな長い指に琴こと爪づめをはめている。

　男の背後には、ひとりの少女が小さなリラをかかえてひかえめに立っていた。

　動きやすそうな旅りよ装そうに、革ポーチを腰の両側につけ、両手て首くびに革のバンドを巻いている。栗色の髪かみを小さくふたつに結んだ髪型と澄すんだ大きな瞳ひとみが、なかなか愛らしい。

　優男の詩人が、甘く耳ざわりのいい声でいった。

「もっとも酒をもう一いつ杯ぱいいただけたなら、舌もなめらかになりましょうが……おっと、これはありがたい。遠えん慮りよなくいただきましょう」彼は、酒場娘むすめに横あいからさしだされた木の杯さかずきを受けとった。「美び酒しゆなくしてなんの人生ぞ──むろん、美女もね」

　そういって詩人は優しく娘にほほ笑んだ。そばかすのほおを赤らめて、酒場娘はあわてて立ち去る。はやしたてる笑い声がどっとあがった。

　笑みを浮かべて娘を見送る詩人に、背後に立つ少女が透とう明めい感かんのある不ふ思し議ぎな声でいった。

「師し匠しよう、いささか吞みすぎかと思います」

「無ぶ粋すいなことを、わが愛まな弟で子しよ」詩人は大げさに吐と息いきをついた。「まだ三杯だよ」

「六杯です」

「わたしの弟子ならば、含がん蓄ちくある〝あいまいさ〟を学んでほしいね」

「〝いい加か減げん〟のまちがいです」

「では必要なのは、女め神がみエウレネのごとき寛かん大だいさと慈じ愛あいの心、かな」

　詩人は気にしたそぶりもなく、にっこり優ゆう雅がにほほ笑んで杯に唇くちびるをつけた。

　酒好き女好き、口がうまくて優男の詩人────レオンはあきれて肩をすくめる。

（しかもランゴニア人か……あそこの人間は、話し上手じようずで気どりやって話だが）

「吟遊詩人？」アリアンが嬉うれしそうにいった。「すてき、歌が聴けたら嬉しいわ」

「……はぁん、ああいうのがお好みか？」

「ちがいます。文化の香かおりにふれたのが嬉しいだけよ。ずっと野蛮人バルバリエと一緒でしたもの」

　つんとすましてアリアンが答える。そこへ酒場娘が食事をはこんできた。

「はい、パンとスープ。悪いわね、ダルディス人がきてからろくなものが入らなくて」

「かまわないぜ。温かいスープならごちそうだ」レオンは湯気のたつスープの入った木き鉢ばちと平たいパンを受けとり、部屋のすみでアリアンと食事をとった。

　スープの味は薄く具もすくなく、パンは粉の質が悪くきめが粗あらい。だがここのところ満足に食べていなかったレオンには〝ごちそう〟以上、まさしく〝命の糧かて〟といえた。

　アリアンも、上じよう品ひんなしぐさながらも一いつ心しん不ふ乱らんにパンでスープをすくっていたが、スープが残りすくなくなったのに気づいて、あわててレオンに木き鉢ばちをさしだした。

「いや、俺はもういい。あとは飲め」レオンは鉢を押しやった。

「…………変なひと」

「なんだと？」

「困っている物もの乞ごいは無視するのに、弱っている小こ娘むすめには親切なのね。おかしなひと」

「な──阿あ呆ほうをいうな」

「ほめているつもりですけれど。なによ、そのいいかた」

「それがほめ言葉か？　どう聞いても悪わる口くちにしか聞こえないぜ」

「あら、野蛮人バルバリエと一緒にいると文化度どが下がるのかしら？」

「そのクソ生なま意い気きな口で、どう俺にほめ言葉を教えられるんだよ！」

　空腹と寒さと疲れでささくれていたふたりの気分は、食事と暖かな空気にやわらいだ。もっとも口をついてでるのは、お互いへの悪あく態たいだったが。

　アリアンがスープを吞みほしたとき、朗ろう々ろうとした声が聞こえた。「さてご一同」

　酒を空あけ軽い曲ふたつほどを歌い終わり、詩人がリュートを手に客を見まわしていた。

「よい加か減げんで舌のまわりもよくなりましたが、残念なことに、わたしどもはそろそろここを去らねばなりません。ですがその代わり」失望してさわぐ客たちに、詩人は優ゆう雅がに片手をふった。「そうですね、ここは〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟。最後に一曲恋れん歌かなどいかがです？　みなさん、ご希望の恋歌はございましょうか、どんな曲も弾ひいて歌ってごらんにいれましょう」

　ざわめきながら客は口々に曲の名をあげたが、どれもばらばらでこれというものがでない。そのとき暗がりから、ひときわ大きく声が飛んだ。

「ローレアン恋歌を！」

　その名に、レオンの背後でアリアンがはっと体を硬くした。

「……そうだ、ローレアン恋歌だ」「ローレアン恋歌を」「ローレアン恋歌を！」

　人々は声をそろえていった。ざわめきは叫びとなり天てん井じよういっぱいに響ひびいた。レオンはおどろいてみなを見まわす。よくよく見れば客の全員が、金の髪かみに白い肌はだのローレアン人だ。

　詩人はうなずき、洗せん練れんされたしぐさで手をふった。観客が一いつ斉せいに静まる。

「みなさまのご要望、このラウル、しかとうけたまわりました」

　詩人の名はラウルというらしい。彼はリュートをかかえなおし歌うように語りだした。

「ローレアン恋歌──ローレアン聖せい王おう国こくにて連れん綿めんと歌いつがれてきたこの歌を奏そうするのは、詩人にとってこの上ない喜びです。よろしければ」彼は場をみわたした。「わが愛まな弟で子しジジとともに、歌わせていただきたい」

「師し匠しよう」ジジと呼ばれた少女が、瞳ひとみを大きくまばたかせた。「そんな、わたし、まだまだ未み熟じゆくです。ひと前で歌うなんて、みなさんに失礼です」

「だいじょうぶ、一緒に練習しただろう。あの調子で歌えばいい。できるよ」

　おだやかにラウルがいうと、待ちこがれる客たちは一いつ斉せいに大きな拍手をする。その拍手にジジも決心したのか、リラを置いて前へ進みでた。

　少女が一歩前に立ち、詩人はリュートを抱いて椅い子すに座る。拍手とざわめきがやんだ。

　静けさのなか、詩人ラウルの琴こと爪づめがリュートの弦げんをつまびく。甘く優しく、耳に心ここ地ちよい、けれどどこか悲ひ哀あいを秘めた美しい旋せん律りつが流れはじめた。

　少女ジジのまなざしが遠くに移る。彼女は曲にあわせ、唇くちびるを開いた。

　その唇をふるわせて、透すきとおった歌声が流れでる。





爛らん漫まんたる春の都　　爛漫たる花はな房ぶさのもと

恋いし君に　　とこしえの愛を誓いたり






　ラウルがつづいた。よどみないリュートの旋律にのせ、朗ろう々ろうたる歌声が響ひびく。





絢けん爛らんたる春の都　　絢爛たる花か天てんのもと

恋いし君に　　とこしえの愛をささげたり
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　ふたりは相あい前後して歌いつづけた。

〝ローレアン恋れん歌か〟は、都を追放された詩人が流る浪ろうの旅のはてに病にたおれ、死の床にて若き日に離れた故こ郷きようと恋人をしのんで残した歌だといわれている。

　たいていはひとりの詩人がすべて歌うのだが、まれに女じよ声せいがくわわる場合がある。そんなとき、男だん声せいは老ろう詩人の歌詞を歌い、女声はその恋人の歌詞を歌うのだ。

　この恋歌を歌うラウルとジジの声は、あざやかなまでに対たい照しよう的だった。

　老詩人の想いを歌うラウルの声は深みがあり、声せい量りようは豊かで、巧みだった。

　経験に裏うら打うちされた情じよう感かんと、老ろう練れんともいえるほどの技量で、彼は人々の前に歌声だけで、みごとに歌の情じよう景けいを描いてみせた。

　それにひきかえ、老詩人の恋人を受け持つ少女ジジの声は、かたく、未み熟じゆくだった。

　けれどその未熟さが、春の若葉のごとく初うい々ういしく純粋で、可か憐れんだった。

　故郷よりはなたれて死の床で打ちひしがれる老詩人へと、少女は己おのがひたむきな想いを一いち途ずにまっすぐに歌いかけていた。

　詩人ラウルと少女ジジの合唱は、ローレアン恋歌そのものだった。

　老いた詩人と、詩人の追つい憶おくのなかに若いまま存在する美しい恋人とが、時と距離をへだてて、互いを思い、互いを慕したって、歌っているかのようだった。

　老いた詩人は歌う。

　わたしはここにいる。わたしはここにいる。君を思い君を恋うて死を前にただひとり。

　ここにはなにもない。ここにあるのは砂と乾いた大地、暗い死の影とさびれた街並み。花もなく木々もなく、おとずれる季節すらない不ふ毛もうの日々。それでも耐えてこられたのは、君との出会い、君との日々、君とすごした花の都の思い出があればこそ。

　もう君は逝いってしまっただろうか、花の散るがごとく、春の逝くがごとく、花の都も変わりはててしまっただろうか……。

　恋人は歌う。

　いいえ、愛いとしいあなた。わたしはここにいます。ここにいます。

　永遠に、永久に、変わらぬ姿で変わらぬままに、あなたを想いあなたを待って、あなたが慕う花の都に、爛らん漫まんたる春のごときこのふるさとにいます。

　いまも都は春の盛り、あの日と同じ、まばゆいまでの花の盛り。

　あの咲きほこる花か天てんのもと、わたしはいまも、ここであなたを待っています……。

　ふたりの声はいまやひとつに溶けあい、高らかに響ひびきあった。

　酒場のすみずみまで染み入るように、天からふりそそぐ慈じ雨うのように、ふたりの歌声は人々をつつみこんだ。身じろぎもせず、その歌声に客たちは聞き入っていた。

　声のひとつも、しわぶきのひとつもなかった。ただ全身を耳にして人々は黙っていた。

　だれもが、いつしか涙を流していた。すすり泣きが、あちこちからあがった。

　声を殺し、肩をふるわせてすすりあげ、人々は汚れたほおに涙を這はわせた。

　老いてしなびた男も、すれた酒場娘むすめも、貧しさにやつれた中ちゆう年ねん男も、みな、泣いていた。

　彼らの前には、壮そう麗れいな花の都があった。木々からこぼれ落ちるばかりに咲く花々があった。盛りの花の下で手をとりあい、永遠の愛を誓う若い恋人たちがいた。

　彼らが見ているのはまさしく絢けん爛らんの華か都と──ふみにじられ、うばわれてしまった祖そ国こくであるローレアン聖せい王おう国こく、その象しよう徴ちよう、王おう都とルテティアだった。

　詩人と少女の歌は、人々が奥底に押しこめていた感情を引き出した。

　貧しさに失われていた美への憧どう憬けいを、過か酷こくな暮らしに見失っていた祖国への思し慕ぼを。

　そして、哀かなしみをこえた先にある、なにものにもかえがたい感動を…………。

　レオンはそれをつぶさに見ていた。ローレアン人でない彼にも、その歌は胸にせまった。

　生まれてはじめて、本当に〝美しい〟と思える歌を、聞いた気がした。

　そのとき、がらん、となにかが落ちる音がした。足もとにスープの入っていた木き鉢ばちが転がった。それを見て若者はふり返る。ふり返って、おどろきで目をみはる。

　アリアンが、泣いていた。

　少女はぼうぜんと翡ひ翠すいの瞳ひとみを見開き、詩人と少女を見つめていた。開いた瞳から、真しん珠じゆの粒つぶのごときしずくがあふれでて、少女の白いほおをつたい床へと落ちる。

　彼女は嗚咽おえつをこらえるように口を両手でおおい、ぎゅっと瞳を閉じた。

「お……」

　か細いつぶやきが、レオンの耳に、かすかに触れた。

「……お父とう、さま……お母かあさま…………！」

　ふいに、耐えきれなくなったようにアリアンはしゃがみこんだ。ひざのあいだに顔をうずめ、少女は小さく、小さくうずくまる。その細い肩が弱々しくふるえている。

　その声に、その姿に、レオンは胸が強烈な痛みでうずくのを感じた。

　そこにいるのは、あの高こう慢まんで生なま意い気きな聖せい王おう女じよではない。

　失った祖そ国こくと亡くなった父母とを恋い慕したう、よるべない少女──頼るものもすがるものもないのに、たったひとりで重おも荷にを背負う、十四歳さいの少女でしかなかった。

　レオンはふっと、あの無む駄だなまでの気き位ぐらいの高さと気の強さの理由に思いあたった。

　折れてしまうのだ。矜きよう持じに身を鎧よろい、自じ負ふをささえにしなければ、少女は────

　若者は目をそむけた。見ていられなかった。

　マントを広げ、うずくまる少女を守るように陰に隠かくして、彼はその場を動かなかった。

　詩人と少女の歌声がひときわ高まる。ふたりの声は完かん璧ぺきに調和し、リュートの切ない旋せん律りつとあいまって、この世のものとも思われぬほどみごとに響ひびきわたった。





わが愛いとしの君　　わが愛しの花の都　　わが恋しふるさとローレアン…………






　歌声が、静かに消えていく。リュートの音ね色いろとともに、ゆっくりと。

　人々の前から、花の都の幻まぼろしは消えた。老ろう詩人と恋人の幻も消えた。尾を引く余よ韻いんも、やがて名残なごり惜しげに消えていった。火が消えるように、静けさが満ちた。

　その瞬しゆん間かん、割れんばかりの拍手と歓喜の声が起こった。

　客たちは立ちあがり、両手をあげて激しく手を打ち鳴らし、強く足を踏み鳴らした。

　詩人ラウルはリュートを手に、優ゆう雅がに一礼する。少女ジジもぺこりと頭をさげた。

　そこへ人々が青銅貨アスを投げる。貧しい彼らには錆さびた銅どう貨か一枚すら貴き重ちようだろうに、見る間に少女と詩人の足もとは銅貨でうまっていく。いまの演奏と歌の代だい価かには足りないとばかりに、拍手もいつまでもやまない。

　ふっとレオンはかたわらに気け配はいを感じた。見るとアリアンがそばに立っている。

　彼女はからっぽの両手を見て、深いため息をついた。肩を落とし、それから両手を背中に隠そうとする。だがその前に、銀貨デナリウスがぽとりと手のひらに落ちた。

「え!?」アリアンがレオンを見あげる。「こ──これ……いいの、このお金!?」

「おまえはあの歌がいいって思ったんだろ。だったら正当な対たい価かだ。それに」そっぽをむいて、若者はいった。「投げる金がないからって、服を脱いで投げられたら、こまる」

「そ、そんなこと、するわけないでしょう、馬鹿……っ！」

　アリアンは涙のあとをぐいとこすり、一生懸けん命めい背のびをして銀貨を投げた。

　銀貨は人々の頭をこえ、錆さび色いろの銅どう貨かの山に落ちた。銀色の輝きにジジが目をみはり、レオンたちへむかってぺこりと頭をさげる。その礼に、アリアンがはにかむ笑みを見せた。

　それは、少女らしい純粋さがのぞく、愛らしく嬉うれしそうな笑みだった。出会ってはじめて、レオンはアリアンのそんな笑みを見た気がした。

（……そんなふうに笑ってりゃ、まだ可愛かわいげがあるのに）

『これまた、らしくない情なさけをかけるものであるな』

　忍しのび笑うしゃがれ声が聞こえた。レオンは一いつ瞬しゆんむっとなる。

『己おのれの言動の首しゆ尾びは一いつ貫かんするべきであるぞ、若者よ……とはいえ』声は、なにかをなつかしむような口く調ちようになった。『よい歌だった。よい歌い手だった。まことにすばらしかった』

　変なヤツ、とレオンは思う。たんなる剣のくせに、たんなるモノのくせに、歌に感じ入り、過去をなつかしむなんて。まるで……まるで、人間のようだ。

　いまだ鳴りやまぬ拍手のなか、少女ジジは銅貨を集め、てきぱきと楽器を袋ふくろにしまう。

　弟で子しがあとかたづけをするあいだ、ラウルが拍手をする観衆に優ゆう美びに礼をしていった。

「みなさま、楽しいひとときをすごさせていただき感謝いたします。ローレアンの魂たましいは、この恋歌とともにありましょう。たとえ」詩人は、含むような笑みでいった。「…………聖せい王おう女じよがダルディスの手にわたろうと、その身あるかぎり、聖せい王おう国こくが絶えぬと同じように」

　ざわめきがかき消えた。客たちが顔を見あわせる。アリアンは息を吞んで詩人を見つめている。レオンはかすかに眉まゆをひそめ、暗がりから詩人をにらみつけた。

（どういうつもりだ、あの詩人。ここにアリアンがいると──いや、まさかな）

「……そうだ、聖せい王おう女じよ殿でん下か！」

　突とつ如じよあがった叫び声が静せい寂じやくを破った。

「そうだ、ローレアンは滅びはしない！」「殿下が生きておられるかぎり、われらの祖そ国こくはある！」「聖王女殿下とローレアンに栄光を！」「栄光あれ、われらがローレアン！」

　ローレアン、ローレアン、ローレアン、ローレアン、ローレアン…………!!

　人々は椅い子すを蹴けって立ちあがり、声をそろえてローレアンの名を連呼した。それは巨大な歓かん呼ことなって酒場の船をかたむかせ、ゆるがせるほどに響ひびきわたった。

　あまりの熱ねつ狂きようぶりにレオンは面めん食くらい、ふとかたわらのアリアンに視線を移す。

　涙のあとが残る少女の美しい面おもては、かすかに青ざめながらも、決意するように凛りん然ぜんと引きしめられていた。その思いつめた表情に、レオンの胸に不安がかすめる。

　そのときだった。場の歓声を断つように扉とびらが激しく開いた。

「死にぞこないのローレアン人めが、こんなところで群れおって……！」

　一同は一いつ斉せいに戸と口ぐちをふりかえった。レオンも真まっ先さきに視線を動かす。

　とたん、彼は身をこわばらせた。銀の胸むね鎧よろいをつけた兵士が足音荒あらく入ってきたのだ。

　数は五、六人。酒しゆ気きをおびているのか、みな顔が赤黒い。戸口の暗がりに隠かくれるレオンたちの前を、彼らは床ゆか板いたを踏み鳴らして通りすぎる。凍りつくアリアンを隠すようにレオンはそっと一歩踏ふみだすとマントをはずし、背後の少女にかぶせた。

「着ろ。フードをかぶれ」

　少女はすぐさまマントを着る。レオンはさりげなく剣の柄つかに手を置いて気け配はいを殺す。

　おびえたように腰を浮かせるローレアン人たちに、酔っただみ声で兵が怒ど鳴なった。

「これだけローレアン人がいりゃあ、ひと財産だな。奴ど隷れい商人を呼んでこようぜ」

「だめだ、だめだ。薄汚ねえ野や郎ろうばかりだ。買いたたかれるぞ」

「おっと、待てよ、そこになかなか可愛かわいいのがいるじゃねえか」

　酒場娘むすめの腕を兵のひとりがひっつかむ。娘は強い力で引きよせられ悲鳴をあげた。

「お、お待ちください、お客きやく人じん」中年の店主がおろおろと厨ちゆう房ぼうからでてきた。「お金ならいくらかさしあげましょう。どうかあまり無む体たいなことはなさらず、おひきとりを」

「俺たちは楽しみにきたんだ、よ」げふ、と兵のひとりが酒さけ臭くさいげっぷを吐いた。「ここは酒場だろうが。金なら遠えん慮りよなくもらうが、酒と女はもっと欲しい」

「酒と食い物を持ってきな、それまでこの娘に相手をしてもらう」

「さっさとしやがれ、くそローレアン人めが！」

　どん、と兵が店主をつきとばす。床に転がる店主の尻を別の兵が蹴け飛とばした。

　ぶざまな悲鳴をあげて奥へ逃げる店主を兵たちが下げ卑びた笑いで見送る。

　アリアンが身を乗りだした。「あ──あの野蛮人バルバリエたち！」

「よせ」短くレオンが制する。

「なにがよせなの？　あんな乱暴なふるまいを見すごせというの!?」

「おまえがでてってなんになる？　それよりいまのうちだ。外にでるぞ」

「いやよ、そんな卑ひ怯きようなことできません。いくならひとりでおゆきなさい！」

「ったく心底の阿あ呆ほうだな、すこしは自分の立場を考えろ！」

　レオンとアリアンが押し問もん答どうをしているあいだも、兵士の無ぶ遠えん慮りよなふるまいはとまらない。にやにやと品のない笑みを浮かべ、彼らはいやがる酒場娘むすめをとりかこんだ。

「ちっとばかり踊ってくれよぉ、お嬢じようちゃん」

「そりゃいい、ちょうどそこに芸人がいるしな。しかも可愛かわいい女の子つきだ」

　兵のひとりが、荷物をかかえたジジに近よった。大きな瞳ひとみを見開く少女の手首を大おお柄がらな兵はうむをいわさずぐいとつかみ、ラウルに怒ど鳴なる。

「さあ、一曲やれよ、大だい道どう芸げい人にん！」

「…………残念ながら、今日はしまわせていただきました」

　慇いん懃ぎんな口く調ちようでラウルが答えた。兵たちが、一いつ瞬しゆんあっけにとられる。

「なんだとぉ？　たかが大道芸人のぶんざいで客を選ぶつもりか、ああ!?」

「〝大道芸人ジヨングルール〟などではございませぬ。わたしは宮きゆう廷ていで歌を披ひ露ろうする〝吟遊詩人ラプソドス〟──おっと、ですがこちらはいかがです？」つめよる兵たちに、ラウルはふところからなにかをとりだした。「芸ではございませぬが、もうひとつの余よ興きようはお楽しみいただけますよ」

　詩人の指のあいだには、数個のさいころがはさまっている。

「さいころ？　いかさま賭と博ばくでもしようってか？」

「いえいえ、いかさまなぞいたしません。それに賭博ではございません、これは……」

　ふいとラウルは優ゆう雅がにさいころを持つ手を動かした。つられて兵たちが目で追う。

「ジジ！」叫んでラウルは手を閃ひらめかせた。

「つっ！」投げられたさいころが目に当たり兵は顔をおさえる。その隙すきにジジは逃れ、両手て首くびに巻いた革のバンドをはずすと、素早く腰のポーチからなにか取りだしバンドにはさむ。

　紐ひもになったバンドの端はしをにぎって体をしならせ、少女は思いきりふり回した。

　びゅん！　という風を切る音とともになにかが飛ぶ。

「ぐあっ！」「うあっ！」「がぁあっ!!」

　びしびしとたてつづけに、激しく兵たちの顔面に石つぶてがぶち当たる。うめいて顔をそらす彼らのあいだを、ラウルとジジが走る。客たちもわっと逃げだした。

「あれは、スリング!?」とレオンがつぶやいた瞬しゆん間かん、「あぶない！」とアリアンが叫んでわきをすり抜けた。レオンがとめる間もない。

「待ちやがれ！」兵が逃げるラウルとジジの前に立ちふさがる。アリアンは大おお卓たくに走りよるとそこにあった椅い子すをかかえ、ジジをとらえようとする兵にむかって思いきりふりあげた。

　椅子がすごい音を立てて兵の後頭部ぶで割れた。兵は頭をかかえて床にひざをつく。

「礼れい儀ぎ知らずの野蛮人バルバリエ、これで自分の無ぶ礼れいを思い知りなさい！」

　フードの奥からアリアンが凛りんとした声でいいはなった。

「このヤロウっ」憤いきどおった兵たちが剣を抜きはなつ。光る刃やいばに喧けん騒そうが激しくなった。

「あの阿あ呆ほうの小こ娘むすめっ！」レオンは舌した打うちをして走った。アリアンの間ま近ぢかにいた兵士に背後から体当たりをかます。吹き飛ぶ兵士の体を踏みつけ、レオンは大卓に飛び乗った。

「なんだぁ、てめえはっ！」

　身を乗りだして兵が剣をふり回す。それをかわしてレオンは跳んで、天てん井じようからさがる巨大な十字の燭しよく台だいにつかまった。燭台が振り子のように大きくゆらぐ。

　その反動を利用してレオンは卓のむこうに立つ兵士に力いっぱい蹴けりをくらわせた。

「うげあっっ！」ふたりの兵がみごとにぶっ飛び、壁にぶち当たる。

　レオンが卓の反対側に降り立つと、残るふたりの兵が剣を持って卓に飛び乗った。

　素早くレオンは卓の下にもぐり勢いよく卓をはねあげた。ぶざまな叫びで兵が床へたたきつけられる。その上に大卓が倒れ、彼らは悲鳴とともに下した敷じきになった。

「こい、逃げるぞ！」レオンはアリアンに叫んだ。

　だがアリアンの椅子の一いち撃げきでひざをついていた兵が、よろりと背後で立ちあがる。

「この若わか造ぞうめ、逃がすか！」

　兵は剣を抜いて切りかかる。レオンが反応する間もなく刃が頭上からふってくる────

　そのとき天井につりさげられていた巨大な十字燭台が落下してきた。

「うわあ……！」悲鳴ごと燭台が兵を押しつぶす。灯あかりが消えてあたりは暗くなり、客たちの悲鳴が闇やみに響ひびきわたって混乱に拍はく車しやをかけた。レオンはとっさにアリアンの姿を見失う。

「こちらへ」ふいにだれかがレオンの腕をつかんだ。細い少女の手の感かん触しよくだった。

「つれがいる！」「だいじょうぶです」

　レオンはだれかに手を引かれ、闇のなかをどことも知れぬ場所へとむかって走った。
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　手を引かれるまま、レオンは逃げる酔すい客きやくたちを押しのけ甲かん板ぱんにでた。

　冷たい外気が肌はだにふれる。強い潮しお風かぜが吹いてゆれる船のはしご段を降り桟さん橋ばしをひた走って、気づくとレオンは人ひと気けのない岸辺に立っていた。

「レオン！」アリアンが駆けよってくる。

　フードがはずれ、金の髪かみと紅こう潮ちようする美しい面おもてが見えた。と思う間もなく案あんの定じよう、

「はゃっ……！」と少女は泥どろに足をとられ、悲鳴をあげてつんのめった。

「阿あ呆ほか！」とっさにレオンは一歩踏ふみだし、彼女を受けとめる。「なにやってんだ。いちいちころっころずっこけやがって。ちょっとは気をつけ」

「よかった……あなたが、無事で」レオンの言葉にかぶさるようにアリアンはいった。

　思わずレオンは口をつぐむ。心から安心したというような、優しい声だったのだ。

「ここまで案内してもらったのよ、あのかたに」

　アリアンの背後に、詩人のラウルが立っていた。そばには弟で子しのジジも。

　レオンは安あん堵どで大きく息をついた。が、同時に怒りがこみあげる。

「いいっかげんにしろ、この小こ娘むすめが！」レオンは怒ど鳴なった。アリアンがびくりと身をすくめる。「なんどもなんども勝かつ手てな真ま似ねしやがって。死にたいのかそれともつかまりたいのか！」

「な──なによ、あなただってあたくしの三倍は暴れていてよ！」

「あれはおまえから注意をそらすためだ！」

「いやまったく、おふたかたとも無む茶ちやをなさいました」詩人のラウルが割って入る。「とはいえ、礼をもうしあげましょう。あなたがたがのおかげで、こちらも逃げのびることができました。もうごぞんじかと思いますが、わたしの名はラウル。こちらは」

「弟子のジジです」大きな瞳ひとみの少女が答えた。

「礼をいうのはこっちだ。あの混乱と闇やみで、よく俺たちを無事につれだせたな」

「夜よ目めがきくんです」そういって、ジジはアリアンを見つめる。「銀貨デナリウスを投げてくださいましたね。あんな大きな額がくを、もったいないことです」

「暗くて、しかも遠かったのに、あたくしとわかったの？」アリアンは嬉うれしそうにいった。「だって、あの歌にはそれだけの価か値ちがありましたもの。それに……しゃくだけれど、銀貨をわたしてくれたのは、この野蛮人バルバリエよ」

「ハ、大の男を椅い子すでぶん殴なぐる小娘も充じゆう分ぶん野蛮だと思うがな」

「どうして素直に賛さん辞じを受けとらないのよ。減らず口だけはお上手じようずね！」

「どこが賛辞だ。おまえだって素直にほめろ！　〝野蛮〟はよけいだ！」

「まあまあ、どういったご関係かわかりませんが、ずいぶんと仲がよろしいことで」

「よくないっ！」ふたりは同時にラウルに叫び、また同時ににらみあった。

「……そんなことより薬くす師しはどうするんだよ」レオンはむかっ腹をおさえていった。「いらないさわぎで、結局見みつからなかったじゃないか」

「そうよ、そうだったわ────どうしましょう」

　しょんぼりと肩を落とすアリアンに、ラウルが優しく訊きいた。

「薬師？　どなたか、具ぐ合あいの悪いかたでもおられるのですか」

「ええ、もうひとりつれがいるの。足を怪け我がして、宿で休んでいるわ。薬師があの酒場にいると聞いてここまできたのに……」

「それはそれは……ジジ」詩人は弟で子しをふり返る。「なにか薬を持ちあわせているかな」

「はい。解げ熱ねつと鎮ちん痛つう作用のある薬やく草そうをいくらか」

「それは好こう都つ合ごうだね」ラウルはレオンとアリアンにいった。「多少ですが、わたしは薬くす師しのわざを学んでおります。よろしければ診みさせていただきましょう」

「本当!?　嬉うれしい、ぜひお願いしたいわ！」

「おい、ちょっと待てよ。そこまで迷めい惑わくをかけるつもりか？」

　明るい声をだすアリアンをレオンが制すると、ラウルが優しくいった。

「かまいませんよ。もうしでたのはわたしです。お力になれれば光栄ですよ」

　やわらかなラウルの物もの腰ごしに、レオンはなんとなく押しきられる形でうなずいた。

　四人はつれだって、導どう水すい渠きよの入り組んだ桟さん橋ばしを歩きだす。

「ラウル──とおっしゃいましたわね」歩きながらアリアンが訊きいた。「ラウルは、古こ語ごで〝導きの狼おおかみ〟という意味。詩人に狼なんて、不ふ思し議ぎな組みあわせだわ」

「おお、美しいだけでなく教養もおありなのですね」ラウルは優しくアリアンの手をとった。「では、あなたのお名まえはなんといわれるのです？　むろん、その美しさにみあう高こう貴きで華はなやかな名にはちがいないでしょうが」

「嬉うれしいお言葉ですこと」アリアンは悠ゆう然ぜんと受け流す。「では名乗らないでおくわ。期待にそむく名を告げて失しつ望ぼうされるより、美しい名を思い描いていただくほうが夢があるもの」

「赤せき裸ら々らな真実より美しい幻まぼろしを望まれるとは、詩人の心をよくおわかりだ」ラウルはほほ笑む。「どの国の宮きゆう廷ていにもあなたのような、美と造ぞう詣けいをそなえた姫ひめ君ぎみはおられませんよ」

「……この女好きなら〝狼〟でも不ふ思し議ぎはないな」レオンはあきれ返る。「いくら好きでも程度があるだろ。こんな小こ娘むすめでも見さかいないとは、徹てつ底ていぶりに恐れ入るぜ」

「美に年ねん齢れいは関係ありません。むしろいまから将来への期待がふくらむばかりですよ」

　レオンの皮ひ肉にくもまったくかまわず、ラウルはアリアンに次々と美び辞じ麗れい句くの賛さん辞じをならべたてた。聞いているだけでむずがゆくなって、レオンはジジに話しかける。

「そういえば兵にくらわしたあれ、スリングだな。天てん井じようからつるした紐ひもを切って燭しよく台だいを落としたのもおまえだろう。なかなかいい腕だ」

「ありがとうございます」ジジがていねいにぺこりと頭をさげた。「スリングをよくごぞんじですね。あまり使うもののない道具ですが」

「ガキのころ、あれで遊んだんだ。甲かん板ぱんから海うみ鳥どりを落として──」いいかけて、レオンは口をつぐんだ。「…………なんでもない。昔のことだ」

　そっけないレオンのいいかたに、ジジが小こ首くびをかしげる。そこへラウルの声がした。

「どうかな、ジジ。わたしのさいころも捨てたものではなかっただろう？」

「たまたま上う手まくいっただけです。次はどうかわかりません。それに」ジジはふりむいて、はっきりと告げた。「だからといって、賭と博ばくのいいわけにはならないと思います」

「わたしがすこしばかりたしなむ娯ご楽らくに、おまえは厳きびしすぎるよ？」

「言葉は正確になさってください。師し匠しようの娯楽は度がすぎます」

「ハ、コイツが好きな娯楽ってのは」レオンはにやりと笑った。「名高い悪あく徳とく三種だろ」

「はい、そのとおりです。お酒と女性、そしてさいころ賭と博ばく」

「悪徳とはひどい、どれもひとの世にかかせぬ美び徳とくですよ」すましてラウルがいう。「酒は妙みよう薬やく、女性は人生の花、そしてさいころも起き源げんをたどれば」

「神しん託たくの場で使われた聖せい具ぐ、です。星の数ほどくり返してうかがいました、師匠」

「いやいや、ジジ。尊い教えはなんど聞いてもためになるものなのだよ」

「悪徳のいいわけに〝尊い〟なんて、不正確かつ図ずう々ずうしいです」

　はっきりものをいうジジと、のらりくらりかわすラウルの会話は、おかしなまでに嚙かみあって延々とつづく。そんな彼らを見くらべて、レオンは気づいた。

　ラウルは身ぶり手ぶりをくわえて巧みに声の調子も表情も変えるが、ジジはまったく表情が変わらない。生き生きとした大きな瞳ひとみに一見わからないが、彼女はつねに平静なのだ。

「面白い師し弟ていね」アリアンがレオンの横にきてささやいた。「とても対たい照しよう的だわ」

「まあな。口くち先さき男と冷静娘が師弟とは、おかしな組みあわせだ」

「あら、口先とはいうけれど、皮ひ肉にくしかいえないひとより聞いてて気分がよくってよ」

「歯の浮く世せ辞じとガキの生なま意い気きな皮肉とじゃ、たいして変わりはないだろうが」

「あなたのことをいっているのよ、この野蛮人バルバリエ！」

「わかってていってんだよ、このクソガキ！」

『つくづく仲がよいな、貴き様さまら』

　すばらしい間あいでしゃがれ声がつぶやいて、レオンは怒りに頭が爆発しそうになる。

　そんな阿あ呆ほらしい会話をしているうちに、四人は宿である舟へたどりついた。

「ここで持ってろ」アリアンにいいわたし、レオンはむっつり黙って舟に乗る。

　舳へ先さきにいる宿やど主ぬしの老人がふり返った。「ふん、ずいぶん遅かったの」

「色々あってな。ところで、つれの様よう子すはどうだ」

「あの娘か」老人は肩をすくめた。「あんたらがでてったあと、すぐに宿を発たったよ」

「なんだと？」思わずレオンは食ってかかった。「どういうことだ、どこにいったんだ！」

「知らんな」レオンの剣けん幕まくにも動じず、老人は淡たん々たんと答える。「この町にいる知りあいをたずねるといっていたよ。迷めい惑わくをかけてすまなかった、そうつたえてくれとな」

　レオンは身を引いた。唇くちびるを嚙かみ、しばし考える。

「……そうか。すまんがじいさん。俺たちもつれのあとを追うよ。ここは引きはらう」

　そういってレオンはきびすを返す。桟さん橋ばしにもどると、彼はラウルたちにいった。

「悪いな。わざわざきてもらったが、用済みだ──怪け我が人にんが消えた」

　アリアンが鋭く息を吞んだ。「どういうこと!?　オルガはどうしたの！」

「あとにしろ」鋭く制して、レオンはラウルに訊きく。「宿を変えようと思う。この辺でほかに安い宿は知らないか？　あんたらの宿でもいいが」

「そうですね……実は、わたしどもはリールエルバンの街に宿をとっていまして」

「なに？　街がい門もんは閉まってる。どうやって宿にもどるんだ」

「街門には通用口ぐちがあります。門もん兵ぺいに、まあそのすこしばかりにぎらせると、通していただけるのですよ。ですが、たしか廃はい墟きよの中央あたりに何なん軒けんか宿があると聞きました」

「わかった、いってみよう」

「お気をつけなさい」ラウルは深みのある声でいった。「先ほどの兵士たち、いかにもな乱暴ものぶりでいささかしらけましたよ。しかもローレアン語を話していました」

「なんだと？」

「自じ国こく語ご以外を使えるなら、傭よう兵へい経験のある手て練だれでしょう。酔すい客きやくをよそおう目的はわかりませんがね。それにどうやら、あなたがたはわけありのようですし」

「……あまり首をつっこんでほしくないな。あんたらには恩がある」

「むろんのこと。それにわたしどもも目的がございまして」

　にこやかに答えるラウルをレオンはにらみつける。そこへアリアンが割って入った。

「レオン、答えて！　オルガはどこへいったの!?」

「道すがら話す。いくぞ」

「ま、待って、待ちなさい！　せめてこのかたたちにあいさつをさせて！」

　そういうと、アリアンはラウルとジジに走りよった。

「あの、あの歌……ローレアン恋れん歌か。お父とうさまと、お母かあさまがまだいらしたころに……」アリアンはいいかけて、首をふった。「その、昔、聴きいたことがあるの。とてもなつかしかったわ。とてもすてきだった。また聴けるなんて────思わなかった」

　そういって、アリアンはひたむきなまなざしでふたりを見あげた。

「……聴かせてもらえて、とても嬉うれしかったの。お礼を、いいたくて」

　ラウルとジジが顔を見あわせる。ラウルがほほ笑み、ジジにうなずいた。

「ありがとうございます」静かな声でジジはいった。「あの歌、わたしも好きです。わたし、三年前に師し匠しように拾われてから前のこと、なにも覚えていないんです。でも」

　少女は、そっと片手を胸の上に置いた。

「ローレアン恋歌を歌うときは、不ふ思し議ぎな気持ちがするんです。ここが、温かくなる…………師匠はそれを、〝なつかしい〟という気持ちだと、教えてくださいました」ジジは大きな瞳ひとみをアリアンにむけた。「わたしには、失われた故こ郷きようがあるかもしれないと思っています。だからローレアン恋歌は──そう、〝なつかしい〟のかもしれません」

「あたくしも……」アリアンは一いつ瞬しゆんいいよどむと、言葉をつなげた。「失くした故郷をとりもどしたいと願っているの。あなたもいつか、故郷にもどれるといいわね」

「はい。わたしも同じことを、あなたの神に祈ります」

　ジジは頭を下げた。ラウルも優ゆう雅がに一礼し「わたしどもは〝ロンヌのさざ波亭てい〟という宿におります。なにかありましたら、そちらへ」そういってジジをつれて背をむけた。

　不ふ思し議ぎな詩人の師し弟ていは、つれだって歩き去る。闇やみに消える彼らの後ろ姿を、声もなく見送るアリアンの背中がひどく頼りなげに見えて、レオンはかすかに胸がうずいた。

　だが次の瞬しゆん間かん、くるりと少女はきびすを返し、猛もう然ぜんとレオンへ駆けよってきた。

「さあ、話してちょうだい。いったいどういうわけなの！」

「……俺は、実はずいぶんなおひとよしかもしれないな」かすかに嘆たん息そくして、レオンは早足で歩きだす。「わめくな。とにかく歩け」

　あわててあとを追うアリアンに、ふりむかずレオンはいった。

「あの女、宿をでてったそうだ。この町に知りあいがいるってな」

「な……そんなわけないわ。オルガはこの旅で、はじめて生まれ故こ郷きようの町をでたのよ!?」

「噓うそだってのはわかるさ。だが問題はそんなことじゃない。考えなしにでてったあの女がいまごろつかまって、俺たちの居い場所を吐かされてるかもしれないってことだ」

「なんですって？」アリアンが血けつ相そうを変えた。「だったらすぐに助けにいかないと！」

「どこへだ！」ふり返ってレオンは怒ど鳴なった。「街がい門もんへいって、ダルディス兵に『侍じ女じよを返して』とでも嘆たん願がんするってか？　本当に阿あ呆ほうだな、おまえも、あの女も！」

「わかってるわ、それがどんなに馬鹿なことだって、よくわかってる」アリアンが必死に追いすがった。「でも、でもこのままオルガをほうってなんていけない！」

「俺はもう、馬鹿にも阿呆にも考えなしにもうんざりなんだよ」レオンは、低く恐ろしい声で訊きいた。「おまえが大事なのは使命か、それとも侍女ひとりか。どっちだ！」

「……どちらもよ」レオンを見あげ、毅き然ぜんとした声でアリアンは答えた。「あたくしは国をとりもどしたいの。しいたげられている民たみを助けたいの。オルガは大事な侍女で、大事なローレアンの民だわ。あたくしの使命とオルガを助けることとは同じよ！」

「同じなわけがあるか」冷れい然ぜんとレオンは告げた。「おまえは、ただ欲よく張ばりに両方手てに入れたいだけだ。そんなうまい話があると思うな」

「だ……だけど、だけど！」アリアンは懸けん命めいにいいつのる。「このままオルガを見捨てて先へ進んで使命をはたしたって、あたくしはきっと、きっと絶対後こう悔かいするもの！」

「本当におまえは、甘っちょろい夢ゆめ見みがちの理想家だな！」レオンは冷れい酷こくに切り捨てた。「なんの力もないくせに、現実から目をそむけて頭ンなかのお優しい理想ばかり追っかけて、目の前のできごとの優ゆう先せん順位もつけられない。そういうところがガキで小こ娘むすめなんだよ」

「レオン……」

「いいか、俺はおまえを守るためにやとわれた。俺の魂こん胆たんや目的とかかわりなしにそれだけは絶対にやりとげる。おまえがあの女をどうしても追うっていうのなら、殴なぐって気き絶ぜつさせてでもつれていく。それがイヤならおとなしくついてこい！」

　レオンの激しい言葉に、アリアンは打たれたようにうつむいた。

　うつむいて、その場に縫ぬいとめられたように動かなくなった。

「歩け」レオンは厳きびしく命じた。だがアリアンは動かない。

「もういちどいう。歩け」レオンが非ひ情じようにくり返すと、やっと少女も足を踏みだした。

　ふたりは、ひりつくように冷たいむかい風のなかを相あい前後して歩きだした。

　どちらもひとこともしゃべらなかった。どちらも、ずっとうつむいていた。

　風に乗って波の音が聞こえてくる。痛いまでの沈ちん黙もくにその音だけが無む情じように響ひびく。

　アリアンの沈黙が耐えられなかった。自分はまちがっていない、そう思っても、なぜか後こう悔かいしかレオンは感じなかった。こんなときこそ剣がなにかしゃべってくれればいいと思った。

　だが剣はなにもいわない。その声はレオンにとどかない……。

　無言で歩きつづけ、やっと見つけた宿は、廃はい屋おくも同然のかたむいた二階建てだった。

　宿やど賃ちんは青銅貨アス十枚。あてがわれた二階のせま苦しい部屋には、わら布ぶ団とんの寝台がふたつあったが、片方は大きな穴が開いて寝られたものではなかった。

（これで銅どう貨か十枚かよ。ぼったくり野郎にもほどがあるな……）

「おまえはそっちに寝ろ。俺は床に寝る」

　レオンはアリアンに無事な寝台を指ししめすと、汚い床に腕を枕まくらにして寝ね転ころがる。

　少女はいわれるままに寝台に腰かけた。腰かけて、そして長いこと黙っていた。その沈黙が苦しくて、レオンは彼女に背をむけて目をつぶる。

「……どうして、どちらかにできないの」

　小さな声が聞こえた。レオンは首をねじり、アリアンを見る。

　明かりとりの小こ窓まどからさしこむ月の光に、少女の青ざめた横よこ顔がおが照らされていた。

「どういう意味だ」

「とことん親切にするか、とことん冷たくするかよ。そうしたら……」ぽつりと少女はいった。「あたくしだってあなたを憎にくむか、素直に感謝するか、どちらかにできるのに」

　そういって、アリアンは着ていたマントをそっとレオンにかけた。

「お返しするわ。あたくしには寝台があるもの」少女はわらを敷しいた寝台に横たわり、薄いかけ布を首まで引きあげるとつぶやいた。「……おやすみなさい」

　しばらくして少女の静かな寝ね息いきが聞こえてきた。寝つきがとても早い。気き丈じようなふりをしていたが、ずいぶんと疲れていたのだろう。

　レオンはあおむけになり、雨あま漏もりのあとがある天てん井じようをじっと見つめる。

　自分は、中ちゆう途と半はん端ぱだ。冷れい徹てつにもなりきれず、優しくもなりきれない。

　目的のために彼女を利用するなら、もっと非情になるべきなのに。いいや、足あし手でまといの彼女などさっさと切り捨てるべきなのに、それができない。

　同情しないと決めておきながら、彼女を傷つけて後こう悔かいしている……。

　深い、深いため息が口をついてでる。ふと宙へむかってレオンはつぶやいた。

「……そういえば、こいつに〝魔ま呪じゆ〟の力はあるのか」

　しゃがれ声が答えた。『この少女にか？　いいや、感じられぬ』

「本当か？　じゃあ、なんでこいつ、あんなこといったんだ」

『さてな。使命のためにそう思いこんでいるのかもしれん。あるいはだれかにそう思いこまされたのかもしれん』ささやくようにしゃがれ声はいった。『どちらにせよ、貴き様さまもまだまだ未み熟じゆくであるな。ガキだ小こ娘むすめだといいながら、その小娘に翻ほん弄ろうされて動どう揺ようしておる』

「うるさいな。そういうおまえはいったいなにさまだ」

『……さて、それがわかれば、われはここにおらぬであろうな』

　それきり声は沈ちん黙もくした。

　レオンはじっと耳をすませる。聞こえるのは、外を吹き荒れる激しい潮しお風かぜ、その風が宿をきしませる音。そしてアリアンの静かな寝息だ。

　ふっとレオンの体から力が抜ける。重い疲れが、彼を眠りに引きずりこむ。

　波が覆おおいかぶさるように、レオンの意識を深い眠りの闇やみが消した。




　──────襲しゆう撃げきは、その夜だった。
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　薄うす闇やみのなか、遠くから扉とびらを蹴けり破られる音が聞こえた。

　はっとレオンは薄い板ばりの床から飛び起きて、腰の長ちよう剣けんの柄つかに手をかける。

『階下だ』しゃがれ声がした。『数は六名。鋼はがねの音は鎧よろいと剣。さて、どう切り抜ける？』

「ほざけ。おまえは黙って俺に使われてろよ」そういうと、レオンは小声でアリアンを呼んだ。「起きろ、アリアン。起きろ！」

「…………え……な──なに？」

　ベッドに寝ていたアリアンが眠たげに答える。と同時に階下からの荒々しい足音が高くなった。薄い床ゆか板いたをとおして聞こえる客の悲鳴に、乱暴な男どもの言葉が混じる。

『……少女だ！　金きん髪ぱつの……』『赤毛の傭よう兵へいもだ……』『上にあがれ……！』

　その声にアリアンの面おもてが蒼そう白はくになった。

「あれは、ダルディス語……まさか、そんなダルディス兵が？」

「いくぞ」それ以上いわさず、レオンはアリアンの腕をつかみ室外に飛びだす。

　そのとき階段からドカドカと駆けあがる足音がした。とっさにレオンは少女をつれて反対方向へ走る。貧弱な床板がたわんで激しくきしんだ。

『あやつらは!?』階段を上りきった一団が、燃える松明たいまつをかかげてふたりを見とがめる。それをふりきりレオンはアリアンとともに、廊下の端はしの客室へ飛びこんだ。

「な、なんだおまえら……！」広めの一室に雑ざ魚こ寝ねしていた泊まり客たちが起きあがる。

　かまわずレオンは乱入し、おぼつかぬ視し界かいのなかを窓へむかう。踏みつける柔らかな感かん触しよくにくぐもる悲鳴があがったが、気にする余よ裕ゆうはない。

　たどりついた窓は、宿やど賃ちんを踏み倒して逃げる客をふせぐためか、何枚かの板が打ちつけられ固く閉ざされていた。レオンは迷わず剣を抜き、逆さか手てに持って柄つかをふりあげる。

『おっ、おい！　乱暴にわれを使うでな、』

　抗議のしゃがれ声は、柄が窓をふさぐ板にたたきつけられる音でかき消された。

　板の一枚が半はん壊かいする。レオンは力のかぎりなんども柄をたたきつけた。

『ここだぞ！』数名の兵士が松明をかかげ、床ゆか板いたを踏み抜く勢いで入室してきた。赤々と燃える松明に、銀の胸むね鎧よろいと右の肩かた甲こうにきざまれた青いダルディス皇こう国こく紋もん章しようが照り映える。

「レオン！」アリアンが名を呼ぶ。だが窓をふさぐ板は完全には壊れていない。レオンは覚かく悟ごを決めて剣をにぎりなおし、一歩進む。

　そのとき少女が叫んだ。「頭を下げなさい、レオン！」

　レオンがとっさに身を低くすると、アリアンは部屋のすみに置かれた汚いつぼを両手で頭上に抱えあげた。それは泊まり客のために置かれた排はい泄せつ用のつぼ、つまり〝おまる〟だ。

　なみなみと〝なにか〟が入ったそのつぼをアリアンは、

「この野蛮人バルバリエたち！　これでも……」思いきり、ぶん投げた。「くらって！」

　が、投げられた小しよう便べんつぼはあらぬ方向へ飛んで、逃げようとしていた客にぶちあたる。

「うぎゃああっ!!」つぼは床に落ちて割れ、破は片へんもなかの排泄物も派は手でに飛び散った。立ちこめる強烈な臭しゆう気きに、部屋は大だい混乱におちいった。

「ひぃいいっ、も、もういやだあっ！」「助けてくれ、そこをどいてくれえっ！」

『おっ、おまえらこそこちらにくるな！』『斬きり捨てるぞ、どけえっ！』

　外へでようとする客たちと、押し入ろうとする兵士たちがせまい戸と口ぐちでもみあいになる。怒ど号ごうと悲鳴で騒そう然ぜんとなる室内に、レオンはぼうぜんとつぶやいた。

「とんでもないな……」

「感心してないで早くなさい、レオン！」

「感心なんかしてない、あきれてんだよ！」

　そういうと、レオンはふり返りざま窓をふさぐ最後の一枚をたたき割った。

　窓が開くと同時に、レオンは少女の細ほそ腰ごしを横よこ抱だきにして勢いよく外へ飛びだす。

「きゃあっ！」地面に着地────したはずが、腐くさった汚お物ぶつがいっぱいにつまった樽たるの真ま上うえに落っこちた。樽が衝しよう撃げきで割れ、ふたりとも全身ぬるぬるしたごみにまみれる。

「くっそ、まったくとんでもないぜ……ほら、遊んでないで起きろ！」

　レオンは悪あく態たいをついて起きあがり、壊れた樽たるとごみのなかでもがく少女を助けだす。

「遊んでなんかいないわよ、もうっ！」少女は体にかかった汚お物ぶつをはらいのけつつ文句をいった。「ああ汚い！　手も髪かみも体も臭におうわ、鼻が明々後日しあさつての方向に曲がるわ！」

「だからって俺のマントでふくな！　第一無む駄だだ、それはもっと汚れてる」

「もういやーっ！　馬鹿！　あなたのようなひとをやとったのがまちがいだったわ！」

「そりゃこっちのいいぶんだ。オマエみたいな小こ娘むすめにやとわれるんじゃなかったぜ！」

　ふたりは泥どろ道みちをならんで走りだす。そのあいだもいいあいは止まらない。

「ローレアン聖せい王おう国こくの聖せい王おう女じよたるあたくしが汚物まみれなんて信じられない……！」

「なにが聖王女だ。小しよう便べんつぼを投げるのがローレアン流かよ、お上じよう品ひんだな！」

「な、なによ！」赤くなってアリアンはいい返した。「あたくしのおかげで窮きゆう地ちを切り抜けられたのでしょう。お礼のひとつぐらいよこしたらいかが、礼れい儀ぎ知らずの野蛮人バルバリエ！」

「汚物まみれのくせして野蛮人も文ぶん明めい人じんもないだろう、このクソ小娘！」

「外そと身みでなくて中身のことよ、この生まれつきの野蛮人！」

『貴き様さまが野蛮なのには同意しようぞ。このわれを、ああも粗そ雑ざつにあつかうとは』しゃがれ声が割って入った。『おお、まだがんがんと耐えがたい頭痛がする──ような、気がする』

「おまえに痛つう覚かくがあるとは知らなかったな。だったら今度からはもっと」レオンは剣をおさめて吐き捨てた。「手て荒あらにあつかってやるぜ」

「なにをひとりごといっているの？　それにどこへ逃げるつもり!?」

「なんでもない。桟さん橋ばしにいくぞ。適当な船をうばうんだ！」

　レオンがいいかけたとき、背後から悲鳴があがった。ふたりは足をとめてふり返る。

　レオンの紅あかい瞳ひとみとアリアンの翡ひ翠すいの瞳に炎ほのおの赤い色が映りこむ。瓦が礫れきとかたむく小屋のあいだから天を焦こがす勢いで火の手があがっていた。

「あいつら、火をはなったのか!?」

　分厚い雲に覆おおわれた夜空に火ひの粉こがのぼる。紅ぐ蓮れんの明かりが裏うら町まちを照らす。

　掘っ立て小屋のそこかしこから、火に追われて貧しい身なりの人々が這はいでてきた。

　子どもを抱いた女を老人が押しのけ、その老人を瘦やせた男がつき飛ばし、その男はならずものらしき屈くつ強きような男に蹴け飛とばされた。だれもが自分だけは逃れようと懸けん命めいになっている。

「そんな……あたくしたちをつかまえるためだけに火を……!?」

　アリアンがふるえる声でつぶやいたとき、レオンは気け配はいを感じてきびすを返した。

「待ち伏せ!?」

　いずこからか銀の胸むね鎧よろいの兵士があらわれていた。松明たいまつをかかげ、道をふさぐようにしてせまりくる兵の一団はみな剣を抜いている。松明の赤い光を受けて刃やいばが残ざん忍にんな輝きを放つ。

　背後は炎、前方は兵士。退たい路ろはどこにもない、どう考えてもみあたらない──────

　考える前に動いた。

　アリアンの腕をつかみレオンは道みち端ばたに走ると、そこにあった汚お物ぶつのつまるいくつもの樽たるを思いきり蹴けっ飛ばした。樽はゴミをまき散らし、大きく弾はずんで兵たちへ転がっていく。

「うわあぁっ！」叫んで兵たちは左右に割れるが、転がる樽に何名かが豪ごう快かいにはね飛ばされた。その隙すきにレオンはアリアンをつれて横よこ道みちへ走る。

　小屋と小屋の隙すき間まほどしかない横道を、体を壁にこすりつけるようにしてふたりは逃げる。彼らのあとに煙と炎を吐き出し轟ごう音おんを立てて次々と建物が倒とう壊かいしていく。黒く焦こげた石がはね、燃える残ざん骸がいが飛び散って、レオンとアリアンに熱い手をのばす。

　とまるわけにはいかない。けれど逃げつづけられるはずがない。

　どこへ、どこへどうやって逃げればいい？　どうすればいい、どうすれば……!?

　走るふたりの前方で小屋が途と切ぎれ、やや広くなった泥どろ道みちがのぞいた。その泥道を住民が群れをなして逃げている。レオンは足をとめ、荒い息でふり返る。

　崩れた建物がいまきた道をふさいでいた。だがおそらくどの道でも兵たちが待ちかまえているはずだ。もどることも、進むこともできない。

　かたわらでアリアンがいまにも倒れそうに荒い息をしている。レオンはそんな彼女を見おろし、人々が群れなす泥道を見て、もういちど彼女を見て──

　そして、告げた。

「あの、逃げる住民に混じって走れ。そしてリールエルバンの街がい門もんにいくんだ」

「街門？」少女が苦しい息でおどろきの声をあげる。「ダルディス兵がいるのよ！」

「あいつらがさがしているのは傭よう兵へいと少女のふたり組だ。ひとりならまだわかりにくい」彼はマントを脱いでアリアンにかぶせ、金の入った袋ふくろを押しつけた。「途中、泥で髪かみと顔を汚せ。だれだかわからないぐらいにな。門もん兵ぺいに金をわたせば、通用口ぐちから入れてもらえるはずだ。街に入ったらラウルとジジが泊まる宿をたずねて助けをもとめるんだ」

「でも、あなたは？　あなたはどうするの！」

「時間をかせぐ」

「むりよ、どうやって！　この火のなか、あのたくさんの兵！」アリアンは両手を広げて悲痛な声で叫んだ。「だめ、死ぬわよ！　なによ、あたくしに馬鹿な真ま似ねをするなってさんざんののしっておきながら、自分はどんな無む茶ちやをしてもいいというの!?」

「それ以い外がい方法がない」

「ないわけがないでしょう！　あなただって、あなただって《王獅子の至宝レガリア》が欲しいはずよ。そのためにあたくしにやとわれて、あたくしを利用するんじゃなかったの!?」

　レオンの胸ぐらをつかみ、アリアンは叫んだ。半はん泣なきで、必死の声で叫んだ。

「だったらこんなところで死んでいいの？　最後まで、至し宝ほうを手に入れるまで、あたくしを守ってあたくしを利用すればいいでしょう！　だめよ、絶対にそんなのだめ!!」

「アリアン」

　レオンは静かに名前を呼んだ。アリアンが、はっと彼をふりあおぐ。

「俺は死なない」たしかな声で彼はいった。「それに、俺はそんなおひとよしじゃないぜ。おまえを利用するなら、おまえに生きていてもらわないとこまる。おまえを守ってふたりで死ぬより、ふたりとも生き残れるかもしれない方法をとる。それだけだ」

「レオン……」

「早く行け。追いつかれる！」

　レオンが鋭く命じると、アリアンは、やっと胸ぐらをつかんでいた手をはなした。

「……なんて、ずるいひと」アリアンは小さな唇くちびるを嚙かみしめた。「あたくしの命令を聞くって、そういう約束だったのに。なにひとつ聞かないで、ずっと勝かつ手てなことばかりして……！」

　きっとアリアンは顔をあげ、レオンを翡ひ翠すいの瞳ひとみでにらみつけると、傲ごう慢まんな声こわ音ねでいった。

「この命令だけは聞きなさい。いいこと、勝手に死ぬのはあたくし、ゆるさなくてよ。かならず生きて、生きのびて、絶対にあたくしのところへもどってきて！　それが……それが」

　少女はきびすを返す。背中ごしに聞こえる声は、かすかに、わなないていた。

「……主あるじであるあたくしの、命令よ」

　つぶやきを残し少女は走りだす。あっという間にその姿はひとの波へ埋もれていく。

『自己犠ぎ牲せいであるか？』腰の剣から、笑うしゃがれ声が聞こえた。

「んなわけがあるかよ。いっただろ、あいつに生きていてもらわないと、こまる」
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『ならば、貴き様さまもどうあっても生きねばならんな』

「いわれなくても。おまえも使われる覚かく悟ごをしろよ」

『いわれずとも』

　その言葉の瞬しゆん間かんレオンも走りだし、開けた泥どろ道みちへでる。そこは逃げる人々でいっぱいだった。通りのむかい側では、銀の胸むね鎧よろいの兵たちが剣を手に人々を追いたてている。

　レオンは素早くひと混みにまぎれた。兵士がダルディス語で叫んでいるのが聞こえる。

『赤毛の傭よう兵へいと金きん髪ぱつの少女だ！』『少女は少年の服装をしているぞ！』

　身をひそめながら、レオンはいぶかしげに眉まゆをよせた。

　なぜだろう。なぜ、あの兵士たちは聖せい王おう女じよが自分、つまり赤毛の傭兵と一緒だと知っているのだろう。しかもアリアンが少年の格かつ好こうをしていることまでだ。

　それにあの胸鎧に長ちよう剣けんという重じゆう装備。彼らがレオンの力量を軽く考えていない証しよう拠こだ。

　認めたくはないが、やはり自分たちのことはすでに知られている。

「……そこまで高く買ってくれているなら、相そう応おうの働きをしないとな」

　そうつぶやくとレオンは、叫ぶひとりの兵の間ま近ぢかへ静かに近よった。

『裏うら町まちのどこかにいるはずだ！　金髪の少女と赤毛の傭兵が』

「ここにいるぜ」

　ふいに眼前に出現したレオンに兵が凍りつく。

　いきなりレオンは相手へ足払いを食らわせた。たまらず兵が倒れる。周囲の人々が巻きこまれ、悲鳴をあげて次々折おりかさなった。

『おまえたちなにをしている！　離れろ！』

　仲間が人々の首くび根ねをつかんで引きはがし、倒れてもがく兵を引きずりだす。

『増ぞう援えんを呼べ！　この通りに兵を集めるんだ！』

　隊長らしき兵が怒ど鳴なった。兵たちは集まり、逃げる人々を追い散らそうとする。だが数で勝る民みん衆しゆうは、どれだけ怒鳴りつけても、おびえて右う往おう左さ往おうするだけだった。

『どけといっているだろうが、この薄うす汚ぎたない貧ひん民みんめっ！』

　憤いきどおった兵のひとりが目の前の男に切りかかる。悲鳴をあげて男が倒れた。それが人々の恐怖に拍はく車しやをかけ、混乱はますます激しくなり、兵たちは激げつ昂こうしさらに剣をふりまわす。

（……あの阿あ呆ほう、俺ひとりさがすのにどれだけ犠ぎ牲せいをだすつもりだ！）

　レオンは舌した打うちし、素早く通りの反対側へ移動すると、そこから大声であざけった。

「こっちだ、阿呆ども！　俺をつかまえてみろよ、まともな頭があるならな！」

『あっちか！　くそ、おまえは増援を呼んでこい、ほかはあの傭兵を追え！』

　隊長が部下をつれて走りだす。レオンも即そく座ざに小屋のあいだへすべりこむ。

　いくつもの足音を背後につれて、レオンは崩れた建物を飛びこえ、燃える瓦が礫れきを蹴けって道を開け、どこまでも走りつづける。胸を満たす高こう揚ようと興こう奮ふんが、彼の足を走らせる。

　かなわない敵、強大な敵、絶対に切り抜けられそうにない危機……そんな相手に立ちむかうのが、ぞくぞくするほど気持ちがいい。こみあげる叫びが思わず口をついてでる。

「ここだ、ここだ！　それだけ数いて、俺ひとりに追いつけないのかよ！」

　せまる追っ手を引きつれて、レオンはアリアンと反対の方角へひたすら疾しつ走そうした。




　アリアンはわき目もふらず走っていた。

　脚あしが痛かった。激しい呼吸に肺がやけ、あえぐのどがひりついた。泥どろ道みちいっぱいにひしめく、逃げまどう人々の波にいまにも吞みこまれそうだった。

　それでも彼女はけっして立ちどまらずに、前へ、前へと走りつづける。

　いつしか空気が冷えて風むきが変わる。強くなる風にマントがひるがえる。

　ほてったほおに冷たいしずくを感じた──かと思う間もなく重い雨あま粒つぶがマントをたたきはじめた。雨はしだいに激しさを増していく。少女はフードをかぶり懸けん命めいに走りつづける。

　ふいに、だれかの足がからんだ。体が崩れるそこを後ろから突き飛ばされた。

「いやっ……！」アリアンはぬかるむ地面にたたきつけられる。

　転んだ拍子にフードがはずれ、美しい金の髪かみにも白い肌はだにも、泥のしぶきが飛び散る。少女は必死に身を起こそうとしたが、足がもつれてまたしてもべしゃりと泥に落ちる。

「あ……くぅ……う……」あえぎ声をあげて、アリアンは泥まみれの顔をあげた。

　泥を吸ったマントが重い。服の下まで染しみこむ雨に冷えた体も重い。ひざをつき立ちあがろうとしてまたべしゃりと足がすべって、盛せい大だいに泥どろ水みずをはねあげて転んだ。

　立てないアリアンのそばを、裏うら町まちの住民がわれ先にと逃げていく。

「……どうして」アリアンは泥をにぎりしめて叫んだ。「どうして立てないのよ、馬鹿！」

　くやしかった。情なさけなかった。かろうじて残っていた矜きよう持じも泥に汚された気がした。

　いまの自分はなにものでもない。聖せい王おう女じよという身分も、ここではなんの意味もない。

　路ろ傍ぼうの石のごとく無視されて、泥にまみれる薄うす汚ぎたない少女でしかない……。

　アリアンは、うつむいて唇くちびるを嚙かみしめた。血がでるほどに嚙みしめた。口のなかに血の混じった苦にがい泥の味がした。その苦さは、いま胸に感じる想いとあまりにも似ていた。

　力が、欲しい。この手にこの身に、この心に、なにかの力が。

　うばわれた祖そ国こくを取りもどす力、殺された父や母の仇かたきをとる力、民たみを救う力……いやせめて、せめてだれかの足あし手でまといにならないだけの力が、欲しい。

　自分の身に代えてでも、魂たましいに代えてでも、この手になにかの力が、欲しい────！

　だが、いま彼女の手にあるのは、汚い泥だけだった。もとめる力はどこにもなかった。

　道みち端ばたに座りこみ、悄しよう然ぜんとうつむくアリアンの体を、ふりしきる雨がたたく。

　そのとき、遠くからダルディス語の怒ど鳴なり声が聞こえた。

『あっちだ、赤毛の傭よう兵へいがむこうにいるぞ！』『すぐに増ぞう援えんをよこせ！』

　座りこむ少女の横を、ダルディス兵たちが叫びながら足音も荒く走っていく。

「レオン……」つぶやくアリアンの耳じ朶だに、ひとつの声がよみがえり、響ひびいた。

〝……俺がいなきゃ、泥どろのなかから立つこともできないくせに……〟

　かっと体が熱くなった。怒りと屈くつ辱じよくとくやしさとがない混ぜになって彼女を襲おそった。

　馬鹿。馬鹿馬鹿、レオンの大おお馬鹿！　だったらどうしてひとりでいってしまうのよ！

　自分勝かつ手てで、ひとのことすぐ馬鹿にして、皮ひ肉にくと悪あく態たいと嘲ちよう笑しようしかしなくて。

　なのに──なのに結局、あんな風ふうにたったひとりで、いってしまうなんて……。

「なによ……なによ！」口のなかの泥を吐くように少女は叫ぶ。「負けるものですか！」

　血の味がする唇くちびるを引き結び、泥だらけの少女は勢いよく立ちあがった。

　そうだ、いまの自分にはなんの力もない。レオンに馬鹿にされて当然だ。

　けれど、だれにもかなわないなら、せめて自分には負けない。

　ここで倒れたくない。ここであきらめたくない。なんの力もなくてもできることがあると、証明してみせる。生きて、生きのびて、かならず《王獅子の至宝レガリア》へたどりつく──！

　少女は逃げる群集のなかへ割りこむと、歯を食いしばってまた走りだした。

　彼女の懸けん命めいの走りに、いつしか火は後方へ遠ざかり、建物もまばらになっていく。

（……もうすこし……もうすこしで、裏うら町まちの外だわ！）

　だがそのとき、前方から怒ど鳴なり声と人々の叫び声が聞こえてきた。

　いやな予感がして少女は足をとめ、小屋の陰に身をよせてその方角を見やる。

　町外れの一角で、銀の胸むね鎧よろいを着たダルディス兵が、住民を剣でおどして集めている。おびえる人々を前に、隊長らしき兵士が声をはりあげた。

「薄うす汚ぎたないローレアン人ども、われらがさがしている少女がだれかわかっているだろう」中年の兵士はあまり上う手まくないローレアン語で怒鳴った。「アリアン聖せい王おう女じよだ。この裏町に隠かくれているのはわかっている。さっさとその身み柄がらを引きわたせ。さもなくば」

　これ見よがしに、彼は剣をふりかざした。「この剣で、居い場所を聞きだすのみだ！」

　思わずアリアンは身を乗りだした。「あの野蛮人バルバリエたち、なんてことを！」

　強い葛かつ藤とうが、激しい逡しゆん巡じゆんが、アリアンのなかに生まれた。

　どうすればいいのだろう。いけば当然つかまる。逃がしてくれたレオンの尽じん力りよくが無む駄だになるだけでなく、民たみのために《王獅子の至宝》を手に入れるという目的もはたせなくなる。

　だが、いかなければ、なにも知らない住民たちの命があぶない……！

　アリアンは目をそらし、両手をにぎりしめた。その耳朶を兵の恫どう喝かつが容よう赦しやなくたたく。

「あくまでしらばくれるつもりか。よし、子どもだけ分けて集めろ。それが終わりしだい、ひとりずつ前に引きだせ。見せしめだ、手足をすべて切り落とすのだ！」

「だめ、やっぱり、やっぱりだめ!!　やめて、やめなさい！」

　アリアンは走りだす。だが突とつ如じよマントをつかまれつんのめり、顔から泥どろ水みずにつっこんだ。

「はぅ……」泥どろをしたたらせ、アリアンはふり返った。「いいかげんにして、だれよ！」

「そのお声……あなたさまは」

　アリアンは目をみはった。マントをつかんでいたのは、子どもを抱いたあの物もの乞ごいの母親だった。彼女の落ちくぼんだ目は、いまは炯けい々けいとあやしい光をはなっている。

　少女はおどろいた。この混乱のなかで、またこの物乞いと会えるとは思っていなかった。

「あなた、無事だったのね。でも早く逃げて。ダルディス人たちに殺されてしまうわ！」

　だが、物乞いは静かに首をふる。「いいえ…………聖せい王おう女じよさま」

「!?　どうしてあたくしのことを知って……！」いいかけてアリアンは気づいた。

　物乞いの背後に、何人もの男たちが黒い影のように立っている。異い様ような気け配はいにアリアンは息を吞んであとずさろうとした。だが物乞いにマントをつかまれ、逃げることができない。

　動けない少女へ、男たちの太い腕がゆっくりと、のびる────




　海からの強い風に、闇やみを照らして火ひの粉こが舞いあがる。

　火につつまれる船のあいだの桟さん橋ばしを、レオンはひた走っていた。

「いたぞ！」前方から声がかかる。銀の胸むね鎧よろいが見え、兵士の一団が桟橋を走ってきた。

　レオンは立ちどまらない。身を低くしてさらに加速する。

　一番先せん頭とうの兵士が剣をふりあげた瞬しゆん間かん、ふところに飛びこみ思いきり体当たりをかます。

「うわぁっ！」たまらず兵士が水へ落ちた。大きな水みず柱ばしらがあがる。

　つづいていたうしろの兵士たちも、巻きこまれて体勢をくずした。その機をのがさず、レオンは桟橋を踏んで思いきり跳ちよう躍やくし、後方の兵士の頭部を勢いよく蹴けっ飛ばした。

　たまらず兵士たちは吹き飛ぶ。そこを獅し子しの長ちよう剣けんが一いつ閃せんした。ふいうちの攻撃に切り飛ばされて、幾いく人にんもの兵士がかさなってくずおれる。

　レオンの攻撃は、剣だけにたよる兵士には予測がつかないほど多た彩さいだった。

　船から船へと跳躍して敵を引きまわし、待ち伏せして燃える船へと蹴け倒たおす。

　剣で鎧よろいごと切りおろし、短たん剣けんを抜いて装そう甲こうの薄い部ぶ位いを刺し貫つらぬく。

　火につつまれたマストを蹴っ飛ばし、兵の頭上に倒して船ごとつぶす。

　頭ず突つきに体当たり、こぶしに蹴りと、全身を使って攻撃する。

　たったひとりで赤毛の若者は、多くの兵を翻ほん弄ろうした。

　目につくあらゆるもの、自分の体すべてが武器だった。生きのびるために相手を倒すために、どんな汚い手でもためらいなく使った。彼はあくまで傭よう兵へいで、もと海かい賊ぞくなのだ────

　気づけばいつしか追っ手はなくなり、ひとり走るレオンのほおに、ひとしずく冷たい感かん触しよくが落ちる。雨だ。強くなる風が雨をともない横あいから吹いてくる。

　立ちどまりレオンは周囲をうかがう。船はどれも沈ちん没ぼつするか流されるかして、ほぼ鎮ちん火かしていた。ひとの声や気け配はいはなく、荒れる波が防ぼう波は堤ていをたたく音だけが聞こえる。

　レオンは闇やみのむこうに目をこらす。

　いくつもある導どう水すい渠きよの、もっともはずれにあるひとつは、リールエルバンの街の外そと堀ぼりにつづいている。その導水渠に数すう艘そうの船が浮かんでいた。

　追っ手のいないいまなら船を盗めそうだ。激しくなる雨あま脚あしのなか、レオンは川べりを走る。波の音と船がぶつかる音が近づき、堀に浮かぶ船が目前に見えた。その瞬しゆん間かん────

　とっさにレオンはのけぞった。

　あごの先をかすめて風が通りすぎる。次なる刃やいばの一いつ閃せんが反対側から彼を襲おそう。

　即そく座ざにレオンは剣ではね返し、響ひびく金属音をあとに飛びすさった。

　目の前につながれた船から、闇と同じ黒の胸むね鎧よろいを身につけた兵たちが次々と桟さん橋ばしに飛び乗る。どうやら船にひそんでレオンを待ち伏せしていたようだ。

「逃げるなら、町の外か港へむかうかと思っていたが……やはりね」

　背後からの声にレオンはふり返った。黒の兜かぶとと甲かつ冑ちゆうを身につけた小こ柄がらな騎き士しが、双そう剣けんの騎士と黒くろ甲冑の兵士たちを引きつれて、闇のなかからあらわれる。

（しまった……！）レオンは心のなかで舌した打うちをした。

「大たい皇こうの要よう請せいで直ちよく属ぞく軍ぐんをいれたのはまちがいだったな」さして残念でもないような口く調ちようで、黒甲冑の騎士はいった。「かく乱されて、逆に犠ぎ牲せいが多くなった」

　レオンは眉まゆをひそめる。兜の奥から聞こえる騎士の声は若く、まだ少年のようだ。

「傭よう兵へいか、貴き様さま」少年騎士はレオンに話しかける。「聖せい王おう女じよにいくらでやとわれた」

　レオンは答えない。騎士はかさねて問いかける。

「ひとりであの数の兵を相手にし、逃げのびたその腕をこんなゴミためで失うのは惜しい。どうだ、こちらにやとわれないか。亡ぼう国こくの王女よりは、いい報ほう酬しゆうでむかえよう」

「断る」レオンは即そく答とうする。少年騎士は、おどろいたようにいった。

「傭兵がやとい主に忠ちゆう実じつとは珍しい。それともなにか、義ぎ理りか恩でもあるのか？」

「どれでもないさ」レオンは大きく息を吐く。「金で寝返るヤツは、またいつか金で裏切るぜ。そんなお誘いしかできないなら、おまえの度ど量りようも待たい遇ぐうもたかが知れたもんだ」

「面白いな、貴様は……では、金で不満というなら」少年の声が、凍るように冷たくなる。「命と引き換えというのは──どうかな」

　少年は鋭く命じた。「いけ！」

　兵たちが一いつ斉せいにレオンへ走りだす。真ま正面と右手から同時に攻撃がきた。レオンは剣で刃やいばをはね返し、斬ざん撃げきに身をかわす。そのとき雨でぬかるむ足もとがずるりとすべった。

「うわっ！」沈む頭上の空を刃がかすめる。とっさに地に手をつきやみくもに剣をふるった。足を切られて兵のひとりがうずくまり、かこまれた一角が空く。

　レオンは素早くはね起きその隙すき間まから走りだす。だが突とつ如じよ、巨大な影が立ちはだかった。

　思わずレオンが息を吞んだ瞬しゆん間かん、激しくなにかで足をはらわれた。

「うぐぁ！」もんどりうって地面にたたきつけられ、うつぶせの背中を踏みつけられた。あまりの重さと強さに息もできなくなったとき、ひやりと冷たい感かん触しよくを首くび筋すじに感じた。

　そっと横よこ目めでうかがう。視し界かいの端はしに戦せん斧ぷの刃やいばが見えて、即そく座ざにレオンは凍りついた。

「……とらえたぞ」「ご苦労、バルドル」

　レオンを踏みつけているのは、長なが柄え戦斧をにぎった巨きよ漢かんの騎き士しだった。




　土ど砂しや降ぶりの雨が、くすぶる煙をあげる廃はい墟きよにふりそそぐ。

　アリアンが男たちと歩きだしたのは、だいぶ時間が経たってからだった。いっそう激しくなる雨に視界はますます暗く、雨のむこうにいる兵と住民の集団は黒い影にしか見えない。

　その影へむけて、アリアンは男たちに両側をはさまれ無言で進む。ダルディス兵が、子どもをわたすまいと抵抗する住民たちへ怒ど鳴なる声が近づいてきた。

「さっさとしろ！　抵抗するならその場で切り捨て……なんだ、貴き様さまらは」

　ふり返るダルディス兵に、男のひとりがアリアンを指し示して告げた。

「これが──聖せい王おう女じよだ」

「はぁ？」けげんそうに兵は答えた。「馬鹿をいえ。そんな泥どろまみれの小こ僧ぞうが聖王女か！」

　男はアリアンの腕をつかんでゆさぶる。不ふ承しよう不ぶ承しよう、アリアンは口を開いた。

「……いいえ、あたくしが聖王女よ。まちがいなく」

　兵の声がさらに尖とがった。「なにをいう。どこからどう見ても貧ひん民みんか物もの乞ごいの子だ！」

「さすがは蛮ばん族ぞくね。泥のなかの真実も見きわめられないなんて」アリアンはさげすんだまなざしをむけた。「望みの聖王女がわざわざでむいたのよ。相そう応おうの歓かん待たいを期待するわ」

「こ……の、生なま意い気きな小僧！」

　怒りで兵は身をふるわせて叫んだ。だがそのとき、場を制する涼すずやかな声がした。

「このかたはまぎれもなく聖王女です。いますぐ城へおつれしなければ」

　人々は一いつ斉せいに声のほうを見やった。黒くろ甲かつ冑ちゆうを身につけた女騎き士しが、同じく黒甲冑の兵をつれて歩んでくる。切りそろえた髪かみが雨に濡ぬれ、凛りんとした面おもてにしずくが流れ落ちていた。

　兵は顔を醜みにくくゆがませると、ダルディス語でいった。

『おまえ、皇こう弟ていの犬か……なにをいう。この小僧が聖王女だという証しよう拠こがあるか！』

『非常の場です。無ぶ礼れいの言げんは聞き流しましょう』女騎士が答える。『外見でなく、言葉づかいと物もの腰ごしでわかるはず。兵を前にひるまぬ態度と命令しなれた口く調ちよう、そしてここまでりゅうちょうなローレアン語は、教養のない貧民には不可能です』

『だ、だが』

『貴き殿でんがあやうく聖王女を見あやまるところだったと聞けば、陛へい下かはお喜びにならないでしょう。これ以上さわぎを大きくして陛下の耳にとどく前に、城へおもどりください』

　毅き然ぜんと女騎士はいいはなった。兵は憎にく々にくしげに彼女をにらみ、沈ちん黙もくする。

　女騎き士しが片手をあげて合図した。即そく座ざに黒くろ甲かつ冑ちゆうの兵たちが駆けより、少女を男たちから引きはがす。それを見とどけ、女騎士は男たちへ厳きびしい声で訊きいた。

「おまえたちはローレアン人であろう。なぜ聖せい王おう女じよを敵にわたす？」

「……金が欲しいんだよ」苦にがい声で男のひとりがいった。「国が負けたのは、聖せい王おう家けが無能だったからだ。俺たちがこんな目にあっているのも、こいつのおかげさ。さあ、おまえらがさがしている小こ娘むすめをつれてきてやったんだ。金を置いてとっとと裏うら町まちからでていけ」

「馬鹿めらが」女騎士の声が厳しさを増した。「これまでおまえたちがこの場所で許可なく暮らせていたのも、ひとえに領りよう主しゆである皇こう弟てい殿でん下かのお目こぼしによるもの。だが大たい皇こう陛へい下かより直じき々じきに一いつ掃そう排除の命令がくだった。すみやかにこの廃はい墟きよより立ち去るがいい」

「そんな！」男たちがさわぐ。「ほうびもよこさず、しかも裏町を出ていけだと!?」

「生きのびる可能性をあたえてやる。それが貴き様さまらへの褒ほう賞しようだ」女騎士は声をはりあげ、住民たちにいった。「二度はいわぬ。即そつ刻こく、ここから出ていけ。明日になってもここにとどまっていたなら、そのときは────今度こそ全員、殺す」

　立ちすくむ住民をほうって、女騎士は背をむけた。部下たちが馬を引いてやってくる。

　アリアンは馬に乗せられ、縄なわで両手をしばられていた。

「おゆるしください、聖王女」女騎士はいった。「あなたのような年とし端はもいかない少女をしばるなど無む体たいな真ま似ねはしたくないのですが……念のためです」

「見せかけの気づかいなどいらなくてよ」冷たくアリアンは答えた。「あなたはたったいま、あたくしの民たみに死を告げたわ。この非ひ道どうなダルディス人」

「自分を売ったものに寛かん大だいなお言葉ですね。そのお心の広さに、あのものどもが感じ入ればよいのですが」そういって女騎士はアリアンのうしろに乗った。「では、まいります」

　女騎士が手た綱づなをあやつると、馬は泥どろ水みずを蹴け立たて激しい雨をついて走りだした。配はい下かの兵たちも馬を駆ってあとにつづく。アリアンは、ゆれる馬上から桟さん橋ばしの方角を見やった。

　裏町の火は、激しい雨に消えかけていた。黒い闇やみにちらちらと光る残り火び以外、なにも見えなかった。彼方かなたにある大河ロンヌも〈央おう海かい〉もさらに遠く、波の音もとどかない。

　レオンはどこにいるのだろう。この闇の、どこに────




　河口の波が、貧ひん弱じやくな堤てい防ぼうをけずりとるように打ちつける。

　流れるドブ水に顔をつけ、巨きよ漢かんの騎士に骨が折れるばかりに踏みつけられ、レオンは動くこともできず地に横たわっていた。この状況ではどうあがいても逃亡は不可能だった。

「拘こう束そくしろ。城につれていく」

　黒甲冑の少年の声を、レオンは横たわったまま聞いていた。その手にいま獅し子しの剣はない。巨漢に足をはらわれたとき、飛んでいってしまったのだ。

　あの剣を置いてはいけない。いったいどこにあるのか、せめて場所さえわかれば……。

『…………ここだ、レオン！　われはここであるぞ！』

　しゃがれ声が聞こえた。だがレオンは応えなかった。力なく地に伏せたままだった。兵士たちが雨水をはね、近づいてくる音が聞こえても身じろぎもしない。

　巨きよ漢かんが足をどける。ふたりの兵士に髪かみをつかまれ、乱暴に起こされる。

　その瞬しゆん間かん、レオンは勢いよく体をひねった。

　片方の兵士の顔にひじをたたきこみ、別の兵に指で目つぶしをする。兵士たちが顔を押さえてうめいた。拘こう束そくがはずれる隙すきをつき、レオンは川べりに落ちる剣をつかんで走る。

　巨漢の騎き士しがぶん、と戦せん斧ぷをふった。足をはらわれる寸すん前ぜん、桟さん橋ばしへ跳ちよう躍やくする。橋げたを大きくたわませてレオンは全力疾しつ走そうする。激しく荒れる大河が目の前にせまる。

　迷わなかった。迷う余よ裕ゆうなどなかった。

　ダン！　とレオンは桟橋を蹴けって黒くうねる大河へと飛びこんだ。

　高波に頭から吞まれる。たちまち頭上を水が覆おおう。

『レオン！　おぼれるぞ、レオン!!』

　叫ぶ剣の声ごと、荒れ狂う大河はレオンを昏くらい水みな底そこへと引きずりこんでいった。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




『…………この方が、ローレアンの聖せい王おう女じよ？』

　ダルディス語の会話が、アリアンを遠とお巻まきにしてひそひそと交わされる。

　女騎士につれられたアリアンはいま、リールエルバン城の一室にいた。

　もとは城じよう代だいの奥おく方がたの部屋だったのか、床に敷しかれたじゅうたんも置かれた調ちよう度ども品がよく、居い心ごこ地ちのいい空間だ。だがそこに立つ彼女が、その居心地をだいなしにしていた。

　貴き聖王女は全身雨あめに濡ぬれ、泥どろまみれで汚お物ぶつまみれでなおかつとても、とてもとても────とても、臭かった。汚れに汚れた全身からぼたぼたと泥のしずくをしたたらせる彼女のまわりで、バアシュ教の少女侍じ者しやたちが声をひそめてさざめきあう。

『いやだ、もう臭いわ！　ねえ、肥こえだめから這はいあがってきたみたいに臭いわ！』

『こんな臭いのが聖王女なら、ドブのねずみだって王女になれるわよ』

『皇こう弟てい殿でん下かの騎士が、まちがって物もの乞ごいの子どもをつれてきたんじゃない……』

（聞こえていてよ、この野蛮人バルバリエたち！）

　心のなかでつぶやいて、アリアンは唇くちびるを引き結ぶ。濡れた体が冷えて寒い。泥だらけの衣服が気持ち悪い。だが少女は毅き然ぜんと面おもてをあげ、動じた様よう子すなどかけらも見せなかった。

　そのとき部屋の扉とびらが開いた。はっと少女侍じ者しやたちがひざをつく。

　ふり返るアリアンの前に、バアシュ教の女修しゆう士したちをしたがえて、ひとりの女性が入室し、一礼する。威い厳げんある静せい謐ひつの雰ふん囲い気きから、高こう位いの聖せい職しよく者しやだとわかった。

「ヴェレダともうします」女性はローレアン語で名乗った。「大たい皇こう陛へい下かとの婚こん姻いんの儀ぎまで、ご用のむきはわたくしがすべてうけたまわりましょう。なんなりとお命じくだされませ」

　アリアンは無言で顔をそむける。ヴェレダは色の薄い瞳ひとみで一いち瞥べつするといった。

「……聖せい王おう女じよさまを、いますぐ浴室におつれしなさい」彼女は周囲のものたちに命じた。「すみずみまで洗って、みがいてさしあげるのです。それから着替えとお食事を」

「けっこうよ！」アリアンはぴしりと告げた。「敵のほどこしなどいりません！」

「教きよう兵へいたちに湯ゆ浴あみをお助けするよう命じても、よろしいのでございますか」

　冷ややかなヴェレダの声に、思わずアリアンは言葉につまる。

「そのようなお姿では、御おん身みもご気分がすぐれないはず。さあ、まいりましょう」

　女主しゆ教きようの言葉に、修士たちがアリアンをかこんで歩きだす。自分が歩くあとを侍者たちが臭におい消しの香こうをふりまいてついてくるのが、アリアンは非常に気にくわなかった。

　湯ゆ船ぶねでも最悪だった。屈くつ強きようなダルディス人の女に頭からざぶりと湯につけられ、いやというほどごしごしこすられ、未発達な体のすみずみまであますことなく見られて洗われた。

　アリアンはお湯の熱さではなく、怒りと恥ずかしさで真まっ赤かになって風ふ呂ろからあがった。

　それからヴェレダは、門もん塔とう最上階の小部屋へとアリアンを案内した。

「こちらが、御身のご寝しん所じよでございます。扉の外には教兵がおりますゆえ、なにかございましたらそのものにおつたえくださればすぐさま侍者がまいりましょう。それでは」

　ヴェレダが退出すると、外でがちゃりと重い鍵かぎのかかる音がした。

　アリアンは、部屋を見まわした。ご寝所とは馬鹿にしているとしか思えないせまい部屋だが、必ひつ要よう最低限の調ちよう度どはあり、暖だん炉ろにも火が燃えている。

　すみに置かれた毛布をかけた寝台に、アリアンはどさりと腰をおろす。重い疲れに頭の芯しんがしびれてぼんやりした。いまにも体が寝台に沈みこみそうだった。

　だがアリアンは、黙って、じっと冷たい石の床を見おろしていた。

「…………レオン」

　ひとつの名前が、ぽつりと唇くちびるから落ちた。音の余よ韻いんは、すぐさまひとりぼっちの部屋に吸われるように消えて、静せい寂じやくがアリアンを窒ちつ息そくさせるようにあたりに満ちる。

　そのとき、鍵が開く音が聞こえて扉が開いた。

「え……」思わずアリアンは腰を浮かせた。「オルガ！」

　青ざめたおさげの娘が女性修士にささえられ、足を引きずりながら入ってきた。

「よかった、無事だったのね！」女性修士が扉を閉めるのも待ちきれず、アリアンは嬉うれしさのあまり飛びつくようにしてオルガに駆けよった。

　だが抱きしめようとする少女の手を拒み、オルガはひざをついた。

「ア、アリアンさま……！」うなだれる娘は、突然泣なきくずれた。「もうしわけありません。無断で宿をでてしまって……わたし、わたし、ただご迷めい惑わくになりたくなくて……」

「あやまる必要などなにもないのに」アリアンもひざをついた。「あたくしだって、あなたをひとりにしてしまったもの……それより、どうしてあなたはここにいるの」

「や、宿をでてぼんやり歩いていたら、突然ダルディス兵があらわれて……つかまってしまったんです」泣きじゃくりながらオルガはいった。「ずっと部屋に閉じこめられて、だれも、なにも教えてくれなくて。でもアリアンさまのこと、いうわけにはいかないし……」

　アリアンはひそかに唇くちびるを嚙かむ。では、オルガから居い場所を聞きだしたのではないのだ。

　いつから気づかれていたのだろう。〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟でのさわぎか。物もの乞ごいに外がい套とうをあたえ、顔を見せたときか。あるいは、裏うら町まちに入ったときからもう監かん視しされていたのか。

　考えてもしかたのない話だった。それよりもまず、アリアンにはしなければならないことがある。今度こそ失敗できない、あるひとつの計画が。

「オルガ」そっとアリアンは、オルガの涙つたうほおに手をあてた。「もうだいじょうぶよ。あなたがいてくれるなら、あたくしは使命をはたせるわ」少女はオルガの手をにぎりしめ、きっぱりといった。「《王獅子の至宝レガリア》は、あたくしがきっと手に入れてみせます」

　強いまなざしで告げるアリアンを、オルガがおびえた瞳ひとみで見返した。

「で、ですが、どうやって……こうしてダルディス人の手に落ちてしまったのに」

「案じないで。あたくしに考えがあるの。それをいまから話します……」

　口を開きかけたアリアンの脳のう裏りを、赤毛の若者の姿がかすめる。

〝不実のレスビア亭〟で泣いていた自分を、彼はそっとマントの陰に隠かくしてくれた。

　たとえ自分が利用されていただけであっても、あのとき彼が自分をかばい、守ってくれたことは忘れられない。忘れることなどけっしてできはしない。

　礼の言葉などいわないと決めた自分を殴なぐりつけたかった。

　せめてひとこと、彼に〝ありがとう〟とつたえておけばよかった。

　けれど、もう遅い。時間はもどらず、とり返しはつかない。もういちど彼に会って、言葉をつたえたくても、けっしてかなわない……。

　ふっと目め頭がしらに、たえがたい熱さがにじむ。少女は首をふり、その熱さを必死にふりはらった。こみあげる感情を矜きよう持じで奥底に押しこめて、アリアンは決意する。

　泣かない。だれの前でも、ひとりのときでも、もうけっして涙は見せない。

《王獅子の至宝》を手に入れ、国をとりもどすまでは、もう絶対に泣いたりなどしない。

　至し宝ほうはだれにもわたさない。たとえ、レオンとふたたび会えたとしても──────

　そのときは、敵てき同士だ。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　天候はすでに嵐あらしだった。

　殴なぐりつける風雨のなか、黒くろ甲かつ冑ちゆうの兵の一団が、増ぞう水すいした裏うら町まちの導どう水すい渠きよのそばに立っている。つながれた船を吞みこむほどにうねる高波のどこにも、赤あか毛げの若者の姿はない。

「……あの傭よう兵へい、見当たりません」

「沈んだか」

　兵の報告にバルドルがつぶやく。そこへユーサーがいった。

「どうかな。そうそう簡単にくたばられてはもったいない」

「あきらめたがいいですよ、殿でん下か」浅黒い肌はだに雨をつたわせ、横からギャラングがいった。「どうみても従じゆう順じゆんからはほど遠い。あれじゃ飼いならすまでに時間がかかる」

　すました声で皇おう子じは訊きく。「では、おまえは飼いならされているとでも？」

「……さぁて、どうでしょうね？」うそぶくように副ふく官かんは答えた。

「ちがうだろう。僕も飼いならしたいわけじゃない」

「聖せい王おう女じよは」バルドルが訊いた。

「読みはあたっていた。ならばイリーナがすでにとらえているはずだよ」

　そういうと、皇子は雨音に負けぬよう声をはりあげた。

「みな、船に乗れ。怪け我が人が先だ。いま帰き城じようせねば波に吞まれる。あの傭兵のあとを追いたくなければ急ぐんだ！」

　ユーサーの号ごう令れいに騎き士したちはすばやく乗船した。一団の乗りこんだ船は即そく座ざに桟さん橋ばしを離れ、あふれるばかりに増水した運うん河がを下っていく。

　嵐の彼方かなたに、遠く〝聖座島サン・スイエージユ〟がかすんで見えた────
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〝…………〈天てん涯がいの海〉って名を、聞いたことがあるか、レオン？〟

　風に銀の髪かみをなびかせ、ひとりの男が、優しいまなざしで俺に訊きいた。




　男は、みごとに陽ひに焼けた肌はだと力強く幅広い肩を持っていた。

　潮しお風かぜに洗われ色あせた銀ぎん髪ぱつに、まぶしい太陽の光にも似た鋭いまなざしを持っていた。

　海かい賊ぞく王ハイレディン。分かたれし大陸ガトランにその名をとどろかせた海賊。

　強大な軍船ばかりを徹てつ底ていしてねらい、ばく大な軍資金をうばった、恐れ知らずの悪党。

　その強さを恐れた海洋国バルテンの王が、領土と地位をさずけて懐かい柔じゆうしようとした男。

　悪あく名めいと英えい名めいのふたつとも高い、偉い大だいなる海賊。それが、彼だ。俺の養やしない親だ。

　そこで俺は気がつく。これは夢だと。俺は夢を見ているんだと。

　親父おやじが目の前にいる。それが、これが夢だというあかしだ。なぜって親父は────




〝知らねえ〟

　ぶっきらぼうに俺は答える。なぜか俺は少年だった自分を見ていた。

　のびはじめた背に肉が追いつかなくて、骨はしっかりしているが瘦やせていて、けれど早く一人前になりたくて、いっぱしの口をきいて気取っている生なま意い気きな子どもを。

　俺たちはメインマストの見張り台、大だい檣しよう楼ろうに立っていた。

　青く丸い大空を背負い、風を受けていっぱいにはらむ白い帆ほを足もとに、俺たちはぐるりと船をかこむ、とてつもなく広く空より青い、大おお海うな原ばらをながめていた。

〝世界の果ての海のことさ〟そういって、親父は子どもみたいに笑った。〝大いなる外洋をこえたさらに彼方かなたにある、女め神がみエウレネが沈んだといわれる青く澄すんだ海だ。その海に浮かぶとある島に、この世のありとあらゆる宝が流れついているんだとさ〟

　ふっと親父は海のむこうへ視線を移した。

〝────パラディ・テレストル。それが、〈天涯の海〉にある島の名だ〟

〝また夢物語かよ〟俺はいった。〝イイ年した大人おとなのくせに、いいかげん目を覚ませよな〟

〝っとにおまえは夢がねえなあ！〟親父があきれて叫んだ。〝いいか、ガキってのはもっとこう、夢やら希望やらでぱんっぱんにふくれてるもんだろうがっ！〟

〝夢ぐらい俺だってあるよ。もうちょっと現実味のあるヤツがさ〟

　俺が答えたとき、はるか下の甲かん板ぱんから声がかかった。

〝レオン、甲かん板ぱん掃除はどうした〟

　黒くろ髪かみで長身の男がこちらを見あげている。あれは舵だ手しゆのクレマンだ。

〝いまいく！〟甲板へ叫び返すと、俺は親父おやじにいった。〝夢を語るまえに現実が俺を呼んでるんだよ。寝言なんかいってられっか〟

〝ったく、ガキのくせして超々現げん実じつ的な性格だぜ！〟

〝夢見がちなおっさんが始し末まつにおえないのを身に染しみて知ってるんだよ〟

　俺は吐き捨ててマストを下りかけた。だがそのとき、親父の声がした。

〝……忘れるなよ、レオン〟

　呼ばれて俺は頭上を見あげた。親父が檣しよう楼ろうから俺を見おろしている。

　そのまなざしに鋭さはない。かぎりなく優しい、けれどどこか遠いまなざしだ。

〝俺たちはかならず、〈天てん涯がいの海〉に行くんだ。パラディ・テレストル……世界の果てにある約束の楽らく土どで、この世でただひとつの宝を見つけるために〟

　静かな声だった。凪ないだ海にも似た、おだやかな言葉だった。

　俺はなにかいい返そうと口を開きかけた。だが、突とつ如じよ視し界かいが朱あけに染まった。

〝親父、親父！　燃えてる、帆ほが燃えてるぞ!!〟

　俺は親父を見あげて叫んだ。マストをのぼろうとして帆ほ綱づなも燃えているのに気づいた。

　いつの間にか蒼そう空くうは消え、天は立ちのぼる黒い煙に覆おおわれていた。

　その煙に燃える火が映り、すべてが赤い色に染まっていく。

　親父は、海かい賊ぞく王ハイレディンは、いつしか遠ざかる船の甲板に立って俺を見つめていた。

　火の海へ進みゆく船から、親父の声がかすかに聞こえる。

〝レオン、レオン…………待っている。俺たちは…………かならず…………〟

　俺は親父の名を呼んだ。燃えさかる炎ほのおにむかって血を吐くように叫んだ。

　その炎のなかにいくつもの光景がかさなった。

　血に濡ぬれた獅し子しの剣を手に、豪ごう奢しやな部屋の床に倒れた男をぼうぜんと見おろす少年の俺と、その俺に近づく兵士たちの姿が。そしてひとりの少女の姿が炎によぎる。

　金の髪かみの気の強そうな、けれど泣きそうな顔の、美しい少女が。

　俺は燃える火にむかって叫ぶ。だれかの名前を必死に、声をからして叫んでいる。

　その名が親父なのか、それともあの少女の名なのか、自分にもわからない──────




　薄うす目めを開けると、暗い天てん井じようが見えた。

　まだどこかで火が燃えさかる音がする──と思ったとき、それが吹き荒れる風の音だとレオンは気づいた。とっさにいまいる場所がわからない。

　頭上に見えるのは、太い梁はりがむきだしの天井と吊つりさげられた重たげな複数の滑かつ車しや、ちぎれてゆれる無数のロープだ。錆さびの臭においとほこりの臭いが鼻をつく。

　そっと周囲を見まわすと、火の消えた炉ろや放置された鍛か冶じ道具、帆ほ布ぬのや鋼こう具ぐを編む器械、床にとぐろを巻いてほこりをかぶる帆ほ綱づななど、様々なものが目についた。

　レオンは、体にかけられたごわごわの毛布をはねのけ起きあがろうとする。

「いっ……！」全身に激げき痛つうが走り、彼はうめいて身を丸めた。痛みが薄れたあと、おそるおそる体をさぐる。革かわ鎧よろいと鎖くさりかたびらは身につけていない。脱いだのか、脱がされたのか。

「……この感じだと、打ち身だな。折れてなきゃいいが」

『やっと起きたようであるな』しゃがれ声が聞こえた。

「おまえ、いるのか！」レオンは首を動かしてあたりを見まわし、それからようやく毛布の下で、鞘さやごと剣をにぎりしめているのがわかった。「ハ……よかった……」

『ふむ、さほどにわれがおらぬと不安であったか？　可愛かわいいところもある』

「阿あ呆ほう。形かた見みを失くしたら、あの世で親父おやじにぶん殴なぐられるだろ。それよりここがどこか、おまえわかるか。あの世じゃないのはたしかだが」

『安んずるがいい。いまだリールエルバンの町なかである』

「ハ、助かった気はしないな」レオンは痛みをこらえ身を起こす。「で、なんで俺は」

「動かないでよ」

　いいかけた言葉が、眼前に突きつけられた刃やいばに凍った。

「お目覚めならちょうどいいかも。寝ている人間をいたぶるのは趣しゆ味みにあわないし？」

　頭上から降ってきた鞭むちのような若い娘の声に、レオンは身をこわばらせる。

「両手を毛布からだしてよ。静かに、ゆっくりとね」

　命じる声にレオンはゆっくり両手をあげる。次の瞬しゆん間かん、彼は思いきり毛布を蹴けりあげた。

「!?」宙に舞う毛布が相手の視し界かいを閉ざす。

　間かん髪はつ容いれず相手の持つ剣を激しくたたき落とす。床に剣が落ちる音が響ひびく前に、レオンは毛布ごと相手をはがいじめにした。

「だれだ、おまえは」レオンは渾こん身しんの力で押さえつけ、毛布ごしに問いただした。

「……動きは悪くないけど、甘いよね」

「なんだと？」

「敵は捕らえたら、すぐに殺すの────でないと！」

　言葉と同時、いきなり足の甲を思うさま踏みつけられた。

「ぐ!?」鋭い痛みが走ったと思った刹せつ那な、「うわあっ！」

　天地が逆さになり、いやというほどレオンは背中から床にたたきつけられる。衝しよう撃げきと怪け我がの痛みに一いつ瞬しゆん意識が遠のきかけたとき、胸にひざがぐいと乗って息がつまる。

「……逆転よね。さて」

　レオンは痛みにかすむ目をやっと開く。自分の胸に乗って小しよう剣けんを突きつけているのは、切れ長の大きな黒い瞳ひとみに、浅黒い肌はだをした若い娘だ。

「やめてください、カラ」そのとき頭上から平静な声が響ひびいた。「師し匠しようの客きやく人じんです。そのかたに刃やいばをむけるのは、師匠に刃をむけるのと同じです」

　聞き覚えのある声に、カラと呼ばれた娘がフンと鼻であざけった。

「あんなチャラい男のいうことなんか、聞きたくもないんだけど？」

「師匠への批ひ評ひようには同意しますが、それとこれとは別です。離れてください」

「あんたもいうよね。わかったわかった、ジジ」

　ひょいとカラが身軽に飛びのく。代わりにつぶらな瞳ひとみの少女がレオンの視し界かいに入った。

「レオンさん、こちらの行きちがいで失礼をしました」

「……ジジか」痛みをこらえ、レオンは身を起こした。「〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟の」

「はい。覚えていてくださって、光栄です」大きな瞳でレオンを見つめ、ジジがいう。「お体はだいじょうぶですか。一応の手当てはしてありますが」

「起きぬけに剣を突きつけられて、だいじょうぶもクソもあるか」

　レオンはカラに鋭いまなざしをむけた。黒くろ髪かみの娘は平然と彼を見おろしている。

　あらためて見ると、闇やみを走る猫のような、野性的で隙すきのない娘だった。格かつ好こうは半はん裸らに近く、芸術品のようなほれぼれする引き締まった肢し体たいを、惜しげもなくさらしている。

「助けてやったのはこっち。つまり、あたしらがあんたの命をあずかってるの」

　カラは、飾り環わとともにいくつも細かく編みこんだ髪をゆらしてふふんと笑った。

「そりゃどうも。だが、だからといって大人おとなしく命をくれてやるわけにはいかないぜ」

「拾いもんを拾い主が好きにして、なにが悪いのよ？」

「レオンさん、カラ」険けん悪あくになるふたりを、ジジが静かな声で制止する。そのとき、

「おはようございます、レオン」よくとおる男の声が、天てん井じようの梁はりに響いた。「カラ、彼にはうかがいたいことがあります。あまり手荒くあつかわないでくださいね」

　詩人ラウルが、浅黒い肌はだの男たちをつれて奥の暗がりから歩んできた。カラが答える。

「こいつ、素直ないい子にはほど遠いよ。のどをなでてやるより殴なぐるのが早いんじゃない」

「といって、素直に殴られてくれる彼ではないと思いますよ────ほら」

　みなが一いつ斉せいにふり返る。ほんの一いつ瞬しゆんの間にレオンは獅し子しの剣をにぎってかまえていた。

「いつの間に！」カラが小しよう剣けんをかまえる。それへレオンが不ふ機き嫌げんな声でいった。

「俺を差し置いて勝かつ手てなことをぬかすなよ。のどもなでてくれなくてけっこうだ」

「あなたはわたしの客人です」にこやかにラウルがいう。「丁てい重ちようにおもてなししますよ」

「ランゴニアじゃ、怪け我がをした客を痛めつけるのが流は行やりなのか」

「お客の嗜し好こうにあわせて趣しゆ向こうをこらすのもおもてなしですよ……いえ、冗じよう談だんです」ラウルはなだめるようにほほ笑む。「もうこちらから手だしはいたしません。いいですね、カラ」

　ラウルに念ねん押おしされて、不ふ承しよう不ぶ承しようカラは剣をおろす。

　レオンは身がまえたまま訊きいた。「それより、ここはどこだ」

「リールエルバン港の船せん渠きよの倉庫です。幸い、この嵐あらしで港にはだれも近づきませんから」

　レオンは言葉につまる。徐じよ々じよにもどる記き憶おくに重い不安がつのった。

　あれからいったい、どれぐらいの時間が経たったのだろう。アリアンは、どこでどうしているのか。ラウルのところにきている様よう子すは感じられない。では、どこへ……？

「助けてくれたことには礼をいう。だが……俺はいかなきゃならないところがあるんだ」

　レオンは横よこ目めで室内をさぐりつつ、そういった。

「落ち着きなさい。その怪け我がとこの嵐では無む謀ぼうすぎます。それに」おだやかにラウルがいった。「────聖せい王おう女じよは、ダルディス軍の手に落ちましたよ」

　恐ろしい勢いでレオンはラウルに視線をあわせた。女好きで酒好きで話し上手じようずなひとあたりのよさはなりをひそめ、射すくめるような鋭い光が詩人の瞳ひとみに見える。

「やはり、そうなのですね」ラウルはいう。「あの年ねん齢れいで、あれほどの美と教養をほこる高こう貴きな方は、近きん隣りんの国ではほかにあまりいないですから」

「……あんたは」慎しん重ちように、レオンは訊きいた。「いったい、なにものだ」

「それは、わたしどものほうがぜひうかがいたい」ラウルは長ちよう衣いの袖そでに両手を入れて歩みよる。「ローレアン人でもないのに聖王女を命がけで守るとは、非常に不ふ思し議ぎです」

「やとわれただけさ、あいつに──聖王女にな」

「ふむ、傭よう兵へいでしたか」ラウルはうなずく。「酒場でのみごとな立ちまわり、状況を見て対応を素早く変える臨りん機き応おう変へんさ、鋭い観察眼がん……その若さにもかかわらず、優れた戦士です」

「むずがゆいな。俺にまでおべっかか？　青銅貨アス一枚の得にもならないぜ」

「慎重で、警けい戒かい心が強く、そして現実的」詩人はほほ笑んだ。「そんなあなたがなぜ、敗残国の聖王女の護ご衛えいをしていたのでしょうね。ただでさえ傭兵は計算高いものなのに」

「そっちだっておかしいことがあるぜ」レオンはつとめて平静な態度で訊いた。「この嵐で、どうやって俺を見つけられたんだ。夜よ目めがきくとか、そんな理由なわけはないよな」

「なにもおかしくありません。わたしたちの仲間が、嵐を前に船を船渠に移動させていた際、ふ頭に倒れていたあなたを見つけたのです。それより嵐の海に落ちて、たくみに鎧よろいとかたびらを自分で脱いだ上、溺おぼれずに港まで泳ぎついたあなたのほうが、ずっと驚きよう異い的です」

「生まれつき泳ぎが達たつ者しやなんだよ」

　レオンとラウルは視線を交わす。レオンはにらみつけるように、ラウルはおだやかに。

「……腹を割らないか」レオンがいった。「無む駄だなさぐりあいは、それこそ得にならない」

「ええ、賛成ですね。では、わたしから名乗りましょう」ラウルは不ふ可か思し議ぎな笑みを浮かべ、口を開いた。「わたしには、ある称しよう号ごうがあります。その肩書きを買ってくださる方々の要請で動いているわけなのですよ。その称号とは」

　レオンは待った。この不可思議な男がいったいなにものなのか、その告白を。

「〝至賢人グラン・サージユ〟」ラウルは告げた。「それが、〈塔とうの学まなび舎や〉よりさずかった称号です」
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　閉ざされた港の倉庫に、扉とびらを打ちつける風雨の音が響ひびきわたる。

　嵐あらしは一向に弱まる気け配はいがない。強い風の音を聞きながら、ほのかな灯とう芯しん草そうの灯あかりのもと、レオンは獅し子しの剣を抱いて倉庫の片かた隅すみの木箱に腰かけ、あたりをうかがっていた。

　着替えも食事もあたえられ待たい遇ぐうは悪くない。だがなにか行動するたび、いちいちカラか仲間の男たちがあとをついてまわるのに、レオンは閉へい口こうしていた。

　用足しにまでついてくるカラに、思わず彼はキレて食ってかかった。

「いいかげんにしろよ。のぞくほどごたいそうなモノは持ってないぜ」

「気にしないでよね」鼻で笑って、カラは腰の剣に手を添えた。「どれほどご立りつ派ぱなシロモノでも、ふりまわす前に短くしてあげるし？」

『……聖せい王おう女じよとはまた、ちがった意味で口の悪い小こ娘むすめであるな』

　笑うようにいう獅子の剣のしゃがれ声に、レオンはむっつりと押し黙るしかない。

「どうぞ、レオンさん。薬やく湯とうです」

　顔をあげると、熱い薬湯の入った木製のカップをジジが差しだした。礼をいってレオンは受けとり、口をつける。…………すさまじく、苦にがい。

「苦いでしょうが、こらえてください」そこへラウルがやってきた。「痛みを鎮しずめ、熱をおさえる薬湯です。あなたは痛みに強そうですが、本来なら動くのもやっとのはずですよ」

「……それで、あんたらは俺をどうしたいわけなんだ」

　苦さに顔をしかめつつレオンは訊きく。アリアンと離れて二日が経たっていた。彼女がすでにとらえられたのなら、あせって動いてもしかたがない。すくなくとも命は無事なのだ。

「裏うら町まちで、わたしどもにも目的があるともうしあげましたね。そのために入にゆう念ねんな準備をしてきました。ですが、あなたのようなかたがおられると計画に支し障しようをきたしかねない。つまり」〝至賢人グラン・サージユ〟は、レオンを意味ありげに見た。「あなたをやといたいのですよ。むろん、報ほう酬しゆうははずみます」

「ハ、まったく引く手あまただな」レオンは肩をすくめた。「裏町でも、黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士しに誘われたぜ。もっとも断ったら殺されかけたがな」

「わたしどもは、そう野や蛮ばんではありませんよ────黒甲冑の騎士？」

「ああ。兜かぶとで顔は見えなかったが、声からすると、俺とあまり変わらない年だな」

「それは……おそらくダルディス皇こう国こくの若き皇こう弟てい、ユーサーでしょう」腕組みをしてラウルは答えた。「まだ若いのに、なかなかの人物と聞いています。幼少時、ランゴニア帝てい国こくに人ひと質じちとして留学していた縁えんで帝国に人脈があるとか、知ち略りやくに長たけて剣技にも優れ、『玄げん竜りゆう』の名を冠した傭よう兵へい騎士団を率ひきいているとか。王おう都とルテティア陥かん落らくも彼の功績だそうですよ」

「それはそれは」吐き捨てるようにレオンはいった。「聞くだけでひれ伏したくなるな」

「もっとも有能のあまり兄である大たい皇こうにうとまれているようですね。その彼に勧かん誘ゆうされるとは、やはりたいしたかただ。ぜがひでも力を貸していただきたいものです」

「よけいな面めん倒どうごとを起こされるより目のとどく場所に置きたいだけだろ」

「それもありますよ。不ふ確かく定てい要素を予測可能な要素に変換したいわけです」

　レオンは口をつぐむ。断るのは簡単だった。しかしいまは怪け我がをして、監かん禁きんされているも同然だ。それにアリアンを救出するなら、レオンひとりではどうしようもない。

「……もっとくわしい話が聞きたいんだがな。腹を割ってくれるんじゃなかったのか」

「さて、ね。手の内を明かしたにもかかわらず、お誘いを断られでもしたら、あなたをそのままにしておけなくなりますから」

「おいおい、〝野や蛮ばん〟じゃないんだろう？」

「ええ、命をうばったりなぞしませんよ。せいぜいあなたを外へ放りだすぐらいです」

「充分死ぬだろ、この嵐あらし！」

「嵐の海を泳ぎきったあなたなら、こんな風雨なんてこともないでしょう？」

　にこやかにラウルはいった。レオンは非常に険けん悪あくな気分になる。

　だが不利なのはこちらのほうだ。まずは自分の考えをぶつけてみなければ……。

「……あんたのやとい主は、ランゴニア帝国か、それとも商業国コレドムか？」

　ぼそりとレオンはつぶやいた。「ダルディス支配下で他国人が動くなら、状況に精せい通つうした人間が必要だ。充分な資金もいる。それにダルディスとことをかまえる力がありそうなのは、国こつ境きようを接するランゴニア帝てい国こくか、資金の豊富な商業国コレドムぐらいだろうしな」

「北の海洋国バルテンはどうです？」

「バルテンはダルディスと同どう盟めい中だろう。それに他国に目をむける余よ裕ゆうがあるかどうかだ」

「まあ、たしかに。前国王グリグが不ふ審しんな死を遂とげて以来、第一王子スヴェンと叔お父じのマグヌス公とで、王おう位いをかけて抗こう争そう中ですからね」

「ああ。とすると、ダルディスの脅きよう威いが身近なランゴニアか、そのランゴニアと同盟関係にあるコレドムだと見るのが妥当だ……だが」

　ちらとレオンはラウルをうかがう。詩人はほほ笑みを返す。「なにか？」

「あんたの肩書きだ」紅あかい瞳ひとみで、レオンはラウルのとび色の瞳を真ま正面から見つめる。「賢けん人じんとか〈塔とうの学まなび舎や〉とかどんなものか知らないが、学問ばかりしていそうなそんなやつらが、国と国との腹のさぐりあいにどうかかわってくる？」

「あなたはどうなのです。得にもならない聖せい王おう女じよの護ご衛えいをしている、その理由は？」

　逆に問い返されて、レオンは黙る。視線を暗い床に移して考える。

　ラウルは、レオンだけに話をさせている。けっして自ら事情を打ち明けようとしない。これ以上の話を彼の口から引きだすには……こちらから吐きだすしか、ない。

「……俺は、俺の目的のために、あいつを利用していたんだ」

　レオンはつぶやいた。口にだすとその告白の重さが、あらためて身に染しみた。

「あんたのいうとおり、俺は傭よう兵へいだ。ある国の要よう人じんから依頼を受けて、旅をしている」のどの奥から、レオンは声をしぼりだす。「けど、あいつとは本当に偶ぐう然ぜんのゆきずりなんだ。あいつが俺の目的に役立ちそうだと知って、それでむりやり護ご衛えいになったんだ。だからあいつには、あんなクソ生なま意い気きな小こ娘むすめには、なんの義理も義務もない。なにひとつない……」

　そうだ。彼女がとらわれようがなんだろうが、かまわないはずだ。このままそ知らぬ顔で、彼らの仲間になったふりをして街を発たってしまえば、いい。

　そう思いながらも、レオンは自分がそうできないのがわかっていた。

　それは、薄れ、消えかけていく夢の名残なごりのせいか。あるいは別れ際の、強気な口く調ちように隠かくされた、必死な願いにも似た彼女の命令のせいか。

「あんたたちは俺を助けてくれた。だから協力しよう。だが」レオンは静かに、ラウルを見つめた。「報ほう酬しゆうはいらない。なぜなら俺は……まだ、あいつにやとわれているんだ」

　レオンは剣の柄つかをにぎった。手のなかで、獅し子しの柄頭がしらを固くにぎりしめた。

「俺は、あいつの護衛だ。あいつを守るために剣をとり、あいつを守るために戦う傭兵なんだ。あんたたちの邪じや魔まはしたくない。だが、もしもあいつに」

　紅あかい瞳ひとみが激しい光をともなって、ラウルを見すえた。

「アリアンに敵対するなら、俺が──おまえたちの敵だ」

　そのままふたりは視線を相手に固定する。じっと無言で、長いことにらみあう。

　周囲の物音はない。おそらくこの倉庫にいる人間すべてが、全身を目と耳にして成りゆきを見守っているのだ。ジジですら、身じろぎもせずレオンたちを見つめている。

「……ある国の要人とは、どこの国のだれなのです」

「悪いがそれはいえない。恩おん義ぎのある相手なんだ」

「では、あなたの受けた依頼は……いったいなんです」

　レオンは答えない。剣をにぎってラウルをにらんだままだ。

　重い吐息とともに、詩人であり賢けん人じんである男が、レオンの代わりに答えた。

「おそらく、英雄ライオネルの遺い産さん──────《王獅子の至宝レガリア》でしょう」

　場の空気が凍る。レオンはラウルに視線をあわせたまま、身じろぎもしない。

　ふっとラウルは表情をやわらげると、にこやかなひと好きのする口調でいった。

「……やはり。あなたの依頼主も〝聖座島サン・スイエージユ〟に至し宝ほうが隠されていると聞いて、あなたを送りこんだのですね」そういって彼はジジをふり返る。「酒を持ってきてくれるかな」

　かすかに少女は眉まゆをひそめたが、身をひるがえして奥へ歩いていく。

　もどってきたジジから綺き麗れいな色硝子ガラスの杯さかずきと壺つぼに入った酒を受けとると、ラウルは木箱に腰をかけて壺から杯に酒をそそいだ。

「失礼、口をなめらかにしたいのでね。あなたにはすすめませんよ、怪け我がにさわります」

「すすめられてもいるか。俺は頭をはっきりさせておきたいんだ。それで？」

「あなたの推すい察さつはほぼ正しい。わたしのやとい主は、ランゴニアとコレドムです」

「待ってよね！」後方で成りゆきを見守っていたカラが身を乗りだした。「そこまで明かしていいとはいってないけど、ラウル！」

「さわがずともよろしい。彼は信頼できます。聖せい王おう女じよと敵対しないかぎりね」いいきかせるようにラウルはいった。「金でやとわれる身でありながら報ほう酬しゆうを拒むというのは、金では代えられないもので動いている証しよう拠こです。こういう人間は、仲間にしたほうが得策ですよ」

　おだやかな声こわ音ねでラウルにいわれ、カラはむっとして口をつぐむ。

「……あたしは納なつ得とくいかない」切れ長の瞳ひとみでレオンをにらんで、カラはつぶやいた。「金でやとわれる稼か業ぎようのくせに感情を優先させるなんて、徹してない証拠よね」

「さすが、戦士の一族ヘカトらしいいいようです」ラウルは笑ってレオンにいった。「彼女はまだ若いですが、ランゴニアと契約している、南方のヘカト族の長おさなのですよ」

「契約！」カラはフンと鼻を鳴らした。「たしかにそうかもね。奴ど隷れい契約といえども」

　どうやら複雑な事情があるらしい。だがラウルもカラもそれ以上の説明をしなかった。

「二国ともだったのか……」とレオンはつぶやく。

「ええ。資金と動く人間を、適所に応じてランゴニアとコレドムがだしているのです。しかし、やはりあなたはただの傭よう兵へいとは思えませんね。ずいぶんと各国の情勢におくわしい」

「傭兵だからさ」レオンはぶっきらぼうにいった。「勝てる国にやとわれたいんだよ。そのために、情報は集められるだけ集めているだけだ」

「まあ、いいでしょう」にこやかにラウルは訊きく。「──ところで、あなたはバアシュ教をごぞんじですか？」

　いきなり方向の変わった問いに、レオンは面食らった。

「……バアシュ……ってのは、たしかダルディス人の信じてる神か？」

「ええ、そのとおり」ぐい、とラウルは杯さかずきをあおった。「男だん神しんバアシュを唯ゆい一いつの神と見なすダルディス皇こう国こくの国教です。エウレネ崇すう拝はいとくらべると、ずいぶん新しい宗教ですね。では、ガトランにつたわる、七人の兄妹きようだい神による創そう生せい神話は知っていますか」

「すこしだけな。人間はゴミから生まれたとかなんとかってのだろ」

「そうです。大たい神しんアル＝エルは命あるものどもで地を満たせと兄妹神に命じたのに、人間とまつろわぬ種族とのあいだで起こった戦いくさで、逆に満ちたのは多くの屍しかばねだった……という。バアシュ教は、男神バアシュを不在の神アル＝エルと同一視しています。ロレアンティスの文化と交わるうちに、混同されていったのでしょう。そしてその創生神話に由ゆ来らいしてか、バアシュ教は教きよう義ぎに〈聖せい地ち浄じよう化か〉をかかげています。これが、やっかいでしてね」

「なんだ、その〈聖地浄化〉ってのは？」

「アル＝エルたる男だん神しんバアシュにかわって、大地を屍しかばねで汚けがした人間たちに罰ばつをくだす。つまり、バアシュの信しん徒と以外の人間を一掃し、汚された大地を浄じよう化かする──という意味です」

　レオンは目を見開いた。とっさに理解しがたい内容だった。

「人間がいなくなり、大地が清められたそのあとに、バアシュを信ずる民たみだけの楽園がおとずれるというのです。もっともその教きよう義ぎは、近年にバアシュ教を明確に体系化した現大だい主しゆ教きようラシュドが、あらたに書き起こした聖せい典てんによるものらしいですが」

「それじゃ、ここ数年ダルディスが戦いくさばかりしてるのは……」

「おそらく、バアシュ教のせいでしょう。現大たい皇こうダリウスは、大主教ラシュドのあと押しで国をまとめあげたそうですから。神が肯定し、焚たきつけているわけですよ。戦いも殺さつ戮りくも侵しん略りやくも、征せい服ふくもね……しかも手段を問わないそうです。勝つために、すべての人間を一掃するために、より効率的な方法を使え、その手段を追求しろというわけです」

　話しながら、ラウルは酒で満ちた杯さかずきに視線を落とした。

「聖せい王おう国こくは〈塔とうの学まなび舎や〉にさまざまな研究を認めていましたが、その成果を役立てるのはあくまで産業や芸術方面に制限していました。エウレネ教の教えによるものです。しかし王おう都と陥かん落らく時、ダルディスは何名かの賢けん人じんをとらえ、研究記録とともに連れ去ったらしい。軍事方面に活用するつもりでしょう。その上うえ大皇ダリウスは、至し宝ほうが隠かくされているという〝聖座島サン・スイエージユ〟の大だい聖せい殿でんの閉ざされた扉とびらを開け、聖せい王おう女じよとの婚こん姻いんの儀ぎをとりおこなうつもりでいます」

　思わずレオンは口をつけていた薬やく湯とうにむせた。

「婚姻!?　あ、あの平たい体の小こ娘むすめとか!?　親子ほども歳としがちがうだろ！」

「王族では、それぐらいの歳で婚姻する例はいくらでもありますよ。とはいえダルディスにとって婚姻はあくまで二義的なもの。最大の目的は、〝魔ま呪じゆ〟を宿すといわれる聖王女に、閉ざされた扉を開けさせること、そしてその奥にある至宝を入にゆう手しゆすることでしょう」

「至宝に秘められた〝魔呪〟を、戦に使う……ってことか。じゃあ、いったい」

　ぐいと身を乗りだして、レオンは重苦しい声で訊きいた。

「《王獅子の至宝レガリア》とは──なんだ？」

　ラウルの顔が急に引き締まる。だが答えはない。レオンはさらに問いただした。

「伝説では《王獅子の至宝》は、〈無む貌ぼうの王おう〉をくだすためにアル＝エルが英雄にさずけた、絶大な〝魔呪〟を秘める七つの神しん具ぐといわれてる。英えい者じやの玉ぎよく杖じようとか、示じ現げんの円えん盤ばんだとか……だが、その絶大な力とはなんだ？　なぜ手にするだけで、世界を統すべる〈万界の王ドミナントウール〉になれる？　そんなあやふやな夢物語で、一国がこうも大きく動けるものなのか？」

「……あなたは正しい」ラウルは難しい顔でつぶやく。「なにもかも、おかしい話ばかりなのです。本当にそんなとほうもない力を秘めた至宝があるなら、とっくに聖王国が手にしていてもおかしくない。それに至宝についてのうわさが近年、ひそかに各国に知れわたっているそうですよ。どうも、なにものかが故こ意いにその情報を流しているらしいのですが」

「なんだと？」レオンは大きく目を見開いた。

「むろん、至し宝ほうが〝聖座島サン・スイエージユ〟にあるという以外なにもわかりません。ですが二千年ものあいだ、だれも目にしなかった至宝が、なぜいま……と思いませんか？」

　ふたりは見つめあう。交わす視線のなかで、ひとつの疑ぎ惑わくが一致する。

「不確定な情報ばかりが先行し、具体的な話はなにもわからない。それでもダルディスが動いたことから、ガトラン中の国々は疑ぎ心しんをいだき、浮き足だっています。本当に至宝があるなら、他国にわたる前に……と」

　ラウルは、ゆらめく炎ほのおが映る藍あい色いろの硝子ガラス杯はいに視線を落とした。

「〝聖座島〟の大だい聖せい殿でんを建造したエラトスは、賢けん人じんであり芸術家であり、発明家でもあるといわれています。〈塔とうの学まなび舎や〉には、彼が二千年前に記した研究論文や設計書が、わずかですが残されていました。いま見ると、まるで〝魔ま呪じゆ〟としか思えないものもあります。万の軍ぐん勢ぜいを焼きつくす魔ま砲ほうタスラムですとか、どんな城も破壊する攻こう城じよう槌づちガエボルグですとか……そしてそのなかには、大聖殿の見取り図の一部もありました……」

　レオンは無言で耳をかたむける。ラウルの話には、ひどく心惹ひかれるものがあった。

「たしかに〝聖座島〟の大聖殿は、英雄の霊れい廟びようです。けれど歴代のローレアン聖せい王おうが、王おう都とからわざわざ島までおもむいて戴たい冠かん式を行ってきたのは、それだけの理由でしょうか」

　繊せん細さいな指をおとがいにあて、ラウルはつぶやく。

「わたしのやとい主は、至宝をダルディスにわたしたくないと考えています。むろん、手に入れられれば、それにこしたことはない……しかしわたしは、《王獅子の至宝レガリア》について懐かい疑ぎ的です。〝聖座島〟の大聖殿の奥には、本当はいったいなにが秘められているのか」

　ラウルのとび色の瞳ひとみに、不ふ思し議ぎな光が宿る。

「伝説の裏の真実……それを、〝至賢人グラン・サージユ〟たるわたしが見極めにいくのです」

　レオンにはその光が、真実の探求という飽あくことのない野望に見えた────




　リールエルバンを襲おそった嵐あらしは、それからいく日もつづいた。

　裏うら町まちの焼け焦こげた瓦が礫れきもくずれかけた桟さん橋ばしも船も、兵の死し骸がいも住民の死骸も、ふりつづく雨に〈央おう海かい〉へと押し流された。ゆくあてのない裏町の住民が救いをもとめて街がい門もんに押しかけたが、ダルディス兵に追いはらわれて、その多くが雨のなか死んでいった。

〈央海〉はあまたの屍しかばねを吞みこんで、ただひたすらに荒れ狂った。

　だがやがて、ついにその嵐も終わるときがきた。氷を割るように分厚い雨雲が割れ、いく筋もの陽ひの光が射さして、〈央海〉と大河ロンヌのさざ波をきらめかせる。

　数日後、ダルディス軍は奴ど隷れいを集め、街の周辺の瓦礫をかたづけ、屍を焼かせて骨を海に流した。その後、地面を綺き麗れいにならすと、もうどこにもあの悲ひ惨さんな光景はなかった。

　まるで最初から、なにも存在しなかったかのように。




　春の第一月たる聖花月エウレニアの半なかばがすぎ、花々が咲き乱れる街道を色とりどりの旗を立て、ダルディス人部ぶ族ぞくの長おさたちが兵を引きつれ、リールエルバンへやってきた。

　新調した銀の胸むね鎧よろいを輝かせ、手入れをしたつややかな毛並みの馬に飾り立てた鞍くらを載せ、五色に染めた手た綱づなをとって、彼らはこの上なくほこらしげにかっ歩する。

　街道にのびる行軍のあとに、荷を背負った奴ど隷れいたちや行ぎよう商しよう人にんの一団、大だい道どう芸げい人にんたちの荷に馬車がつづき、大河ロンヌをくだって物資をはこぶ船も次々と到着した。

　部族長や主おもだったダルディス人たちはリールエルバンの城へ招待された。それ以外のダルディス人は、もと裏うら町まちがあった跡地に天てん幕まくをはり、馬をつないで荷を降ろし、一時の居きよ留りゆう地ちを作った。商人も荷を解いて店を開き、荷馬車で店開きをする。

　夜よ毎ごと宴えん会かいが開かれ、奏かなでる楽がくの音が鳴り響ひびく。祭りへの期待に、居留地のダルディス人たちは浮かれさわいだ。彼らが踏みしめる地に、おびただしい屍しかばねがあったことも知らずに。

　そして、婚こん姻いんの儀ぎを行う聖花月最後の日がおとずれた────
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　蒼そう海かいに長く白い波の尾を引いて、数隻せきの帆はん船せんが〝聖座島サン・スイエージユ〟へむかう。

　風に白い帆ほをはらませて進む帆船の頭上は、澄すみわたる碧へき空くうだ。陽ひ射ざしは暖かく、照り返しのまぶしい水面みなもを春の風が吹き抜けていく。晴れの日にふさわしい陽気だった。

　レオンは奴隷の扮ふん装そうをし、こぎ船のひとつに乗っていた。

　詩人ラウルは祭さい儀ぎ用の長ちよう衣いをまとい、舳へ先さきに立って嬉うれしそうに行き先をながめている。弟で子しのジジは浮き浮きした様よう子すの師し匠しようにくらべ、平然として船に乗っていた。

　船にはほかに、奴隷に扮したカラと仲間の男たちがいる。彼らのまなざしは一様に油ゆ断だんがなく、レオンを警けい戒かいするようにときおり視線をよこしている。

　その目め線せんを無視して、レオンはぐいと両腕に力をこめて櫂かいをこいだ。

　重くあらがう波の手応えを腕に感じる。その波を櫂で送り、さらに力強くこぐ。

　なつかしかった。水面にはね返る陽の光と肌はだにふれる潮しお風かぜが、無む性しようになつかしかった。

　潮しおの香かを全身に浴び、ゆれる波を全身で感じ、冷たいしぶきを体で受けて、青い空の真ま下した、どこまでも蒼あおく広い海のただなかにいて、レオンは胸が高鳴った。

　奥底から突きあげるような興こう奮ふんをおさえきれず、彼はふりしぼる声で叫びたかった。

　帰ってきたんだ、俺は、海に────！

　だがその興奮は、長くつづかなかった。目に見える現実が興奮を沈ませた。

　自分が乗るのは貧弱なこぎ船だ。檣しよう楼ろうのある高い三本マストと、風にはらむいくつもの横帆をそなえた帆船ではない。なにより、かつての仲間はだれも、ここにはいない……。

　レオンは櫂かいをにぎりなおす。冷えていく高こう揚ようの名残なごりが胸に苦にがい。

　腕を動かしつつ、彼は前方の帆はん船せんをふり返る。行く先に断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの〝聖座島サン・スイエージユ〟が見えた。灰色の岩いわ肌はだがむきだしの断崖は荒々しく、祭事の旗に飾られた帆船とあまりにそぐわない。

　島の頂いただきには、光の加減で変わる不ふ可か思し議ぎな色を放つ建造物が見えた。

　あの光が大だい聖せい殿でんなのだろうか。どう見ても、レオンには建造物に思えない。

「もうすぐ〝聖座島〟に到着しますよ」ラウルが涼やかな声でみなにいった。「わたしとジジが降りて夕暮れをすぎたら、闇やみにまぎれて島の背後にまわってください。岩にもやいをつないで、そこで待機をお願いします。レオンとカラはわたしたちと同行します」

　そういうと、ラウルは〝聖座島〟の頂を見あげた。

「なんという美しい光でしょう、あれが、大だい賢けん人じんエラトスが才のかぎりをつくして建造した大聖殿ですね……おお、なんとすばらしい……」

「師し匠しよう」ジジが冷静な声をかけた。「いまから全力でうっとりなさらないほうがいいと思います。間ま近ぢかでごらんになったとき、体力と称しよう賛さんの言葉がつきます」

「無ぶ粋すいをいうものではないよ、ジジ。美への賛さん辞じはくめどもつきぬ泉のごときもの。目まの当たりにすればおのずとわきでてくるのです」ラウルはうっとりとつぶやいた。「ああ、あのまばゆき輝き。あれこそ現世の神しん秘ぴ、古代の奇き跡せき。あの驚きよう異いを前に胸の高ぶりはいまや」

「あんたの頭こそなにかわいてんじゃない」とカラ。
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「女性を前にしても同じですからきっと虫が」とジジ。

「無む機き物ぶつ相手に口く説どき文句とはまったく見あげた色いろ男おとこだぜ」とレオン。

「どうしてそうあなたがたは水をさしたがるんです……？」ラウルが嘆たん息そくした。

　やがて帆船は、島のふもとにもうけられた大きな桟さん橋ばしのそばに停てい泊はくした。

　こぎ船も、それぞれ小さな桟橋に泊まる。ラウルとジジが先に桟橋に降り、レオンも短たん剣けんをつけた剣けん帯たいを巻き、祭さい衣いのマントの下に獅し子しの剣を隠かくして荷を背負うと降り立った。

「あんたが先にいって」カラが背後からささやいた。

　レオンはちらと彼女を見やる。戦士の娘は、編んだ黒くろ髪かみをうしろでまとめ、厳いかついブーツとこぶしに巻いた革の手しゆ甲こう以外、相変わらず半はん裸らに近い軽けい装そうだ。武器らしい武器はないが、隙すきのない身のこなしからすると、全身が武器だと考えてもおかしくない。

「いつでも背中から襲おそいかかれるようにってか」レオンは皮ひ肉にくった。

「わかってるじゃない」カラは平然と返す。「自分が信用されてるとは、あんたも思ってないよね？　ま、うさんくさいのは、あの優やさ男おとこもだけど」

　くいとあごをしゃくって、カラが前方のラウルを指すと、ジジがふり返った。

「カラ。師し匠しようがうさんくさいのはしかたありませんが、手はださないでください」

「わーかってる、ジジ。その師匠がおかしな真ま似ねをしないかぎりは、だけど」

　どうやら、カラはラウルを監かん視しする役目も担になっているようだ。

　レオンは前を歩くラウルの背中に視線をあわせる。

　たしかに──あの、詩人兼けん賢けん人じんと名乗る男の真意は、いまひとつはかりがたい。おそらく、彼のやとい主たちも同じことを考えて、カラに監かん視しを命じているのだろう。

（……とはいえ、このカラってやつもどうだろうな。こいつはこいつでなにか……）

　女戦せん士しを横よこ目めでうかがいつつ、レオンはラウルたちにつづき大だい聖せい殿でんへの階段をのぼりはじめる。ジジのあとについて歩きながら、レオンはそっと頭上をふりあおいだ。

　階段の途と中ちゆうに、色とりどりの旗や幟のぼりにかこまれた一団が見えた。

　あれはおそらくダリウス大たい皇こうとアリアンが乗る輿こしだろう。離れた距離に少女の姿ははっきりしない。たとえ間ま近ぢかでも、帳とばりがおろされた輿のなかでは、影しかわからないはずだ。

　彼女との距離がとほうもないものに思えた。同時に、至し宝ほうとの距離も。

　この距離を、どう縮めればいいのだろう。いや、はたして追いつけるものなのか……。

　そのとき後方がざわめいた。レオンは肩ごしに桟橋の方角を見おろす。

「あれは!?」レオンは声をあげた。ラウルたちもふり返る。

　いましも沖おきあいから壮そう麗れいなガレイ軍ぐん船せんが〝聖座島サン・スイエージユ〟を目指してやってくるところだった。風をはらむ巨大な帆ほには、船と王おう冠かんをかたどった紋もん章しようが大きく染め抜いてある。

「海洋国バルテンの軍船ですね」ラウルがいった。「婚こん姻いんの儀ぎに参列するためでしょうか。ですが、あの紋章の王冠は国こく王おう以外の王おう族ぞくのしるし……」

　軍ぐん船せんは桟さん橋ばしから離れた波間に錨いかりをおろして停てい泊はくした。桟橋に泊まるには船が大きすぎるのだ。小船が降ろされ、縄なわばしごをくだって次々と黒の胸むね鎧よろいの兵士や礼れい装そうの男たちが乗りこむ。

　そのなかに、ひときわ晴れやかな礼装の、二十代はじめとおぼしき青年が見えた。

「あれはおそらく第一王子スヴェンです」ラウルがとび色の瞳ひとみを細める。「しかし叔お父じのマグヌス公との抗こう争そう中に本国を離れるなど……留る守す中に王おう位いを宣言されたら大変でしょうに」

　レオンはラウルの言葉など聞こえないかのように、じっと青年をにらんでいた。血の色の紅あかい瞳が、炎ほのおを映したように光っている。

『……レオン、レオン……！』ふいに、しゃがれ声が切せつ羽ぱつまった口く調ちようで呼びかけた。

　はっとレオンはわれに返る。「なんだ、どうした!?」

『……意識が……引きよせられる……この、島に…………レオン……！』

「おい、どうしたんだ！　おい！」

　レオンはささやき声で呼ぶ。だが、それきりぷつりとしゃがれ声はとだえる。再度話しかけようとして、ラウルたちがけげんな顔でこちらを見ているのに気づいた。

　あわてて岩いわ肌はだを削けずって作られた階段に視線を落としたとき、ふと、足もとに落ちる影が薄くなったような気がした。レオンは空を見あげる。

　蒼そう空くうの中央にあった太陽に、いつしか雲がかかっている。雲は見る間に広がっていき、ひとひらのかげりさえなかった空は、あっという間に覆おおわれた。

　まるで、大たい皇こうと聖せい王おう女じよが〝聖座島サン・スイエージユ〟に上陸したのをみはからったかのように。

　いいようのない不安にレオンは襲おそわれる。気け配はいの途と絶だえた獅し子しの剣のことも気がかりだった。意識が引きよせられるとは……いったい、なぜ？　なにがここにある────？

　やがて一いつ行こうは階段を上りきり、島の頂いただきに到着した。

　その頭上には、いまや黒々とした重く暗い雲が、低く厚くたれこめていた。
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　それは、あたかも大地からさす光のようだった。

　時が移るのにあわせ、朝焼けの薔ば薇ら色にも黄昏たそがれの紫し紺こんにも、晴れわたる空の青せい藍らんにも移り変わる、神しん秘ぴの光。〝神の聖なる座〟を意味する荘そう厳ごんなる聖せい殿でん。




　植しよく樹じゆをほどこした広い前庭にある、白しろ大だい理り石せきの人工池の中央に、周囲を睥へい睨げいするように剣をふりあげたライオネルの彫ちよう像ぞうがそびえていた。

　その彫像の背後に、天へとのびる光のように輝く結けつ晶しよう柱ちゆうがそびえている。

　このまばゆい結晶柱には、いくつもの尖せん塔とうと無数の金属の柱で構成された、金色に輝く建造物がつつみこまれていた。

　建造物は白しろ大だい理り石せきの壁でかこまれ、前庭からつづく幅広い階段をのぼった位置には、分ぶ厚あつい金属の扉とびらがある。聖せい殿でん内部へ入るには、この扉しかないようだ。

　重苦しい鈍にび色いろの曇り空の下、地上に生まれた光のようなこの建物を、レオンは感かん嘆たんの思いで見あげていた。彼だけでなく、その場にいるだれもがこの神しん秘ぴに釘くぎづけだった。

「……いったい、これは」常に平静なジジが、おどろきを隠かくせない声でいった。「自然の鉱物の結けつ晶しよう体たいを利用したものですか？　自じ重じゆうで壊れないのでしょうか？」

「伝説では、歌うたい妓めドルシラは〝魔ま呪じゆ〟で天青石セレステインの城を生みだしたというよ」ラウルがつぶやいた。「これが〝魔呪〟のなせるわざだとしても、すばらしい奇き跡せきにはちがいないね」

「でもそれはただの伝説です。この大だい聖せい殿でんは賢けん人じんエラトスが建造したと聞いていますが」

「それも二千年前の話だよ。真しん偽ぎはだれにもわからない」ラウルは大聖殿を見つめて話す。「英雄と〈無む貌ぼうの王おう〉との戦いも、建国者たるライオネルを正当化するために作られた物語かもしれない。勝者たるライオネル側が、敗者側をおとしめるために──」

「じゃあ、伝説も神話も、ただのおとぎ話なの？」カラが不満げにいった。「そんなわけない。あたしたちの部ぶ族ぞくヘカトは、古いにしえの戦神たちの末まつ裔えいなんだから！」

「伝説と神話は、いささか意味あいが異なりますよ」ラウルはほほ笑んで答えた。「伝説は事実に創作をくわえたものですが、神話はある文化の要素を象しよう徴ちようしており……」

　思わずレオンは口をはさむ。「だがラウル、〈塔とうの学まなび舎や〉にはエラトスの」

　す、と優ゆう美びな指がのびてレオンの前でふられる。とっさにレオンは口をつぐんだ。

「たしかなことはなにひとつありません。ですからこの目でたしかめにいくのですよ」

　にこやかにラウルがいった。レオンは察して言葉を吞みこむ。

　周囲にはひとがひしめいている。うかつな言葉を口にしてはあやしまれるだろう。〈塔の学舎〉にエラトスの図面があったなどと、一いつ介かいの奴ど隷れいが知る情報ではないのだ。

　ラウルが周囲を見わたしてささやいた。

「外観を見るかぎり、配置は正しいようです。あとは内部ですが」

「どうやって入るんだ」

「夕刻になると、大たい皇こうと聖せい王おう女じよ、部ぶ族ぞくの主おもだったものたちと高位の聖せい職しよく者しやたちが内部に入ります。残ったものたちは、詩人や楽がく人じんたちがバアシュにささげる歌か舞ぶ曲を鑑かん賞しようして、大皇たちがでてくるのを待つのです。そのあとはわたしにおまかせを」

　そういってラウルは身を引いた。レオンも沈ちん黙もくしてまわりを見わたす。

　空はますます暗くなりつつあった。夕暮れ時というだけではない、重く厚く黒い雲が、いまにも雨となって落ちてくるばかりに天を覆おおい隠かくしていたのだ。

　儀ぎ式しきの準備はとどこおりなく進んでいた。バアシュ教の侍じ者しやたちが前庭の池のそばに天てん幕まくをはり、聖職者たちは聖せい具ぐや衣装をととのえてならんでいる。

　天幕のひとつに、海洋国バルテンのスヴェン王子の一団がいた。

　彼をかこむ黒の胸むね鎧よろいの警けい護ご兵たちは、周囲にいる銀の胸鎧のダルディス兵のなかで、異い質しつな輝きをはなっている。

「はじまるようです」

　ジジのささやきにレオンは居ずまいを正す。ざわめきがやみ視線が大だい聖せい堂どうへ集まった。

　夕ゆう闇やみせまるなか、聖せい具ぐを手にした聖せい職しよく者たちが、朗ろう々ろうと聖せい典てんを読みあげる。

　高こう域いきの女性と少女の声、低てい域いきの男性の声とがあわさり、淡い光を放つ大聖殿にはね返り、暗い曇どん天てんへと美しく響ひびきわたった。それを合図に天てん幕まくから、女主しゆ教きようを先頭に、大たい皇こうと聖せい王おう女じよ、部ぶ族ぞく長や聖職者たちがあらわれる。

　豪ごう奢しやな衣装とヴェールにつつまれたアリアンが、ドレープをささげもつ少女侍じゆう者しやたちにかしづかれ、面おもてを伏せて歩む。彼女の無事な様よう子すに、見守るレオンはほっとした。

　が、すぐになんとなく落ち着かない気持ちになる。

（……まさか、こういう場ですっ転んだりしないよな……さすがにな）

　前庭の中央でアリアンは立ちどまった。レオンの心しん臓ぞうがどきりとはねあがる。

　アリアンはヴェールをそっと細い手でかきわけて、参さん列れつ者たちを見まわした。まるで、だれかをさがすように。だが、すぐに彼女はうつむき、その面はヴェールに隠れる。

　ふいにジジがつぶやいた。「アリアンさん、顔色がとても悪いです」

「なんだって」思わずレオンは訊きき返す。「見えるのか、この距離が!?」

「はい。一いつ瞬しゆんですが」こともなげに肯定して、ジジはつづけた。「心配です。雪のように真まっ白しろな、青ざめたお顔でした。それに、とても思いつめたまなざしで」

「あいつ……」

　レオンは大聖殿へ進んでいく大皇の一団を見つめる。落ち着かない気分は、いまやはっきりと〝不安〟という重い雲になって、彼の胸にわだかまった。

　大皇たちは広い階段をのぼり、大聖殿の入り口の大おお扉とびらの前で立ちどまった。侍者が扉の両りよう脇わきの、金属の篝かがり火び台に火を投げ入れる。薪まきに火が移り、周囲を赤々と照らしだした。

　アリアンが長いヴェールを引いて一歩進みでると巨大な扉の前で優ゆう雅がにひざまずいた。頭こうべを垂れて手を組みあわせ、少女は澄すんだ声で、不ふ思し議ぎな抑よく揚ようの言葉をとなえはじめる。

「なんだ、あの言葉は」レオンは眉まゆをひそめる。「ローレアン語じゃないな」

「古代ロレアンティス語の聖せい句くですね」彼のつぶやきに、ラウルが答える。「……〝ひらかせたまえ、とよませたまえ、あがけとばによりて……われ、ときわのひとやをふうず、もりびとなり……〟という感じですか。しかしこの内容は……」

　アリアンの声がひときわ高まる。人々は固かた唾ずを吞んで見守った。少女の澄んだ声は曇天へとのぼり、吸いこまれるように消えていった。静せい寂じやくがその場に生まれる。

　……だが、なにごとも起こらない。

　変わったことはなにも起きなかった。人々はざわめきはじめる。ささやきかわす声は高くなり、やがて非難めいた調子になる。あわてふためく聖せい職しよく者しややざわつく兵士たち、顔を見あわせる部ぶ族ぞく長たちが見えた。レオンの胸にのしかかる不安が、さらに重くなる。

　しかし、アリアンはひざまずいたまま身じろぎもしない。

　大たい皇こうダリウスが、いらだったようにアリアンがひざをつく段へと足を踏みだした。

　そのとき──────どよめきがあがった。人々は一いつ斉せいに身を乗りだした。

　耳みみ障ざわりなきしむ音が、夕ゆう闇やみに響ひびく。

　炎ほのおに照らされた大おお扉とびらが、ゆっくりと動きだす。だれも手を触れないのに、まるでアリアンの声に応えたように、巨大な扉は大きく内部へと開いていく。

「……〝魔ま呪じゆ〟だ」

　ひとつの声があがった。その声はすぐさま別の声を引きだし、次々とかさなった。

「〝魔呪〟だ」「本当に聖せい王おう女じよには〝魔呪〟があるのだ！」「これで大皇陛へい下かは聖王女の伴はん侶りよと認められたのか!?」「陛下こそ、ライオネルの後こう継けいたるものだ！」

　歓かん呼この声が一いつ斉せいにあがる。ダルディス人たちは一いち様ようにダリウス大皇を称たたえ、皇こう国こくの繁はん栄えいを祝した。その歓声に見送られ、大皇一いち団だんは扉へと進みはじめる。

　レオンの表情が険しくなる。獅し子しの剣はアリアンに〝魔呪〟の力はないといった。なのに、なぜ……？　だが問いただそうにも、剣はいまだ沈ちん黙もくしたままだ。

　なす術すべもなく、レオンは階段をのぼるアリアンたちを見つめる。

　ふとそのとき、彼は自分のほおをなでるいやな、生なま温ぬるい風を感じた。

　大だい聖せい殿でんの内部へ足を踏み入れる大皇のマントと聖王女のヴェールのすそを、強くなる風がはためかせる。彼らの姿は大聖殿の淡い光につつまれ、やがて消えていった。

　下りてくる夕闇とともに、氷のごとき冷たいしずくが、ぽつりと地に落ちた。
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　侍じ者しやたちが持つ松明たいまつの灯あかりが、金属の壁を金色に輝かせる。

　入り口の巨大な扉をくぐると、そのむこうは無数の細長い柱にはさまれた長い通路だった。純白の衣装をまとう姿を輝く床に映し、アリアンはその通路を歩いていた。

　オルガはそばにいなかった。前庭の天てん幕まくで離れ離れにさせられたのだ。ともに歩く多くのダルディス人のなかで、彼女はただひとりになったような気持ちでいた。

（……お父とうさまも、この道を歩いたのかしら）

　亡き父、聖せい王おうニコラウス三世の面おも影かげとその言葉が、アリアンの脳のう裏りによみがえる。

〝よいかね、アリアン……〟

　口づたえに、いくつもの聖せい句くを幼かった彼女に教えたあと、父は厳きびしい声で告げた。

〝ローレアンの聖王は、ただの統とう治ち者ではない。われらは、英えい王おうライオネルの遺い産さんを守る役目をになうものであり、それを使うものではないのだ。やがておまえが大だい聖せい殿でんの内部に足を踏み入れたときも、それを忘れず、英雄の末まつ裔えいたる自じ負ふをもってのぞむがいい〟

　アリアンの両肩に手を乗せ、ローレアンの聖せい王おうはおごそかな声こわ音ねで告げた。

〝大たい神しんが治めし天と、英えい王おうが治めし地をつなぎ、守りゆく役目をけっして捨てずに……〟

　ふいに大たい皇こうダリウスの怒ど鳴なり声が響ひびいた。思いにふけるアリアンはわれに返る。

「なにをのろのろ歩いておる！」憤ふん然ぜんとダリウスはいった。「どうせ儀ぎ式しきなど形だけだというのに、無む駄だに大げさなのだ。さっさと奥おく宮みやへいくぞ！」

「詩人や楽がく人じんたちに大おお仰ぎような儀式を見せておくのは悪くないのだぞ、ダリウス」

　背後から初しよ老ろうのキンブリ族の長おさがいった。キンブリ族はダリウスの出身であるアレマン族についで大きい部ぶ族ぞくである。ダルディスにおける彼らの発言力はあなどれない。

「詩人たちはガトラン中を旅している。壮そう麗れいな儀式を行い、われらが威い信しんを見せつけておけば、勝かつ手てに彼らがダルディスの偉い大だいさを喧けん伝でんしてくれよう」

「それよりも、至し宝ほうとやらはどこにあるのですかな。皇こう都とからはるばるきたのですぞ。こんな穴倉に入っただけで終わらせず、目ぼしいものを見せてもらいたいものですな」

　中年のテウトニ族の長が皮ひ肉にくげにいうと、瘦やせぎすのラジゲス族の長がつづけた。

「バアシュ教の坊ぼう主ずにかつがれたのではないかね、ダリウス。いくらラシュド大だい主しゆ教きように力ぞえしてもらったからといって、大皇みずから坊主のお使いとは情なさけなかろうよ」

　他の部族長たちが一いつ斉せいに笑った。ダリウスは憤ふん怒ぬで顔をゆがませる。

「くそ！　見ておれ！」彼は先に立つヴェレダ主教を追い抜き、足音荒く進んでいく。

　女性主教は静かな灰はい色いろの瞳ひとみで部族長たちを一いち瞥べつすると、ダリウスのあとにつづいた。

　アリアンは、ひそかにヴェールの下で彼らのやりとりを聞いていた。

　どうやらダルディス皇こう国こくは一枚岩ではないらしい。これを覚えておけば、いずれ────

　ふいに前方に光が見えた。ダリウスがいさんで駆け足になる。ゆくてにせまい天てん井じようから明るい霧きりか煙のような光が降り、通路を閉ざしていた。

　一いつ瞬しゆんダリウスは躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに光の霧へ足を踏み入れた。その姿が霧に隠かくれる。

「なんだ……ここは!?」

　ダリウスのおどろきの声が聞こえた。それにつられて一いつ行こうは霧のなかへ入る。アリアンも最さい後こう尾びについて進んだ。霧を通り抜けるとき、肌はだに一瞬ちりちりとした感覚が残った。

「これは!?」霧が開けた瞬しゆん間かん、一行からぼうぜんとした声があがる。

　そこは、不ふ可か思し議ぎな壁にかこまれた小さな空くう洞どうだった。

　壁は硝子ガラスにも似た半透とう明めいの材質で、一行の姿が映りこんでいる。表面に、ときおりちらちらとあやしい光が断続的に走り、映る人々の姿をよぎってゆがませ、消えていく。

　奥には固く閉ざされた両開きの扉とびらがあった。虹にじ色いろに輝く材質でできた扉は、取っ手がどこにも見当たらない。中心に、なにかの文字でかこまれた円形の紋もん章しようが刻まれている。

　紋もん章しようは、まるで仮か面めんのような形だった。

　ダリウスが近より扉とびらをこぶしでたたく。だが硬い音が返ってきただけだ。

「なぜだ、なぜ開かない？　おい、至し宝ほうはどこだ。ここにはないのか、聖せい王おう女じよ！」

　苛いら立だつダリウスはふり返り、アリアンにむかっていった。

（……いまよ）

　アリアンは凛りんとした声でいった。「そこをおどきなさい。あたくしに場を空けるのよ」

「なんだと？」ダリウスの太い眉まゆがつりあがった。

「ここを開くには、〝魔ま呪じゆ〟を宿すあたくしが英えい王おうの御み霊たまに語りかけ、そのゆるしをいただかなくてはならないわ。それと」少女は一同をみわたした。「身に着けた武ぶ具ぐも帯おびもマントも脱いで、身ひとつに近い姿になるのよ。アブリテの丘にのぼった英王にならうために」

「馬鹿な！」ダリウスが怒ど鳴なる。「そんなみっともない格かつ好こうができるか！」

「そう、それではおとなしくここから即そつ刻こく引き返したらいかがかしら」

　アリアンは冷ややかに、しかし燃える敵意を瞳ひとみに宿していい放った。

「さぞかし皇こう都とで、いいえガトラン中で笑いものになるでしょうね。大たい皇こうダリウスたるひとが、これだけ盛大な儀ぎ式しきを開いておいて、手ぶらで聖せい殿でんからでてきたのなら？」

「こ──の小こ娘むすめが……！」ダリウスのこめかみに血管が浮きあがる。が、彼はふり返ると一行へ怒ど鳴なった。「祭さい衣いや武具をはずせ。いますぐにだ！」
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「なんだと、裸はだかにでもさせるつもりか、ダリウス！」キンブリ族の長おさがいう。

「黙れ！　至し宝ほうを手に入れず聖せい殿でんからでたなら、そちらのほうが恥はじだ！」

　激げき怒どするダリウスに命じられ、一いつ行こうは不ふ承しよう不ぶ承しよう、身につけるものをはずした。

　長いマントや腰こし帯おび、きらびやかな祭さい衣い、革の靴くつや祭さい帽ぼうが次々と床に落ちる。アリアンも、かさばる豪ごう奢しやな衣装をその場に脱いで、薄いドレス一枚になる。

　一同が下着も同然の格かつ好こうになるとアリアンは扉とびらに歩みよる。紋もん章しように手のひらをあてて目を閉じ、少女は聖せい句くを唱えはじめた。

　澄すんだ不ふ思し議ぎな抑よく揚ようの声が、空くう洞どうにこだまし、高く響ひびきわたった。
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　大だい聖殿の外では、すさまじい風が吹き荒れていた。篝かがり火びの炎ほのおを、池の周囲にしげる木々の葉を、強い風が引きちぎるようにさらって飛ばす。

　重い雨あま粒つぶが混じる強い風と黒い雲に閃ひらめく光、腹に響く遠い轟とどろきが、嵐あらしを告げていた。

　主だったものたちは天てん幕まくのなかに避ひ難なんしたが、その天幕も風に吹き飛ばされるばかりにはためいている。多くのものはまだ外に残り、風から身を隠かくす場所をさがしていた。

　レオンたちは大聖殿をかこむ壁の陰で、暴風に耐えていた。

「これはヤバいな……かなり荒れるぞ」

　雷かみなりの閃きを端はし々ばしに輝かせた重い雲がのしかかるようにレオンの頭上に広がっている。生なま温ぬるい空気が肌はだに気持ち悪く、彼は濡ぬれたマントを脱ぎ捨てたくなった。

　ラウルは長ちよう衣いをしっかりと体に巻きつけ、眉まゆをひそめて天をあおいでいた。カラは腰に両手をあて、周囲を警けい戒かいするように見わたしている。

　ふと気づくとジジがいない。考えなしにいなくなる彼女ではないはずだから、なにか目的があるのだろう。だがレオンには、その理由の見当がつかない。

　大聖殿内部へ入っていったアリアンや大たい皇こうたちは、いっこうにもどる気け配はいがなかった。

　じりじりとあせる気持ちにかられ、レオンはそっと前庭のほうをうかがう。兵や聖せい職しよく者しやたちの交わす会話が、風のなか切れ切れに聞こえてきた。

「大皇陛へい下かはまだおもどりにならないのか!?」

「だれぞ見にいってまいれ！　いや、全員聖せい殿でんのなかに避難するのだ！」

「しかし、もどるまでだれも入るなとの厳げん命めいで……！」

　その声を聞きつつ、レオンはいまだ頭上を見あげているラウルにいった。

「大聖殿に避難するらしいぞ。あいつらにまぎれてなかに入るのはどうだ」

「……いいえ、まだです」

「なにかまずいのか。このままだと俺たちも────」

　レオンがいいかけたときだった。

　前庭から一いつ斉せいにどよめきがあがる。おどろきと恐怖に満ちた群集の叫びだ。

　とっさにレオンは飛びだした。人々が大だい聖せい殿でんの階段前に群れ集まっている。若者はむりやり割りこんで、そして大聖殿の開いた扉とびらを見あげた。

　そこには、だれかが立っていた。よろめくような足取りで、一歩、二歩、前に踏みでると、弱々しい声でそのだれかはいった。

「お、奥おく宮みやで……奥宮のなかで、た、大たい皇こう陛へい下かが……部ぶ族ぞくの長おさがたが…………」

　そのとき、ひときわ明るい雷らい光こうにその姿が浮かびあがった。

　バアシュ教の若い男の侍じ者しやだ。ズタズタになった下着も同然のぼろ切れを身にまとっている。そのぼろ切れは、おびただしい血に染まっていた。

「みな、こ…………殺され、ま…………」

　その言葉を残し、階段を血まみれの侍者が転げ落ちる。

　耳に痛い震しん動どうで段に何度も体を打ちつけ、飛び散る血の跡をつけて、最後にぐしゃりといやな音を立て、侍者の体は前庭の地面に思うさまたたきつけられた。

　そのまま彼はこときれた。階きざはしに残された血の上に、ぼたりと雨あま粒つぶが落ちる。

　ひとつぶ、またひとつぶ……見る間に激しい雨が流れる血を洗い流していく。

　轟とどろく雷らい鳴めいが、人々の恐怖の悲鳴と混乱を吞みこみ、鳴り響ひびいた。




　暗い曇どん天てんの下、リールエルバンの港を何艘そうもの黒い船が離れていく。

　黒い鎧よろいの騎き士したちは船に身をひそめ、無言で全身に緊きん張ちようをはりめぐらせていた。

　一艘の舳へ先さきに、皇こう弟ていユーサーは立っていた。冷たい黒こく曜よう石せきのごとき瞳ひとみで行く手を見すえる少年に、背後に立つ副ふく官かんのギャラングがささやく。

「いよいよですね」にや、と彼は笑った。「どうです、さすがに緊張してきましたか」

「まさか」にべもなく少年が答える。「今日という日のためにあらゆる術すべを策し、配してきたんだ。それにどんな手抜かりもない。仕損じるなら、僕が自分をずいぶんと買いかぶっていたということさ。もっとも──《王獅子の至宝レガリア》を前に、どんな失策もするものか」

　そういって、少年は稲いな光びかりをまとう天へむかって右手をさしのべた。

「僕は、かならずやこの手に」

　強まる風に少年の昏くらいつぶやきが乗る。彼の右手には、得え体たいの知れぬ獣けものの皮でつくられた、一冊の古びた書物があった。

「分かたれし大陸ガトランのすべてを乗せる……！」




　黒い帆ほをあげてすすむ船の前方に、夕ゆう闇やみに沈む〝聖座島サン・スイエージユ〟がせまりくる。

　そのとき突とつ如じよ、青白く巨大な雷光がほとばしり、天と〈央おう海かい〉とをつないだ。










　　　第五章　雷光







　　　　　　　　　　１




〝聖座島サン・スイエージユ〟の大だい聖せい殿でんの前庭には、不ふ吉きつな静せい寂じやくがただよっていた。

　血まみれでこときれた侍じ者しやの体を、降りだした激しい雨がたたく。見る間に死体の開いた口と見開いた眼球に、雨が血と混じりたまりはじめた。

　人々は声もなく、命なき骸むくろを遠巻きにしてぼうぜんと立ちつくす。

「…………そんな」

　ふるえる声があがった。声は叫びになり、叫びはさらに多くの叫びを引きだした。

「どういうことだ、これはいったいどういうことなのだ！」

「おかしいではないか。閉ざされていた大聖殿にだれがいたというのだ！」

「と、とにかく中を調べにいかなくては……」

「天てん罰ばつだ！」そのとき遠くからだれかが叫んだ。みなが一いつ斉せいに凍りつく。

「……天罰？　まさか、そういえば……正統なる王以い外がいが大聖殿に足を踏み入れたとき」

「そうだ、恐ろしい災さい厄やくがあらわれると聞いたぞ！」

「そ、それでは、陛へい下かの死も、この嵐あらしも……すべて天罰と…………」

「街へ帰らなくては！」まただれかが叫んだ。はっと人々は互いに顔を見あわせる。

「そうだ、ただでさえこの風と雨だ……船がだせなくなる！」

「そんな、陛下や部ぶ族ぞくの長おさがたを置いていくというのか!?」

　兵たちが叫んだ。それに聖せい職しよく者しやや教きよう兵へいが怒ど鳴なり返す。

「ならば貴き殿でんらがさがしにいけばよい。われらは先に帰らせてもらう！」

「なんだと、もとはといえば貴き様さまら坊ぼう主ずどもが陛下を焚たきつけたのだろうが！」

「ヴェレダ主しゆ教きようの安あん否ぴは気にならないのか、薄はく情じようものどもめ！」

「知らぬ。あの女はラシュド大だい主教に体で取り入ったという噂うわさだ。そんな薄うす汚ぎたない雌めす犬いぬの生死など気になるものか。いまはわれらが逃げるのが先だ」

「だめだ！　おまえたちにまぎれて陛下を殺あやめたものどもが逃げるかもしれんぞ！」

　統とう率そつするものを失いダルディス人は混乱しはじめた。醜みにくい口こう論ろんのはてに激げつ昂こうし、兵士や教兵たちが互いにつかみかかる。逃げようとして兵に引き倒される聖職者もいた。詩人や楽がく人じんたちも浮き足だつが、桟さん橋ばしに降りる階段は兵が陣じん取どりだれも通そうとしない。

　レオンは植しよく樹じゆの陰から、険しい顔でその混乱を見ていた。

（なにが起こったんだ、いったい、アリアンはどうなったんだ!?）

　閉ざされた大だい聖せい殿でんに、だれが、どうやって、大たい皇こうたちより先に入っていたのか。

　襲しゆう撃げき者しやの正体もわからない。ダルディスに敵対するものか、至し宝ほうをねらうものなのか。

　考えてもらちが明かなかった。レオンは静かに背負った剣をおろしてにぎる。

　そのとき背後に音もなく忍びよる気け配はいを感じた。とっさに彼は剣を鞘さや走ばしらせかける。

「あたし！」聞き覚えのある声がレオンの動きをとめた。「カラ!?」

「敏びん感かんすぎよね、もう」戦士の娘は獣けもののようにひそやかに近よった。「待ってよ。やみくもに大聖殿に入っても、聖せい王おう女じよを救うどころかあんたも命を落としかねないし！」

「悠ゆう長ちようだな。無む駄だに待つあいだにその危険がこっちに矛ほこ先さきをむけたらどうする」

「べっつに、あたしはあんたの命なんかどうでもいいけど？　でも、あたしらが動いてるってバレるのはまずいんだから。とにかくジジが帰ってくるのを待っててよ」

「どこにいったんだ、ジジは」

「もうすぐもどると思うけど。あの子はいま」

「……レオンさん、カラ」ささやきに呼ばれてふたりがふり返ると、闇やみのなかからジジとラウルがあらわれた。「見つけました。こちらへどうぞ、急いでください」

「なにを見つけたんだ、ジジ」

　珍しくあせる声の少女に、レオンが一歩足を踏みだす────まさにそのとき。

　目もくらむ光とともに、大気をつんざく轟ごう音おんが背後に落ちた。
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　前庭の中央をまばゆく激しい雷らい光こうがつらぬいた。悲鳴をあげて人々が吹き飛び地面にたたきつけられる。輝く雷光が薄れたあと、大聖殿の入り口にひとりの少年が立っていた。

　その姿に人々は、われとわが目をうたがった。おどろきにあえぎ声すらあがらなかった。

　それは────ダルディス皇こう国こく皇こう弟てい、ユーサー皇おう子じだ。

　黒こく曜よう石せきの瞳ひとみに昏くらい炎ほのおを燃やし、漆しつ黒こくのマントを吹きすさぶ風にひるがえして、美び貌ぼうの少年は人々を階きざはしの頂いただきからねめつけた。

「……贄にえどもよ」氷と同じ温度の声が、その場の人々を打ちすえる。「われはここに、うばわれた王おう座ざをとりもどしにきた。貴き様さまらはわが復ふく讐しゆうの第一歩として、間もなく生まれる〈万界の王ドミナントウール〉にささげられる供く物もつとして、この地に沈め。もしもつまらぬ命を惜しむなら」

　少年は、高らかに響ひびきわたる声でいった。

「あるはずのない貴様らの神を──この場に喚よばうがいい！」

　その瞬しゆん間かん、無数の雷光が天と地に走った。

　島の周囲の海面へ、大聖殿のまわりへ、光の槍やりがつらぬくように突き刺さる。大気を引き裂き地面をふるわせ鼓こ膜まくを破るばかりの轟音が人々の耳じ朶だをも刺しつらぬいた。

「うわ、うわ……！」「逃げろ、逃げるんだ！」「た、助けてえぇ……っ！」

　恐怖の混乱に陥った人々が一いつ斉せいに逃げだした。桟さん橋ばしへ下りる階段へわれ先に逃げようと押しかけ、たちまち身動きひとつとれなくなる。だが突然、先頭の集団が叫んで倒れた。

「なんだ、こんどはなんなんだ!?」「早くいけ、なにをして……」

　怒ど鳴なりかけた聖せい職しよく者しやの口がいきなり真ま横よこに裂かれた。まっぷたつになる顔面から血ち潮しおを噴ふきあげ聖職者がくずおれる。だがそのあとには黒々とした闇やみがあるばかり────

　と思いきや頭上に閃ひらめく稲いな光びかりに一いつ瞬しゆん、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうが浮かびあがる。

　ダルディス人たちが、声をそろえてその名を呼んだ。

「……玄げん竜りゆう騎き士し団だん！」

　そこに立っていたのは、闇と等しき黒の甲冑を身に着けた騎士集団だった。

　名を呼ばれた漆黒の騎士たちは、抜き身の剣を手に無言で突き進む。

　先頭の騎士が激しく刃やいばをふりおろす。血しぶきがあがるのを機に殺さつ戮りくがはじまった。

　巨きよ漢かんの騎士バルドルが、無言で長なが柄え戦せん斧ぷを大きく薙なぎはらう。

　兵士の頭部を飛ばし、剃てい髪はつの教きよう兵へいの頭ず蓋がいを割り、戦斧は草を刈るようにひとを狩かる。

「貴き様さま……！」ひとりの教兵が叫んだ瞬しゆん間かん、鎖くさりかたびらの隙すき間まを細さい剣けんが深々とつらぬいた。

「貴き殿でんの魂たましいに、神の慈じ悲ひあらんことを」くずおれる教兵に、女騎士イリーナは凛りんとした面おもてを曇らせてつぶやいた。「貴殿の神が、真に存在するならば……ですけれど」

　彼女の背後を、双そう剣けんの騎士ギャラングが軽快な足取りで通りすぎる。

　野性的な面に雨のしずくをしたたらせて彼は双剣を抜きはなち、くるりとまわした。まるで遊びにでもきたかのような仕し草ぐさ──その瞬間、彼の周囲で血しぶきがあがった。

　裂かれた腹を押さえて聖職者がくずれ落ちる。絶ぜつ叫きようをあげる兵が大だい理り石せきの池へはね飛ばされる。血の海に次々と倒れる犠ぎ牲せい者をあとに、双剣の騎士はひょうひょうと突き進んだ。

　ふとギャラングは足をとめる。人々のなかに、見知った顔を見つけたのだ。それはリールエルバン城地下の礼れい拝はい堂どうにいたふたりの兵士だった。「やあ、また会ったな」

「こ、こ、こ、この、この傭よう兵へいめが……！」兵がわななきつつ剣をかまえる。

「教えてやろうか。俺はもの覚えがよくて執しゆう念ねん深いんだ。仕える主あるじを侮ぶ辱じよくされるのは我が慢まんがならない」傭兵は、不ふ敵てきな笑みをむけた。「いい機会だ、意い趣しゆ返しをさせてもらう」

「しょ、妾しよう腹ふくで謀む反ほん女の息子むすこに忠ちゆう義ぎ立てなど、馬鹿なことを……っ！」

「忠義？　ちがうね。主を馬鹿にされる、すなわち俺自身が馬鹿にされた────」

　言葉とともに双剣が閃いた。ふたりの兵が一いつ刀とうのもとに斬きり倒される。

「……ってことなんだよ。これでも俺さま、誇り高いんでね」

　うそぶいて、ギャラングは血の海に沈む兵のかたわらを歩き去る。

　闇にまぎれて黒くろ騎士たちは剣をふるい、人々を地に落としていった。

「さ、下がれ！」ダルディス人の隊長が下す命令に、兵の一団は剣をかまえて後退した。

　だがその背後からいきなり複数の斬ざん撃げきがやってきた。ふい打ちの攻撃にくずおれる仲間に兵士たちはふり返り、そしておどろきで目をむいた。「────バルテン人!?」

　いつの間にか周囲を、剣と盾たてをかまえた黒い胸むね鎧よろいの兵士たちがかこんでいる。

「そんな、なぜだ！　バルテンは同どう盟めい国……ぐわぁあっ！」

　言葉なかばで隊長の体は一いつ斉せいに剣につらぬかれた。

　地に落ちるダルディス人兵士を踏みつけ、スヴェン王子配はい下かの兵は剣と盾をかまえて突進した。一いつ糸し乱れぬ攻撃がダルディス人たちを次々と蹴け散ちらしていく。

　人々はなんとか逃れようと階段へ群れ集まった。だが雨を透すかして桟さん橋ばしの方角を見おろした刹せつ那な、「船が、船が燃えているっ!!」絶望の声があがった。

　雨のむこうの闇やみに火が見えた。それは、まぎれもなく船が燃やされているあかしだった。




　風雨と闇と混乱のなか、レオンはひとり懸けん命めいに襲しゆう撃げきをかわしていた。

「くそ、いったいどうなってるんだ！」

　怒ど鳴なってレオンはふりおろされる刃やいばを剣ではじき返すと、両手で激しく薙ないだ。倒れるバルテン人兵士を地面の水たまりに蹴り飛ばし、彼はがむしゃらに突き進む。

　状況がつかめない。だれかが階きざはしの上に立っていたのは見えたが、周囲の混乱と降りしきる豪ごう雨うに視し界かいはおぼつかない。ただアリアンの安あん否ぴだけが案じられた。

『応援をよこせ！　こちらに強い兵士がいる！』

　聞こえてくるバルテン語の会話に、レオンは雨にすべる剣の柄つかをにぎりなおす。

　そのとき「馬鹿！」といきなりカラの声がしてレオンはぐいと首根をつかまれた。うむをいわさず引き倒されて泥どろ水みずにばしゃりと顔をつけられ、カラの体がのしかかる。

「死んだふりして」耳もとで聞こえたささやきにレオンは動きをとめた。

『どこだ……』『さっきまでそこに……』息を殺す彼らのそばを、水をはねあげバルテン人の兵士が走っていく。彼らの声が遠ざかった瞬しゆん間かん、ふたりは飛び起きた。

「こっち！」レオンを先せん導どうして走りつつカラがいう。「世話が焼けるよね。いくら姫さまが心配だからって頭に血がのぼりすぎなの！」

「悪かったな！」レオンは叫び返す。「それよりラウルたちはどこへ──」

　ふいに人ひと垣がきが割れ、ふたりは大だい理り石せきで作られた人工の池のほとりにでた。強い雨のせいかそれとも流れた血のせいか、池の水面は暗くにごって泡あわ立だっている。

　その瞬間、横あいから重い風圧がきた。周囲の人間が吹き飛びレオンもカラも巻きこまれ、池にたたき落とされる。激しく大きな水みず柱ばしらがふたりを隠かくして空へあがった。




　戦せん斧ぷをかつぎ、バルドルは顔をしかめて池を見おろした。

　闇を裂く雷らい光こうが波立つ水面を照らしだす。沈む屍しかばねがところどころに見え隠れした。

「どうしました、バルドル」血ち濡ぬれた細さい剣けんを手にイリーナが声をかけた。

　巨きよ漢かんの戦士はふり返り首をふる。「……なんでもない」

「イリーナ、バルドル！」ユーサーの声が聞こえ、ふたりは聖せい殿でんの入り口へ視線を移す。

「ここはまかせる。ひとりも生きて逃すな」階きざはしの上から皇おう子じは命じると、双そう剣けんの副ふく官かんにいった。「ギャラング。おまえの隊の十名ほどつれて、僕に同行しろ」

「御ぎよ意い、殿でん下か」副官が答えて手をふると、配はい下かの騎き士しが即そく座ざに階段の前に集まった。それを見とどけ、ユーサーは開いたままの大だい聖殿の入り口をふり返る。

「では、まいりましょうか────スヴェン殿下」

　入り口の陰で、十数名ほどの兵士に守られた礼れい装そうの青年が視線をむける。

「なかなか派は手でな演出だったね」スヴェンと呼ばれた青年はいった。「闇やみと雷らい光こうにまぎれてあらわれるとは、本当に〝魔ま呪じゆ〟のようだ……さて、いよいよ至し宝ほうにお目にかかれるのかな。待ちこがれすぎてじれたが、やすやすと手に入れられても面白くない」

「あなたの多大な協力があってこそ、この計画はすすめられました」ユーサーが静かに答える。「それだけの価か値ちはあると、僕が保証します」

　スヴェンは鷹おう揚ようにうなずき、兵をしたがえ大聖殿の内部へ歩きだす。ユーサーもギャラングと騎士たちとともにつづく。その一団に、騎士ではないか細い姿がひとつ混じっていた。

　彼らが去ったあとも、無む慈じ悲ひで冷れい酷こくな惨さん劇げきは終わることなくつづいた。

　吹きすさぶ風雨の下、美しかった緑の前庭は、苦く悶もんの悲鳴とかさなる屍しかばねに満たされた。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　大聖殿の広大な奥おく宮みやは、神こう々ごうしいばかりに輝く光に満ちていた。

　不ふ思し議ぎな色の金属の壁と、高い天てん蓋がいをささえる金の柱を、半透とう明めいの結けつ晶しようが氷のように覆おおっている。その結晶が、まばゆい光をはなっているのだ。あたかも、地上の光をこの場に集めたかのように。だが、この神しん秘ぴの空間には────

　美しい輝きを無にする、おびただしい血の海と、無む残ざんな死体があった。

　奥宮の中央に、アリアンはたたずんでいた。結晶のはなつ光に照らされて、聖なる王女はますます美しい。しかし周囲の惨劇に、身につけた白のドレスのすそは鮮せん血けつに染まり、雪の肌はだはいっそう青ざめ、ひどく痛々しい様よう子すだった。

　彼女の足もとに、血に濡れた剣をもつ男たちが、緊きん張ちようの面おももちでひざまずいている。彼らはみな、金の髪かみと、やつれているが白い肌をしたローレアン人だ。

「聖せい王おう女じよ殿下」ひざまずく男のひとりがいった。「裏うら町まちでの打ちあわせどおり、襲しゆう撃げきは成功いたしました。しかし取り逃がした侍じ者しやがおります。やがてここに兵がくるでしょう」

「われらはここを死守します。殿下は《王獅子の至宝レガリア》のもとへお急ぎください」

「なりません！」アリアンは澄すんだ声で、ぴしゃりといった。「あたくしがなぜ至し宝ほうをもとめると思うの。聖せい王おう国こくを取りもどし、ローレアンの民たみを救うためよ。なのにその民であるあなたたちがむざむざ死ぬためにここに残るというの？　そんなことはゆるさないわ！」

「……いいえ、殿でん下か」

　男たちがおだやかにさえぎる。アリアンは口をつぐんだ。

　その声こわ音ねは、だれかを思いださせた。離れてしまったままの、赤あか毛げの若者の声を。

「そのお心だけで、じゅうぶんであります」男のひとりが、頭をさげる。「仲間の物もの乞ごい女に、おそれおおくも殿下自ら、身に着けておられたものをおあたえくださったと聞いたとき、われらがどれだけ感じ入りそして感謝したか……言葉には、とてもつくせませぬ」

「恵まれた幸せな暮らしのとき、ほどこしをするのは容た易やすいこと」別の男がつづけた。「けれど、己おのれ自身が生きるのもやっとのなか他人をかえりみるのは、とても困難なことです」

「サンモーントで、われらはむざむざ殿下を敵に引きわたしてしまいました。以来、必死にお救いしようと動いてまいったのですが……」男のひとりが涙をぬぐう。「ダルディス軍の厳げん重じゆうな警けい戒かいと、食うのもやっとの暮らしに、半なかばあきらめかけておりました」

「しかし、殿下が貧ひん民みんに身をやつしてまで、聖王国のために至宝をもとめておられたこと、青銅貨アス一枚も持たぬ身でありながら、それでも困こん窮きゆうしたものを見捨てずにいてくださったこと……それが、われらに勇気をくださいました」

　やつれた面おもてに涙をたたえ、男たちは口々に己が心情を告げた。

「聖王家けは、けっしてわれらローレアンの民を見捨てないのだと知りました。その聖王家のためならば、われらの命などどれだけでもささげましょう……！　殿下がお救いになられたのは、物乞い女とその子どもだけではありません」

　彼らは少女を見あげ、やつれた面を誇らしげに輝かせて、いった。

「われら、聖王国復ふつ興こうを願う民すべてを、救われたのです……！」

　アリアンは言葉を失った。声もでなかった。だせなかった。

　言葉の代わりに嗚咽おえつがこぼれそうな気がした。これほどまでに自分を信頼し、誇りに思い、そして望みをたくしてくれる彼らに、どんな言葉を返せばいいかわからなかった。

　どんな言葉も、どんな行為も、彼らに報いることなどできはしない────

「奥おく宮やみをくまなくさがされれば、至宝への道はすぐにも見つかるでしょう」「見も知らぬ場で戦うより、ここで時間をかせぎます」「時間がございません。殿下、お急ぎを！」

　口々に男たちがアリアンをうながす。少女はこぶしを胸でにぎり、唇くちびるを嚙かみしめてうつむくと、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じる。それから彼女は毅き然ぜんと面をあげた。

「命令です」威い厳げんある声音で、聖王女はいった。「けっして、死んではなりません。逃げのびて、そして安全な場所で待つのです。かならずあたくしは至宝を手に入れてもどってきます。あたくしが聖王国をとりもどす瞬しゆん間かんを、みな一緒に、その目でたしかめるのです」

　そういうと少女はふるえる声で、懇こん願がんするように告げた。

「絶対よ。絶対……死なないで。あたくしの命令を守らなければ、承しよう知ちしなくてよ！」

「御ぎよ意いにございます、殿でん下か！」男たちは頭をさげた。感謝するように、深く。

　アリアンは男たちに背をむけると、唇くちびるを引き結んで走りだす。

　入り口からつづく通路は最さい奥おう部ぶの広場へと至り、その広場には半透とう明めいの結けつ晶しよう柱ちゆうで作られた輝く四阿あずまやが建っている。アリアンはまっすぐその四阿へ駆けこみ、そして────

　ふいに、その姿が消えた。

　丸まる屋根と、それをささえる円柱だけの壁のない四阿には、隠かくれる場所などない。だが、たしかに聖せい王おう女じよは四阿に足を踏み入れ、そのまま消え去った。

　男たちは聖王女を見送ると無言で立ちあがり、剣をにぎって開かれた扉とびらにむきなおる。

　おりしも扉の外から、甲かつ冑ちゆうの音が聞こえてきた。

　それらはゆっくりと、だが確実に近づいてくる。あたかも〝死〟そのもののように。




　生なま温あたたかい血だまりにうつぶせ、大たい皇こうダリウスは必死に息をひそめていた。

　生き残っているのは、どうやら彼ひとりのようだ。他の族ぞく長ちようや聖せい職しよく者しや、侍じ者しやたちは、彼の周囲で、自分の流した血にまみれて息いき絶たえていた。

（馬鹿め……馬鹿め馬鹿め馬鹿め馬鹿め、この大おお馬鹿ものどもめが……っ！）

　ダリウスはすべてを聞いていた。アリアンが四阿に消えたのもひそかに見とどけていた。なぜ消えたのかは不明だが、あの場所に至し宝ほうにいたる道が隠かくされているのは、たしかだ。

　肩かた口ぐちを斬きられた激しい痛みもかすむほど、彼は勝利の喜びに打ちふるえていた。

　通路から聞こえるあの足音は、直ちよく属ぞく軍ぐんの兵士にまちがいない。配はい下かの兵たちが助けにくれば、至宝はこの手ににぎったも同然だ。

　至宝を手に入れたならこの痛みの返礼を、あの薄うす汚ぎたないローレアン人どもにたっぷりとくれてやる。手足を切り落として縛しばりあげ、苦しみのたうつ彼らの前で、あの高こう慢まんな聖王女を散々にいたぶって、それからゆっくりと思いつくかぎりの残ざん忍にんな方法で殺してやる。

　口うるさい族長どもはみな死んだ。俺だけが生き残った。このダリウスこそが大いなる力を得るもの、世を統すべる〈万界の王ドミナントウール〉となるのだ。

　もうすぐだ、もうすぐ俺の時代がくる、大だい帝てい国こくガトランの至し高こう王ダリウスが君くん臨りんする時代が、俺の帝国が神と等しき俺の世界が俺こそが神の俺の時代がそこにまもなく……!!

　足音はいまやすぐ近くまでやってきた。ダリウスの昏くらく残忍な喜びは最さい高こう潮ちように達した。

　血ち走ばしった目を見開き血だまりに手をついて血まみれの体を無理やり起こしすべてに響ひびきわたるような歓かん喜きのおたけびをいままさに彼はあげんとした─────

　だが次に聞こえた声が、彼の天上に舞いあがらんばかりの喜びを一気に冷ました。

「……ご苦労、ローレアンの残ざん党とうども」

　ダリウスはがくぜんとなった。

　それは、けっして彼がまちがいようのない相手だった。

　その有能さを妬ねたみ、ずっと遠ざけてきた少年。リールエルバンに置き去りにしてもう二度と顔も見ずにすむはずの皇おう子じ。疎うとみすぎて愛に匹ひつ敵てきするほど激しく憎にくむただひとりの弟。

　自分を心しん底そこ憎んでいるだろう、腹ちがいの弟──皇こう弟ていユーサーの声だった。
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　滝たきのように流れ落ちる水音を背に、レオンは壁に手をつき暗い通路を進んでいた。

　頭上の喧けん騒そうが、歩みとともに遠ざかっていく。池に落ちたあとレオンはカラに導かれ、ライオネルの彫ちよう像ぞうの背後にまわり、そこの台だい座ざに開いた穴からここへ飛び降りたのだ。

　すねまでかぶる水をざぶざぶとかいて歩きつつ、レオンは剣けん帯たいをしめなおし、濡ぬれて重いマントと泥どろに汚れた頭の布をはぎとって捨てた。どちらもすぐ水に沈んでいく。

「こんな場所、よくジジは見つけたよね」前をいくカラがつぶやいた。「排水溝こうかな」

「ちがうな。なにかの目的のための通路だ」

「上からだれか追ってきそう？」

「入るとき、手て近ぢかな死体で入り口をふさいできた。しばらくは見つからないだろう」

「ふぅん、意い外がいに頭がまわるじゃない」

「どうせ気休めだ。無む駄だ口ぐちたたくよりさっさと進んだほうがいい」

「いうよねー？　姫さまが心配でカッカしてたくせに！」

　そのとき前方の闇やみにかすかな灯あかりがともり、「こちらへ」とジジの声が聞こえた。

　ふたりは水を蹴け立たてて急ぐ。一段高い場所で、ジジがランタンの灯りを手に金属の扉とびらを開けて待っていた。レオンとカラがなかに飛びこむと、ジジは素早く扉を閉める。

「待っていましたよ」ジジのそばに立つラウルが、濡れた長ちよう衣いをしぼりつついった。「だれに見つかるともかぎりません。急ぎましょうか」

「この通路はなんだ、どこへ通じているんだ」レオンが訊きいた。

「大だい聖せい殿でんの真ま下したへつながっています。用途は──いけばわかりますよ」

「アリアンのもとへはいけるのか？」

「それは聖せい王おう女じよの生死しだいですね」

　もっともな答えだったが、レオンは不安がずんと腹の底に落ちたような気がした。

　ランタンを受けとりラウルは歩きだす。そのあとにレオンたちもつづいた。

　通路は先ほどの水路より広く天てん井じようも高い。だがまわりからせまる闇やみに、レオンはのどがつまるような閉そく感を感じる。それは胸につのる不安の重みのせいかもしれなかったが。

　無言で歩きつづけていたとき、ふいにジジが呼んだ。「……レオンさん」

「……なんだ、ジジ」

「その──どうしても、アリアンさんを助けだすおつもりですか」

「なんだと？」レオンは思わず訊きき返した。「なんで、そんなことを訊く」

　ジジは答えず、今度は前を歩くラウルにたずねる。

「師し匠しよう。師匠の目的は、アリアンさんと対立しますよね」

「まあ、聖せい王おう女じよの目的が至し宝ほうなのは確実だからね。しかし、なぜそんな質問を？」

　ランタンをかかげて闇やみを照らしつつラウルはいった。前方に下りる階段が見え、話はそこでいったん途と切ぎれる。空白の間に、四人が段を下りる音が響ひびきわたった。

「……アリアンさんは、《王獅子の至宝レガリア》が欲しいのですよね」段を下りつつ、ジジはまた話しだす。「アリアンさんは故こ郷きようをとりもどしたいといってました。だから、至宝に秘められているという〝魔ま呪じゆ〟の力に賭かけているはずです。わたしは……」

　ジジはいつもの彼女らしくなくいいよどみ、それからつづけた。

「わたしは、師匠の弟で子しです。師匠の言葉には、常にしたがうつもりです」

「えー、あんまりしたがってるようには見えないけどなあ」ラウルがぼやく。

「したがってます。いつもはお小こ言ごとをいってるだけです」

「師匠にお小言するところがもうすでに──いやいや、それで？」

「わたし、アリアンさんと対立したくないです」困こん惑わく気味に少女は答える。「いままで、わたしは迷ったことありません。師匠に拾われる前の記き憶おくがないので、正確にはこの三年間にかぎってですが。でも、いま迷ってます。アリアンさんの言葉を、思いだしてしまって」

　ため息のように、少女がぽつりといった。

「〝あなたもいつか、故こ郷きようにもどれるといいわね〟って、いってくれたことを……」

　沈ちん黙もくがおとずれる。ふっと、レオンがいった。「……同じ気持ちだからさ」

「同じ、気持ち……？」ジジが返す。

「そうだ。おまえはアリアンとそんなに歳としが変わらないのに、感情のゆれがすくない。いつも平静だ。だから珍しく感情をゆさぶられて、とまどってるんじゃないのか」

「そうだね。その感情は〝共感〟というのだよ、ジジ」ラウルが答える。「おまえにこれまでなかった感情だ……おや、あの音は」ラウルはランタンを高くかかげる。

　遠い下方からかすかに、硬いなにかがきしみ動くような音が聞こえてきた。

　レオンがいぶかしげに訊いた。「なんだ、あの音は」

「まずは、急ぎましょう」ラウルは早足で下りていく。三人もつづいた。

「レオン、あなたのいうとおり、ジジは情じよう緒ちよ面ですこし問題があります」ラウルがいった。「いまでこそかなりまともになりましたが、出会ったときは……人形のようでしてね。喜き怒ど哀あい楽らくどころか、痛みも疲れも空腹もまったく面おもてにださなかったのです」

「そんなことありうる？」カラが口をはさむ。「それって、感覚がないってこと？」

「感じないというより、表現できなかったのです」とジジが答える。

「そう、感覚と言葉が結びつかなかったのでしょう」ラウルがつづけた。「どんな感情も〝わからない〟という状態でした。まあ、それでわたしは彼女に歌を教え、楽器を教え、物語や学問を教えて、ずっと旅をしてまわってきたわけです」

　不ふ思し議ぎな話だった。アリアンと至し宝ほうのことばかりに頭がいっぱいで、このおかしな師し弟ていの過去を気にする余よ裕ゆうなどなかったが、あらためて聞くとレオンは興味がわいてくる。

「……理解できました、師し匠しよう。レオンさんがいったこと」すこし安心したように、ジジがいった。「わたし、初めて知る〝共感〟という感情に〝とまどって〟いるんですね。それで正しい判断がくだせないんですね。でも、迷っているのには変わりありません」

「気にするな」レオンがいった。「俺がアリアンを守るから、おまえは師匠にしたがっとけ。対立するなら俺がラウルをはり倒す。それから気にせずアリアンの味方をすればいい」

「そうか、そうですね。ありがとうございます、レオンさん」

「そうですねじゃありません。そこで勝かつ手てに意い気き投とう合ごうされてもこまりますがもしもし？」

　明るい声をだすジジにラウルが抗議すると、そっけなくレオンはいった。

「この場合、邪じや魔まなのはあんただけだからな。あんたを排はい除じよすれば俺もジジもアリアンも納なつ得とくできる。最さい速そく最さい善ぜん、しかも最さい多た人数が幸せになる方法ってわけで」

「なにが最速最善ですか。全員幸せになってこそが最善ですよ」

「そうよね。こんな口くち先さき男どうでもいいけど、はっ倒すなら至宝を見つけてからにして」

「カラまでそんな……ああ、納得できません。こんなに善良なわたしなのに」

「いえばいうほどうさんくさいよね、あんたって！」

　すっぱりカラにきめつけられラウルはため息をつく。そこへ冷静な声でジジがいった。

「……でも、レオンさんもアリアンさんと対立しますよね」

「なに？」レオンの足がとまる。

「レオンさんの目的も、《王獅子の至宝レガリア》ですから」ジジはふり返り、強い声でいった。「そのためにアリアンさんも利用して、ここまできたはずです。至宝を前にしたとき、レオンさんはアリアンさんと至宝と、どちらをとられるんですか。答えてください、どちらです」

　とっさにレオンは答えがでない。ためらう彼の脳のう裏りに、アリアンの面おも影かげがよぎる。

　炎ほのおのなか、半泣きで自分に命令した少女。遠い彼方かなたにいる、純白の衣装につつまれた夢のように美しい少女。まっすぐに誇り高く自分の望みを見つめている少女の姿が……。

　レオンは剣の柄つかを固くにぎりしめた。指が白くなり、痛みを感じるほど、固く。

「……決められるか、そんなもん」自や棄けになったように、レオンはいいはなった。「その場になってみなきゃ、どっちをとるかなんてわかるかよ」

「いま決めなくていいんですか。そのときになって迷わないのですか」

「いま迷うならその場になっても迷うさ。二度も同じことを悩むなんざ阿あ呆ほらしい」

「そうでしょうか。わたしには……よくわかりません。でも、興味深ぶかい主義です」

「面めん倒どうくさいのが嫌いなだけだ。そんなことより」レオンは無理やり話を打ち切った。「早くいけ。ラウルはとっくに先に下りたぞ」

　うながされてジジはラウルを追う。レオンとカラも長い長い段を下りつづける。

　やがて段が終わり、通路を歩きだそうとしたとき、レオンは背後から肩をつかまれた。

「面白いよね」カラのささやきが耳に触れる。「あんた本当は、《王獅子の至宝レガリア》をなにがなんでも手に入れたいなんて思ってないんだ。どうして？　だれもが手に入れたくて必死なのに。至し宝ほうを手にしたら世界を手にするのと同じで、どんな望みだってかなうかもなのに」

「……それはどうかな」レオンは肩をすくめた。「手にするだけで世界を手に入れるとか、そんな都つ合ごうのいいものかどうかだ。俺は、もっと現実的なんだよ」

「ふぅん」さぐるようにカラはいう。「じゃ、あんたはもっと現実的な望みがあるってこと？　それじゃ、あんたの望みって────いったい、なに？」

　刺すようにずばりとカラは訊きいた。急きゆう所しよをえぐられた気がして、レオンは声を失う。

「ある国の要人から任務を受けてるっていったよね。至宝をさがすのはそいつの命令としても……なにか望みがあるなら、なおさらすっごい〝魔ま呪じゆ〟の力があるっていう至宝が欲しくないの？　〈万界の王ドミナントウール〉になったら、なんでも手に入るんじゃない？」

「いっただろ、そんな都合のいいものかどうかって。それに俺が欲しいのは」

　船、といいかけてレオンは言葉がとぎれる。

　カラのいうとおりだ。世界を統すべる〈万界の王〉になったら、船などいくらだって手に入るはずだ。なのに至宝を望まないのは、その存在を疑っているからだけではなく────

　レオンは思し考こうをそらした。見たくない自分のなかの真実から目をそむけた。

「……それならおまえはどうなんだ」話題を変えるために、レオンは訊いた。「あの優やさ男おとこの護ご衛えいと監かん視しだけが、本当の目的か？」

「もちろん。それが契約だもの。ヘカト族は、一度した約束は絶対やぶらないんだから」

「だったらさっさといったほうがいい。ラウルを見失ったら約束は守れないぜ」

　レオンはカラの手をふりほどいて歩きだす。「もう！」とカラは怒ってついてきたが、拒きよ絶ぜつするように無言のレオンにあきらめたか、それ以上の問いはしてこなかった。

　ふたりは黙もく々もくと先に進む。その足音に、あのなにかがきしむような、不ふ思し議ぎな音がかさなり、しだいに通路いっぱいに響ひびきだした。

　いったいあれはなんの音だろう。なにかが動き、反はん響きようする音に思えるが……。

　前方のランタンの灯りがとまった。「レオン、カラ、こちらへ！」

　呼ばれてレオンたちは走った。走る足音がいつしか石いし畳だたみを蹴けるのでなく、なにか金属の板を響かせるようなものに変化する。いつしか彼らは広い空間にでていた。足もとは金属の床になり、壁はなめらかな光る材質に変わっている。

　その空間で、ラウルはジジをかたわらにレオンとカラを待っていた。

「待っていましたよ」ラウルはランタンを高くかかげる。「さあ、これをごらんなさい」

「これ？　これって、なにが……」

　いいかけたレオンの言葉が凍りついた。

「わたしたちが対立しなくてもいい方法、というより真実がここにひとつあります。それが最善かどうかは、保証しませんが」ぼうぜんと見あげるレオンに、ラウルが説明する。「なぜ、こんな裏うら道みちが必要なのだと思います？　大だい聖せい殿でんはローレアン聖せい王おう国こくの王おう族ぞく以外、不ふ可か侵しんの聖せい域いきのはずです。こんな道があれば、王族以外も勝かつ手てに入れてしまいますよ。なのにこういう裏口があるというのは、ちゃんと理由があるからです」

　疑ぎ惑わくの声もあからさまに、レオンは訊きいた。「ラウル……なんだ、これは」

「これが、聖せい王おう女じよの〝魔ま呪じゆ〟の正体ですよ」

　ほの明るい光が闇やみに、不ふ可か思し議ぎな動作音おんを発しつづける〝それ〟を浮かびあがらせる。

　それは──ゆっくりと動きつづける回転柱ちゆうと滑かつ車しや、そして巨大な金属球きゆうだった。
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　淡あわい光に照らされた暗い床に、小さな白い靴が降り立つ。

　乱れてほおにかかる金の髪かみを手ではらいのけ、聖王女アリアンは周囲を見まわした。

「……これって、いったい」

　おどろきで見開くアリアンの瞳ひとみに、凍いてついた光が映りこむ。

　そこは、漆しつ黒こくの宝ほう鉱こう石せきの森だった。

　どこまでも高くどこまでも広大な広間──いや、空くう洞どうだろうか──の床から、漆黒の結けつ晶しよう柱ちゆうが昏くらい天を突き刺すように無数に林りん立りつしている。

　闇の結晶がはなつ光は、冬の夜空にまたたく、鋭く冷たい星の光を思わせた。

　かすかに身をふるわせ、アリアンは闇の彼方かなたをうかがう。漆黒の森の中央に、黒々とした、巨大な謎なぞの建造物がそびえていた。ごくりとのどを鳴らし、アリアンは足を踏みだす。

　床はゆるやかに下方へ傾斜して、黒い結晶がびっしりと生はえている。

　傾斜というより、あの巨大な影へむかって陥かん没ぼつしているといったほうが正しいだろうか。あたかも、天空から落下してきた闇が床を突き破ってめりこんだかのような……。

　進むにつれて、床には黒の結晶と割れた金属がかさなり、瓦が礫れきのようになる。

「痛っ！」アリアンはちいさな悲鳴をあげた。見ると薄い靴底が破け、少女の柔らかい足裏を傷つけている。手をのばそうとしたとき、瓦礫に足をとられ体がぐらりとかたむいた。

「や、いや……っ！」

　思いきりアリアンは傾斜する地面に手とひざをついた。

　鋭い痛みが走る。痛みとともに流れる血の感かん触しよくに、アリアンは顔をしかめ、息を吐いてあえぐ。だが転げ落ちなかっただけ幸運だ。

　痛みを奥おく歯ばで嚙かみ殺し、少女は柱にしがみついて身を起こす。その眼下に、あの巨大な影のような建物が、彼女を圧し覆おおいかぶさるようにそびえ立っていた。

　背せ筋すじがぞくりと冷え、思わずアリアンは目をつぶる。

　恐ろしかった。このまま、あの闇やみに吞みこまれてしまいそうな気がした。

　この闇の光に満ちた地下にいるのは彼女ひとり。まるで、死者も生者もなにもいない虚きよ無むの都にいるような気がした。深い静せい寂じやくと孤こ独どくに息がつまりそうだった。

　恐れにふるえるまぶたの裏に、なぜか──燃えさかる炎ほのおのようにみごとな赤あか毛げと、光をたたえる血のごとき瞳ひとみが見えた。その瞬しゆん間かん、怒りにも似た感情にカッとほおが熱くなる。

　アリアンは目を開き、おびえも恐れも忘れて勢いよく駆け下りはじめた。

　自分のおびえがゆるせなかった。たとえひとりでも弱さなどあらわにしたくなかった。

　なによりこんなときに、父や母でも、オルガでもない相手を思い浮かべるなんて。

　しかも……しかも、もう会えないだろう相手を。

　哀かなしい痛みがおとずれた。その感情をふりきり、アリアンはがむしゃらに走る。

　かすかな光に照らされて、斜面の底に石いし畳だたみのような地面が見えた。アリアンは心がはやり、ドレスのすそをたくしあげて地に降り立つと、石畳を急ぎ足で進む。

　結けつ晶しよう柱ちゆうに埋もれる石畳は、影のような巨大な建造物へ至る通路らしかった。

　行く手に、ひときわ大きなアーチ門があらわれる。漆しつ黒こくの結晶が覆おおう太い金属の円えん柱ちゆうにささえられたアーチには、古代ロレアンティス語でこう書かれている。

〝王おう廟びようマウソレウム〟──廟とは、身分高い人物の霊れいを祭った御み霊たま屋やのことだ。

「……賢けん人じんエラトスは、英えい王おうライオネルをたたえて大だい聖せい殿でんを建こん立りゆうしたのだわ。じゃあ、ここに祭られているのは英王の御霊なのね……でも、なぜこんな深い地下に？」

　だがここがライオネルの廟ならば、どんな場所だろうと至し宝ほうもあるにちがいない。

　門のむこうで、巨大な建造物が結晶のはなつ光をさえぎり、ぽっかりと口を開けた闇のようにそびえている。青白く発光する石が、入り口のしるしとして壁にはめこまれていた。

　決心してアリアンは門をくぐり、その入り口にむかう。

　闇のごとき建造物に開いたさらに深い闇に、アリアンは足を踏み入れる。

　壁にはめこまれた青白く発光する石が、暗くら闇やみにどこまでもつづいていた。進むにつれて、しだいに石の青白い光は薄れ、代わりにやわらかな光がどこからか差してくる。

　いつしかアリアンは、広々とした廊下を歩いていた。

　やわらかな光が、まぶしいほど真まっ白しろな壁と床を照らしている。見あげるほど高い天てん井じようには、交差する無数の繊せん細さいな梁はりがはりめぐらされ、銀色に輝く柱がアーチを描いてそびえている。いかにも清らかでおごそかな、英雄の霊れい廟びようにふさわしい神しん聖せいな場所に思えた。

　少女の胸が高鳴る。期待のような恐れのような、興こう奮ふんのようなあせりのような、すべての感情がおさえきれずにあふれでて、さらに鼓こ動どうが早くなる。

（この先に、英えい王おうの残した至し宝ほうが……？　そうよ、間にあうかもしれないわ！）

　至宝を手に急いで引き返せば、奥おく宮みやに残してきた男たちを救うことができるかもしれない。嬉うれしさにアリアンは、血に染まる破れたドレスのすそをひるがえして一心に走りだした。ひざの痛みも足の痛みも、なにもかも気にならなかった。

　廊下の先に真まっ白しろな両開きの扉とびらが見えた。つと、アリアンは足をとめる。

　なぜかその大きな扉は開いており、隙すき間まからかすかなまぶしい光がもれていた。

　鼓動が痛いまでに跳ねあがる。不安の痛みだ。アリアンはたまらず痛む胸を押さえて駆けだし、開いた扉を破るようにしてそのむこうへ飛びこんだ。

「え……？」少女はおどろきの声をあげる。扉のむこうは、あまりにも意い外がいな場所だった。

　その場所は──────広大な『図書館』だった。

　巨大な書しよ棚だなが高い天てん井じようへむけていくつもそびえ立ち、そのどれにも石せき板ばんや粘ねん土ど板が隙間なくつめこまれている。壁かべ一面にある棚にも石板がぎっしりとならび、色あざやかなモザイクタイルの床にも半なかば割れた粘土板がつまれていた。

　頭上は、不在の神アル＝エルの天てん地ち創造を描いた壮大な天井画のある円えん蓋がいだ。

　白い雲が浮かぶ青い空を背景に、白はく髪はつと白いひげを風になびかせた雄お々おしいアル＝エルが、七人の美しい兄妹きようだい神をしたがえ、図書館を見おろしている。

「どういう……こと。霊れい廟びようじゃないの？」立ちならぶ書棚を抜けて、アリアンは部屋を歩く。押しつぶされそうなほど重くなる不安に、足は前に進むことを拒むようにふるえた。

　部屋の中心の円形にならぶ書棚のあいだに、少女はわななく足先を踏み入れる。

　その瞬しゆん間かん、声がかけられた。「……お待ちしていました、聖せい王おう女じよ」

「あ──あなたたちは!?」

　書棚にかこまれたその場所には、思いもかけない人物が立っていた。

　ひとりは、リールエルバンの裏うら町まちで出会った詩人ラウル。もうひとりはその弟で子しのジジ。もうひとりははじめて会う、黒くろ髪かみで浅黒い肌はだの、切れ長の瞳ひとみをした野性的な娘だ。

「そんな……どうして、あなたがた……どうやってここに!?」

　ぼうぜんと問いかけ、一歩前に進みでたとき、「あ、ゃあう……っ！」アリアンは破れて垂れさがるドレスのすそを踏みつけ、前のめりになった。

　だが床へ倒れる寸前、力強い腕が少女をささえた。

「また転んでやがる」皮ひ肉にくげな、しかしかすかに安あん堵どの想いがこもる声が聞こえた。「ずいぶんぼろぼろだな。どうせまた転びまくったんだろ、この阿あ呆ほうの小こ娘むすめ」

　声を聞いた瞬間、胸を破るほど心しん臓ぞうが大きく鳴った。少女は、おそるおそる見あげる。

「レオン……」そこにいたのは、赤あか毛げと紅あかい瞳の若者だった。

　少女を見おろし、レオンはわずかに苦しげに唇くちびるを引き結ぶ。その表情に、アリアンにのしかかる重苦しさが増した。そのときラウルがいった。

「聖せい王おう女じよ殿でん下か。またお会いできて光栄です。ですが、単たん刀とう直ちよく入にゆうにもうしあげましょう」詩人はうやうやしげに、しかし痛ましげに告げた。「いつ、ダルディス兵たちが追ってこないともかぎりません。命があるうちにこの〝聖座島サン・スイエージユ〟から離れることを、おすすめします」

「……え……」とっさにアリアンはいいよどむ。だが即そく座ざに厳きびしく叫んだ。「な──馬鹿をいわないで！　あたくしには、どうしてもここでしなければならないことがあるのよ！」

「無む駄だです」鋭くラウルがさえぎる。

「なんですって──無駄って、なにが……!?」

「あなたの行為は、無駄だともうしあげたのです。なぜなら」

　ラウルは、たしかな重みをもって響ひびく詩人の声で、アリアンに告げた。

「《王獅子の至宝レガリア》……そんなものは、ここには存在しないからです」
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　輝く奥おく宮みやのなかで、ユーサーは血ち濡ぬれた剣を手に床を見おろしていた。

　彼の視線の先には、ローレアン人たちの無残な屍しかばねがある。掃そう討とうは、さして時間がかからずに終わった。貧弱な装備のローレアン人が、完全武ぶ装そうの騎き士しにかなうはずなどなかった。

「……終わったようだね」入り口から、配はい下かの兵へい士し十数名ほどをしたがえて、スヴェン王子があらわれた。流れる血を無関心に踏みつけ、礼れい装そうの青年はユーサーに歩みよる。

「聖王女はどこへいったんだい？　至し宝ほうのもとへかな？」

「いまご案内しましょう。ですが、その前に」

　スヴェンに答えると、ユーサーはギャラングに死体を見てまわるよう命じた。

　ギャラングは部下をつれ、床に倒れた屍をひとつひとつあらためる。

「やはり聖王女の死体はないですね……おっと、この女の子たちは生きてるな」

　ふたりの剃てい髪はつの少女侍じ者しやが、壁かべ際ぎわにもたれ、ぐったりと目を閉じていた。ローレアンの残ざん党とうたちは、年とし端はもいかない少女を手にかけることができなかったのだろう。

　少女たちはぼんやりと目を開く。だがすぐに現状が見えたのか、びくりと飛びあがった。

　ユーサーが冷ややかに訊きいた。「聖王女の行方ゆくえを見たか」

「し、知らないです……！」「わ、わたしたち……なにも……っ」

　か細い声でそういうと哀あわれな少女たちは泣きだした。ギャラングが肩をすくめる。

「しかたないですね、いたいけな女の子たちには、ちょっとばかり刺し激げき的な状況でしたから。さてどうしましょうか、この子たち────」

　突とつ如じよ、ギャラングの言葉なかばで剣の閃ひらめきが走った。

　嗚咽おえつをあげる片方の少女の首が一刀のもとに切り裂かれる。もうひとりが絶ぜつ句くした瞬しゆん間かん、その心しん臓ぞうがつらぬかれた。ふたりの少女は折りかさなって倒れる。

　おどろくギャラングや騎き士したちの前で、ユーサーは血ち濡ぬれた剣を手に暗い声でいった。

「僕たちの顔を見られている」

　その言葉に、スヴェン王子が見開いた目を大きくまばたかせ、愉ゆ快かいそうにいった。

「さすが、女子どもにも容よう赦しやないとは、素晴らしく無む慈じ悲ひで残忍なかただ。もっともそうでなくては、わたしが手を組む価か値ちはないがね」

　ユーサーはスヴェンを冷たく一いち瞥べつする。だがすぐに目め線せんを伏せていった。

「……聖せい王おう女じよは、ここからさらに奥へとつながる通路へ入ったはずです」

　皇おう子じは騎士たちに合図をして、入り口の扉とびらの陰でふるえていた細い人ひと影かげをつれてこさせると、奥おく宮みやの最さい奥おう部ぶにある大きな四阿あずまやへ歩きだした。一同は彼のあとにつづく。

　四阿の前でユーサーは立ちどまるといった。「こちらです」

「なにもないように見えるが？」スヴェンがいぶかしげにいうと、皇子は四阿へ踏みこむ。

　スヴェンたちはおどろきの声をあげた。四阿へ入っていった少年が、なにかに隠かくされるように消えたのだ。が、すぐにユーサーはあらわれ、四阿からでてきた。

「……子どもだましだな」四阿をちらと見てユーサーはつぶやくと、スヴェンにいった。「まわる鏡かがみですよ。この背後に、地下へ至る場所があります」

　ユーサーが押すと、大きな鏡がなめらかに音もなく回転した。彼につづいて、みなは四阿の背後へでる。そこには、輝く半透とう明めいで半球形の穹きゆう隆りゆうがあった。穹隆へ入ると、内部の床の中央が、そこだけ平たくなめらかな金属になっているのが見えた。

「その床に乗ると」ユーサーは穹隆の中央を指し示した。「重みを感かん知ちして下方に沈むのです。もどるときは下に操作する装置があります。近年までリールエルバンの技師たちが手入れをしていましたから、動作は保証しますよ」皇子はゆずるように一歩わきにさがる。「どうぞ、お先に。僕たちはまだ生きているものがないか確認してからつづきますから」

　スヴェンは眉まゆをひそめる。「危険はないのか。この先は君も知らない場所なのだろう？」

「聖王女がひとりで入っていったのです。兵もいてなにを恐れますか。バルテンの王たる、あなたが」皇子の片ほおに、かすかな笑みがよぎる。「〝タスラム〟は、目の前ですよ」

「そうだな」その言葉に、スヴェンは満足げにうなずいた。「だがすぐに、バルテンだけの王ではなくなるぞ──では、遠えん慮りよなく君に甘えるとしよう」

　礼れい装そうの青年は配はい下かのバルテン兵とともに床に乗った。黒くろ騎士たちがつれてきた細い人影もその一いつ行こうにまぎれている。彼らが乗ると、床は静かに沈みはじめた。

　スヴェンたちが地下へ消えていくのを見とどけ、ユーサーは背をむけた。

　穹隆をでる彼の背後で、床がゆっくりともどる。四阿からでる皇子のもとへ騎士たちが集まった。ユーサーは静かにというように唇くちびるにそっと指をあて、歩きだす。

　彼は倒れるダリウスに迷うことなくまっすぐ近より、いきなりその背中を強く踏みつけた。たまらずダリウスが「ぐぉっ！」と醜みにくいうめき声をあげる。そこへ氷の言葉が落ちた。

「起きろ。骸むくろの真ま似ねをするぐらいなら、本物の骸にしてやる」

「ユ、ユ、ユーサー……きき、き、貴き様さま……っ」

「熊くまが死んだふりとはね。逆じゃないですか、普通？」

　ギャラングが近より、皮ひ肉にくな笑みでいった。それを無視してユーサーが剣をふりあげると、ダリウスが悲鳴をあげる。

「や、やめろっ！　やめ、やめてくれ……っ！」泣きそうな声で彼は懇こん願がんした。「た、たのむ、たのむ、ユーサー！　お、おまえにどんなものでもさずけてやろう、皇こう国こくの領りよう地ちもしたがう兵も馬もくれてやる、将しよう領りようにもしてやろう、望むものはすべておまえにやるからっ！」

　少年皇おう子じは、ふりあげた剣を下ろした。だがダリウスの背中を踏む足はどけない。

「望むものすべて？　僕が望むものをすべてくれると？」

「そ、そ、そう、そうだ……！　領地でも位でも馬でも女でも財ざい宝ほうでも、」

　死を前にダリウスは混乱し、矜きよう持じも誇りもかなぐり捨てたように叫んだ。だが、

「ふざけろ」返ったのは、絶望にも等しい昏くらい声だった。「貴様なぞに僕が望むものをあたえられるわけがない。なにより貴様に慈じ悲ひをくれるぐらいなら、どんな望みもいらないさ。それに、僕がいまここで欲しいのは」

　ユーサーは、右手を地面にのばす。その手には、あの古びた書物があった。

　それこそは、失われし神を世に喚よばう〈鳴なる神かみ喚よび響とよむ書しよ〉────

「……きたれ、わが神よ」

　少年の昏いつぶやきが、光と血の満ちる奥おく宮みやに陰いん々いんと響ひびきわたる。

「われは貴様に、わが身を贄にえとしてささげた。貴様の墜おちた〈央おう海かい〉に、あまたの贄をささげた。次なる贄を屠ほふるための力を、われは請こう……！」

　突とつ如じよ、氷が下りるように空気が冷える。

　いずこからか生なま温ぬるい風が巻き起こり、少年皇子の周囲に渦うずを巻く。風は彼の漆しつ黒こくのマントを激しく大きくひるがえし、たちまち奥宮いっぱいに吹き荒れた。

　強い風に皇子の持つ書物の頁ページが次々とめくれあがり最後の頁があらわれる。そこには血で描いた、ねじくれ曲がる怪しい紋もん章しようがあった。と同時に少年は叫ぶ。




「きたれ──────グランヌス！」




　叫びと同時に、奥宮に満ちる光を浴びて床に落ちる、ユーサーのいくつもの影がひとつに集まる。かさなる影が黒くなり真の闇になりその闇の深しん淵えんの中から────

「あ、あれは？」「なんだ、あれはいったい!?」

　見ていた黒くろ騎き士したちが思わずあとじさった。おびえる彼らと対たい照しよう的に、ギャラングだけは厳きびしいまなざしで、主あるじの影から這はいでる禍まが々まがしいなにかを見逃すまいとにらみつける。

　……それは。

　それは、ねじまがる黒く鋭い爪つめを持っていた。

　それは、ぬめぬめとした粘ねん液えきにまみれて光る黒い金属のうろこを持っていた。

　それは、冷ややかな光をはなつ白い牙きばの並んだ巨大なあぎとを持っていた。

　それは、闇やみの炎ほのおの眼めを持つ死の影にも似た漆しつ黒こくのそれは、いまや皇おう子じユーサーのかたわらに大きくそそり立ち恐怖に引きつるダリウスを見おろしていた。

　漆黒の少年はそれと同じまなざしで兄を見おろし、静かに告げた。

「…………僕がいま欲しいのは────貴き様さまの、絶望だ」

　言葉のあとに、ぐわりと大きくそれのあぎとが開く。

　ダリウスは叫んだ。叫んだ。叫んで叫んで叫んでわめき散らした。わめいてわめき散らして死に物もの狂ぐるいで逃げようとした。だが怪け我がをした体ではどこにも逃れようがなかった。

「ユ、ユーサー、ユーサー！　呪のろわれた私生児、謀む反ほん女の不ふ義ぎの息子むすこ！」

　のしかかる影にダリウスは、最さい期ごの呪じゆ詛そを血のまじる唾つばとともに吐きだした。

「貴様の望みなどかなうものか。一生とどかぬ望みを追って這いずりまわって渇かわきの苦しみのはてに死ぬがいい！　それが俺の死を持ってする呪いだユーサーァアアア──ッ……！」

　巨大なあぎとが悲鳴ごと、ダリウスをひと吞みにした。

　くぐもる絶ぜつ叫きようがあぎとのなかに反はん響きようし即そく座ざに骨をくだく音にかき消される。

　引きちぎり嚙かみくだき、咀そ嚼しやくしすすりあげる音がいつまでもいつまでもいつまでも永えい劫ごうの拷ごう問もんのごとくつづき────やがて、ふいに漆黒の影ごと立ち消えた。

　そして沈ちん黙もくが、すべてを支配した。

　息を吐く音も声を吞みこむ音もなかった。空気どころか時間まで凍りついたようだった。

　皇子は、立ちつくす黒騎士たちをふり返る。

　昏くらいまなざしが、氷ひよう像ぞうのごとく固まる配はい下かの騎士たちをゆっくりと見わたす。

「……ゆくぞ」重い声で告げると、ユーサーはあとも見ずに歩きだす。

　だがつづくものはない。硬こう直ちよくする騎士たちのあいだから、ギャラングだけが踏みだす。彼はひとり無言で歩くユーサーに追いつくと、その背に声をかけた。

「殿でん下か」答えはない。ギャラングはさらに声をかける。「殿下！　みんなおびえてますよ。まあ無理もありませんが。でもいったい、殿下はなにをそう不ふ機き嫌げんなんです？」

　ユーサーは押し黙ったままだ。気軽な調子でギャラングはつづける。

「あの年とし端はもいかない少女たちを殺したことに良心の呵か責しやくでも？　それとも、仮にも血をわけたはずの兄上を弑しいして後こう悔かいされてるとか？」

「……黙れ」

「いまさら遅すぎやしませんか。リールエルバンの裏うら町まちでは女子どもが大量に死にましたよ。ましてやあれだけ大たい皇こうをいたぶって殺しておいて、そりゃ偽ぎ善ぜんってもんでしょう」

「軽かる口くちは命とりだといったぞ、ギャラング」

「良心の痛みを和らげるいいわけを教えてあげますよ。こっちの顔を見られているからには、つれて帰ってもよくて幽ゆう閉へい。大皇なんか生かしておいたらもっと危ない。置き去りにしても苦しい最さい期ごをむかえるだけだ。ひと思いに殺してやったほうが親切ってもんです」

「もういい」皇おう子じがふり返り、怒ど気きをふくむ声で訊きく。「なにがいいたいんだ」

「──悔くいるぐらいなら、俺にやらせろよ」

　ふいに凄すごみある声でギャラングがいった。ユーサーがおどろいたように黒い瞳ひとみをみはる。

　即そく座ざにギャラングはひょうひょうとした態度にもどり、にやりと笑いかけた。

「……ってことです。配はい下かであるこの俺にまかせりゃいいじゃないですか」ギャラングは両手を広げた。「どれだけだってこの手を血に染めてみせますよ。百人でも千人でも一万人でもそれ以上でも、成せい人じん老人男女の別なく殿でん下かのお望みのままいくらだって殺してさしあげます。なんのために配下の兵がいるんです？　将しようたるあなたがつまらん汚れ仕事をやってくよくよ思い悩むぐらいなら、部下に一声かければいいでしょう」

「自分がやりたくない汚れ仕事を他人にやらせるのか」皇子はさげすむようにいった。「そんな将にだれがついてくる。兵に汚れろというのなら、まず僕が汚れてみせるさ」

「……そうじゃない」ギャラングは、静かにいった。

「殿下には、後こう悔かいじゃなくて責任を負っていただきたいんです」

　ユーサーが口を閉ざす。年若い将を見おろして、副ふく官かんはいった。

「あまたの死の上にあなたは立っている。直じかに手を下さなくても、兵たちが行う殺さつ戮りくの責は命じたあなたにある。将たらんと欲するなら、それをけっして忘れないでもらいたい。そうしてくれたなら、みずから手を汚す必要なんてこれっぽっちもありません」

　ふたりはじっと視線を交わす。ユーサーはにらみつけ、ギャラングは真しん摯しなまなざしで。

「同意しかねる」皇子は背をむけた。「……だが、その忠ちゆう告こくは覚えておく」

　小声でそういって少年は歩いていく。その背にギャラングはおおげさに肩をすくめた。

「やれやれ。頑がん固こなんだか素直なんだか、わからないね」

　彼は背後をふり返り、いまだ凍りつく騎き士したちに手をぐいとふって合図をした。それを見て騎士たちはやっとわれに返る。彼らは皇子を追って、四阿あずまやへと歩いていった。




　四阿のむこうへユーサーたちが消えると、奥おく宮みやはしんと静まりかえった。

　心なしか、あれほどまばゆく美しかった結けつ晶しよう柱ちゆうの輝きは昏くらく沈んでいる。ここで流されたおびただしい血を吸いこんだかのように。あとに残るのは、むごいありさまの骸むくろだけだ。

　……だがその散さん乱らんする骸のなかから、なにかがゆっくりと、身を起こす────










　　　第六章　真実







　　　　　　　　　　１




　詩人の言葉は、図書館の高い天てん蓋がいまでとどき、こだました。

　こだまはアリアンの耳じ朶だにも響ひびき、脳のう裏りにおいても反はん響きようした。少女を打ちすえるようにいつまでもいつまでも、終わることなくくりかえされた。

「……どういう、こと……」アリアンの唇くちびるをふるわせて、モザイクタイルの床に声が落ちる。「そんな……突然あらわれて、いきなりそんなことをいわれて……とても理解できないわ。第一あなたはなにものなの!?　吟ぎん遊ゆう詩し人じんでしょう、詩人がなぜそんなことを！」

「わたしは、詩人というだけではありません。わたしは」おだやかな声こわ音ねでラウルは答えた。「〈塔とうの学まなび舎や〉より正式に〝至賢人グラン・サージユ〟の称しよう号ごうをいただいたものです」

「〝至賢人〟？　噓うそよ！」即そく座ざにアリアンはいい返した。「そんなの噓！　この近年、その称号をあたえられたものはないわ。すくなくともあたくしが生まれてから」

　少女の言葉がとぎれた。ラウルが、額ひたいにはめた銀ぎん環かんを人差し指で触れている。

「それは──理ことわりの環わ……賢けん人じんの、しるし……!?」

「ご納なつ得とくいただけましたか」

　アリアンは、弱々しく首をふる。救いをもとめるように、少女はまわりを見まわした。

　ラウルの弟で子しであるジジは目を閉じて無言で立っている。見知らぬ黒くろ髪かみの娘は腰に手をあてて、どこか遠くをにらんでいる。最後に翡ひ翠すいの瞳ひとみが、赤あか毛げの若者へむけられた。

　かたわらにたたずむ彼は、ひどく苦しげな表情で少女を見つめている。目をそらしたいのに、そらすまいとこらえているかのように。

「レオン！」すがるようにアリアンはいった。「説明して、噓でしょう？　このひとのいうことなんて、噓なんでしょう……お願い、そういって、レオン！」

「……アリアン」押し殺した声で、レオンはいった。「そいつがいった言葉は──本当だ」

　アリアンは絶ぜつ句くした。助けをもとめた相手に、とどめの一いち撃げきを食らわされたように。

「お聞きなさい、聖せい王おう女じよ」アリアンの耳朶に、ラウルの静かな声が触れる。「ここにある蔵ぞう書しよはすべて、二千年前の大だい賢人エラトスの著ちよ書しよです。〈塔の学舎〉にも彼が書いた武器の設計書が数点、残されていました。現在ではさほど画かつ期き的なものではありませんが、おそらくエラトスは〈無む貌ぼうの王おう〉との戦いの際、武器や戦術を考案し、ライオネルに提供したのでしょう。それを恐るべき力を秘めた神しん具ぐというなら……その当時なら、いえたかもしれません」

〝至賢人〟を名乗る男は、優ゆう雅がな手つきで周囲の書しよ棚だなを指し示した。

「この蔵ぞう書しよの内容を実用化したとしても、二千年前の技術ではたいした効果は望めないでしょう。なにより実用化には賢けん人じんや技師の力がいる。絶大な〝魔ま呪じゆ〟を秘め、手にしただけで世界を統すべる〈万界の王ドミナントウール〉となるような、そんな都つ合ごうのいいものではないのです」

「……ふぅん」浅黒い肌はだの娘が、力なくいった。「そうなんだ。この二千年、だれも至し宝ほうを手に入れるものがなかったのは……手に入れる価か値ちなんて、なかったから……ね」

「おそらく」ラウルが肯定する。「前庭からここへつながる秘密の通路には、大だい聖せい殿でんの入り口の扉とびらを開けるエラトスの〝仕掛け〟がありました。金属球きゆうと回転柱、水すい槽そうと滑かつ車しやを使用した装置です。上層で火を焚たくと熱による空気の膨ぼう張ちようによって金属球内ないの圧力が上昇し、水槽内の水が移動して滑車を動かし、扉を開ける回転柱が作動するというわけです。リールエルバンの技師が定期的に整備してきたのでしょう。あの街はエラトスが建てた街ですから」

　ラウルは、痛ましげに眉まゆをひそめ、つぶやいた。

「至宝の正体が無意義な知識だったように、人間がつくった仕掛けが〝魔呪〟をよそおっていたように、この場所には……いや、世界には」

　静かに、〝至賢人グラン・サージユ〟たる男は、告げた。

「神しん秘ぴの奇き跡せきも、人じん為いをこえた〝魔呪〟も──存在しないと、いうことです」

　たしかな声が響ひびきわたる。現実の重みをもって、その場にいるものを打ちすえる。

「……そうだ。全部、ここにある全部が、ただのがらくただ。全部、なにもかも」

　レオンの声が響いた。アリアンは、ゆっくりとぎこちなく、彼にむきなおる。赤あか毛げの若者は、長ちよう剣けんの柄つかを強く、強くにぎりしめ、吐息のように言葉を吐いた。

「なにもかも、まやかしだったんだ……」

　レオンのつぶやきが、冷えたほこりくさい図書室の空気に吸われるように消えた。

　アリアンは視線を落とす。うつむく視し界かいに、色あざやかなモザイクタイルの床が入る。

　ちょうど頭上の天てん地ち創造の真ま下したにあたる位置に、七つの種族をしたがえた英雄ライオネルが、黒雲をまとう〈無む貌ぼうの王おう〉と対たい峙じする場面が、モザイクで美しく描かれている。

　頭上の天地創造も、床の英雄武ぶ勲くんも、力強く荘そう厳ごんで美しかった。芸術家でもあったエラトスが描いたのだろう。こんな状況でなければ、どれほどか感動にふるえただろうに……。

　床を見つめるアリアンの耳に、レオンのぶっきらぼうな声が聞こえた。

「ここをでるぞ、アリアン。もう……こんな場所に用はない」

　少女は、唇くちびるを嚙かんだ。「……いいえ。どうぞ、あなたがただけでいって」

「なに？」レオンが険しい声でいった。「置いていけとでもいうのか？」

「ええ。だって、あたくしは信じないもの」アリアンはぐいとレオンにむきなおった。「きっと至宝はここにあるはずよ。聖せい王おう家けの誇りにかけて、かならず見つけてみせるわ！」

「こ──の、真しん性せいの阿あ呆ほう！」カッとレオンが叫んだ。「なにが誇りだ。ないものはないんだ。おまえが望む、手にするだけで絶大な力が手に入るようなそんな都合のいいものは！」

「だったら、よけいに逃げられないわ」アリアンはふるえる声でいい返した。「国も民たみも救えないのにむざむざ自分だけ生きのびるなんて、そんな恥はじ知らずなことできない。あたくしに望みをかける民や、死んでいった人々にあわせる顔がないわ！」

「……なんで、おまえがそんなことする必要がある」

　怒りを押し殺した声で、レオンが訊きいた。不ふ穏おんなその声に、アリアンは目をみはる。

「どういう……意味……」

「なんでおまえみたいな、なんの力もない小こ娘むすめが、なげくしか脳がないやつらのために自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで、たったひとりで重荷を背負う必要があるんだってことさ」

　レオンは顔をそむけ、唾つばを吐くようにつぶやいた。

「俺は、おまえみたいな馬鹿を知ってるんだ。無能で弱いやつらのために犠牲になって、そのあげく無む駄だ死じにした阿あ呆ほうをな……！」

　レオンの声が苦にがい響ひびきをともなって、アリアンの耳じ朶だを打つ。

　ふいにジジが、はっと入り口のほうをふりかえった。「だれか、ここにきます！」

　そのとたん、図書室になだれこむ足音が聞こえた。足音はまたたく間に部屋の中央にたどりつき書しよ棚だなの陰からあらわれて、アリアンたちを素早くとりかこむ。

「な……バルテン人!?」カラが叫ぶ。あらわれたのは、武装した十数名ほどのバルテン人兵士だった。彼らは手に手に剣を抜いて盾たてをかまえている。

「オルガ!?」アリアンが、兵士の陰に立つ青ざめたおさげの若い娘を見ておどろきの声をあげた。「どうして、オルガ……なぜバルテン人と一緒にいるの!?」

　アリアンの問いにオルガは顔をこわばらせて答えない。そこへ、

「ほう、これはこれは────」

　書棚のあいだから、バルテン人兵士をつれた礼れい装そうの青年があらわれた。

　青年はその場を見まわし、ふとレオンに目をとめると、わざとらしい口く調ちようでいった。

「レオンじゃないか。まさか、聖せい王おう女じよと一緒とは思いもよらなかったよ」

　その気軽な口調に、アリアンは思わずレオンの横顔を凝ぎよう視しする。

　礼装の青年へ、レオンが苦にが々にがしい声でいった。「……スヴェン、貴き様さま……」

　レオンの呼んだ名前にアリアンはさらにおどろく。スヴェンとは、海洋国バルテン前ぜん王おうの第一王子の名前だ。いったいこのふたりはどういう関係なのか？

　スヴェンと呼ばれた青年は、優ゆう雅がな冷れい笑しようでレオンを見返した。

「マグヌス叔お父じは敗北したよ。ユーサー皇おう子じの力を借りてね。叔父の保護がなければ、わたしは君をも断だん罪ざいし、投とう獄ごく中の叔父とならんで吊つるすことができる」

　アリアンは、おどろきのあまり状況がつかめなかった。だがスヴェンの次の言葉に、いまよりももっと、もっと息がとまりそうなほど驚きよう愕がくした。

「わが父を殺害した罪でね──海かい賊ぞく王ハイレディンの養やしない子よ」
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　──海かい賊ぞく王ハイレディン。

　かつてガトラン中にとどろいた父の名だ。その名を耳にして、レオンは気がついた。

　なぜこんなにもアリアンを気にしていたのか。なぜほうっておけなかったのか。

　むだに誇り高くて、己おのれの力量もかえりみず無む謀ぼうに突っ走り、どんな見返りもないのに他人のために犠ぎ牲せいになって、自分の命より信条が大事な、阿あ呆ほうとしか思えない少女を……。

「海賊王ハイレディン……」アリアンが、ぼうぜんといった。「海洋国バルテンの大だい海賊、分かたれし大陸ガトランのあらゆる国から手配がでたという、あの、ハイレディン？」

「そうだ」ぶっきらぼうにレオンは肯定する。

「その海賊王の養やしない子が、本当にバルテンの前王を？　なぜ？」

「復ふく讐しゆうだよ、聖せい王おう女じよ」代わりにスヴェンが答える。「わたしからすれば逆さか恨うらみだが」

「なにが逆恨みだ！」突とつ如じよレオンが叫ぶ。「裏切ったのは貴き様さまの親父おやじ、前ぜん王おうグリグのほうだろうが！　俺の親父は、グリグに押しつけられた領土と無意味な地位を寛かん大だいにも受け入れたんだぞ。服ふく従じゆうはせずとも対立は避け、ときには便べん宜ぎもはかってやったんだ。それを……」

　レオンは激げつ昂こうしていた。怒りで全身の毛が逆さか立だつような気がした。

「味方のふりでだまし討ちにしておいて、それを逆恨みだと！」

「いやしい賊を討つのに卑ひ怯きようもなにもないよ」その激昂を、スヴェンは受け流した。「言葉のやりとりをしているひまはなくてね。わたしたちが欲しいのは」青年はアリアンへと意味ありげに視線をうつした。「《王獅子の至宝レガリア》、と呼ばれるものだ」

　アリアンが鋭く息を吞んだ。その音がレオンの耳に痛々しく響ひびく。

「……結局は、それが目的かよ」レオンが吐き捨てる。予期していたが、あらためて彼の口から聞くと胃の腑ふが怒りと嫌けん悪おで煮にえくりかえった。

「それ以外どんな用がある？」スヴェンは皮ひ肉にくな笑みをむけた。「それは君も同じだろう。マグヌス叔お父じの間かん諜ちようめが」

　レオンは一いつ斉せいに視線を浴びた。バルテンの兵だけでなくアリアンたちも注視している。

「へぇ……」カラがつぶやく。「マグヌス公の間諜……しかもグリグ王の殺害者とはね」

　カラに答えず、レオンは低い声でスヴェンにいった。「薄うす汚ぎたないおまえと公を一緒にするな。公は至し宝ほうが欲しいなんていわなかった。その真しん偽ぎをたしかめろといわれただけだ」

「そうだと思ったよ。あの高こう潔けつな叔父らしいいいぐさだ。さて」区切りの言葉と同時に、バルテンの兵が武器と盾たてを手に一歩進む。「恭きよう順じゆんか死かの選択はなしだよ。至宝を手にするためなら、わたしは君たちの命など──」

「無む駄だだ」レオンが、苦にがい声で答えた。「ここには……《王獅子の至宝》なんてない」

「なんだと？」スヴェンのまなざしが険しくなる。「わたしをたばかろうとしても、それこそ無む駄だだよ。わたしは知っているんだ。ここに大だい賢けん人じんエラトスの発明した恐るべき武器」

　スヴェンは一いつ瞬しゆん、声をひそめた。

「────魔ま砲ほう〝タスラム〟。その設計書が隠かくされていることを」

「魔砲〝タスラム〟だと？」レオンは目をみはり、スヴェンの言葉をくり返した。

「そうだ。一いち撃げきで万の軍ぐん勢ぜいを焼きはらうといわれる武器だ。わたしは〈塔とうの学まなび舎や〉にあったという〝タスラム〟の設計書の一部を見た。ここにその残りの部分があると……」

　いいかけてスヴェンの視線が泳ぐ。無数にある石せき板ばんを、彼は不安げに見まわした。

「設計書ね」レオンは肩をすくめ、蔵ぞう書しよのつまった図書館を指し示した。「好きなだけさがすがいいさ。これだけあるんだ、いつか見つかるかもな……百万年後ぐらいには」

「馬鹿な、そんなはずは……！」スヴェンは声を荒げる。だが動どう揺ようは隠せていない。

「二千年前の技術に、あまり夢を持たないほうがいいですよ」後方でラウルがため息をついた。「それに素人しろうとが設計書を見ても、正確かどうか判断はむずかしいと思いますが」

「踊らされていたんだよ、貴き様さまも、俺も……だれかに」レオンは静かにいった。「ここにいるだれもがそうだ。全部、無駄だったんだよ。どんな行動も思いも──全部」

　そのとき、兵のあいだからおさげの娘が飛びだした。「そんな！」

「オルガ!?」おどろいてふり返るアリアンへ、オルガは必死の形ぎよう相そうで訊きいた。

「それって、それってここに至し宝ほうはないってことなんですか!?　そんな、至宝がなかったら、わ、わたしの……」オルガは激しく叫んだ。「わたしの弟はどうなるんです！　約束したんです、至宝と引きかえに弟を返してくれるって、ユーサー皇おう子じが！」

「ユーサー!?」レオンとアリアン、そしてカラが声をそろえて目を見開く。

　しまった、というようにオルガは一瞬口くちをつぐんだ。スヴェンがそれを見て「馬鹿めが」と小さく舌した打うちをする。アリアンは彼にかまわずオルガへ身を乗りだした。

「それって、ダルディス皇こう弟ていユーサーのことなの、オルガ！　なぜそこでユーサー皇子の名前がでてくるの？　まさか──まさか、あなたユーサー皇子と!?」

　一瞬、オルガはおどおどと目をそらす。だがすぐに、キッとアリアンへ視線を移した。

「……そうです」自や棄けになったようにオルガは答える。「ええ、ええ！　そうです！　わ、わたしは、わたしはあなたも……聖せい王おう国こくも裏切りました！」

「もしかして……」アリアンは青ざめた。「あたくしが打ちあけた計画を、ユーサー皇子に告げていたの？　バルテン人を導いてきたのも、あなたなの？　なぜそんなことを！」

「……あなたのせいです」オルガはこぶしをにぎり、身を乗りだして言葉をたたきつけた。「そうです、あなたのせいです、あなたがいけないんです！　あなたがサンモーントへこなければよかった。そうしたらわたしたちは、ずっと平へい穏おんに暮らせていたのに！」

　アリアンは絶ぜつ句くする。オルガは一瞬、苦しげに目をつぶった。

「弟はまだ五歳さいだったのに。父とうさんも母かあさんもいないからとても甘えん坊ぼうで、わたしがいなかったらなにもできなかったのに……だから、わたしは弟をとり返すために……あなたなんかにまかせておけない、あなたがたったひとりで国をとりもどせるわけがないって思って、それでユーサー皇おう子じの話を受け入れたんです。なのに、なのにここに至し宝ほうがないなんて！」

　オルガの瞳ひとみがうるんだ。顔を赤くし、彼女はふるえる声をはりあげた。

「返してください、わたしの弟をつれもどしてください！　聖せい王おう家けのせいで国が敗れたんです、あなたのせいでわたしたちが苦しんでいるんです！　国をとりもどすっていったじゃないですか。至宝を手に入れて、ダルディスを倒すっていったじゃないですか。弟をわたしのもとにきっと返してくれるって、そう約束したじゃないですかっ！」

　わぁっとオルガはモザイクタイルの床へつっ伏し、そのまま号ごう泣きゆうしはじめた。

「……ごめんなさい」弱々しい声で、アリアンはいった。「ごめんなさい、オルガ……」

「あやまってなんか欲しくありませんっ！」オルガは涙に濡ぬれた顔をあげ、激しくいい返した。「あやまるぐらいなら弟を、わたしたちの生活を、故こ郷きようを返してください！　どれだけの民たみが苦しんでると思ってるんです、全部、全部あなたのせいなんですよ！」

　アリアンはうなだれた。誇り高い彼女が、だれにも負けずいつも面おもてをあげていた少女が、甘んじてオルガの罵ば倒とうを受けるように、肩を落とし声もなく立ちつくしていた。

　その姿にレオンは思いだした。〝不ふ実じつのレスビア亭てい〟での、あのひとときを。
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　うずくまり肩をふるわせ、小さな体を小さくちぢめて、泣いていた少女を。

〝……お父とう、さま……お母かあさま…………！〟

　けっして泣き言をいわなかったアリアンが、思わず口にした、あの言葉を────

「いいかげんにしろよ」

　低い、怒ど気きをはらむ声が自然に唇くちびるから落ちた。

　びく、とオルガは口を閉ざす。激しい怒りをたたえる紅あかい瞳ひとみに、彼女の涙は凍りついた。

「おまえら弱いやつらは、本当にどこでも同じだな」唾つばを吐くように、レオンはいった。「なんの力もないくせに、なにひとつできなくてなにひとつ自分でやろうとしないくせに、だれかに文句つけて責任をおっかぶせるのだけは立りつ派ぱに一人前だぜ」

「な、な……だ、だって」いいかけたオルガは、レオンの恐ろしいまなざしにすくんだ。

「たしかにそんな小こ娘むすめひとりで国がどうにかなるわけがないさ。あるかどうかもわからないものに頼ろうって時点で、どんな余よ地ちもないほど負けてるってことだからな……だがな、そんなことも思いつかないでただ王おう家けの人間ってだけで、国の復ふつ興こうなんてとほうもない役目を押しつけて期待するほうも救いがたい阿あ呆ほうなんだよ！」

　あまりの激しい言葉にオルガがかすかに悲鳴をあげて身を引く。

　レオンはスヴェンに視線をむけた。怒りに燃える紅い瞳に、スヴェンもわずかに体をこわばらせる。レオンはスヴェンをにらんだまま、うなだれるアリアンにいった。

「……アリアン。俺の親父おやじ、ハイレディンはな」彼は歯を食いしばり、そして押しだすようにして言葉を吐きだした。「バルテンの前王グリグにはかられ、自分の船団と引き離されて領りよう土どの街にいたんだ。そこを、グリグの率ひきいる海軍に攻められて、親父は街を守るためにたった一隻せきの船で仲間とともに挑いどんでいった……勇ゆう敢かんに戦ったが、でも、結局……」

　獅し子しの柄つか頭がしらを、彼はにぎりしめる。強く、強く固く、力のかぎりにぎりしめる。

「親父の死体は、自分が守った街で吊つるされた。街の人間がその死体に石を投げていたぜ。自分たちが生きていられるのはだれのおかげかも忘れ、親父がこの街にこなきゃ襲しゆう撃げきはなかったっていいながらな……本当に非難する口ばかりは上う手まかったぜ！」

　空気を焦こがす火のように激しい、苦にがみに満ちた言葉がレオンの口から飛びだす。

「民たみなんざ、そんなもんだ。だれかに頼って責任逃れすることしか頭にない。そのくせ責任を押しつけた相手が期待に沿わなかったら口をきわめて非難する。あいつらは国がどうなろうが気にしないぜ。そんなでかいことなんか考えられるか。自分たちの暮らしが安あん穏のんとしてりゃそれでいいんだ。口だけの、なにもできない弱虫どもめ──本当に国をとりもどしたきゃ、自分ですればいいんだ。おまえみたいな小娘ひとりにやらせなくてもな！」

　紅い瞳で宙をにらみ、赤あか毛げの若者は声に火のような憎にくしみをこめて話しつづける。

　────吊るされていた死体。

　顔もわからないほど腐くさりかけ、肉が落ちて骨まで見える、ボロ切れのような骸むくろ。

　襲しゆう撃げきを逃れたあと、ひとりひそかに街にもどった自分が見たのは、吊つるされてゆれる骸むくろと、その骸むくろにむかって罵ののしりとともに投げられる無数の石。

　石が骸の肉を削けずる。骨がはずれて落ちる。それを見て、聞くに堪たえない嘲ちよう笑しようがあがる。

　見たくなかった。あれは養よう父ふではないと信じたかった。

　海かい賊ぞく王ハイレディンは無敗の男なのだ。どんな危険もどんな敵もくぐり抜け、ぶんどった戦せん利り品ひんを船に山と載せて、雄お々おしく誇らしげに凱がい旋せんしてくる大だい海賊なのだ。

　あれは親父じゃない。絶対に、絶対に海賊王ハイレディンじゃない──────！

　追つい憶おくにさいなまれ息もできないほど苦しくて、レオンはぎりぎりと歯を食いしばる。

　ふとレオンは獅し子しの剣をにぎりしめているのに気づいた。力のかぎりにぎりすぎ、手がわななくほどに。父から剣をたくされたあの日から、なんどもくり返した無意識のしぐさだ。

〝……世界には、神しん秘ぴの奇き跡せきも、人じん為いをこえた魔ま呪じゆの力も、存在しない……〟

　しゃがれ声は、もう聞こえない。そうだ、この世に神秘など存在しない。なにもかも幻げん聴ちようだった。剣がしゃべるはずなどなかった。あの声は、自分が生みだした幻げん想そうだったのだ。

　自分が──すがって、生きていくために。

「逃げりゃよかったんだ。勝かつ手てに押しつけられた領りよう土どだろうが！」ふるえる手をはなし、彼は叫んだ。「守る義務なんざこれっぽっちもなかった。なんの勝しよう算さんもない戦いをやらなきゃならないような責任なんかどこにもなかった！　なのに……なんであんな阿あ呆ほうなことを！」

　体中を怒りが駆けめぐる。おさえようのない、ゆき場のない灼しやく熱ねつの溶岩のごとき憤いきどおりが口からほとばしり、それでもおさまらず体をふるわせた。そのとき、

「……それが、あなたの考えなのね」

　おだやかな声が聞こえて、レオンはわれに返る。

「でも、あたくしは……そうは、思えない。あなたと、同じには」アリアンがつぶやいて、レオンへとむきなおる。「奥おく宮みやで、あたくしを逃がすために残ったひとたちがいたの。至し宝ほうの力で国をとりもどす願いをあたくしにたくして、死の危険もかえりみずに……」

　レオンの怒りが急に引いていく。アリアンの、あまりにもまっすぐなまなざしに。

「あなたのいうとおり、多くのひとは自分たちのことしか考えられないのかもしれない。だけどあたくしは、あの命を賭かけた願いを──家族を失って、国を失って、故こ郷きようの歌に涙を流すひとたちのなげきを無視するなんて、できない。たとえほんのひとにぎりのひとの願いでも、あの心からの信頼や悲しみを見なかったことになんて、できない。できるわけがないわ」

「アリアン……」

「だれかの哀かなしみに目をつぶり、弱いひとたちの弱さを憎にくんで、非ひ道どうな行いも当然だなんて、あたくしは思いたくない。大事に想い、愛いとしく想うものがあって、そのために動くひとだってきっといるはずだわ。女め神がみエウレネが、あたくしたち人間を汚らしい芥あくたからつくられたように、あたくしたちが本当は、さげすまれるような汚い本性を持っているのだとしても……女神は同じだけ深い情愛をそそいでくださったのよ。あたくしは、その情愛を信じるわ」

　聖なる王女は静かな誇りをもって、レオンへ告げた。

「レオン。それが────あたくしの、誇りよ」

　レオンはアリアンを見つめた。アリアンも、レオンをまっすぐに見返した。

　アリアンだけが見えていた。視し界かいに入るのは彼女だけだった。まわりをかこむ兵士も、自分をにらむスヴェンも、背後にいるラウルたちも、だれも目に入らなかった。

　いつしかオルガが立ちあがり、ぼうぜんとアリアンを見ていることにも気づかなかった。

　そのとき突然、肉をつらぬく鈍い音が響ひびいた。

「あ……あぁ!?」

　オルガが困こん惑わくするような声をあげ、自分の体を見おろす。体の中心から、鋭い剣けん先さきが突きでている。赤い血が剣先をつたわって、モザイクタイルの床へとしたたり落ちる。

　背後でぐいとスヴェンが剣を抜いた。大きく血ち潮しおが噴ふきあがる。編んだおさげを背後になびかせ、血潮を宙に残して、娘はゆっくりとくずおれる。

「オルガ……そんな、オルガ!!」

　床に倒れる侍じ女じよにアリアンは駆けより、抱きついて必死の声で名前を呼んだ。

「いつまで、ぐだぐだとしたおしゃべりを」険けん悪あくな声でスヴェンがいう。「人ひと質じちのふりでもさせようと思っていたが……馬鹿め。自分から裏切りをべらべらとしゃべるとはな」

「あなた……あなたって！」アリアンが激しくスヴェンをふりあおぐ。憎にくしみと怒りにたぎる翡ひ翠すいの瞳ひとみを、礼れい装そうの青年は小こ馬鹿にしたように見おろした。

「聖せい女じよのごとき気け高だかいたわごとを抜かした舌の根が乾かぬうちに、なかなかいい目をするものだよ。では、聖せい王おう女じよ。サンモーントでの真実も、奥おく宮みやに残った残ざん党とうたちの真実も、ともに知ったなら────それでもまだ、あんな善人ぶったことがいえるかな？」

　アリアンがいぶかしげに眉まゆをよせる。オルガが血に染まる腹を押さえ顔をあげる。

「サンモーントでの……しん、じつ……？」

「サンモーントの城じよう代だいは」薄い笑みをほおにはりつけ、スヴェンが答える。「街の住民を奴ど隷れいとして財産ごとダルディスに引きわたしたのだ。自分の命を見逃してもらう代わりにね」

　オルガの血の気が一切なくなった。アリアンもオルガを抱いて体をこわばらせる。

　スヴェンは小こ気き味みいいとばかりに、さらに告げる。「残党たちも、最初からユーサー皇おう子じと手を組んでいたのだよ。ダリウス大たい皇こうを殺害する役目と引きかえに君をだまして、自分と家族に安あん住じゆうの地をあたえてもらうつもりだったのだ────もっともすでに、城代も残党たちも、ユーサー皇子の手で別の安住の地へ送られたがね」

　アリアンの悲痛な声があがる。「そんな、それって……！」

「レオンのいったとおりだ。君は芥あくたにも劣おとるいやしい民たみどもに、ずっとたばかられ利用され、おとしめられてきたのだよ。さて、この真実を踏まえた上で、ぜひ先ほどの気高く高こう尚しようなたわごとをくり返していただきたいものだね。さあ！　さあ、聖せい王おう女じよ！」

　スヴェンの高笑いが、アリアンをいたぶるように図書館中に響ひびきわたる。

　アリアンは反応しなかった。オルガをかばうように抱きしめ、じっと床の一点を見つめていた。魂たましいが抜けたように、意志の力をうばわれたかのように、少女は動かない。

　その刹せつ那な、レオンの内でなにかが切れた。

「スヴェン！」目にもとまらぬ早さで彼は獅し子しの剣を抜きはなつ。「貴き様さまぁっ！」

　激げつ昂こうの叫びをはなってレオンは突進した。

　盾たてをかまえてゆく手をふせぐバルテン人兵士を蹴け散ちらかし、レオンは猛もう攻こうする。たちまち図書館内は、激しい乱戦に突入した。




「……こうなってはどうしようもありませんね」

　喧けん騒そうのなか、書しよ棚だなに隠かくれたラウルがかたわらの黒くろ髪かみの娘につぶやく。

「カラ、加か勢せいをお願いします。聖王女を保護しなくては」

「んもぅ、いわないこっちゃないよねっ」カラは舌した打うちをすると、狂きよう戦士のごとく剣をふるうレオンへ視線を移す。「ったくあの馬鹿。実は一番キレやすいかも！」

　カラはまとめた髪に隠す鋭い短たん刀とうをすばやくとりだし、床を蹴って書棚の陰から走りでた。ほどける長い黒髪を背に流し、女戦士は敵のまっただなかへ激しく突っこむ。

　右手の短刀で相手の剣を受け流し左手の手しゆ甲こうを敵の顔面にたたきこみ、硬い足そつ甲こうで蹴けりあげすばやい動きで攻撃をかわして、カラはアリアンを守るレオンのそばに駆けよった。

「この赤あか毛げ！」カラがレオンに叫ぶ。「怒りで目がくらみすぎ。その髪は頭にのぼった血で染まってるんじゃないの！」

「うるせえ、赤毛が短気なのはあたりまえだ！」

　叫び返してレオンはふってくる剣を強くはじき長ちよう剣けんを激しく敵にたたきこむ。ふたりがバルテン人兵士を相手に戦っている隙すきに、ラウルとジジがアリアンに走りよった。

「聖王女、立てますか」ラウルが座りこむアリアンにいった。「ここから逃げますよ」

「……だめよ」アリアンはオルガを抱いて、床を見すえたまま答える。「オルガを……」

「オルガさんもつれていきます、だいじょうぶです」ジジがアリアンの肩をつかみ、顔をのぞきこんだ。「だから立ってください。このままではレオンさんたちも危険です！」

　は、とアリアンが顔をあげた。彼女は唇くちびるを引き結び、ラウルとともにオルガをささえて立ちあがる。ジジがベルトに隠した小さな鋭い短剣二本を引き抜く。

　それを見て、レオンはすばやくカラになにごとか耳打ちをした。

　戦士の娘が言葉を返す間もなく、彼は敵の攻撃をくぐり抜けどこかへ走っていく。

　走り去るレオンに代わって、カラはアリアンたちへ群れる敵を引き受ける。

　いましも横よこ薙なぎされる剣先をかわし、カラは目前の敵のふところに飛びこんだ。

　目にもとまらぬ早さで女戦士は相手の腕を蹴けりあげる。兵のもつ剣が宙に浮くのを即そく座ざにつかみ、長い黒くろ髪かみを華か麗れいになびかせ舞うようにカラは剣をふりまわす。

　兵たちが思わず一歩引いた。カラは追わずに逆にすばやく退ひく。

　そのとき兵たちの足もとに大きな影が生まれる。彼らがふりあおぐ間もなく────

「うわ、うわああああっ！」「ひいいいっ！」

　兵たちの頭上に巨大な書しよ棚だなが重い風圧をともない倒れてきた。

　ぐしゃりと鎧よろいがつぶれる音を地じ響ひびきがかき消す。石せき板ばんと粘ねん土ど板が割れ、飛び散る破は片へんに顔をそむける兵たちの前に、倒れた書棚を飛びこえレオンがあらわれた。

　彼は一気に跳ちよう躍やくし獅し子しの剣で薙なぎはらう。盾たてをもはじきとばす猛もう攻こうに崩れかかる兵を目がけ、カラも乱入した。

　乱戦の喧けん騒そうをあとに、アリアンとラウルはオルガをささえ、ジジに先せん導どうされて林立する書棚の陰に入る。しかしそこに兵士が入ってきた。

「待て！」兵は盾と剣を手に、ラウルたちへむかってくる。ジジが即そく座ざに走った。

　ふりおろされる剣を左の短たん剣けんではじくと、強く一歩踏みこんで、ジジは右の短剣を鎧の隙すき間まに深く突き刺しぐいとひねる。うめいて兵士が床にひざをついた。

　だが反対側から別の兵があらわれラウルたちの背後にせまる。とっさにラウルはふり返り、書棚の石板をつかんで兵士の頭に思いきりたたきつけた。

　ごがん、という派は手でな音で石板は割れ、兵は目をまわしてくたくたとくずおれる。

「ふふ、どうです、わたしもそれなりにやると思いませんか？」

　得意げにいって、ちらとラウルは割れた石板に視線を落とし、その瞬しゆん間かん目をむいた。

「もしかしてこれは……エラトスの原げん論ろんの一部!?」割れた石板をラウルはにぎりしめた。「原本があったなんてしかもわたしがこの手でうあぁああぉ！　レオン、カラ、だめです書棚を倒さないでいますぐここにある文ぶん献けんを全部即そつ行こう即刻厳げん重じゆうに保護をぅぉおおぉあぉ！」

「師し匠しよう」もどってきたジジが、非常に非常に冷静な声でいった。「正気にもどってください。でないとその板を今度はあなたの頭にたたきつけます」

「失礼」ラウルは乱れた髪をなでつけ、即行ですました態度にもどった。「さ、いこうか」

　だがオルガをささえて歩きだす背後で、またもや書棚が倒れる激しい音と兵士の悲鳴が聞こえてくる。ラウルは大きなため息をついた。

「ああ……なんて無ぶ粋すいで粗そ暴ぼうな仕打ち！　たとえ技術的に価か値ちはなくとも考こう古こ学がく的にはかりしれない価値があるというのにあぁあわたしのエラトスわたしのうぉおおおぉお！」

「さっきたたき割ったのは師匠です」

　傷口に塩をねじこむ指し摘てきをジジがするとラウルはむっつり無言になる。平然と歩きだすジジのあとを、やけに無む口くちになったラウルはアリアンとともについていった。




　書しよ棚だなの陰で、スヴェン王子は息を殺していた。

　聖せい王おう女じよたちの重い足音が、彼が隠かくれる場所へしだいに近づいてくる。

　緊きん張ちようの汗で濡ぬれる手のひらを礼れい装そうにこすりつけ、スヴェンは自分にいい聞かせた。

　叔お父じが失しつ脚きやくしたいま、至し宝ほうはなくともバルテンの王位はゆるがない。新たに同どう盟めいを結んだユーサーには、他た民族を排はい除じよしようというぶっそうなバアシュ教のあと押しはなく、ダリウスよりは信頼できる。彼の協力があれば、分裂しかけた国をまとめることもできるだろう。

　落ち着け、あせるな。五年にわたる叔父との王位継けい承しよう争いを乗りこえて、ようやくつかみかけた目前の勝利を、一時の焦しよう燥そうで失うな……！

　だが──恵まれた第一王子として育ったスヴェンには、大らかな性格にありがちな甘さがあった。置かれた状況の外に想像のおよばない鈍さがあった。

　なぜ、〝聖座島サン・スイエージユ〟に至宝があると、多くの人間が知っていたのか。

　なぜ自分ではなく叔父が失脚し、なぜ自分たちだけが先にここへ送りだされたのか。

　それらの疑問をスヴェンは抱かなかった。彼の視し界かいと思し考こうに入るのは、すぐそこに近づくアリアンたちの声と足音と気け配はいだけだった。

　モザイクタイルの床に落ちる彼の影が濃くなる。その漆しつ黒こくの影から、水が染しみでるように這はいでるさらに昏くらい〝なにか〟に、スヴェンの視線がむけられることも、なかった。




　床に血のあとを点々と残し、アリアンたちはオルガをささえて書棚のあいだを歩きつづけた。肩にずっしりとかかるオルガの重みが、彼女の命のか細さを物語る。

　アリアンの心は乱れ、いくつもの思いに引き裂かれそうになっていた。

　オルガを案ずる気持ち、兵たちを相手に戦うレオンを案ずる気持ち。足手まといにすぎない身のくやしさと、その状況をどうにもできない、なんの力もない自分への怒り。

　そして、あきらかにされた裏切りの真実への……絶望。

　誇りも矜きよう持じもなければ、アリアンは自分をささえられなかった。だがそれがどんなに見せかけのもので、負けおしみでしかないか、だれよりも彼女が一番わかっていた。

　民たみからの願いをたくされた、気け高だかい使命を背負う英雄の末まつ裔えい。

　そんなものは、幻まぼろしだった。至宝がまやかしであり、自分の〝誇り〟が見せかけであるのと同じように、〝聖王女〟と呼ばれてきた自分は──ただの虚うつろな殻からだったのだ。

　しだいに、乱れるすべての思いはあるひとつの願いに収束していく。

　火に追われ、泥どろにまみれて逃げるしかなかったあのときに抱いた、強烈な願いに。

　この手に力があったなら。なにものをも打ち倒す力を、この手にできたなら。

　この虚ろな身にそそぐ、神のごとき強大な力があったなら……!!

　とりつかれたように思いにふけるアリアンの足がずるりとすべりかけた。

「きゃぅ！」オルガごと危うく倒れかけ、少女は書棚にぶつかった。

「だいじょうぶですか！」案ずるラウルの声が耳じ朶だを打つ。だいじょうぶ、とアリアンは答えかけて、ふと床が濡ぬれているのに気づいた。

　書しよ棚だなのむこう側から、その液体は流れてくる。ラウルたちが床を注視する前に、アリアンの視線は気け配はいを感じて頭上へ動いた。

　そこにはなにもない。天てん蓋がいに描かれたアル＝エルの天てん地ち創造がかいま見えるだけだ。

　と思った瞬しゆん間かん、突とつ如じよ激しくなにかがアリアンのすぐ背後へ落下した。

　たたきつけられつぶれる嫌な音にアリアンがびくりとふり返る。ラウルが制止し、ジジが駆けよる前に、アリアンはそれを、見てしまった。

　スヴェン王子だ。麗れい々れいしい礼れい装そうを身に着けたスヴェンの、血まみれの体────

　彼女の体がいきなり宙に浮く。ラウルたちがとめる間もなく、少女のあげる恐怖の叫びが床に尾を引き高く天蓋までのぼっていった。
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　書棚が倒れる激しい音が、レオンの視線を目の前の敵から引きはがした。

　ふりあおぐ彼の耳に、あとからあとから棚が倒れる音がとどく。バルテン人兵士たちの悲鳴と石せき板ばんや粘ねん土ど板が砕け散る音とがかさなって雷らい鳴めいのごとき大音おん響きようになる。

「うわ！」倒れる棚をレオンは転がって避けた。

　いま対たい峙じしていた兵を道づれに重い棚は地じ響ひびきを立て床に沈む。

　雪崩なだれのごとく倒とう壊かいする書棚を必死に避けて、飛び散る石板のかけらを踏みこえ、下した敷じきになった兵の体を乗りこえて、レオンは走る。

　棚の列がとぎれ、ぽっかり開いた中央の広い空間が前方に見えたときだった。

　突如、眼前を巨大な黒い影がよぎった。恐ろしい速度でそれはゆきすぎ、レオンが見きわめる前にこつ然と消え、と同時にだれかの細い体がどさりと投げだされた。

「アリアン!?」

　投げだされたのは、白いドレスを血に染めたアリアンだった。

　少女のそばに、ひとりの少年が立っている。黒くろ甲かつ冑ちゆうの、濡ぬれたように黒い髪かみと夜のごとき瞳ひとみを持つ美び貌ぼうの少年だ。彼に見覚えはない。だがレオンには一目でわかった。

　リールエルバンの裏うら町まちで出会った少年騎き士し、ダルディス皇こう国こく皇こう弟ていユーサー、そのひとだ。

　黒甲冑の少年──ユーサーは、昏くらい声でいった。「起きろ、聖せい王おう女じよ」

　その声に打たれたように、びくんと体をふるわせて、アリアンが顔をあげる。

「あなた……は……？」

「……ユーサー」冷たく慇いん懃ぎんに、少年は名乗る。「僕の名は、ユーサー・カデット・オ・ダルディス。ダルディス皇国皇弟だ。アリアン聖王女──僕が君に望むのは、たったひとつ」

　凍いてつく光をはなつ瞳ひとみをむけて、少年皇おう子じはうむをいわさぬ声こわ音ねで告げた。

「《王獅子の至宝レガリア》のもとへいたる道を、開いてもらうことだ」

　アリアンは翡ひ翠すいの瞳を大きくみはった。だがすぐに唇くちびるを嚙かみ、わななく声で返す。

「むりよ……そんなもの、あたくしは知らない。聞いたこともないわ」

「君が知っているかそうでないかは、問題ではない」

　冷れい徹てつにそういって、ユーサーはすらりと腰の剣を抜きはなった。

　磨みがかれ、研ぎすまされた刃やいばが、見るものの視線すら切るような鋭い光をはなつ。

「僕の命令どおりにするか、しないかだ。さあ」刃のごとき声が命じる。「立て」

「いやよ！」少女はきっぱり拒きよ絶ぜつした。「あたくしの命を盾たてにおどすなら、なおさら動くものですか。殺すつもりなら殺せばいいわ。存在しないものをひとりでさがせばいいのよ！」

　こんな状況にもかかわらず、アリアンは屈しなかった。命知らずの誇りの高さは、どれだけ意志をくじかれようと、けっして変わらないように見えた。

　彼女の固い意志を、ユーサーも知ったようだ。黒い瞳が酷こく薄はくな光を宿す────

　やにわに少年は踏みこんだ。アリアンが目をつぶる間もなく風を切って剣が降る。

　その刹せつ那な、刃のぶつかる甲かん高だかい音が響ひびいた。

　ユーサーの剣は宙で受けとめられていた。皇子は大きく目を見開く。と、剣が激しくはじかれた。一歩引いて見返す黒い瞳を、怒りに燃える紅あかい瞳がにらみつける。

「させるかよ！」「……貴き様さまは」

　炎ほのおのごとき熱い言葉と、氷のごとき冷ややかなつぶやきがかさなった。

　床に倒れるアリアンとユーサーとのあいだに、レオンは剣をにぎって立ちふさがる。

　ユーサーが先に口を開く。「ここで貴様に再会するとはな。喜ばしいことだ」

　そっけなくレオンが答える。「そうかよ。俺は嬉うれしくもなんともないぜ」

「僕が一時は見こんだ人間だ。簡単にくたばってもらってもつまらない」皇子はレオンの背後に座るアリアンに視線をむける。「ここまで聖せい王おう女じよに忠実とは……やはり、惜しいな」

　一いつ瞬しゆん言葉を切って、そして少年騎き士しはいった。

「────殺すには」

　ぞっとする声音だった。だがレオンはひるまない。その声の冷たさは、レオンの闘とう志しを冷ますことなく逆に燃え立たせた。

「俺を殺せると思う時点でお甘い皇子さまだぜ」

「甘いのは貴様だ。それを」少年は冷れい然ぜんと返す。「──いま、証明してやる」

　レオンはその言葉を聞かなかった。聞く前に動いた。

　強く飛びこむように踏みこんで、重い風とともに獅し子しの剣を思いきりふりおろす。

　だが水を薙なぐように剣は打ち流され、逆に目にもとまらぬ斬ざん撃げきが返る。とっさに身をのけぞらせてはね返し、レオンは即そく座ざに前進する。ユーサーも同時に。

　天てん蓋がいに描かれた天てん地ち創造の真ま下したで激しい戦いがはじまった。

　身軽なレオンにくらべればユーサーの動きは鈍い。しかし重い甲かつ冑ちゆうをつけていることを考えれば、こちらの攻撃に対する反応は驚きよう異い的だった。

　ユーサーは最小限の動作でレオンの剣を受け流し、ここぞという機に鋭い一いち撃げきをくりだす。鎧よろいをつけないレオンが食らえば死にいたるほどの威い力りよくだった。

　かつてないほど必死にユーサーと相あい対たいしながらも、レオンは周囲の状況が気になった。

　バルテン人兵士の気け配はいがまったく感じられない。カラやラウルにジジ、オルガもどうなったのか。なにより先ほどアリアンを運んできたあの黒い影はいったい……!?

　戦いの激しさだけでなく、内心のひそかなあせりに、レオンの背せ筋すじに汗がつたう。

　だがふと…………なぜだろう？　その汗が、急に引いた。

　戦いによる激しい動きに体は熱い。なのに背筋にいやな冷気が触れた気が、した。

　けれどその感かん触しよくは、くりだされたユーサーの鋭い斬ざん撃げきに瞬しゆん時じに吹き飛んだ。

　とっさにレオンは剣で受けとめた。刃やいばが嚙かみあい鼓こ膜まくに痛い金属音が響ひびきわたる。

　ふたりは剣を交差させ激しくにらみあう。にらみつつユーサーが大きく肩で息をついた。重い甲冑と、力と早さで勝るレオンの猛もう攻こうに、さしもの彼も疲れが隠かくせないようだ。

　その機をレオンは逃さない。渾こん身しんの力で交差する剣ごとユーサーをはじき飛ばす。からくも足を踏んばりユーサーはこらえるが足がすべってひざをついた。
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　そのユーサーの肩かた口ぐち目がけ、レオンは殴なぐりつけるように激しく剣をふりおろす。刃やいばが鎧よろいに食いこむ感かん触しよく──をレオンが感じる前に、少年が右手を宙にのばす。その瞬しゆん間かん、

「なっ!?」考えられないような衝しよう撃げきが下方からきた。

　なにが起こったかわからなかった。まるで黒い突とつ風ぷうに突とつ撃げきされたかのようだった。

　レオンは豪ごう速そくで宙を飛び、床にたたきつけられはずんで転がった。激烈な衝撃の痛みに息がつまる彼をつぶすように、ずんと重く巨大ななにかがのしかかる。

　裏うら町まちで巨きよ漢かんの騎き士しに踏みつけられたときの比ではない。もっと重く、もっと巨大で、そして────身の毛がよだつほど、冷たい。

　痛みにかすむ目をレオンはむりやり見開く。見開いた瞳ひとみが、凍りつく。

　漆しつ黒こくの影のなかから、闇やみの炎ほのおを宿す双そう眸ぼうが、彼を見おろしていた。

　血の臭においが混じる、生なま温ぬるく生なま臭ぐさい息がレオンに吐きかけられる。開いた口からは、ずらりとならぶ氷のごとき冴さえ冴えと光る牙きばも見えた。

　声もないレオンの胸に、のしかかる重みとは別の鋭い痛みが走った。

　彼を踏みつける巨大な影の足から生はえる鈍にび色いろの爪つめが、衣服を破り胸むな板いたに食いこんでいる。深く、深く、釘くぎを打ちこむように、爪の先がレオンを引き裂くばかりに突き刺さった。

　レオンは声をあげようとした。だが声どころか呼吸すらできなかった。

　遠くからアリアンが自分を呼ぶ声が聞こえる。それに答えることもできなかった。

　自分に覆おおいかぶさる、胸きよう骨こつをきしませ、肺を押しつぶし、呼吸をかすれさせる耐えがたい重さのせいではない。恐怖が彼の舌を縫ぬいとめ、声までもうばっていたのだ。

　これは、なんだ。この見たこともない、おぞましい生き物は、いったいなんだ……!?

「僕が喚よびよせたのだ」

　レオンの声なき声を聞きとったように、ユーサーが見おろす。その冷れい然ぜんたる美び貌ぼうをレオンは見あげた。目の前の状況は信じがたい。しかし彼の言葉には真実味みがあった。

　皇おう子じがなにをどうやって、この得え体たいの知れない影の獣けものを呼んだのかはまったく不明でも、まぎれもなく彼が神秘の力を持っているのは────たしかだった。

「殿でん下か！」ユーサーを呼ぶ声がした。とたん、巨大な謎なぞの影が瞬しゆん時じにかき消える。黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士したちが駆けより、痛みと恐怖に動けないレオンを引き起こして後ろ手に押さえつける。

　双そう剣けんをさげた浅黒い肌はだの騎士がユーサーに歩みよった。「殿下、ご無事でしたか」

「僕がしくじると思うのか」皇子は冷静に答えた。「それよりバルテン人は」

「殿下の呼ばれた獣の力で、みな死にましたよ。それと、この傭よう兵へいの仲間らしいものたちもとらえてあります。背はい後ご関係をしらべたほうがいいですね」

　双剣の騎士が指し示すほうから、ラウルとジジ、カラが騎士たちにかこまれ、書しよ棚だなのあいだからあらわれた。カラもジジも武器をとりあげられている。ラウルはいわずもがな、最初から丸まる腰ごしだ。そして傷ついたオルガが騎士たちによって床に横たえられる。

「……聖せい王おう女じよ」ユーサーはアリアンへ視線をむけた。「すべてに裏切られた君を守ろうとする人間は、他国人で傭よう兵へいの彼だけだったな。どうだ、自分の命は惜しくなくとも」

　冷れい徹てつに、そして非情に、打ちすえるようにユーサーは告げた。

「彼の命は────惜しくないか」

　その言葉にレオンはがくぜんとした。はめられた。戦いにわれを忘れ、ユーサーの策さく略りやくにはまってしまったのだ。しかもアリアンを動かすための餌えさとして……！

　アリアンは蒼そう白はくの面おもてでレオンを見つめ、そしてユーサーに視線を移す。真まっ青さおな唇くちびるは引き結ばれたままだ。ユーサーはうむをいわせぬ口く調ちようで要求した。「返答を、聖王女」

　その瞬しゆん間かん、痛みの苦しみの下から、思わずレオンはむりやり声をあげた。

「ったく、どいつもこいつも……そんなに自分を超えた力が欲しいのかよ。アリアン！」

　レオンは身を乗りだす。だが即そく座ざに騎き士したちに押さえつけられ床に腹ばいにさせられた。それでも彼は紅あかい瞳ひとみに炎ほのおをたぎらせ、必死に顔をあげて叫んだ。

「おまえは自分でいっただろうが。どんな強者も同じだ、絶対の強さなんてないって！　いってやれよ、こいつらに。どんな力を手に入れたって無む駄だだと。どんなに強いヤツだって、どれだけ強くなったって、かならず別の力に屈するんだとな！」

（──そうだ。俺の、親父おやじみたいに……）

「レオン……」アリアンは苦しげにレオンの名を呼ぶ。そのとき、

「……本気で、貴き様さまはそう思うのか」

　冷ややかな声がした。ユーサー皇おう子じがさげすむように、レオンを見つめている。

「どんな力を手にしても無駄だと、本当に思うのか」わずかに語気を荒げ、少年はいった。「だれかを屈くつ服ぷくさせ、その上に立ちたいと思わないのか。自分の力及およばないことに、その手に力がないことに歯は嚙がみし、心の底から悔くやしいと思ったことはないのか。いま貴様が這はいつくばっているのは自分に力がなかったからなのに、それでも力などいらないというのか!!」

　無言でにらみつけるレオンに、ユーサーは厳きびしい声こわ音ねで告げた。

「僕は、決定的な勝者たる〈万界の王ドミナントウール〉としてすべての上に立つ。そのために必要な力なら、すでにもっている。至し宝ほうのもとへいくのは、手に入れるためじゃない」

　皇こう弟ていユーサーは、部屋中に響ひびく強い声で告げた。

「────破壊するためだ」

　レオンは声を失う。その彼を、昏くらく強い光を宿す漆しつ黒こくの瞳が見おろした。

「すこしは見るべきところもあると思ったが……野心のない人間など僕は必要ない」、銀の色に光る剣を、ユーサーはまっすぐレオンにむける。「いつか失われるものをもとめるのが虚むなしいというのなら、いつか失われる命を、いま失っても惜しくはないはずだな」

「やめて！」その瞬間、アリアンが悲痛な声をあげた。「もう、やめて……もうだれの命も失いたくない。あなたのいうとおりにするから……！」

「阿あ呆ほうをいうな！」レオンは怒ど鳴なる。「俺がこうなったのは俺の愚おろかさのせいだ。だれかの命を盾たてに他ひ人とを動かそうとする卑ひ劣れつなやつのせいだ。おまえが動く必要なんかない！」

　言葉半なかばでレオンは騎き士したちの足そつ甲こうに踏みつけられる。胸の傷が圧され声も息もうばわれ、それでも逃れようと力をふりしぼるレオンの耳に、ユーサーの凍る声が聞こえた。

「聖せい王おう女じよ。彼の命は君にあずけよう。すべてが終わりしだい、その命を彼に返すがいい」

　ふるえる少女の声がいった。「……オルガたちの命も、あたくしにあずけて」

「いいだろう。では」ユーサーはアリアンをまっすぐに見て、いった。「君の父上が、君につたえたことがあるはずだ。それは覚えているか」

　少女の顔が、緊きん張ちように引き締まった。「それは────」

「その言葉こそが」レオンの耳じ朶だに、ユーサーの声が不ふ吉きつな重みをもって、こだまする。「《王獅子の至宝レガリア》へといたる、道となる」

　アリアンは視線をどこかへ移す。ある箇か所しよに視線はとまった。ゆっくりと少女は立ちあがる。血に染まるドレスを波打たせ、彼女はまっすぐに歩いていく。

　図書館の中央、美しいモザイクタイルの床のある一点で、少女は立ちどまる。

「……レオン」

　その場所で、少女は騎士たちに押さえつけられたレオンをふり返った。

　透すきとおる気品ある声が、レオンに語りかける。

「あなたのお父とうさまは、まちがっていなかったわ。だれかの上に立つものは、それだけの責せきがあるのよ。その責をまっとうしたお父さまは、とても立りつ派ぱな方だわ。だから……」

　アリアンは、決意を秘めたまなざしで、静かに告げた。

「だから、レオン。あなたはお父さまを────誇りに思って、いいのよ」

　少女の言葉は高い天てん蓋がいにまで響ひびき、静かな余よ韻いんを残して、染しみ入るように消えていった。

　アリアンはほっそりとした両手を胸の上に交差させて置くと、宙をあおぐ。彼女の小さな紅あかい唇くちびるから、不ふ思し議ぎな抑よく揚ようの古いにしえの言葉が生まれた。

『……われ、ライオネルの裔えいなるもの。天なる主あるじと地なる主に告のらんとす』

　アリアンの頭上には、不在の神アル＝エルの天てん地ち創造の天てん井じよう画ががあった。

　彼女が踏みしめる床には、ライオネルの英雄譚たんのモザイク画があった。

　天の主たる不在の神アル＝エル。地を治めし英雄ライオネル。

　そのふたつをつなぐ場において、少女は英雄の末まつ裔えいたる威い厳げんをもって言葉をはなった。

『われはわが役を捨て、わが固むるところを退しりぞきて、ここに呼ばう……』

　澄すんだ明めい朗ろうな声が、高らかに告げる。

『ときわのひとやより、とがのものたるなれを────！』

　その言葉が宙にはなたれた瞬しゆん間かんだった。突とつ如じよ、図書館の中心が崩ほう落らくしはじめた。

　恐ろしい速度でモザイクの床が円形の段状に陥かん没ぼつしていく。

　激しい震しん動どうに壁も床も割れ、書しよ棚だながこの場にいるものたちの悲鳴ごとなだれ落ちる。

　そしてアリアンとユーサーを乗せ、床は暗い穴の底へ沈んでいく。

「アリアン！」「殿でん下か！」

　レオンと双そう剣けんの騎き士しが落ちていく床をのぞきこんで叫ぶ。叫ぶ彼らの上に、天てん地ち創造を描いた壮そう麗れいな天てん蓋がいが割れて、巨大な漆しつ黒こくの結けつ晶しよう柱ちゆうが墜おちてくる。

　天と地とが崩ほう壊かいしたかのような轟ごう音おんと衝しよう撃げきに、一切すべてが暗転した──────




　　　　　　　　　　２




　…………落ちていく暗くら闇やみの底に、燃えさかる炎ほのおが見えた。

　一いつ瞬しゆんのあとに、俺はあの日にもどっていた。親父おやじと仲間と別れた、最後の日に。




〝……紅あかいネズミ見つけたぜぇ、船長！〟

　巨きよ漢かんの水すい夫ふ長ちようグスタフに、俺は隠かくれていた船室から首根っこをつかまれ引きずりだされた。うむをいわさず甲かん板ぱんに立つ親父の前に、俺は突きつけられる。

〝はなせよグスタフ！　はなせっつってるだろ！〟

　ぶらさげられてわめき散らす俺に、親父はあきれたようにいった。

〝おい、このクソガキ。だーれがてめえをつれていくっつったよ。ああん？〟

〝だってむちゃくちゃじゃないか！〟

　燃えさかる町と、沖おき合あいにひしめく軍ぐん船せんを指さして、俺は嚙かみつくように叫んだ。

〝あんな数の軍船に歯向かおうなんて！　絶対、絶対死ぬぞ！　なのになんで……〟

　つまりそうになる声をふりしぼり、俺はいった。

〝なのに、なんで……なんでいくんだよ！〟

　俺の叫びに親父は肩をすくめると、なにげない調子でいった。

〝決まってるだろ、格かつ好こういいからさ〟

〝…………は？〟あまりの答えに俺はぼうぜんとなった。〝格好いい？　格好いいって……阿あ呆ほかよ！　そんな、ただそれだけの理由でそんな阿呆なことするのかよ！〟

〝あのなぁ、覚えとけよレオン〟

　銀の髪かみを潮しお風かぜになびかせ、親父は俺にいった。

〝這はいつくばって泥どろをすすって、強いヤツに尻尾しつぽふって靴の裏でもケツの穴でもなめて、どんな汚い手ぇ使ってでも生き残るのもいいさ。だがな、そういうヤツは、一生屈くつ辱じよくの真まっ黒くろい怒りを忘れられないんだよ──馬鹿だ阿呆だといわれても、俺はガトランすべての海に名をはせた海かい賊ぞく王ハイレディンだ。だれもが俺たちの旗を見ただけで、恐怖でふるえあがってしょんべんちびって逃げだすんだぜ。強いヤツに盾たて突ついて、格好よくしてなんぼだろうが〟

〝親父おやじ……〟

〝だがな、ここで逃げてみろ。ハイレディンは敵に背をむけて逃げたって、一生いわれるぜ？　たとえ生きのびたってその汚お名めいのおかげで、もうだれも俺たちを恐れてくれやしねえよ。んな格かつ好こう悪いことできるかっつの。けどな〟

　にっと、親父は白い歯をむきだしにして笑った。

〝ヤツらを倒せば、格好いい俺さまの名声、ますますあがりっぱなしだぜ。そうだろ？〟

〝なにが名声だよ！　どう考えたって名声どころか無む駄だ死じにするだけじゃねえか！　だったら……だったら俺もつれていってくれよ。親父やみんなと一緒に、俺も戦わせてくれよ！〟

〝アーホウ。弱っちいガキなんざ、足手まといだっ、つー、の〟

　親父の言葉につづけて、みんなが笑いながら口々にいう。

〝そうだそうだ、剣も満足にふるえねぇガキはごめんだぜぇ〟

〝成人もしていない子どもに、名めい誉よある海の戦いはふさわしくない〟

〝そうね、ここからは大人おとなの海かい域いき。ぼうやはお断りよ〟

〝ふざけんな！　散さん々ざん大人なみにこき使ったくせにいまさらガキあつかいかよ！　そんな、そんなふざけたこと……！〟

　叫んだ瞬しゆん間かん、視し界かいがぼやけた。俺は声に涙がまじるのもかまわずにいいつのった。

〝拾ったくせに、また捨てるのかよ！　つれてってくれよ、親父、みんな！　いやだ、ひとりになるのはいやだ、捨てられるのは、もう……いやだよ！〟

〝ほんっとにアホだなこの────クソガキが！〟

　いきなり親父は俺の頭をぶん殴なぐった。殴られた瞬間グスタフの手から甲かん板ぱんに落ち、尻しりを打って頭の痛みと尻の痛みで気が遠くなりかけた。

〝いいい、いてえよ！　いてえじゃねえかよ、なにすんだこのクソ親、〟

〝いいか！〟怒ど鳴なる俺の襟えりをつかみ、親父は顔つきあわせてこういった。〝たしかにおまえは捨て子で親なし子のクソガキだ。だが忘れるな、おまえの養やしない親はこの俺、海かい賊ぞく王ハイレディンさまだぜ。おまえはこの世でただひとりの俺の子、俺の嗣し子しなんだ〟

　俺はぽかんと口を開けた。そんな言葉、いままで親父の口から聞いたことなんかなかったからだ。親父は腰の剣をはずし、ぼうぜんとしている俺にぐいと押しつけた。

〝持っていけ、俺の剣だ。大事に使えよ〟

　そういって、銀の髪かみの男は俺の目をまっすぐに見すえた。

〝強くなれ、レオン。生きのびて強くなって、いつか追ってこい。俺たちは、かならず〟

　親父は、笑った。

　紅あかい火と黒い煙を背後にしながら、その笑みは青い海を思わせた。

　俺たちがいるべき場所。俺たちがもどるべき国。俺たちがあるべきただひとつの領りよう域いき。

　どこまでもはてしない、蒼そう空くうの下の大おお海うな原ばらを────




〝……〈天てん涯がいの海〉で、待っている〟




　その言葉を残して親父おやじはぐいと俺を抱きあげ、いつの間にか波間におろされていた小舟へ突き落とした。待ちかまえていた水すい夫ふが俺を乗せて舟をこぎだす。

　離れていく船に俺は叫んだ。親父からたくされた剣を抱いて、声をかぎりに力をかぎりに、涙に血がまじり声に血がまじっても、持てるすべてをふりしぼってずっと叫びつづけた。

　いくな、いくな、いくな、いかないでくれ、親父、みんな────!!




　……俺が望んだこと。俺が願った夢。

　それは、親父や、みんなと一緒に、あの青い海をどこまでも航こう海かいすることだ。

　世界にただひとつの宝を、探しにいくために。

　だから、俺は船が欲しかった。船があれば、失ったその夢がかなうと思ったんだ。

　グリグを殺して、親父の友人だったマグヌス公にかくまわれ、彼の私し兵へいとなって至し宝ほうのありかをさぐってきたのも、任務をやり遂とげれば船がもらえると約束されたからだ。

　けれど、本当はわかっていた。だれよりもわかっていて、目をそむけてきたんだ。

　マグヌス公の任務が、俺を守るための国こく外がい追放という名目にすぎないのを。

　なにより、たとえ船を──いいや、大いなる力を持つ《王獅子の至宝レガリア》を手に入れたとしても…………

　そんな夢が、かなうわけなんかないってことも。

　親父も仲間も、もういない。船は帰ってこなかったし、町には死体が吊つるされた。石を投げられ、ゆれていたあの死体は、海かい賊ぞく王ハイレディンのなれのはて。

　だから、俺の夢はもう、かなわない……。

　なのに俺は生きのびた。親父からたくされた剣を血に汚し、なんの誇りもない戦いをくぐり抜け、耳にこびりつく敵の悲鳴に歯を食いしばって、ひとり長い長い夜をすごしてきた。

　なんども海の夢を見た。なんども親父とみんなが帰ってくる夢を見た。

　けれど目覚めて気がつく。俺がいるのはゆれる甲かん板ぱんではなく、固い土の地面だと。

　俺は、薄れていく思い出のなかの親父の背に、いつも問いかけてきた。

　強くなれって、どういう意味なんだ。強くなってどうするんだ。強くなったって生きのびて力を手にしたって…………親父たちは、もう、いないのに。

〈天涯の海〉は、どこにあるのだろう。

　親父が、エイヴリルが、クレマンが、グスタフが……そして陽気な仲間たちが待っている、女め神がみの沈んだ青い青い美しい海は、いったいどこにあるのだろう。

　親父の誓ったあの海へ、俺は永遠にたどりつけない────




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　追つい憶おくの夢から、レオンはふいに引きもどされた。

「……レオンさん、レオンさん」

　だれかが呼ぶ声に若者は薄うす目めを開ける。薄うす暗ぐらい視し界かいのなか、見おろす大きな瞳ひとみが見える。

　気づくと、床に突き刺さる漆しつ黒こくの結けつ晶しよう柱ちゆうのあいだにレオンは横たえられていた。全身は瓦が礫れきに切り裂かれて血がにじみ、打ち身で背中や胸も激しく痛む。

「ジジ……か？」つぶやいた瞬しゆん間かん、全身に激げき痛つうが走る。「ぐぁっ！」

「だいじょうぶですか」

　ジジが手をのばす。それにつかまりレオンは必死に身を起こした。

「なんとか……な。それで、いま、なにがどうなってるんだ……アリアンは？」

「わかりません。師し匠しようやカラは無事ですが」

　レオンは周囲を見まわす。図書館は、見るも無む残ざんに崩ほう壊かいしていた。

　天てん地ち創造が描かれていた天てん蓋がいは大きく割れて、闇やみ夜よのごとき暗い天がのぞいている。結晶柱はその亀き裂れつから落ちていた。モザイクタイルの床は大きな断だん層そうがいくつも走り、書しよ棚だなや粉こな々ごなになった石せき板ばんのかけらが建物の瓦礫と混じって悲ひ惨さんなありさまだ。

　そして、頭上から落ちてきた何本もの重い結晶柱につぶされた騎き士しやバルテン人兵士の死体があたりに散さん乱らんしている。さしものレオンも目をそむけずにはいられないむごさだ。

「レオンさん……これ、石せき柱ちゆうのあいだで見つけました」

　ジジが、両手に載せたなにかをさしだした。レオンはそれに視線を落とす。

　それは──まっぷたつに折れた獅し子しの剣だった。

　刃やいばは真まん中なかから折れ、柄つか頭がしらは半なかば削けずられ形をとどめていない。獅子があぎとにくわえていた紅べに宝ほう玉ぎよくもみじんに砕けている。修しゆう復ふくしようもないほど、父の形かた見みは完全に壊れていた。

　まるで、失った夢をいつまでもかかえていた自分をあざ笑うように────

　レオンはふるえる手をのばす。折れた剣はやけに軽く、手て応ごたえがなかった。壊れた剣を手に無言でたたずむレオンに、ジジがいった。

「もうしわけありませんが、こちらへきてください。オルガさんが……」

　切せつ羽ぱつまった口く調ちようにレオンはわれに返った。「オルガが、どうしたんだ」

　ジジは答えず身をひるがえす。隆りゆう起きしひび割れた床を身軽に飛びこえていくジジのあとを、レオンは折れた剣をつかみ痛みにふらつく足で懸けん命めいに追いかけた。

「オルガさん、だいじょうぶですか、オルガさん……あなたに訊ききたいことが……」

　暗がりからラウルの声が聞こえた。目をこらすと、ラウルが倒れた娘の上にかがんでいる。どうやらオルガはまだ生きているらしい。

　ラウルは懸けん命めいにオルガにむかってなにごとかを問いかけていた。その言葉に、ジジが大きな瞳ひとみをまばたかせる。カラもぎょっとしたような顔でいった。

「ええ!?　あんた、こんなときにいったいなに訊きいているのよ!?」

　レオンも、いま聞こえたラウルの問いに自分の耳をうたがった。こんな場にはあまりにもそぐわない問いだったのだ。急いでレオンはオルガに近づき、その顔をのぞきこむ。

「…………レオン…………さん」

　弱々しい声で、オルガが名前を呼ぶ。レオンには一目で彼女がもうだめだとわかった。オルガは瓦が礫れきのあいだでおびただしい血を流し、死に瀕ひんしていたからだ。

「レオン、さん……」

　いまにも消えそうなか細い声で、娘はレオンにいった。

「いまさら、こんなお願い、なんて……でも、お願い、アリアン、さまを、助けて……」

　娘の薄うす青あおい瞳から、青ざめたほおに涙が一ひと粒つぶ、流れ落ちた。

「わ、わたし、弟ひとり、助けられなかった……たったひとりの、家族なのに。わたしたちを助けると約束してくれた、アリアンさまを裏切って、恥はじ知しらずにも敵に協力まで、したのに……でも、アリアンさまは、ゆるしてくださった……なにも悪くないのに、わたしにあやまって……裏切りものの、わたしの命まで……あずかってくださった……」

　オルガは、光の失われつつある濡ぬれた瞳を、レオンにむける。

「……わたしは、ただのひとりも救えなかったけれど、でも、あのかたなら……アリアンさまなら、きっと聖せい王おう国こくを、迷える多くの民たみを、救えるはず……その力が、あるかた、です」

　わななく瘦やせた手を、娘は懸けん命めいに若者へとさしだす。

「レオンさん…………お願い、おねが、い、アリアン、さま……を……たす…………」

　言葉の終わりが、ふるえて消えていく。のばしかけた手が、ゆっくりと床に落ちる。血だまりのなかに瘦せた手は落ち、ばしゃりと赤いしぶきをあげて、そして動かなくなった。

「な……んで」

　たまらずレオンは声をあげた。

「なんで自分でやらないんだ、なんで自分にできないことをあいつにたくすんだ！　あいつはただの小こ娘むすめじゃないか。死んだ親を恋しがって泣くような、ただのガキじゃないか！　国をとりもどせとか民を救えとか、そんな、そんな無む茶ちやなこと──なんでいえるんだよ！」

「おやめなさい」ラウルがそっと押しとどめる。「彼女はもう……死んでいます」

　その手をふりほどき、レオンはラウルに激しく食ってかかった。

「けど、あいつはただの小娘だ！　生なま意い気きで気が強くて心底の阿あ呆ほうで考えなしでむこうみずで、だけど、だけどたんなる十四歳さいのガキなんだよ！　それを、それを──」

「彼女は聖王国の王おう家けの人間です。ただの少女ではありません。彼女も、その血ち筋すじに生まれたことの責務を知っていたはずです」

「そんな、ただ王おう家けに生まれたってだけで、ひとりで国をとりもどせなんていうのか？　血ち筋すじの義務ってのは、そんな無む謀ぼうなことを強要できるほど強いのか!?　そんなわけがない。そんなのを強いる国の民たみなんざ、くそっくらえだ。国なんて、上に立つものだけでできてるわけじゃないだろ。下にいる人間だって国を作ってんだろ。なのにそれを忘れてだれかに責任と義務だけおっかぶせて、すがって頼って文句だけつけて……それで本当にいいのかよ！」

　八つ当たりなのはわかっていた。わかっていてもレオンは叫ぶのをとめられなかった。

　自分が叫ぶ理由が、憤いきどおりなのか、後こう悔かいなのか、くやしさなのか、あるいはどうしようもできない哀かなしみのせいなのか、わからなかった。そのすべてかもしれなかった。

　泣き声のように、悲鳴のように、彼は言葉を吐きだした。

「いいわけないだろ。なにができるっていうんだよ、あいつには、あんな小こ娘むすめには……」

　いいかけて、レオンは自分の手のなかにある折れた剣を見おろした。

　父からたくされた剣。大事にしろとわたされた形かた見みの剣。これがあるだけで生きてこられた。これがあるだけで、どんな困難も文字どおり切り開く力が自分にはあると思えた。

　だが、もうその剣は役立たずだ。自分には、もう──────

「……俺には、なんの……なんの、力もないのに」

　自分には、アリアンを助ける力などない。

　オルガが最さい期ごに、自分にたくした願いをかなえる力は、どこにも。

　おびただしい血の海のなかで、即そく死ししてもおかしくなかった瀕ひん死しの状態で、あの願いをレオンに告げるために、オルガが必死に意識をたもとうとしていたのはあきらかだ。

　最期の力をふりしぼって、レオンにならできると信じて、彼女は自分に頼んだのに。

　なのに、自分には──なんの力も、ない。

「…………阿あ呆ほうだな」

　馬鹿だ。心底の阿呆だ。アリアンになにもできるはずがないなどと、よくいえたものだ。

　なにもできなかったのは彼女ではない。自分の……ほうだったのに。

「レオン……力とは、単純な腕わん力りよくのことではないのですよ」

　静かな声が、うつむく若者の耳じ朶だをたたく。

　レオンは顔をあげる。自分を見つめる、ラウルのとび色の瞳ひとみに気がついた。

「だれかに責任を負わせ、不平をいうだけならば、だれにでもできること。どれほど苦難の道であろうと、弱いものの分までやりとげようとする意志あるものこそが、だれよりも輝かしく抜きんでるのです。聖せい王おう女じよは、たとえ手段はどうであれ、だれかのために目的をとげようとするたしかな意志を持っておられました」

　優しい口く調ちようで、詩人であり賢けん人じんである男は、いった。

「背負うものをはたそうとする意志。それこそが〝力〟であり、〝強さ〟なのです────ただ、聖王女自身もそれを見失っていましたがね……」

　無念そうにいうラウルの瞳ひとみを見つめ、レオンは唇くちびるを引き結ぶ。それから背後をふり返る。そこには、アリアンとユーサーが落ちていった巨大な空くう洞どうがあった。

〝……あなたは、お父とうさまを誇りに思って、いいのよ……〟

　アリアンの言葉が、レオンの耳じ朶だにこだまする。

「…………アリアン」

　レオンの手から折れた剣が離れる。剣は床に落ちて、がらんと硬い音を立てた。

　その音をレオンは肩ごしにふり返る。そして自分の胸に手を置いた。

　遠ざかる父の広い背中が、折れた剣にかさなるように、脳のう裏りによぎった。

　そうだ。あの剣には、父の魂たましいは宿っていない。父のいった〝強さ〟の意味はまだわからないが、守っていくべき形かた見みは────すでに、ここにある。

　レオンは傷ついた体で空くう洞どうへ歩みよる。穴はどこまでも深く底知れぬほど暗いが、段状に崩ほう落らくしているために、下りていく足場はなんとかありそうだ。彼は近くに落ちていた剣を拾いあげる。こしらえは普通だが、丸まる腰ごしで下りていくよりはまだ心強い気がした。

「ひとりでいってはいけません、レオンさん」ふたつの短たん剣けんを腰のベルトにさして、ジジがかたわらに歩みでた。「恐ろしい力を持つ皇こう弟ていユーサーが、この底にいるのです。ひとりではアリアンさんを助けるどころか、助かった命を捨てに下りていくようなものです」

「いいじゃない。墓ぼ穴けつを掘る手間がはぶけるかもよ？」

　カラが横にならぶ。彼女も拾ったらしい剣を手にしていた。

「嫌いや味みなやつだな。ていうか、おまえもくる気満まん々まんじゃないか！」

「だってこの底になにかあるみたいだし」カラはにっこりと小こ気き味みいい笑いを見せた。「だったら、あたしもいくよ？　上う手まくすれば、今度こそ本物のお宝が手に入るかも！」

　そのとき、レオンは自分の横で空洞をのぞきこむラウルにも気づいた。

「待てよ、あんたもいくのか？　皇弟と戦いにでもなったら危険だぞ」

「ええ、あの不ふ可か思し議ぎな力をどこで彼が身に着けたかはわかりませんが、わたしがいても足あし手でまといなのは承しよう知ちしています。ただ、どうしても……色々と気になりましてね」

「気になるって、なにがだ」

「まず、裏切ったとされる残ざん党とうの件です」注意深い声こわ音ねでラウルは説明する。「なぜ、ダルディス兵が近くにいる場所で、彼らはわざわざ大たい皇こう襲しゆう撃げきという危険な役をになったのでしょう。秘密の通路をユーサー皇おう子じに告げるだけでもよかったはずです。それに、襲撃のために秘密の通路を知っていたのはまちがいなくとも、この図書館の仕掛けはどうでしょうか」

　レオンは一いつ瞬しゆん考えこむ。用心深く、彼はいった。

「仕掛けを知らなかったなら、至し宝ほうはがらくただと思っていたはずだな。わざとがらくたの場所へ導いたってことになる。だがあの皇子さまは図書館の秘密を知っていた。その噓うそに乗る意味がない──つまり残党たちは、アリアンを裏切っていたわけじゃないってことか？」

「では、残ざん党とうたちが知っていた場合は？」ラウルが深しん刻こくな顔になる。「この奥に真実、大いなる力を秘めたなにかがあるのなら、なぜ彼らは自分で手にせず、故こ意いに聖せい王おう女じよをここへ送りこんだのでしょう。要するに、聖王女でなければ至し宝ほうへいたる道が開かないとわかっていたのです。あるいは……彼女でなければ、至宝を手にできないということを」

「アリアンでなければ……ならない？」

「推すい測そくですが」重い声でラウルは告げる。「わたしたちは伝説をまちがって解かい釈しやくしていたのかもしれない。至宝を手にしたから〈万界の王ドミナントウール〉になるのではない、むしろ逆なのです。〈万界の王〉でなければ、つまり英雄ライオネルでなければ、至宝を手にできないのでは……」

　レオンはかすかに身をこわばらせる。ラウルは厳きびしい声でさらにいった。

「もっと重要なことがあります。二千年前の英雄ライオネルが〈無む貌ぼうの王おう〉を倒すためにアル＝エルから至宝をさずかったという逸いつ話わは、聖せい王おう家けの正統性をしめすための捏ねつ造ぞうかもしれませんが……もし真実だとしたら、神からさずけられたせっかくの宝を」

　ラウルは、不ふ吉きつな響ひびきの問いを発した。

「なぜ、こんな地の底に隠かくす必要があるのです？」

「……それは」レオンは、思わず訊きき返した。「どういう、意味だ……それは」

「この底にあるのが聖なる力とはかぎりません。聖王家の祖たるライオネルが国を興おこす戦いの際に使った〝なにか〟かもしれない。ですがその〝なにか〟が、アル＝エルの力と称されるほどのものならば……ライオネルでさえ手に負えなかったものかも、しれません」

　不在の神アル＝エル。大地を分かち、己おのれの子とはいえ大いなる力をもつ神々をも退ける天の主の恐るべき力。それほどの力が、ここに？

「そして、図書館で聖王女がとなえた聖せい句くの意味はこうです。〝……わたしは役目を放ほう棄きし、守る場所を退いて、ここに呼ぶ〟」ラウルは説明する。「〝永遠の牢ろう獄ごくより──〟」

　レオンの背せ筋すじが総そう毛けだった。それ以上を彼は聞かなかった。聞いていられなかった。

　いきなり彼はラウルたちを置き去りに飛ぶように走りだした。傷の痛みなど忘れた。そんなものはどうでもよかった。まにあってくれとそれだけを祈って段を駆けおりた。

　下りていく闇やみの底から、肌はだをざわつかせる異い様ような気け配はいがつたわってきた。
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　薄うす闇やみのなかで、アリアンはゆっくりと目を開いた。

　体の痛みはさほどでもない。急激な落下で気を失っていただけのようだ。

　全身を襲おそう寒気に、少女は身み震ぶるいする。地面は岩がん盤ばんかなにかのようで、くぼみには水がたまり、そのなかに彼女はつかっていた。アリアンは濡ぬれた体を起こし、あたりを見まわす。

「いやあっ！」思わず彼女はひきつる悲鳴をあげて身を引いた。

　得え体たいの知れない醜みにくい獣けものが、自分をのぞきこんでいたのだ。

「……あ、あ……」だが、その獣は微び動どうだにしない。「え……？　彫ちよう像ぞう……？」

　アリアンは水をはねあげて立ちあがる。そこは、ひどく奇き怪かいな場所だった。

　広大な洞どう窟くつの地面に、淡く光る漆しつ黒こくの結けつ晶しよう柱ちゆうが無数に突き刺さり乱立している。結晶柱のあいだには、無数の蛇へびか長なが虫むしが絡みあったような気味の悪い石せき柱ちゆうがつづいていた。

　そこかしこの名も知れぬ獣の石せき像ぞうは、のたうつ触しよく手しゆに似た腕を持つものや、蜘く蛛もの体に人じん面めんを持つものと、どれもひどくまがまがしく、吐き気がするほど醜しゆう怪かいだった。

「ここは……なに？」ぞっと背せ筋すじがふるえ、アリアンは自分の肩を抱いた。

　視線が、列のようにつらなる黒い結晶柱を追う。

　柱は通路を形づくり、その先の空くう洞どうの中央部にある金属の台だい座ざへとつづいている。台座には、ひとの背せ丈たけはある、不ふ思し議ぎな色に輝く巨大な十字架かが立っていた。

　失われた古い神じん代だい文字が刻まれた十字架の立木の縁ふちは、うかつに触れると切れそうなほど鋭く銀色に光っていた。

　そして立木と横木の交差する部分には、灰はい色いろの宝ほう玉ぎよくを両りよう眼めにはめこんだ、いかめしい獅し子しの彫ちよう刻こくがある。どうやらあの美しい十字架は、英雄ライオネルの墓ぼ標ひようのようだ。

（……でも、なぜ英雄の墓が、こんな地の底の、こんなおぞましい場所に……？）

　そのとき目の端はしがなにかをとらえて、アリアンは地面に視線を移す────

　少女の全身が総そう毛け立った。

　水のたまった地面には一面、無数の屍しかばねが累るい々るいとかさなっていたのだ。

　うつぶせに倒れる皮かわ鎧よろいの戦士、水たまりに突っ伏す神しん官かんらしき老人、助けをもとめるように手をのばす豪ごう奢しやな衣装の貴き族ぞく、あおむけになり開いた口から舌をのぞかせた少年……。

　みな死んでいるのは明らかだった。どれも肌はだは褐かつ色しよくに変色しているが、腐ふ敗はいのあとはない。苦く悶もんの表情も、生前の面おも影かげもそのままで、まるで生きているようだった。

　それがよけいに不ぶ気き味みで、気き丈じようなアリアンでさえも底知れぬ恐怖を感じる。

　この場所には、図書館に満ちていた、あの神しん聖せいな清すが々すがしさはどこにもなかった。

　ただ昏くらく、身の毛がよだつほどおぞましく、空気には吐き気を呼ぶ生なま臭ぐささが感じられ、そしてふるえがとまらぬほどに冷たく、不気味だった。

「……屍し蠟ろうだな。どれも、至し宝ほうを狙ねらって倒れたものどもか」

　つぶやく声に、アリアンは視線を移す。すぐ近くで、黒くろ甲かつ冑ちゆうの少年が立ちあがった。

　彼は転がる屍を踏みこえ、慎しん重ちような面おも持もちでゆっくりと巨大な十字架に近よっていく。台座に足をかけ、ユーサーは輝く十字架を見あげてつぶやいた。

「英雄ライオネルの墓標────そうか、英雄の屍とともに葬ほうむられたのだな」

　昏いつぶやきと同時にユーサーは静かに右手を地面にのばす。寒々とした空気が、ふいに凍るほど冷たくなった。ぼうぜんとそのさまを見ていたアリアンは、はっと理解した。

　そうだ、ユーサーは至し宝ほうを〝破壊する〟といっていた。

　至宝が破壊されれば、あの恐ろしい影の獣けものを使う不ふ可か思し議ぎな力を持った彼が、望みどおり絶対の君くん臨りん者、〈万界の王ドミナントウール〉となるはずだ。

　そうなったらローレアンの民たみは、いいや分かたれし大陸ガトランは、どうなるだろう？

　とめなくては。彼をとめなくては……！

　恐ろしさに体がふるえる。それでもアリアンは決意をみなぎらせて顔をあげた。そっと、少女は地面に転がる屍しかばねの腰にさがる短たん剣けんを抜くと、水をはねあげ走りだす。

　薄い靴くつ底ぞこが屍を踏みつける不ぶ気き味みな感かん触しよくを覚えたが、気にする余よ裕ゆうなどなかった。十字架かの前に立つユーサーの背にむかって、アリアンは無む我が夢む中ちゆうで短剣をふりあげる。

　そのときふりむきざまに少年が長ちよう剣けんを勢いよく抜きはなった。

　刃やいばに襲おそわれる寸すん前ぜん、「いやぁっ！」とアリアンは屍につまずき、ばしゃんと水に突つっ伏ぷす。刃は少女の腕をかすめ皮ひ膚ふを切り裂いた。

「手をだすな、聖せい王おう女じよ」美び貌ぼうの少年は剣を手に冷れい酷こくに告げる。「君を殺すことに僕はためらわないぞ。次に血を流すのは、腕ではなくて首だ」

　アリアンは斬きられた腕を押さえ、彼をにらみつけた。押さえる指のあいだから熱い痛みとともに鮮せん血けつが流れる。その痛みが彼女にくやしさをもたらす。

　ここでも自分は無力なのか。なにもできずにうちひしがれ、逃げるか、押さえつけられるかどちらかしかできないのか────

　いいや、あきらめるわけにはいかない。ここにいるのは、彼をとめられるのは、自分しかいないのだ。なんとか隙すきを見つけなくては。なんとか、彼の気をそらさなくては……！

「……あなたは、なにを知っているの」濡ぬれてほおにはりつく髪かみをはらい、アリアンはいった。「教えて。英雄はなにをここに葬ほうむったの。《王獅子の至宝レガリア》では、ないの!?」

　ユーサーの瞳ひとみが、さらに酷こく薄はくな光を見せる。

「英雄の末まつ裔えいである君が、なぜ知らない」

「ええ、知らないわ。ずっとあたくしは、この大だい聖せい殿でんにあるものが《王獅子の至宝》──英雄が〈無む貌ぼうの王おう〉との戦いで使った七つの神しん具ぐだと聞かされてきたもの。でも、そうではないのね。そんな単純なものではないのね」

　少年は答えない。アリアンは言葉で切りこむようにいいつのった。

「あなたは、レオンに力を望む意味を告げたわ。それをわかっているのなら、なぜもっと力が欲しいと思わないの。なぜ破壊したいの」ふっとアリアンは思いあたった。「……それは、ここにあるものの、至宝と呼ばれてきたものの正体と、関係あるのね。手にするのではなく、破壊を望むのは──それが、ただの単純な道具ではない……からなのね」

「……そうか。苦労知らずで無む知ちなだけのお姫さまではないんだな」

　ユーサーの瞳が、すっと細められる。

「英雄ライオネルの屍しかばねとともに葬ほうむられたもの。それは──不在の神アル＝エルが去った場所、大たい神しんが自らを閉じこめた世界、異い界かい〈カーエル・ロイ〉。それへつながる門を開く鍵かぎだ」

「異界〈カーエル・ロイ〉……？　鍵……ですって？」

「そうだ」怒りを押し殺すような低い声で、少年はいった。「僕は、アル＝エルを、その力を拒む。この世を見捨てて去ったのなら、永遠に去らせておくべきだ。わが神グランヌス以外、この世にどんな神もどんな力も必要ない。僕が鍵を破壊したいのはすべての神々を」

　彼は、憎にくしみのすべてをぶつけるように、アリアンに告げた。

「────唾だ棄きしているからだ」

　ふとアリアンは、彼の昏くらいまなざしの奥に、なにか、絶望にも似た虚むなしさを感じとった。事情はわからなくても、その絶望が彼を駆り立てていることだけは、理解できた。

　冷たさの奥に火をはらむ黒い瞳ひとみと、さぐるような美しい翡ひ翠すいの瞳が見つめあう。

「門なのか、鍵なのか、あるいは別のなにかかはわからないけれど」

　少年をじっと見すえて、ゆっくりとアリアンはいった。

「たとえ至し宝ほうを壊したところで、あなたは世界を統すべる王などにはなれないわ。なれるはずがなくてよ……それは、自分だってわかっているでしょう」

　皇おう子じの眉み間けんに、険しく深いしわが刻まれた。「どういう根こん拠きよだ」

「本当に自分に自信があるなら壊す必要なんてない。あなたはだれかに至宝をうばわれてその力と対決するのが怖いだけよ。そんな人間が〈万界の王ドミナントウール〉になれるわけがないわ！」

　ユーサーの黒い瞳が大きくみはられる。彼がまとう空気が、殺気に近いまでに研ぎ澄すまされる。冷ややかな気け配はいは一変し、いまや雷らい光こうをはらむ暗あん雲うんのように怒りに満ちて熱くなる。

　そのときだった。だれかがこの場に駆けこむ音が、ふたりの視線をふりむかせた。

「アリアン！」

　いましも赤あか毛げの若者が段を駆け下りてくるのがアリアンに見えた。

　レオンは怪け我がをしているようだった。衣服は切り裂かれて血がにじみ、表情も苦しげだ。なのに彼はアリアンにむかってまっすぐに駆けてくる。少女は反射的に叫んだ。

「だめよ、レオン──こないで！」

　少女が名を呼んだその瞬しゆん間かん、黒の皇子の雷光のごとき怒りが爆発した。

「僕の邪じや魔まを……」ユーサーは吼ほえた。「するなあっ！」

　彼はレオンへむかって走った。レオンも剣を手に水を蹴け立たてて走る。

　驚きよう異い的な激しさでユーサーが左手の剣をふりおろす。レオンは剣で斬ざん撃げきを受けとめた。力のかぎり剣を嚙かみあわせつつ、皇子は右手を地面にかざそうとする。

　とっさにアリアンは叫んだ。「レオン！　彼の右手をとめて！」

　即そく座ざに「させるか！」とレオンが叫んで少年の右手を蹴った。体勢の崩れたユーサーは地に手をつくと、金属の足そつ甲こうでレオンのむこうずねを思いきり蹴りつけた。

「がっ！」とうめいてレオンが身を折る隙すきにユーサーは立って斬きりかかる。その斬ざん撃げきをレオンはからくも剣で打ちはらい飛びすさって距離を置く。

　肩で大きく息をしつつ、赤あか毛げの若者と黒くろ髪かみの少年はにらみあった。

　ふたりの戦いを、アリアンは息を吞んで見つめる。

　怪け我がを負った身で、レオンはどこまで対抗できるのか。彼が負けたならユーサーは今度こそためらいなくアリアンを殺すだろう。

　そして至し宝ほうを破壊し、ガトランを、その手に────

　アリアンは身をひるがえす。まっすぐに十字架かをめざして少女は駆ける。

　にごった生なま臭ぐさい水に足をとられおぞましい屍しかばねにつまずき、全身をすぶ濡ぬれにして無数のすり傷も負って、それでも少女は一心に走った。

　台だい座ざにたどりつき、アリアンは十字架にふるえる手をのばして触れる。金属の十字架は氷のごとく冷たかった。拒きよ絶ぜつするような痛みにも似た冷たさに、少女はひるみかける。

　だが自分を必死にふるいたたせ、アリアンは声をふりしぼって叫んだ。

「英えい王おうライオネル！　ここに、あなたの血を引くものがおります。どうか……どうか、あなたの力を、あたくしの手にゆだねてください！」

　ふいに、陰いん々いんとした声が響ひびいた。

（……あがないを……）

　とっさにアリアンは周囲を見まわす。だが、声の主らしい姿は見あたらない。

（……願いをかなえるには……あがないがいる……）

　また聞こえた。鼓こ膜まくを直じかにふるわせるような、頭ず蓋がいの中に直接響くような昏くらい声が。

　その声に背せ筋すじをなであげられたような気がして、アリアンはぶるりと肩をふるわせる。

「あがない……？　それは、代だい償しようのこと？」

　アリアンは声にだして訊きいた。不ふ吉きつな予感が、彼女をむしばむように忍びよる。

（……汝なんじが望む……願いを、われはかなえよう……そのあがないとして）

　ぞっとするささやきに、アリアンの全身の毛が逆さか立だった。

　なぜだろう。なぜ、こんなにもこの声はおぞましいのだろう。

　脳のう裏りで聞こえる声とこの場に満ちる気け配はいは恐ろしいまでに──邪じや悪あくだ。

　だが逡しゆん巡じゆんするアリアンの心を砕くように、声が告げた。

（……汝の、〝女〟としての肉の体を……われは、欲する）

　その言葉の瞬しゆん間かん、レオンの叫びが耳じ朶だを打った。

「やめろ！　やめろ、アリアン！」

　彼の叫びにアリアンはっとふり返る。「レオン……!?」

「そんなものはいらないんだ、おまえが手にする必要なんか、なにもないんだ！」ユーサーの斬ざん撃げきをからくも避けて、レオンはいう。「どんな力も、おまえは──うあっ！」

　少年の剣を受けそこね、レオンが地面にはじき飛ばされる。

「レオン！」アリアンは彼の名を呼ぶと、触れたままの十字架かをふりあおぐ。

　父は、聖せい王おう家けは英雄の遺い産さんを使うものではなく、守るものであるといった。ではここにある力は、守り、封じて、けっして解きはなって使うべきものではないのだ。

　だが、このまま破壊を待つだけでいいのか。ガトランを、秘めた絶望に駆り立てられる皇おう子じにゆだねていいのか。なによりレオンの死を見すごして、いいのか──

　迷うようにアリアンの視線がゆれる。視線は、倒れたレオンの胸むな板いたを皇子の足そつ甲こうが踏みつけて動きを封じ、剣をふりあげる光景をとらえた。

　それが即そく座ざに迷いを吹き飛ばした。とっさに少女は十字架かに叫ぶ。

「おまえの望むものをささげます！　だから、だから……あたくしに力を！」

　いまわしいささやきが、空くう洞どういっぱいに響ひびくように少女の脳のう裏りで大きく強くなる。

（では、われに〈魂の誓約ゲアス〉と告げよ……望む力は、その約とともにあらわれよう！）

　アリアンは唇くちびるを嚙かみしめる。苦にがい絶望が胸によみがえる。

　──ずっと、望んできた。

　国を救い、民たみを救い、聖せい王おう国こくを復ふつ興こうさせることを。そんなことができるわけがないのに、矜きよう持じで身を鎧よろい、現実から目をそむけて、自分を偽いつわってきた。

　だれもが裏切ったのも当然だ。サンモーントの城じよう代だいも、残党たちも、信じていたオルガでさえ敵と通じたのも、あたくしが本当は、なんの力もなかったからだ。

　ただ、あなただけが最初からあたくしの噓うそを見抜いていた。

　見抜いていて……だからこそ、ひとりで重荷を背負うなと、いってくれた。

　この空っぽの身にそそぐ力は、いま目の前にある。伝説に謳うたわれたとおりならそれはどんなに強大な力だろう。国を再さい興こうするどころか世界をも手に入れられる力かもしれない。

　なのにいま、あたくしがいま本当に欲しい力は…………それは、

　それは、あなたを、救う力────！

　顔をあげ、凛りんとしたまなざしで十字架を見つめ、聖せい王おう女じよアリアンは高らかに告げた。




「わが手に力を──〈魂の誓約〉！」




　その声の余よ韻いんが終わらぬうちだった。

　突とつ如じよ、真まっ黒くろな土つち煙けむりのごとき風が十字架から噴ふきあげて少女をつつんだ。

　空洞内ないに視し界かいがふさがれるほどの激しい黒こく風ふうが吹き荒れる。対たい峙じしていたレオンとユーサーの視界も閉ざし、彼らの体も吹き飛ばして、屍しかばねの転がる地面へとたたきつけた。







　風が、唐とう突とつにやんだ。レオンはおそるおそる顔をあげる。

　十字架かの立つ台だい座ざに、黒こく衣いをまとう少女が立っていた。

　星を散りばめたように輝く、夜空を思わせる漆しつ黒こくのマントを身につけ、額ひたいから鼻び梁りようまでを覆おおう銀ぎん灰はい色いろの半はん仮か面めんをつけて、少女は夜と闇やみと死の権ごん化げのごとくたたずんでいる。

　仮面からのぞく唇くちびるはつややかに紅あかく、おとがいは美しい線を描いている。

　だが目の部分に開いた穴は真まっ暗くらだった。その下に瞳ひとみなどないように思えた。

　仮面の少女はレオンにむきなおり、ふたつの暗くら闇やみの穴をむける。その本性をあらわすような、不ふ吉きつな闇の双そう眸ぼうにむかって、レオンはわななく声で問いかけた。

「……おまえは、なんだ……アリアン？　それとも、英雄ライオネル……？」

『ちがう』

　否定の言葉が即そく座ざに返る。

『ちがう。われはこの世に生けるものたちすべてに、こう呼ばれてきた……』

　威い厳げんある声が、レオンを打ちのめすように、響ひびいた。




『──────〈無む貌ぼうの王おう〉と』
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　　　第七章　力







　　　　　　　　　　１




　──〈無む貌ぼうの王おう〉

　それはライオネルの伝説にかならずあらわれる、彼と分かちがたく結びついた敵の名だ。

　だが、それはあくまで伝説のはずだ。実在さえ定かではないはずだった。

　なのに、その伝説はいま…………目の前にある。




　凍こごえる水に半はん身しんをつけながら、レオンは必死に顔をあげた。

　転がる無数の屍し蠟ろうのただなかに、仮か面めんをつけた黒こく衣いの少女は立っている。

　虚きよ無むより空くう虚きよな気け配はいを身にまとうそれがただそこに立つだけで、なにか────現世にあるたしかななにかが、壊され、失われ、消えていくように感じられた。

　永遠の夜と、不ふ穏おんな闇やみと、寒々とした死の世界とが、そこには存在していた。

「レオン！」「レオンさん！」

　そのとき、後方からカラとジジの声が降りてくる。

　一歩遅れてラウルの「レ、レオン……！」という荒い息の呼び声もした。

　くるなと叫びたかったが、レオンは仮か面めんの少女に魅み入いられたように動けない。ふたりの対たい峙じに不ふ穏おんなものを感じたか、ラウルたちの足音がすぐ背後でとまる。

「……〈無む貌ぼうの王おう〉？　そんな……」立ちあがるレオンの、力ない声が落ちる。「噓うそだろ……？　ここにあるのは、英雄の遺い産さんなんだろう？　なのに……！」

　しかし、仮面の少女は静かに彼を見つめ返すと、紅あかい唇くちびるを開いた。

『──真実だ。汝なんじの、その瞳ひとみに映るすべてが真実であり、現実だ』

　深みのある、陰いん々いんと響ひびく声が告げた。レオンの紅の瞳が大きく見開かれる。

「〈無貌の王〉!?」ラウルのあえぐような声が聞こえた。「では、やはり聖せい王おう家けという存在自じ体たいが、〈無貌の王〉を地の底につなぐ〝魔ま呪じゆ〟だったのだ……！」

「どういう……ことですか」ジジが、硬い声でささやいた。

「聖せい王おう女じよ自身に〝魔呪〟の力はない。だが文ぶん献けんによれば〝魔呪〟は、ある儀ぎ式しきや呪じゆ物ぶつ、言葉などをもちいて発動されるものといわれている。聖王家が代々戴たい冠かん式しきをこの島でおこなってきたのは──〈無貌の王〉を倒したといわれる英雄の血統がつづいていると示すためで、その儀式そのものが、枷かせとしての〝魔呪〟の一いつ環かんだったのかもしれない……」

〝……わたしは役目を放ほう棄きし、守る場所を退しりぞいて、ここに呼ぶ……〟

　聖せい句くの意味を説明するラウルの声が、レオンの脳のう裏りに響ひびいた。

（アリアンが役目を放ほう棄きしたから、〈無貌の王〉を虜りよ囚しゆうとなす〝魔呪〟が壊れたのか？）

『──この娘は、力を望んだ』レオンの思し考こうを断ち切るように、少女の声が、昏くらいこだまをともなって聞こえた。『無力であるがゆえに、その虚うつろなる身にそそぐ力を……』

　少女は両手を広げる。血に染まる白いドレスの上にまとう、闇やみの衣ころもがひるがえる。

『──われらは結ばれた。〈魂の誓約ゲアス〉により、婚こん姻いんの絆きずなよりも固く血の絆よりも深く、われとこの娘は結ばれた。この娘が、あがないとしてささげし女としての肉の体はわれのものとなり、われの力はこの肉にそそがれて、われらはひとつのものとなった。われは告げよう』

　威い厳げんと気品のある声が、空くう洞どういっぱいに響きわたる。

『──いまここに、〈万界の王ドミナントウール〉が生まれしことを！』

　その刹せつ那な、怒りに満ちた苦しげな声があがった。

「……認める、ものか……認めるものか……！」

　レオンたちはふり返る。ユーサーが美しい顔を憤ふん怒ぬに染めてよろりと立ちあがった。

「認めるものか。〈万界の王〉たる力を持つのは、この、僕だ……グランヌス!!」

　少年は地面に落ちる自分の影に右手をのばし、激しい憤いきどおりの言葉を吐いた。

「その身を現世の肉にあらわせ、黒くろ鋼がねの竜りゆうよ！」

　皇おう子じが呼ばわった瞬しゆん間かん、彼の影からすさまじい勢いで巨大な影が出現した。

　影はぐわりと立ちあがり、レオンの頭上を飛び越え仮か面めんの少女へ嵐あらしのごとく襲おそいかかる。少女の頭上にむきだしの牙きばが光るあぎとがいままさに落ちる────

　寸すん前ぜん、巨大な影はぴたりと静止する。少女は、微び動どうだにできずふるえる影を見あげた。

『──それが、竜りゆうであると』温度のない声で、少女がいった。『そのぶざまな生き物が竜であると。ちがう。ちがうな。汝なんじはわかっておらぬ。その醜みにくきいきものは……』

　静かな侮ぶ蔑べつの言葉が、空くう洞どうに響ひびく。

『──蜥蜴とかげ、というのだ』

　ふいに、漆しつ黒こくの影が塵ちりのごとく空気に消え去った。

　なんのゆらぎも動きもなかった。ただ仮面の少女が言葉をつぶやいただけで、ユーサーが喚よびだした巨大な獣けものはあとかたもなく消えてしまった。

　その瞬しゆん間かん、ユーサーは糸が切れたようにがくりとひざをついた。蒼そう白はくの面おもてを苦く悶もんにゆがませ、冷たい水にばしゃりと彼は突つっ伏ぷして動かなくなる。

　仮面の少女は、声もなく凍りつくレオンたちを一いち瞥べつする。おぞましい気け配はいに、だれもどんなかすかな動きもできなかった。心しん臓ぞうすらも鼓こ動どうをとめてしまった気がした。

『この場に、すでに用はない。踏まうべき地がわれを待っている……』

　その言葉が終わると同時だった。少女の周囲で一いつ斉せいに水音が聞こえた。

　ばしゃんと水がはねあがる。ざぶりと水をかく音があがる。

　水をしたたらせ、ゆらりと立ちあがったのは────屍し蠟ろうどもだった。

　皮かわ鎧よろいの若い戦士、老いた神しん官かん、貴き族ぞくに貴婦人に少年……濡ぬれて光る変色した肌はだを持ち、腐くさりかけた衣服を引きずって、虚うつろなまなざしで彼らは身を起こす。ここに落下した、黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士しやバルテン人兵士の死し骸がいも、折れ曲がった首や手足を引きずり、立ちあがる。

　屍しかばねどもは、仮面の少女を慕したうように、そのまわりに集いはじめた。

　レオンは思わず一歩あとじさる。だが背後で息を吞む音がしてふり返ると、ラウルとジジ、カラがともに頭上を見あげていた。つられてレオンも上に視線をむけた──とたん、

　全身の血が凍った。

　恐怖が冷水のように背せ筋すじをつたい、体の芯しんまで染しみこんだ。

　この空洞をかこむ段から、おびただしい数の光る瞳ひとみが見おろしていたのだ。

　それは……レオンにはとても表現できないほどに、醜みにくく、奇き怪かいな生き物たちだった。

　ユーサー皇おう子じが呼びだした影は、まだ物語に描かれてきた伝説の竜といえなくもない造ぞう形けいだった。だが、目の前にいる化け物は、レオンの想像と理解をこえていた。

　なぜ、あんなにも多くのうごめく触しよく手しゆと、目玉を持っているのか。

　なぜ、あんなにも巨大な蜘く蛛ものごとき体にひとの顔がはりついているのか。

　どれもがねじくれて、どれもが目をそむけたいほどに醜く、生々しいがゆえによけいに吐き気を呼ぶような、気味の悪い恐ろしい生き物ばかりだった。

「あれは、この空くう洞どうにあった石せき像ぞうです」ジジが、こわばる声でささやく。

「石像？」勝ち気なカラが、かすれた声で答える。「なんで石像が動くのよ!?」

「おそらく〝死し影えい〟ですね」ラウルが重くつぶやく。「〈無む貌ぼうの王おう〉のしもべの……」

「〝死影〟だって……!?」とレオンが聞き返そうとしたときだった。

『──まいろうぞ』陰いん々いんと響ひびく声がいった。『われが統すべる地へ』

　闇やみのマントを大きくひるがえし、少女が優ゆう雅がともいえる動きで歩きだす。

　黒こく衣いの少女は上方へいたる段をゆっくりとのぼりはじめた。死し骸がいどもも水からあがり、少女につづく。無数の屍しかばねからしたたる水が段をたたき、滝たき音おとのように響いた。

　遠ざかる少女の背にレオンはわれに返った。「ま──待て！　アリア……」

　彼が呼びとめようとしたとき、ざわめきうごめく〝死影〟どもの気け配はいが満ちた。

　──と感じた瞬しゆん間かん、その気配が四人の頭上を覆おおった。

「避けろ！」レオンが叫ぶ。と同時に突とつ如じよ、重い風圧が四人をめがけて落下してきた。

　四人が飛びのくあとに地じ響ひびきを立てて何体もの人じん面めんの蜘く蛛もが降り立つ。

　見るも異い様ような化け物が、レオンたちの前にあらわれた。体は青光りする甲こう殻かく、鋭く尖とがる八本の足先、蜘蛛なら目がある部分に、青白いひとの顔がはりついている。

　おぞましさにレオンたちは身をよせた。その彼らに蜘蛛の人面が、くわ、と口を開けて笑う。青白い皮ひ膚ふが裂けて青黒い口こう腔こうがのぞき、犬歯の尖った人間の歯が見えた。

　レオンはおびえをふりはらい剣をかまえる。ジジはラウルを背後にかばい、短たん剣けんを抜きはなつとレオンにいった。「いってください、レオンさん。わたしたちが引きつけます」

「おまえらだけでどうするっていうんだ。それにラウルは！」

「師し匠しようは意い外がいと逃げ脚あしが早いのです。ご心配なく。それに」ジジは強い口く調ちようでいった。「レオンさんは、いいました。アリアンさんを守るために剣をとり、アリアンさんを守るために戦う傭よう兵へいだって。だったらレオンさんがいるのは、ここではありません」

「待ってよジジ！」カラが抗議する。「たちって、あたしも入ってるわけ？　こんなの約束のうちに入ってないよね！」

「生きて帰れば、師匠が経けい緯いに見あった超過賃ちん金ぎんをはらってくださるはずです」

「あっ……そう」あっさりカラは引きさがった。「それじゃ、すっごくふっかけさせてもらうから。ヘカトの族ぞく長ちようたるあたしの命をかけるんだもん。いいよ、レオン。いって」

「こんな状況ですさまじく現実的だな……」

「まったくです、ジジ！　どケチいやいや、倹けん約やく気質のコレドムからわたしがどうやって」

　ラウルの言葉をぶった切るように甲殻の脚あしが襲おそいかかった。

　みなはとっさに結けつ晶しよう柱ちゆうの陰へ逃げる。ふりおろされる鋭い爪つめが柱を削けずってきらめく結晶片へんを飛び散らせる。ジジたちに走りよろうとして、レオンは背後に気配を感じた。

　ふり返るなどという間ま抜ぬけな真ま似ねはしなかった。

　地面に流れる水を蹴けり、ふりあげられる爪つめの下から彼は別の柱のむこうに跳びこんだ。

　鼓こ膜まくをふるわす痛い音で、レオンが隠かくれる柱に爪が食いこむ。見あげると人じん面めん蜘ぐ蛛もと目があった。一匹の背後に別の人面が重なる。もう一匹、もう一匹、レオンを見つめる不ぶ気き味みな光る目が次々と増えて追いつめるように彼が隠れる結けつ晶しよう柱ちゆうへ群がった。

　きしむ嫌な音を石せき柱ちゆうがあげる、と思った瞬しゆん間かん、柱が崩れた。

　レオンはやみくもに前に飛びでた。がらがらと漆しつ黒こくの結晶が折れ、折りかさなって崩れる人面蜘蛛の脚あしのあいだを身を低くして必死の思いで駆け抜ける。

　即そく座ざに蜘蛛は身を起こし、地面に刺さる柱のあいだを走るレオンをわれ先にと追う。

「レオンさん、早く！」「といわれてもだな！」

　遠くから聞こえるジジの声にレオンは走りながら叫び返した。アリアンを追うどころではない。なにより貧弱な武器しかないジジやカラ、丸まる腰ごしのラウルを置いてはいけない。

「そうです、むやみにいってはいけません！」いきなり横からラウルがあらわれた。

「どこからでてくるんだ、ラウ……あぶない！」

　レオンはラウルを横抱きにするようにして、蜘蛛の爪をよけて柱に隠れる。

「確認しなければなりません、レオン！」レオンとともに走りだしつつ、ラウルがいった。「先ほどのあの仮か面めんの人物……〈無む貌ぼうの王おう〉が告げたことは、真実ですか。聖せい王おう女じよは、〈無貌の王〉と〈魂の誓約ゲアス〉をかわしたのですか!?」

「知らない、はっきりはわからない！　俺が、俺が見たのは」ラウルとともに逃げつつレオンは叫ぶ。「あいつがライオネルの墓に話しかけて、それで突然黒い風が起こって……」

　レオンは唇くちびるを嚙かんだ。アリアンがそれと知らずに〈無貌の王〉の力をもとめたのはおそらく、ユーサーが至し宝ほうを破壊し、競うものをなくして絶対の力を得ることになるのを阻そ止しするため、そして──そしてなにより、レオンを救うためなのだ。

（馬鹿やろう、あの阿あ呆ほうの小こ娘むすめ！　どうしてどこまでも自分ひとりで……！）

「〈魂の誓約〉には代だい償しようがいるのです」ラウルの声が聞こえた。「伝説において、英雄ライオネルを裏切った親友ガマリエルが〈無貌の王〉と誓約を交わし、男としての肉体を〈無貌の王〉にささげたように。では──聖王女は、なにを代償としてさしだしたのでしょう？」

　レオンの耳じ朶だに、まるで闇やみの空くう洞どうから響ひびいてくるような声がよみがえる。

〝……この娘が、あがないとしてささげし女としての肉の体……〟

「そうです」こわばるレオンの顔をのぞきこみ、ラウルがいう。「ガマリエルは、英雄の妻、王女フルーリアをうばい去ると地の底までつれさった。そこで」

　追いかける爪の音が遠くに聞こえる。ジジやカラがあの化け物どもを引きつけているのだろうか。あせりつつも、レオンは必死にラウルの言葉を聞きとろうとする。その耳に、

「……〈無貌の王〉は、フルーリアの胎はらを借りて、みずからを産みなおしたのです」

　殴なぐりつけるようにラウルの声が響きわたった。

　すべての物音が遠くなる。あまりのおぞましい予感に、レオンは声すらでない。

〈無む貌ぼうの王おう〉が、アリアンの〝女としての肉体〟を望んだのは、まさか────

「けど、けどアリアンは女だ」レオンはすがるように、必死にラウルにいった。「ガマリエルの場合とはちがう。そうだろう？　アリアンの体で、同じことはしないだろう!?」

「そうでしょうか」ラウルが昏くらく沈む声で答えた。「〈無貌の王〉の目的がガマリエルのときと同じなら、そしてライオネルによってこの場につながれていたとしたら──二度と虜りよ囚しゆうとならぬように、復ふく讐しゆうのためにも、ただひとりの子し孫そんである聖せい王おう女じよを、利用するでしょう」

「だ、だったら、なんとかしてアリアンとあいつを引き離さないと！」

「それも、どうでしょう」ラウルは首をふった。「古いいいつたえによれば、〈魂の誓約ゲアス〉は神々すら縛しばることのできる威い力りよくを秘めた〝魔ま呪じゆ〟の一種といわれています。聖王女の意識も肉体も〈無貌の王〉の支配下にあり、離れがたく結びついていることはたしかです。しかも聖王女が自らすすんで誓せい約やくしたのなら、他人がそれを破は棄きさせることは不可能でしょう」

「そんな……」レオンはぼうぜんとつぶやいた。全身の力が抜けていく気がした。

「ですが」ラウルがはげますようにいった。「〈無貌の王〉と聖王女との誓約には、ある瑕か疵しがあります。それを指し摘てきすればまだ間にあうかもしれません。それには聖王女に追いついて、〈無貌の王〉に支配された彼女の意識を、なんとかしてこちらの言葉にむけさせなくては。それが──あなたにできますか。レオン」

　紅あかい瞳ひとみをまっすぐのぞきこみ、声に力をこめてラウルは問いかける。

　だが彼が返事をする前に、ジジとカラの叫びがどこからかとどいた。

「レオンさん、師し匠しよう！」「ラウル、レオン！」

　その叫びを石せき柱ちゆうが倒れる荒々しい物音がかき消す。「ジジ、カラ！」レオンがふたりの名を呼んだとき、蜘く蛛もどもが地じ響ひびきを立ててこちらへ集まってきた。

「うわ──下がれ、下がれ、ラウル！」「ど、どこへこれ以上!?」

　あわてるラウルの腕を引いて、レオンは走りだす。

　だが走るふたりの前方の柱に、いきなり甲こう殻かくの脚あしが突き立てられる。柱のあいだに身をねじこむようにして、人じん面めんの蜘蛛が息を吞むレオンたちの前に立ちふさがった。

　ふたりを追いつめるように、無数の不ぶ気き味みな眼めがのぞきこむ────そのときだった。

『…………レオン…………！』

　レオンの耳じ朶だに、聞きなれた声が響いた。若者は紅い瞳を見開く。

「……まさか」わななく声でレオンはつぶやき、柱に体をはりつけ周囲を見まわした。

　それは、折れて役立たずになったはずの剣の声だ。自分が聞こえると思いこんでいただけのはずの、あの獅し子しの柄つか頭がしらを持つ剣の声だ。その声が、いま聞こえたような──

『…………われは、ここにいる』

　また声が聞こえた。しゃがれてはいないが、抑よく揚ようも口く調ちようも同じ、あの声が、たしかに。

「どこだ、どこにいるんだ、おまえ！」

「どうしたんです、レオン!?」

　ラウルが訊きいた瞬しゆん間かん、蜘く蛛もの鋭い爪つめを持つ脚あしが襲おそいかかってきた。

　手にした剣でレオンは薙なぎはらう。刃やいばにはじかれて脚は一いつ瞬しゆん動きをとめる。だが剣はあっけなく真まん中なかから折れた。折れた衝しよう撃げきでレオンの手から剣が離れ、どこかへ飛んでいく。

「ここって、どこにいるんだこのやろう！」

　ふりおろされる爪をレオンは寸すん前ぜんでかわし、地面に転がりすぐさま立ちあがる。

　暗く広大な空くう洞どうを、若者はひとり走りだした。そのあとを蜘蛛たちが追いかける。

「どこにいくのです、レオン！」ラウルの声が聞こえたがレオンはふり返らない。

　爪が地面に立てる硬い音と甲こう殻かくの体が石せき柱ちゆうとこすれるきしんだ嫌な音と形容しがたい総そう毛け立つ咆ほう哮こうが、レオンの背中に、首くび筋すじに、いまにも触れるばかりにせまりくる。

　いきなり視し界かいが開けた。石柱の列が途と切ぎれ、レオンの目の前に台だい座ざがあらわれた。

　台座には、ほのかな光をはなつ美しい十字架かが突き刺さっている。

　十字架の、紅あかく光る宝ほう玉ぎよくの双そう眸ぼうを持った獅し子しが、レオンを見おろしていた。

『……われは、己おのれの名を思いだした』不ふ可か思し議ぎな声が呼びかける。『手をのばせ、レオン。われをその手につかめ。われの名を呼べ。さすれば、われは貴き様さまに使われる剣となる』

　まちがいない。レオンを呼ぶ声はその十字架から聞こえてくるのだ。

「おまえの、名前……？」

　レオンがつぶやいたとき、背後に、周囲に、無数の気け配はいがざわめいた。背せ筋すじをぞわりとさせる気配は、十字架の前に立つレオンをかこみ、圧するようにそそり立つ。

『告げよ、レオン。われの名は……』

　追われるようにレオンは十字架に手をのばす。その瞬しゆん間かん、人じん面めん蜘蛛が一いつ斉せいに地を蹴けった。

　響ひびきわたる蜘蛛どものおぞましい咆ほう哮こうに、明めい朗ろうな声がかさなった。




『われの名は────〝弑し神しん〟』

「こい！　〝弑神〟！」




　叫ぶ若者に太く鋭い爪が襲いかかる。無数の甲殻の体が彼を押しつぶす────

　突とつ如じよ、黒い山のごとく群れていた蜘蛛がすべてはじけ跳んだ。蜘蛛どもが石柱にたたきつけられる。細い石柱が幾いく本ほんか割れて甲殻の体の上に倒れて派は手でな音を立てる。

　台座の上にレオンは立っていた。その手には獅子の顔をもつ、彼の身の丈たけはある十字架の形をした輝く巨大な剣がにぎられている。

[image: ]

　荒い息で肩を上下させながら、レオンは両手で巨きよ剣けんをにぎるとつぶやいた。

「おまえ……もっと早く呼べよな。使う俺がぼろぼろだぜ」

『ふむ。貴き様さまに告げる名を思いだすのに、時間がかかったのである』

「ハ、やっぱりもうろくしてやがったか」

『もうろくしておるかどうかは、その手でたしかめるがよい。……くるぞ』

　硬い殻からをきしませ、レオンの目の前で蜘く蛛もが身を起こす。

　と思った刹せつ那な、倒れる柱や死し骸がいを蹴けり散らし、化け物どもは跳んだ。

　レオンの手にあるのは見たこともない巨大な剣だった。父からゆずり受けた慣れ親しんだ獅し子しの剣ではなかった。なのに彼は自分の動きを意識しなかった。まるで生まれてからずっと一いつ心しん同体だったかのように軽々と剣をふるった。

　宙に巨きよ剣けんの軌き跡せきがあざやかに閃ひらめく。

　硬い甲こう殻かくが両断されるたしかな手て応ごたえが、にぎる柄つかを通じて腕につたわる。

　両断された体から粘ねん液えきのような内容物をまきちらし、脚あしをふるわせ蜘蛛が崩れ落ちた。レオンは無む我が夢む中ちゆうで巨剣を閃かせる。嵐あらしのごとき剣の旋せん風ぷうに次々と化け物は倒れていく。

　あとじさりする人じん面めん蜘蛛を前に、レオンは大きく息を吐くと剣につぶやいた。

「切れ味は悪くないな。しかし、なんでそんな格かつ好こうになってんだ、おまえ」

『われは永きあいだ、貴様が所有していた仮の殻にとらわれていた』剣の声が脳のう裏りに響ひびく。『その所以ゆえんはいまだ思いだせぬ──だが所有者たる貴様が、あの殻を虚きよ実じつと理解し、本質は別にあると認にん識しきした。その認識が、われにかけられた呪じゆ縛ばくを破壊したのである』

「よくわからないが、だったら俺は恩おん人じんだな。ひざまずいて感謝してくれていいぜ」

『なに、われがおらねば貴き様さまも死んでいた。最大級の感謝を要求しよう』

「外見だけじゃなく、でかい態度も入れ替えろよ！」

　いい返してレオンは走りだす。

　周囲を大たい剣けんで思いきり薙なぎはらい、襲おそいくる蜘く蛛もを斬きり飛ばし、石せき柱ちゆうを蹴けって乗りこえ、レオンはジジとカラの上に倒れた柱に駆けよった。「ジジ、カラ、だいじょうぶか！」

　折りかさなる石柱の下から、ジジが平然と、カラが顔をしかめて這はいでてきた。

「はい、だいじょうぶです」「生きてはいるけど、もう、最さい低てい最悪！」

「あのぅ、わたしのこともすこしは心配してくださいね」

　ため息をついてラウルが物もの陰かげからでてきた。どう見ても平気そうな態度だ。

「心配する必要もなさそうだな。隠かくれ方は上う手まいじゃないか」

「ええ、それぐらいの特技はないと。それより、一刻も早く聖せい王おう女じよに追いついていただかなくては。中庭へいたる秘密の通路は階段とはしごばかりできついでしょうが、たぶん一番早く外へでられるはずです。わたしたちはあとからいきますので、先にいってください」

「わかった。遠えん慮りよなく、その言葉に甘える」レオンはうなずいて、天をふりあおぐ。

　アリアンの姿は、もうどこにも見えない。だが〝踏まうべき地がある〟という言葉からすると、外へむかったのはまちがいない。はるか彼方かなたの地上へと。

　頭上をにらみつけ、レオンは手に持つ巨きよ剣けんへとつぶやく。

「いくぞ…………〝弑し神しん〟」『望むところぞ、レオン』

　答えが返る瞬しゆん間かん、レオンは走る。階段状になった崩ほう落らくを一気に駆けのぼる。

　彼のゆく先に、無からわいてでるように不ぶ気き味みな生き物があらわれ立ちふさがった。

　レオンは、巨剣から〝力〟がつたわってくる気がした。つたわる力が全身に走り、体にみなぎり、心をふるわせ、彼の口から咆ほう哮こうとなってほとばしりでた。

「即そつ刻こくどけよ、この化け物があっ!!」

　吼ほえると同時にレオンは両手で剣を思うさまふりあげた。

　激げき突とつの音と聞くにたえない化け物の悲鳴があがる。薙ぎ払われて切断される甲こう殻かくの体が、飛び散る中身が、残ざん骸がいとなって背後へ落下する。

　落ちていく甲殻の蜘蛛を踏みつけ、レオンは高々と跳ちよう躍やくした。突とつ風ぷうのごとき一いつ閃せんと重く鋭い斬ざん撃げきが、むらがる敵を蹴け散ちらし吹き飛ばし、たたき落としてみじんに粉ふん砕さいしていく。

　上へ、上へ、上へ。強い想いに体を引きあげるようにしてレオンは上じよう方ほうを目指す。

　そうだ。もう二度と父には追いつけない。

　あの日の後こう悔かいに追いつけることなど、けっしてできはしない。

　だが、いまはまだ間にあうはずだ。まだ終わっていないはずだ。今度こそ俺は────！

　どこまでも遠い地上へむかって、嵐あらしのごとき勢いでレオンは駆けのぼっていった。




　　　　　　　　　　２




　吹きすさぶ嵐あらしのなか、黒くろ騎き士しやバルテン人兵士たちは屍しかばねのつらなる前庭に立っていた。

　女騎士が、血に濡ぬれた細さい剣けんを手に巨きよ漢かんの騎士に近よる。「バルドル。殿でん下かはまだか」

「不明だ」金きん髪ぱつの騎士は戦せん斧ぷをかつぎ、雨空に淡い光をはなつ大だい聖せい殿でんをながめやる。

「……遅い」じりじりとした様よう子すでイリーナがいう。「なにか、あったのでは」

「あせるな」短くバルドルが答える。「信じろ」

「あなたは悠ゆう長ちようすぎるのです」女騎士は唇くちびるを嚙かみ、大聖殿に背をむける。

　そのとき突然、とどろく爆音があがった。

　激しくゆれる大地にイリーナがあやうく倒れそうになる。騎士や兵士たちも地に倒れかかり、ひざをついた。バルドルだけが足を踏みしめて立ち、ぼうぜんといった。「あれは!?」

　みなは息を吞んで大聖殿へむきなおった。彼らの目の前で、雷らい鳴めいをかき消すほどの恐るべき崩ほう壊かい音と地鳴りとともに、透すきとおる半はん透とう明めいの結けつ晶しよう柱ちゆうが次々と砕けて折れて地に沈む。

　神秘の大聖殿、輝かしき神の聖なる座は、見る間に地下へと陥かん没ぼつしていく。

「大聖殿が……!?」「なんだ、なにが起こったんだ！」

　騎士たちのあいだから、イリーナが足を踏みだす。「殿下！」

「待て、イリーナ！」バルドルの声にかまわず、女騎士は沈みゆく聖殿へ駆けよる。

　だが唐とう突とつに、彼女は庭の真まん中なかで立ちどまった。

　崩れる結晶柱のなかから、ひとつの細い、少女の姿が立ちあがる。

「え……」女騎士はいぶかしげに声をかける。「聖せい王おう女じよ、殿下……？」

　少女は、血に染まる白いドレスに、風にひるがえる黒こく衣いをまとい、なぜか鼻び梁りようまでを覆おおい隠かくす銀ぎん灰はい色いろの半はん仮か面めんをつけている。そのたたずまいには、ひどく不ふ穏おんな気け配はいがあった。

　仮面の聖王女は、瓦が礫れきのあいだから静かに段を下りてくる。その歩みにあわせるように、背後から、無数の影があらわれた。そのとたん、騎士や兵士たちが悲鳴をあげてあとじさる。

　それは──死人の群れだ。

　腐くさったような褐かつ色しよくの肌はだと光のない瞳ひとみ、朽くちてぼろぼろになった衣服をのぞけば、生きている人間と変わりない姿だ。その分よけいに、死人特とく有ゆうの生せい気きのなさがおぞましい。

　真新しい死し骸がいもあった。仲間だったはずの黒騎士たちや、手足がおかしな角度に曲がったバルテン人兵士、奥おく宮みやで殺されたはずの部ぶ族ぞく長ちようたちの血まみれの姿も見える。体を斬きり裂かれたふたりの少女侍じ者しやも、ゆらめく足取りで仮面の聖王女につきしたがう。

　彼らをつれた仮面の少女のつま先が、雨に濡ぬれた庭に降り立った。

『──地上』紅あかくつつましやかな唇を開き、少女の声で、あきらかに少女でないものがいった。『だがここはまだ、われの一歩を置くのみの場だ』

「おまえ……聖せい王おう女じよではない……？」イリーナが声をしぼりだす。「なにものだ！」

　誰何すいかした瞬しゆん間かん、いきなり彼女は後方へ吹き飛んだ。その体は芝生しばふにたたきつけられ激しく横おう転てんしてすべっていく。「イリーナ！」バルドルが叫んで駆けよる。

　痛みに顔をゆがませるイリーナと、彼女を助け起こすバルドルが、驚きよう愕がくで凍りつく。

　いまさっき、とどめを刺したばかりの死体が、起きあがったのだ。

　剣を手にした教きよう兵へいや、ダルディス人兵士、聖せい職しよく者しやに詩人や楽がく人じんたち……この中庭に倒れるすべての死者がゆらりと立ちあがり、仮か面めんの聖王女の前に歩んでいく。

　骸むくろをはべらせた少女の仮面が、イリーナとバルドル、黒くろ騎き士したちにむけられる。

『──言葉をあらためよ。地にひざまずき、ひれ伏して這はいつくばり、死を前に畏かしこまるがよい。汝なんじらが見ているのは』抑よく揚ようのない声が、いった。『〈万界の王ドミナントウール〉である──』

「なに……!?」女騎士も巨きよ漢かんの騎士も絶ぜつ句くした。ささやきが周囲からもあがる。

「まさか、聖王女が《王獅子の至宝レガリア》を……!?」「では、聖せい殿でんの崩ほう壊かいも……？」

　イリーナが身を乗りだす。「ちがう！　〈万界の王〉は、殿でん下かのはずだ！」

「よせ、イリーナ！」バルドルが制止した刹せつ那な、横あいから激しい力が襲おそいかかる。

「うわ！」「あぁっ！」ふたりは前庭の端はしまで一気にはじき飛ばされ、転げ落ちた。

　飛ばされたイリーナたちのあとに、見るもおぞましい生き物が立ちあがる。

　うごめきからみあう触しよく手しゆを全身から生はやし、くずれる青白い皮ひ膚ふのそこかしこに無数の眼めを光らせ、鋼こう鉄てつのごとき鋭い爪つめを持った、得え体たいの知れぬ不ぶ気き味みな化け物どもだ。

　少女は両手を広げる。激げき風ふうが少女の黒こく衣いを大きく後方にひるがえし、はためかせる。

　それは、巨大な漆しつ黒こくの翼つばさに見えた。空を覆おおう暗あん雲うんにも見えた。

　すべてをつつみ、すべてを塗りつぶす、不ふ吉きつな夜と死と闇やみの権ごん化げのような。

『──食らえ』少女は、無む慈じ悲ひに告げた。『そのものらは、われらが供く物もつだ──』

　化け物どもが一いつ斉せいに立ちつくす騎士や兵士たちに襲いかかる。

　逃げる間もなかった。盾たても鎧よろいも剣も身を守る役になにひとつ立たなかった。彼らの上に呪のろわれた異い形ぎようが落ちると同時に、血ち潮しおと耳を覆おおうばかりの悲鳴が雨空にあがった。

　触手が兵の手足を引きちぎり高々と宙に飛ばす。巨きよ軀くが鎧ごと騎士を押しつぶす。鋭い爪が肉を裂き、腸ちようを引きずりだし、形もとどめぬこま切れの肉にく片へんに変える。

　激しい雨が洗い流すのに追いつかぬほどのおびただしい血がまたたく間に流される。

　やがて悲鳴はやみ、命の気け配はいは消え────前庭は、静まり返った。それを見とどけたように、仮面の少女は荒れ狂う嵐あらしにむかい、ゆっくりと足を踏みだした。

「……アリ……アン」

　そのとき中庭の中央にある池から声がして、人ひと影かげがあらわれた。

　仮面の少女はふり返る。周囲の化け物どもも、骸むくろどもも、一斉に。

　ふらつきながら人影は水をざばりとかいて進むと、がつんと巨きよ剣けんを地に突きたてた。

「…………正直、ここまで全力疾しつ走そうは、しんどかった……ぜ」

　それは、燃えるような赤あか毛げと、血のような紅あかい瞳ひとみを持つ若者────レオンだった。
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　突きたてた十字架かの剣によりかかり、レオンはぜぇぜぇと激しい呼吸をくり返した。

　懸けん命めいに息をととのえるレオンに、仮か面めんの少女はむきなおる。その非ひ人間的な雰ふん囲い気きに、レオンは背せ筋ずじが寒くなった。よりかかる巨きよ剣けんに、彼は声をひそめて聞く。

「念のため……聞くが、おまえアリアンに憑ついてるヤツだけ倒すってのはできないか」

『残念だが、そんなすばらしく都つ合ごうのよい力はそなわっておらぬ』すました声で剣が答える。『聖せい王おう女じよごと両断なら可能だ。あれの〝魔ま呪じゆ〟にはばまれねば、だがな』

「……そんな腹立つおしゃべりができるなら、もっと役立つ能力をつけとけよ」

　毒づくレオンの声をさえぎって、陰いん々いんと響ひびく声が語りかける。

『──英雄の真ま似ねごとか、若わか造ぞう』

「ちがうな」答えてレオンは大きく息を吸った。「そんな、華なは々ばなしい理由じゃないさ」

　剣をにぎり池からあがる。とたん、吹き飛ばされるばかりのすさまじい圧力を感じた。必死に巨剣を前に立て大地を両足で踏みしめる。剣が圧力をやわらげてくれる気がした。

　レオンはむかい風へあらがうように声をはりあげる。「聞け、アリアン。聞いてくれ！」

　にべもなく少女の声が答える。『──アリアンという娘は、もういない』

「おまえになんざ話してない！」レオンは怒ど鳴なりつけてさえぎる。

　アリアンの意識をこちらにむけろとラウルはいった。ならばあの少女は〝アリアン〟として認にん識しきするべきだ。いや、まちがいなく彼女はアリアンだ。あの体は彼女のものであり、あのなかには彼女の心があり、断じてほかの得え体たいの知れぬだれかのものではない。

「聞いてくれ、アリアン！」もう一度名を呼んで、それからレオンは声を落とした。「悪かった。すまなかった、アリアン。おまえにはなんの力もないなどといって。俺は……」

　あやまちを認めるのは辛つらかった。これまで自分がしてきた愚おろかさを吐きだすのは、腹のなかにためてきた苦にがさを吐きだすのと似ていた。だが、彼女をとりもどすためなら────

「俺は、おまえに、俺の絶望と後こう悔かいを押しつけていたんだ。親父おやじを、仲間を失った後悔を……とめられなかった辛さを、罪の意識を、俺は……おまえに、かさねていたんだ」

　レオンは一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かみしめ、そしていった。

「アリアン、オルガは地の底で死んだ。けど彼女は最さい期ごにいいのこした。自分には弟を救う力もなかった。だがおまえには多くの民たみを救える力がある。だからおまえを助けてくれと」

『──かかわりのない話』少女が無情に答える。『この娘には裏切りものの言葉だ』

「そうさ、オルガは裏切った。おまえには国を救えないと思いこんで──だがな！」

　レオンは、ぎりりと歯を食いしばるといい返した。

「オルガは、裏切ったはずのおまえを信じて死んでいったんだ。ほかのだれでもない、おまえにならできると！　お願いだ、アリアンを助けてくれと、なんどもなんどもあいつは俺にくり返した。裏切りものかもしれないが、彼女はたしかにおまえの力を信じていたんだ！」

　レオンは必死に話しつづけた。全身全ぜん霊れいをかたむけ、彼はアリアンに語りかけた。

「アリアン。ずっとそばにいたオルガの死の間ま際ぎわの言葉だけは信じてやれ。おまえを裏切ったものですら、おまえの力を信じていたんだ。おまえは無力なんかじゃない。《王獅子の至宝レガリア》も〝魔ま呪じゆ〟の力もそんな化け物の力も、どんな力も手にしなくたっていいんだ！」

　今度こそ、俺の言葉がとどいてくれ。今度こそ、間にあってくれ。

　永遠に失われる前に、二度と手がとどかなくなる前に────！

　レオンは叫んだ。目の前のアリアンと信じる少女へむかって、腹の底からすべてをふりしぼって、吹き荒れる嵐あらしを吹き飛ばすように祈るように叫んだ。

「自分を信じろ、聖せい王おう女じよ！　その名のとおり、おまえにはたしかな、聖なる力がある！」

　吹きすさぶ風がレオンの言葉をさらう。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが、渦うず巻まく風に生まれた。

「……レ」その静寂に、ぽつりと声が落ちる。「………………レ、オ……ン……」

　仮か面めんの少女の唇くちびるがふるえている。なにかにあらがうように、ふるえながらも唇はひとつの名をたしかに形づくった。それは、まぎれもなくアリアンの声だった。

「アリアン！」レオンの瞳ひとみに歓かん喜きの色がよぎる。だがすぐにそこへ別の声がかぶさった。

『──無む駄だだ。たとえ刹せつ那な、意識を呼びさましても、〈魂の誓約ゲアス〉はくつがえされぬ』

　そのとき、背後から声があがった。「……それには異い議ぎをとなえます、〈無む貌ぼうの王おう〉よ」

　ラウルがジジとカラにささえられ、池のなかから姿をあらわした。

　ずぶ濡ぬれの彼は荒い息をととのえ、高々と片手を少女へむかってかかげる。

「〈無貌の王〉よ。あなたが聖王女と交わした〈魂の誓約〉には、ある瑕か疵しがあります」

『──そのようなものは存在しない』

「いいえ、あなたが望まれたのは、聖王女の〝女としての肉体〟。ですが聖王女には」

　ラウルは、重みのある声でいった。

「まだ────月の徴しるしが、きておられません」

　思いがけない宣告に、レオンは死の間ま際ぎわのオルガにラウルが訊きいた問いを思いだす。

〝……聖王女に、月の徴はありますか〟

　それは、アリアンにずっと仕えていたオルガにしかわからない問いだった。

「よろしいですか。彼女の体にはまだ、あなたが望む女性としての機能がそなわっていないということです。あなたが要求した代だい償しようを、聖王女があたえることは不可能です」

　沈ちん黙もく。

『──詭き弁べんだ』

　永遠に思える沈ちん黙もくのあと、冷たく少女の声が返る。だがラウルは即そく座ざに答えた。

「たとえ詭き弁べんでも、その瑕か疵しがあるかぎり完全なる取り引きとはいえません。〈魂の誓約ゲアス〉は神々すらも縛しばる誓い。どんな小さな瑕疵さえゆるされないはず！」

　ラウルのまとう雰ふん囲い気きが変わった。優ゆう雅がでひと当たりのよい洗せん練れんされた詩人の物もの腰ごしは消え、代わって鋭く厳きびしいどこかひとにあらざる恐ろしい表情があらわれる。

『──古きものの名において、われは告げる』

　朗ろう々ろうたる声量が、分かたれし大陸ガトランのどこにもない不ふ可か思し議ぎな言語をつむぐ。

『その娘は汝なんじの手にはない。疾とく去れ────〈無む貌ぼうの王おう〉よ！』

　高らかに告げられた瞬しゆん間かん、ぐらり、と少女の体がゆらぐ。

　黒こく衣いが風に広がり、そのあいだから白いドレスを着た細い体があらわれ、ゆっくりと地に倒れる。仮か面めんが黒いもやのごとき影につつまれ、倒れる少女の背後に落ちる。

　まわりの屍しかばねが、あやつる糸を切られたようにばたばたと倒れていく。おぞましい名も知れぬ生き物は、まるで雪が溶けるようにぐずぐずと地に崩れて消えていった。

「アリアン！」レオンが駆けよろうとしたそのときだった。

　ひとつの影が横あいから走りでて、レオンの前に立ちふさがる。

　思わずレオンは目を見開いた。あらわれたのは、破れたローブをまとう禿とく頭とうの若い女性だった。彼女は倒れたアリアンの背後にわだかまる影へとひざまずく。

「偉大なるバアシュよ」女性は黒の影にいった。「わたくしはヴェレダ。あなたに仕えるしもべでございます。どうぞ、このわたくしの体をお使いくださいませ」

　女性は身につけたローブを脱ぎ捨てた。白い裸ら身しんが雷らい光こうのもとに照らしだされる。

「!?　な、なに、なにを……!?」

　思わずレオンは困こん惑わくして息を吞む。女性は抑よく揚ようのない声でいった。

「あなたにささげられる供く物もつとして、わたくしは生きてまいりました。この身をあなたに奴ぬ婢ひとしてさしだす望み以外、わたくしにはなにもありませぬ」

「な……やめろ！」思わずあげたレオンの言葉を、響ひびく声がさえぎった。

『──それでは、汝を仮の殻からとしよう』

　わだかまる漆しつ黒こくの影が立ちあがり、抱きしめるようにヴェレダをつつんだ。

　なだらかな肩に、なめらかな背中に、むきだしの白い尻しりと足に、黒こく衣いが落ちていく。

　一いつ瞬しゆんののち、女性はふり返る。

　そこには裸ら身しんに黒衣をまとい、銀の半はん仮面をつけた女性が立っていた。

『──いずれ、この娘には徴しるしがおとずれよう』ヴェレダの姿をしたそれは、足もとに倒れるアリアンを見おろした。『詭弁により一時逃れても、われとの深い結びつきは変わらぬ。その娘は、われの力をそそぐ殻として己おのれの身をさしだした。いつか徴がおとずれたそのとき』

　すべてをつらぬく天よりの啓けい示じのごとく、〈無貌の王〉は告げた。

『──われは、かならずやその娘を、手に入れる』

　その言葉が終わった刹せつ那な、半はん仮か面めんの女性のまとう黒こく衣いが激しくひるがえった。とっさにレオンはアリアンを抱きあげる。間かん髪はつ容いれず、恐ろしい力がレオンを吹き飛ばす。

　レオンはアリアンを抱いて地に転がった。少女を抱いたまま、彼は瓦が礫れきへとたたきつけられる。背中を激しく打って息がつまり、その痛みに気が遠くなりかける。

　ラウルやジジ、カラも突とつ風ぷうのごとき目に見えぬ圧力に地に伏せた。

「…………レ…………レオン…………」

　声が聞こえた。レオンは背中の痛みをこらえて目を開ける。

　腕のなかで翡ひ翠すいの瞳ひとみが自分を見あげていた。まちがいなく、そこにいるのはアリアンだった。全身から力が抜けそうになる。どんな痛みも、どんな辛つらさも、彼女がここにいるという事実だけで、なにもかも忘れてしまえそうな気がした。

「よかった……間にあったな」

　息を吐き、レオンはあたりを見まわした。

　嵐あらし吹き荒れる庭には、だれもいない。あの化け物どもの痕こん跡せきもない。ただ累るい々るいとかさなる無数の屍しかばねが残っていた。そこにあるのは空くう虚きよな、寒々しいまでの死。ただそれだけだった。

　あの、仮面の女性の姿も……どこにも、ない。

　ぞっとして、レオンはわれ知らず体をふるわせた。そのふるえに、地面をゆらす不ぶ気き味みな地鳴りがかさなる。大だい聖せい殿でんの崩ほう壊かいとともに、島も崩れるのだろうか。

「アリアン、いこう。早く島から離れないと」

　レオンは立ちあがり、アリアンに手をのばした。

　しかし少女は座りこんでうつむき、首をふる。レオンが眉まゆをひそめたとき、

「……だめよ」

　と、小さな、わななく手がレオンの腕を押しもどした。

「なに──なにをいってるんだ？　だめって、なにがだめなんだ!?」

「一緒に、いけない……」哀かなしくふるえる声が、青ざめた少女から聞こえた。「このままいったら、あたくしは……いつか〈無む貌ぼうの王おう〉のものになるわ」

「おまえ──」レオンは息を吞む。「もしかして、ずっと意識があったのか？」

「ええ……」雪のように白い面おもてがうなずく。「お父とうさまが、ローレアンの聖せい王おうは至し宝ほうを使うものでなく、守るものといっていたけれど、まさかあんな……あんなものだったなんて」

　アリアンはぎゅっと目をつぶり、心底おぞましそうに身をふるわせた。

「あたくしは、お父さまの言葉にそむいただけでなくて……このままではとり返したい祖そ国こくまで、本当に失ってしまうわ……」

　少女はうなだれて、小さなこぶしを泥どろ水みずの中で固くにぎりしめる。アリアンがどれだけ後こう悔かいしているか、その様よう子すだけでレオンには痛いほどつたわってきた。

「あたくしには、もう果たすべき使命はない。聖せい王おう家けのつとめも放ほう棄きして、ただいつか、恐ろしい力をそそがれるのを待つだけの虚うつろな身よ。あなたは、あたくしに名前どおりの力があるといってくれたけれど……いいえ、やっぱりあたくしにはどんな力もない。オルガの願いも、かなえられない……それならせめて、これ以上の災さい厄やくをガトランに広げる前に」

　アリアンは濡ぬれた面おもてをあげる。雨と恐怖にふるえながらも、少女はまっすぐに告げた。

「だから、もういって。あたくしは、あなたと一緒には、いけません」

　少女の言葉の語ご尾びが、強くなる風と雨音と、不ぶ気き味みな地鳴りに消える。雨に打たれる屍しかばねがつらなるなかで、ふたりはずぶ濡れのまま見つめあった。

「いって、もういって！」アリアンが必死にいった。「まだあなたがあたくしの傭よう兵へいでいるつもりなら、主人の命令にはしたがって。いいこと、すぐさまこの場を立ち去って！」

　だがレオンは動かなかった。代わりにアリアンの前にひざをついた。

「……アリアン」ぽつりと、レオンはつぶやいた。「俺も、ずっと空っぽだったんだ」

　少女の翡ひ翠すいの瞳ひとみがまばたいた。レオンはわずかに視線を落とし、言葉をつなげる。

「親父おやじを亡くして、仲間を亡くして、ずっと抱いていた夢を失って、俺は、ただ生きているから生きてきた」心の奥底を見つめ、ひとりごとのように彼は話しつづけた。「夢とか、希望とか、果たさなきゃならない使命とか、そんなものなくたって生きていける。だれだって、ただ生きているから生きてるんだ。それで充分なんだ。だけど……俺は、見つけてしまった」

　昏くらい嵐あらしに打たれるレオンの脳のう裏りに、夢のように青く輝く海が、一いつ瞬しゆんかすめた。

「……夢を。あこがれを。それをかなえようと生きることを」深い息を、彼はもらした。「見つけてしまったから、もうそれなしでは生きられなかった。だからそれを失ってしまって、ずっとそこは空っぽになって、他のどんなものでも埋められなかった。もうけっしてかなうわけがないのに、もう手に入るわけがないのに、いつまでも追いかけて……」

　目を閉じる。まぶたの裏で、青い海は遠ざかっていく。それから、彼は静かにいった。

「でも、おまえは、俺にいってくれたんだ」

「あたくしが、なにを……？」

「親父を、誇りに思っていいって、さ」

　アリアンの、おどろきで息を吞む音が聞こえた。

「だ──だけど、あれは」アリアンが哀かなしげにいう。「あれは、あたくしのことよ。そう思わなかったら、あたくしは動けなかった。あなたのために、いったんじゃないもの……」

「けどその言葉が、俺の目を、夢の残ざん骸がいから引き離してくれたんだ」目を開き、優しくレオンはいった。「後こう悔かいのあまりに、俺は親父がたくしてくれた想いから目をそむけてきた。自分を責めて、俺を置いていった親父たちを責めてきた。だけどおまえの言葉で、俺が本当は……本当は、どれだけ親父たちを誇りに思いたかったか、気がついたんだ」

　追つい憶おくのなかの、胸のすくような父の笑顔をレオンは思いだす。

　その笑顔を脳のう裏りに、彼はまっすぐにアリアンに紅あかい瞳ひとみをむけた。

「おまえは、俺に誇りを返してくれた。その誇りのために、俺はおまえを守る。おまえを守る傭よう兵へいとして、戦いつづける。英雄ライオネルは〈無む貌ぼうの王おう〉をしりぞけた。だから、きっとなにか方法があるはずだ。それをさがそう。だから……頼む」

　もう一度レオンは手をさしのべ、力強い声でいった。

「一緒にいこう、アリアン。俺の────生きる意味でいてくれ」

　アリアンはその手を見つめる。彼女をささえるようにさしだされたレオンの手を。

　わななく細い手が、ゆっくりとのべられる。若者の手に、少女の手が、かさねられる。

　その刹せつ那な、少女はくずれるように倒れこんだ。あわててレオンは彼女を抱きとめる。

　おそらくあの恐ろしい経験で受けた衝しよう撃げきから立ちなおっていないのだ。むりもない。あんな存在に体をうばわれ、意識を共有するなど、どんなにかおぞましいだろう。

「レオン！」そこへラウルたちが駆けよってきた。レオンはうなずいて立ちあがる。彼が死体からはぎとったベルトやマントを使い背中に巨きよ剣けんをくくりつけると、カラがいった。

「島の裏側から下りるからね。あたしの仲間が、船をつないで待ってるはずだもの」

「ここから下りられそうです！」

　様よう子すを見にいったジジの声が聞こえて、カラが真まっ先さきに下りていく。

「いきましょう、レオン。いつ島が崩れるかもわかりません」

　ぐったりしたアリアンを抱きあげるレオンに、ラウルが声をかけて歩きだす。

「待てよ」レオンはその背中に声をかけた。

「なんでしょうか、レオン」ラウルがふり返る。「急ぎませんと危険ですよ」

「あんたは──」厳きびしくレオンはいった。「本当はここになにがあるか、知ってたんだな」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくに、不ぶ気き味みな地じ鳴なりが割りこむ。

　ラウルは、優ゆう雅がに濡ぬれた髪かみをかきあげると答えた。「……なぜ、そう思うのです？」

「普通わかるさ。アリアンが〈魂の誓約ゲアス〉をする前に、なぜオルガにあんな問いができる？」レオンの声が険しさを増す。「至し宝ほうのありかが知れわたっているってのも、旅をする吟ぎん遊ゆう詩し人じんなら容易に広められる。つまりあんたがこの場所に、至宝をねらう人間を集めたんだ」

「……あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話ですね」形容しがたい笑みを、ラウルは浮かべた。「ユーサー皇おう子じがすべて仕組んだとは思わないのですか。ダリウス大たい皇こうも部ぶ族ぞくの長おさたちも死に、バルテンの第一王おう子じも死んで、不ふ遇ぐうの身だった彼が一いち躍やく、大陸覇は権けんをねらう場にでたのですよ」

「そうだ、証しよう拠こはない。あの皇子さまが全部やったのかもしれないな。だが──あんたは〈塔とうの学まなび舎や〉に入れた。〝至賢人グラン・サージユ〟と呼ばれるほどおえらいなら、聖せい王おうと直接会って話を聞きだす機会もあったはずだ。そしてあの頭の切れそうな皇子が王おう都と占せん領りように貢こう献けんしたなら、〈塔の学舎〉に入らないはずがない。そこに至宝への手がかりをわざと置いたら？」

　レオンは沈黙をつづけるラウルに、剣を突きつけるように言葉を突きつけた。

「あんたが、ローレアン、ダルディス、ランゴニア、コレドム、バルテン……ガトランの国々をかく乱したんだ。ローレアンはぶっつぶれ、ダルディスは大たい皇こうの座をめぐって混乱し、バルテンも後こう継けい者しや争いがまた起こるだろう。ランゴニアもコレドムもまわりの小国もそれに巻きこまれるはずだ──なにをたくらんでいる？　ガトランを混乱させてどうするつもりだ」

　ラウルは無言でほほ笑んでいる。だがその笑みの裏に、異い質しつな気け配はいがひそんでいた。

「……わたしは、それほど大それたものではありませんよ」ラウルは笑みをたやさずに答える。「一いつ介かいの詩人であり賢けん人じんに、大陸ガトランを動かす力があると、本気で思いますか」

「さあな。おまえが本当にただの詩人で賢人かどうか、俺にはわからない」

「用心深いかただ。ですが、これだけは信じていただきたい」ラウルはおだやかに、だが力強く告げる。「わたしの敵は、〈無む貌ぼうの王おう〉。それは永遠に動かぬ真実です。敵の敵は味方とは手て垢あかのついたいいまわしですが、使い古されるほどに真理だと思いませんか」

「同じ敵を倒したあと、今度は残ったもの同士敵てき対たいしないともかぎらないぜ」

「……面白い。やはり、その剣の主あるじとなるだけはある、ということですか」

　ふいに、詩人の表情が変わる。ひとにあらざるものの片へん鱗りんがかいま見える。

「──わたしは、王の助言者だ」重く深い声が嵐あらしをついて、打つようにレオンの耳じ朶だをたたいた。「友である王に出会うために、〈無貌の王〉を追うために、わたしは旅をつづけている。汝なんじがわたしの歩みをさまたげぬのを、わが神に祈るばかりだ」

　今度はレオンが無言になる。息を吞み、アリアンを抱く腕にわずかに力をこめた。

「……いきましょう。あなたも聖せい王おう女じよも、ここで死ぬべきではありません」

　ラウルはおだやかにほほ笑み、背をむけて崖がけを下りていく。そのとき巨きよ剣けんの声が響ひびいた。

『レオン、あれは──古きまつろわぬものであるぞ』

「なに!?」レオンは聞き返す。「古きまつろわぬもの……まさか、創そう生せい神しん話わの──」

『まちがいない。だが』剣はいぶかしげにつぶやく。『姿を隠かくしたはずの古きものが、なぜ、ここに？　しかもなぜ、人間の形をしておる？』

　レオンは、崖のむこうに消えていくラウルの背に視線をあわせる。

　ふいに、彼は目に見えるなにもかもが信じられなくなった。

　これまで聞いた話のすべてが一度によみがえり、彼のなかで激しく渦うずを巻いた。

　伝説の古きものがここにいる理由。あのヴェレダという女性が、仮か面めんにむかって〝バアシュ〟と呼びかけたわけ。偉大なる英雄の墓には、あんな忌いまわしい存在が秘められていたのに、その事実がずっと隠されてきたのはどうしてなのか。

　そして……そしてあれは…………本当に、〈無貌の王〉なのだろうか？

　なぜだろう、なにが真実なのだろう────

　レオンの脳のう裏りで答えるもののない問いが延々とくり返される。

　そのとき突とつ如じよ、突きあげるような大地のふるえがレオンを襲おそった。
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　身をはねあげられるような強い震しん動どうに、ユーサーは目をさました。

　はっと手をついて少年は起きあがる。冷静に、いま自分がいる場所を確認する。

　どうやら大だい聖せい殿でん崩ほう壊かいの跡らしい。きらめく半透とう明めいの結けつ晶しようが、地鳴りに崩れ落ちてくる。そして手をついた地面には、雨に濡ぬれて光る無数の漆しつ黒こくの羽が散らばっていた。

「……黒の……羽？　なんの鳥だ……？」

　眉まゆをひそめてつぶやいたとき、彼は近くに双そう剣けんの騎き士しが倒れているのに気づいた。

「ギャラング!?　ギャラング！」ユーサーは駆けより、手しゆ甲こうをつけた手のひらで副ふく官かんのほおを力をこめてたたいた。「起きろ、ギャラング！　しっかりしろ！」

「う……」弱々しい声があがる。「いた……た、お目覚めにはきつくないですか……」

　副官はうっすらと目を開けた。どうやら無事らしい。ユーサーはほっと安あん堵どの息をつく。

「美女のキスでなくて悪かったな。しかし、どうやって外にでられたんだ。それにあの──」いいかけて、少年は苦にが々にがしげに吐き出した。「あの仮か面めんは、どこだ」

「なんですか、そりゃ」いぶかしげにいって、ギャラングはよろりと立ちあがる。「それより、殿でん下か。一刻も早くここを離れないと。どうもいやな感じだ。島が崩れるかもしれません」

「なんだと？」ユーサーの青ざめたほおが、かすかに怒りに紅こう潮ちようした。「逃げろというのか？　あいつに背をむけて、ぶざまにみっともなく負け犬のように!?」

「あいつとか仮面とか俺にはさっぱりですけど、ええ、そうです。逃げるんです」ギャラングが、きっぱりといい返す。「たとえどんな恥ち辱じよくを受けようが、生きて最後に残る者だけが勝者です。死んじまったヤツこそが負け犬ですよ。殿下は生きて、生きて生きのびて、それから力をつけて、自分を笑ったやつをぶちのめせばいい。いったじゃないですか、〈万界の王ドミナントウール〉の座をめざすと。だったら──俺たちに見せてください」

　ギャラングは、年若い主あるじにいい聞かせるように、いった。

「歴史が、始まる瞬しゆん間かんを」

　ユーサーの黒い瞳ひとみが、ギャラングの褐かつ色しよくの瞳を見返す。ふたりのあいだの沈ちん黙もくに、地面がゆれる不ぶ気き味みな音と、吹き荒れる嵐あらしの音が響ひびきわたった。

「そうだな」皇おう子じは唇くちびるを嚙かんだ。「おまえは正しい……くやしいぐらいに」

　ユーサーは背をむけて瓦が礫れきを乗りこえた。ギャラングも無言でつづく。

　彼らは相あい前後して前庭に降り立つ。だがそこには死体しかなかった。ユーサー配はい下かの黒騎き士したちの無む残ざんな死し骸がいもある。ユーサーは無言で、部下の骸むくろのそばにひざまずいた。

「……おぼえていろ、〈無む貌ぼうの王おう〉」少年は昏くらい声でつぶやいた。「この怒りも屈くつ辱じよくも、全ぜん部ぶ僕は忘れない。次に会うときにはこの怒りを力として、貴き様さまに、すべて食らわしてやる」

　つぶやいたとき、彼の脳のう裏りにだれかの言葉の断片がふっとよぎった。

〝どれだけ強くなったって、かならず別の力に屈するんだ……！〟

　手しゆ甲こうをつけた手を、少年は固く、固くにぎりしめた。手甲がきしんでいやな音を立てる。

　彼の唇くちびるから、固まりのような重い言葉が、屍しかばねの上に落ちた。

「そんなわけがあるか……」吐きだすように、彼はつぶやいた。「……母かあさん……！」

　深くうつむく皇おう子じを、ギャラングは背後から、見守るように黙って見つめていた。

　そのとき遠くから、聞きなれた声が聞こえた。

「……殿でん下か、ギャラング！」「無事か！」

「バルドル、イリーナ……生きていてくれたのか！」

　皇子の沈うつな表情が一気に晴れた。崖がけの方角から歩いてくる女騎き士しと巨きよ漢かんの騎士にユーサーは駆けよる。イリーナは負傷しているらしい腕を押さえているが、気き丈じような声で答えた。

「はい。海へ転げ落ちそうになりましたけど、バルドルがささえてくれました」

「だが、ほかは全ぜん滅めつだ」とバルドル。

「くわしい話はあとだ」皇子ははげますように声をはりあげた。「いいか、まだ生きているものがいるかどうかさがせ。すこしでも息があるなら、ここに引きずってでもつれてこい」

「どうなさるんです、殿下!?」イリーナが尋たずねる。

「安全な場所に僕がつれていく。どんな状態でも生きてさえいるなら、僕がかならずつれて逃げて、生きながらえさせる。さあ、早くしろ！」

　命令に、三人は散った。ユーサーも率そつ先せんして負傷者をしらべる。そのあいだも地鳴りは激しくなる。ゆれはますますひどくなり、島の崖がけは端はしから徐じよ々じよに徐々に崩れだす。

　息のあるものはほんのわずかだった。それでもまったくの無ではなかった。

　一同が前庭の中央につどうと、皇子はみなを見まわし、右手を地面にのばした。

「……わが神、グランヌスよ」

　押し殺した怒りに満ちた声が、嵐あらしの空にのぼっていく。

「われらを乗せて、その翼つばさを万ばん里りに広げよ────！」
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　巨きよ剣けんを背にくくりつけ、レオンはアリアンを抱いてラウルとともに島を駆けおりた。

　崩れ落ちた島の裏うら手ての崖は、上う手まい具合にレオンたちの足場になってくれていた。すべり落ちるようにして駆け下りるレオンの視し界かいに、高波にもまれる小船が入る。

「なにやってたの！」小船からカラが叫んだ。「島が崩れる前に離り岸がんしないと！」

「わかってる、悪かった！」

　カラにわびてレオンは船に乗りこみアリアンを下ろす。ラウルも急いでつづいた。

　そのとき、ひときわ大きく〝聖座島サン・スイエージユ〟がゆれた。

　崩れた岩が転げ落ち、大きくあがる水しぶきに船が大きくかしぐ。あわててカラの仲間の男たちが岩に巻きつけたもやいをはずし、櫂かいで岩をついて船を離り岸がんさせた。

　荒れる波に乗る船のあとから〝聖座島〟が地じ響ひびきをあげて崩れ落ちる。

　岩がん盤ばんが、崖がけが、半透とう明めいの美しい結けつ晶しよう柱ちゆうが、なだれをうって落下した。高い水しぶきがいくつもあがり、激しい波が小船の甲かん板ぱんをなんどもなんども往復するように襲おそいかかる。

　激しくゆれる船の上で、レオンはアリアンを抱きしめ船べりにしがみつく。ラウルやジジ、カラや男たちも懸けん命めいに船のどこかにしがみついた。

　一いつ瞬しゆん、波がやむ。濡ぬれた赤毛がはりつく顔をあげるレオンの前で、巨大な波がいまにも船を吞みこむばかりに立ちあがった。思わず彼は息を吞む。

　だが──波はいっこうに崩れてこない。いぶかしげにレオンはまわりを見まわす。

　その瞬しゆん間かん、気がついた。「……高波じゃない!?」

　いつしか周囲の海面が、壁のごとく高く盛りあがっていた。深いすり鉢ばちの底へ落ちるように螺ら旋せんを描く巨大な渦うずが生まれ、小船はその渦に乗ってゆっくりとまわりだす。

　それは、とほうもなく巨大な大おお渦うず潮しおだった。

　街ひとつ吞みこめそうな大渦は、海面に浮かぶ船の破は片へんや木切れを巻きこみ、激しく逆さか捲まいている。この大渦のなかでは、小船はあの木切れと同じに無力でちっぽけに見えた。

　そのとき、恐怖にふるえる少女の声が聞こえた。

「〝海かい蛇じやの眼がん球きゆう〟…………！」

　いつの間にか目を覚ましたアリアンが、船べりをにぎりしめて海を見つめている。

〝海蛇の眼球〟──それは、〝聖座島〟をも飲みこむといわれる伝説の大渦だ。

　レオンの全身の血が音を立てて引く。とっさに彼は凍りつくみなにむかって叫んだ。

「こげ、こぐんだ！　まだ間にあう、みんなでこげ！　ジジ、ラウルと一緒に側そく舷げん舵だを動かすんだ、アリアン！」レオンは櫂かいをにぎり、蒼そう白はくの顔のアリアンへといった。「いいか、縄なわかなにかで船せん舷げんに体を固定しろ！　さあ、こぐぞ！」

　レオンの号ごう令れいにカラや男たちがわれに返り、櫂をつかんで必死にこぎはじめる。だがあせりにまかせた動きでなかなか船は進まない。そのとき舵かじ板いたと格かく闘とうしていたジジが叫んだ。

「レオンさん、舵が動きません！」「なんだと!?」

　ジジの声にレオンは船べりに飛びついた。木切れと海かい草そうがからまり舵が動かなくなっている。おかしな方向に固定された舵に渦がぶつかり、船を渦の中央へと押し流していた。

　急いでレオンは手にした櫂で木切れを激しく突いた。だが複雑にからむ海草に木切れはびくともしない。彼は大きく身を乗りだしてさらに力をこめる。

　彼が乗りだしたためにバランスが崩れ、船は斜めに大きくかたむいた。

　とっさにアリアンが反対側の船べりへ体重をかける。「こちら側に力をかけて！」

　ラウルとジジも気づいてそれにならう。カラや男たちも必死にこぎつづける。

　らちがあかずレオンは櫂かいをほうりだし、手をのばして海かい草そうを引きちぎった。

　全身に浴びる冷たい水しぶきに手がすべり、ずぶ濡ぬれの腕は凍えてしびれてくる。そのあいだにも船は渦うずの中心へむかって加速していく。危険も恐怖も加速していく────！

「やった！」海草がちぎれ、木切れはあっという間に渦へ巻きこまれていった。

　自由になる舵かじに飛びついてレオンは叫ぶ。

「ジジ、ラウル！　このまま舵を固定してくれ！」

　レオンの言葉にジジとラウルが舵をつかむ。彼らと交代してレオンはカラたちとならび、櫂かい受うけ軸じくに櫂を乗せ懸けん命めいにこぎだした。アリアンは縄なわを体に巻いて船べりに固定する。

　荒れ狂う風と波に小船は翻ほん弄ろうされる。しかし彼らはあきらめず、ありったけの力でこぎつづけた。盛り上がる海面の縁ふちに近づき、あとすこしで渦を乗りこえられそうになったとき、

「なに!?」

　バルテンのガレイ軍ぐん船せんが、突とつ如じよ前方にあらわれた。

　大渦に引かれるように、見あげるほどの軍船がかたむきながら進んでくる。

　帆ほも破れ櫂も流された軍船は、レオンたちの目の前で沈んでいく。船に乗る兵士や水夫が投げだされ、あっという間に渦に巻きこまれて見えなくなった。

　その瞬しゆん間かん、ひときわ大きな波が生まれ、アリアン目がけて落下する。

　とっさにレオンはアリアンを突き飛ばすように身を投げた。だが、

「うわあっ！」代わりにレオンの体が波に浮く。

　水面に落ちる瞬間、レオンは腕をのばし船べりをつかんだ。

「しっかり、しっかりしてレオン！」

　レオンの手を、アリアンが必死に細い手をのばしてにぎった。

　呼びかける声にレオンは返事ができない。荒れ狂う波に翻弄され、全身の力をふりしぼって船べりをつかむのが精せい一いつ杯ぱいだ。濡れた手は海水に洗われいまにも離れそうになる。

　徐じよ々じよに徐々に、レオンの腕から力が抜けていく。

　次の瞬間、アリアンの指先の感かん触しよくを残してレオンの手が離れた。

　少女の悲痛な絶ぜつ叫きようが、嵐あらしをつんざき、天をつらぬくように船からあがった。




　レオンの体が波に沈む。叫ぶ口に海水が入り頭上を波が覆おおい、呼吸をうばう────

「……なに？」

　息ができる。気づくと彼の上半身は、波の上にでていた。

　すぐ目の前に船があった。荒波にかしいだ姿勢のまま、船は凍りついている。船に乗るラウルやジジ、カラたちも意識があるようで、戸と惑まどうようにお互いを見やっていた。

　船の真まん中なかで、アリアンがほどけかけた縄を体に巻きつけて天をあおいでいる。

　美しく気品のある哀かなしげな表情は、どこか近づきがたく、見るものを畏い怖ふさせるような神こう々ごうしさをたたえていた。その唇くちびるがふるえて開き、切なく優しい声が生まれる。

『…………グランヌス兄あに上うえ』

　レオンは波間から目をみはった。アリアンの声ではない、妖あやしく不ふ思し議ぎな女性の声だ。

『グランヌス兄上、どうか……どうか、吾わの子の祈りを、お聞き入れくださいませ』

　アリアンの姿を借りたなにかは、細い両手を宙へとさしのべる。その瞬しゆん間かん、

〝──エウレネ！〟

　突とつ如じよ、とどろく雷らい鳴めいにも似た男の声がどこからかこだました。

〝よくもわれを呼びだせたものだな、裏切りものの妹よ！〟

　その声は苦く渋じゆうに満ちていた。だが少女に劣おとらず深い悲しみが感じられた。

『兄上……』アリアンの姿で、なにものかは哀しい声こわ音ねで答えた。『どのような弁解もいたしませぬ。その怒りを、吾は存分に受けとりましょう』

〝愛していたのだ、愛していたのだぞ、エウレネ！〟悲痛な声が責め立てた。〝なのに、汝なんじはわれをたばかり、あざむきおった。愛ゆえに目がくらんでいたわれを、汝は裏切った！〟

『理解しております、兄上』少女の声が痛ましげに答えた。『それでも吾は希こいねがいます。吾への愛を口にするならばその愛に免じて一度だけ、どうか吾の子に憐れん憫びんを、グランヌス兄上』

　少女は面おもてを伏せ、両手を胸の上に交差して祈るように目を閉じる。

〝愛を口にするか、その裏切りものの口で！〟恫どう喝かつのごとき雷鳴が響ひびきわたった。〝われはすでにわれの民たみをとりもどした。われの民以外にわが力は貸せぬ！〟

　少女は無言だ。すべての怒りを引き受けるように、哀しい表情で目を伏せている。

〝…………だが〟

　とどろく声が、わずかにやわらいだ。

〝だが、汝への愛ゆえに、ただ一度だけ、わが力を貸そう。生きのびるかどうかは、汝の子らの運と力量しだいだ〟

『グランヌス兄上』少女は喜びの声をあげた。だがその面にある哀しみはそのままだった。『心よりの感謝をささげます。永遠の、とこしなえの感謝を。吾の存在あるかぎり、兄上への深い感謝の念を心に刻み、けっして忘れませぬ』

〝──愛をささげるとは、いわぬのだな、エウレネ〟

『……愛は、吾の子らにのみ、ゆるしておりますゆえ』

　少女が答えると、雷鳴のごとき声も気け配はいも、ふいに消え去った。少女はゆっくりと、波間のレオンへむきなおる。深い哀しみをたたえたまなざしを、ひたと彼に据すえた。

『……この場にいるものたちは、大いなる運命の流れにあります。それは、われわれ神々ですら手のとどかぬ領りよう域いき。そしてこの娘は、神の殻から、神の降りる座。けれど』

　アリアンの体を借りたなにものかは、レオンにむかって、告げた。

『そなたは、なにものです』

　いきなりの言葉にレオンの心しん臓ぞうがはねあがる。絶ぜつ句くする彼へ神しん秘ぴの存在は言葉をついだ。

『吾わが作りしものならば、この掌てのひらにのせて眺ながむるがごとく容易に見とおせるのに、そなたの魂たましいのこし方、そのゆきし方、吾には見えませぬ。なにものです、そなた……』

　言葉がとぎれた。アリアンの体が糸が切れたように倒れていく。

　荒れ狂う風も波ももとどおりになった。そのとたん、ひときわ大きな波が生まれレオンの体を大きくもちあげ船へもどした。と同時に船は渦うずの外へと押し流される。

　だが渦の外へでた瞬しゆん間かん、天までとどくかに思えるほどの大波が、小船に覆おおいかぶさるように立ちあがった。レオンは倒れたアリアンを抱いて甲かん板ぱんに身を伏せる。

　落ちる波が視し界かいを閉ざす間ま際ぎわ、雷らい光こうをまとう大きな黒い翼つばさが上空に見えた。

　そして稲いな光びかりに怪しく輝く空の彼方かなたに、巨大な、不ふ吉きつな影がよぎるのも────










　　　Odusseia──旅路







　夜明けの海は、どこまでも深い藍あい色いろだった。

　嵐あらしのあとの高波が、その美しい藍色をかき乱す。雲間にさす陽ひの光に、空は朝焼けの瑠る璃り色いろから晴れわたる青の色へと移り変わる。




　獅し子しの巨きよ剣けんを抱いて船べりによりかかっていたレオンは、目を開いた。

　まばたきをして頭をふると、若者はきしむ小船の上で立ちあがる。燃える赤あか毛げを朝あさ陽ひに輝かせ、彼は天をふりあおいだ。

　朝の空はどこまでも青く、船をゆらす波はどこまでも蒼あおく、ほおにふれる潮しお風かぜは涼しい。なにもかもみな噓うそだったように、すべてがすがすがしく、心ここ地ちよかった。

　レオンが立ちあがったのをきっかけのように、船に乗るものたちが次々と目を覚ます。

　座りこんでいたラウルが、塩水に濡ぬれた栗くり色いろの髪かみをかきあげて頭を起こす。

　ジジがぴょこんと立ちあがると、大きな瞳ひとみをしばたかせて周囲を見まわす。

　カラが身を起こし、うん、と大きくのびをすると、彼女の仲間の男たちも目を覚まし、ぼうぜんとした顔でお互いをみやった。

　そして──レオンのそばで眠っていた金の髪かみの少女が、うっすらと目を開く。

　もやがかかったようにぼんやりとした翡ひ翠すいの瞳ひとみが動き、ゆっくりとあたりをうかがう。こちらを見ている紅あかい瞳と目があって、少女の瞳が見開いた。

「……レオン……」少女の小さな唇くちびるが、名を呼んだ。

　彼女の無事な様よう子すにレオンは大きく息を吐く。そして自分がかかえる剣に目を落とす。

　獅し子しの紅い双そう眸ぼうと刃やいばの縁ふちの銀色が、レオンの紅い瞳を射い抜ぬくように輝いた。

『目覚めたか』巨きよ剣けん〝弑し神しん〟が、笑うようにささやいた。

「ああ。気持ちいいお目覚めかどうかはわからないがな」レオンもかすかに笑って答えると、空を見あげる。「生きているのが、まったく奇き跡せきだぜ……不ぶ気き味みな化け物、伝説の至し宝ほう、英雄の敵に大おお渦うず潮しお、とどめに神さまときやがった」

　レオンは、背後で座りこむラウルをふり返った。

「神しん秘ぴも奇跡もないとかいってたな。これでもまだ、そういうか。ラウル？」

「そうですね……」レオンの問いに、詩人兼けん賢けん人じんはほほ笑んだ。「真理を追究する賢人としては、すべては理り屈くつで説明できるはずだと考えます。神秘も奇跡もやはり存在しない……」

　船べりに座り、ラウルは遠く海の彼方かなたをながめ、いつになく真しん摯しな声でつぶやいた。

「けれど──だからこそわれらは、その先にある〝物語〟をもとめるのですよ」

　彼の真摯な表情にレオンは目をみはる。だがこの上もなく詩人らしい答えだと思った。

　そのとき背後から、少女の声がした。

「……レオ」突とつ如じよその語ご尾びがひっくり返る。「ひゃんっ！」

　船をゆらす響ひびきにレオンは急いでふり返る。アリアンが、ゆれる船底にみごとにべっちゃりと顔から倒れていた。あわててレオンは手をさしのべる。

「あ──阿あ呆あうか、この小こ娘むすめ……なにやってるんだ！」

「はぅ……い……たぃ……う、うるさくってよ！」レオンの手につかまり、アリアンは鼻を押さえて起きあがると、あわてて怒ったようにいった。「いちいち阿呆はいらないでしょう。いつもいつもいつもいつもそれしかいえないのかしら。本当、貧相な語ご彙いね！」

「阿呆だから阿呆だっていったんだ」小こ馬鹿にしたようにレオンは返す。「だいたいひとりで立てもしないくせに態度だけはえらそうだな」

「だれも助けてくれなんていってません！　なによ、なによあなたなんて────」

　ぺん、とアリアンはレオンの手をはらい、キッとにらみつけて口を開いた。

「本当、あなたって！　口が悪くてそっけなくて無ぶ愛あい想そうで態度も悪くて性格もひねくれてて意地が悪くて嫌いや味みったらしくて口を開けばでてくるのは皮ひ肉にくばっかり嫌味ばっかり悪わる口くちばっかり素直じゃないしその上無ぶ礼れいで礼れい儀ぎ知らずでこれ以上ないぐらい野や蛮ばんで下品で最低で」

「お──おまえ！　よくもそれだけ悪口がならべられ、」

「でも！」いい返すレオンの言葉をアリアンは嚙かみつくように叫んでさえぎった。さえぎってそしてうつむくと、少女は小さな声でいった。

「……でも、あなたは、オルガの最さい期ごの言葉をとどけてくれたわ」

　ささやく静かな声が、レオンの耳にとどく。

「命を賭かけて、あなたはあたくしに力をくれた。生きる意味でいてくれと、いってくれたわ……どんなにだれかを悪くいっても、あなたはそのだれかを助けようとするひとなのね。だから、あたくしもちゃんとあなたにつたえようって……思ったの」

　そういうと、アリアンは思いきったように面おもてをあげた。

「本当に……ありがとう、レオン。あなたは勇気のある、とても優しいひとよ」

　若者の紅あかい瞳ひとみを少女の輝く翡ひ翠すいの瞳がまっすぐに見つめる。




「あたくしこそ、あなたを──心から、誇りに思うわ」




　そういって、少女は優しく、はにかむようにほほ笑んだ。

　彼女の顔は泥どろに汚れていた。金の髪かみは海の水に洗われくしゃくしゃだった。身に着けた衣服は破れてぼろぼろだった。とても、高こう貴きなる聖せい王おう女じよには見えなかった。

　だが、まぶしい朝あさ陽ひに照らされたその笑顔は、とても────とても、愛らしかった。

　まるで、空ではなく船の上に光輝く太陽が生まれたような、そんな笑顔だった。

　レオンは声もなくその笑顔を見つめる。

　彼女が告げた言葉が、水が染しみ入るように胸に染みこんでくる。

　なぜか泣きたくなるような、けれど誇らしくなるような、そんな思いでいっぱいになる。その思いに胸が張り裂けそうで、たまらない気持ちになる。

　……ずっと、ひとりで長い夜をさまよってきた。

　ずっと、ひとりで道を見失っていた。

　父を失い仲間を失い、夢を失いあるべき場所をも失って、だからこそ過去にしがみついて現実から目をそらして生きてきた。失われた幼いころの夢はもう二度と手に入らないのに、そのことに気づかないふりで、ただひとりで強がって生きてきた。

　けれど──けれど、命を賭けられる夢が、もう一度、見つかるかもしれない。

　けっして同じ夢ではない。けれど同じように、希望で胸をふくらませ、期待と興こう奮ふんに心はずませゆく末を見つめられるような、そんな夢が。

〝……天てん涯がいの海で、待っている……〟

　父の笑みと言葉が、レオンの脳のう裏りになつかしくよみがえる。

　もしかしたら、いつか遠い未来に、父と仲間が待つ場所へいけるかもしれない。

　絶望に打ちひしがれて逃げていくのではなく、あふれる希望をもって、世界でただひとつの宝がある場所へむけて、船をだせる日がくるのかもしれない────

　胸に熱いなにかがこみあげる。その熱さが目め頭がしらまで熱くしそうな気がする。

　レオンはごまかすように手のひらでがしがしと顔をこすった。こすった顔が熱くなり、その熱さが無む性しように照れくさくなって、彼はアリアンから目をそらすとうろたえ気味にいった。

「……いや、その、俺はそんなたいしたことはしていないさ。やらなきゃならないと思ったことをやっただけで、礼をいわれるようなそんな」

　口ごもりつついいかけたとき、巨きよ剣けん〝弑し神しん〟から笑うような声が聞こえた。

『照れるでない、レオン。素直に嬉うれしいといえばよい。貴き様さまの喜びはわれの喜びでもある』

「だ、黙れ！　嬉しがってもないし、おまえを喜ばすためにやったんでもない！」

　思わずかっとなってレオンが叫んだ瞬しゆん間かん、アリアンの笑顔があっという間に消えた。

　しまった、と思う間もなく、あからさまに少女は思いきり不ふ機き嫌げんな顔になる。

「……なによ、そのいいかた。あたくしは心からお礼をいったのに、なんて失礼なの？」

「え!?　い、いや、ちがう！　いまのはおまえにいったんじゃなくて」

「あら、じゃあどなたにいったのかしら。ごまかすなんて卑ひ怯きようではなくて」少女はそっぽをむいた。「野蛮人バルバリエは礼の言葉に罵ば倒とうで返すのね。ずいぶんご立りつ派ぱな態度ですこと！」

「てっめええ……」つられてレオンの表情が険けん悪あくになる。「小こ娘むすめのクソガキのくせにずいぶんとご立派に生なま意い気きだな。俺に礼れい儀ぎ礼儀というならまずおまえが言葉づかいをなおせ！」

「いやよ。礼儀も知らない野蛮人にていねいな言葉づかいなんて馬鹿らしいもの！」

「そうかよ。自分の棚あげだけは一人前だな、さすがは小しよう便べんつぼ王女さまだぜ」

「だ──だから！」アリアンの顔が真まっ赤かになった。「どうしてそう品のないことをなんどもくり返すのよ、そういうところが下品で意地が悪くて野や蛮ばんだっていうの！」

「いわれてこまるようなことをするほうが悪いんだろうが！」

「させたのはどちら？　主人たるあたくしが、わ・ざ・わ・ざ、助けてあげたのよ、それをいうなら〝小便つぼ〟に助けられたあなたのほうが情なさけないことこの上なくってよ！」

「だれも小便つぼで助けてくれなんていってないぜ、この小娘！」

「小娘相あい手てにむきになるあなたが子どもだわ、この野蛮人！」

〝弑神〟がほくそ笑むように割りこんだ。

『いやいやぁ、どちらも同どう程度にお子さまであるぞ』

「黙れよこのエロ剣がぁ────────っ!!」

「だからだれに叫んでいるのよ。おかしいのではなくって、あなたの頭！」

　必死になっていいあうふたりを、船に乗るものたちがあっけにとられてながめる。カラがあきれ顔で「馬鹿ふたりで、やってられないよね」とつぶやいて、ふふんと笑った。




　ジジは船尾から、いい争うレオンとアリアンをじっと見つめていた。

　少女の口の端はしには、ほんのかすかな……けれどたしかに優しい笑みが浮かんでいた。

「笑っているね、ジジ」背後から、ラウルが声をかけた。

「笑って？」ジジはふり返った。「わたしが、笑っていると……？　師し匠しよう」

　大きな瞳ひとみを少女はみはる。そして、不ふ思し議ぎそうな顔で胸に手をあてる。

「笑う……そうですか、これが、〝笑う〟ということ、なのですか」

　ジジは瞳を閉じる。そして、今度こそ本当に自分から笑みを浮かべた。

　まぎれもない、心から嬉うれしそうな笑みを。

「ところで、師匠」ジジはラウルに問いかけた。「それはそうと、これからどこへ」

「そうだね、飛び去ったあの影も、解きはなたれた〈無む貌ぼうの王おう〉も────起こったなにもかもが気になるが、まずは、わたしたちが態勢を立てなおさなくてはいけないな」

　ラウルは波の荒い海のむこうを見やった。

「ここからならば、王おう領りようアクィタニアだね。まだダルディスの支配が及んでいないし、あそこの港街にはランゴニアの領りよう事じ館やコレドムの通つう商しよう館があるから。もっとも」ラウルは苦く笑しようした。「海かい図ずも観測具ぐもなくて、どうやって〈央おう海かい〉をわたればいいのやら……」

　ラウルはかすかに吐と息いきをつくと、いまだ口げんかをしているレオンとアリアンに視線を移す。わずかに目を細め、彼はおもむろに唇くちびるを開いた。

「────かくて、〝運命の旅オデイツセイ〟ははじまりぬ」

　深みある声が、海をわたる朝の風に乗る。それは英えい王おうライオネルの武ぶ勲くん詩の一節だ。

　〝吟遊詩人ラプソドス〟でもある彼の言葉は歌に似て、青い波間に朗ろう々ろうと響ひびき渡った。

「英雄ライオネルの果てしなき戦い、長き試し練れんの旅路。其そはすべて、不在の神アル＝エルにつむがれ織り成される運命のなかにあり…………」

　詩人の美しい歌声は風にはこばれ、遠く船のゆくての蒼あおい水平線へと消えていった。







　潮しおに乗り、おんぼろの小船はゆっくりと進みゆく。

　赤毛の若者が手にしているのは、この借り物の壊れかけた船と、不ふ思し議ぎな剣だけだ。

　彼らを追う敵も、想像をこえた恐るべき脅きよう威いも消えてはいない。

　どれほど晴れていても、かならず空の一角に暗あん雲うんが残るように、それは女め神がみの告げた不ふ穏おんな言葉とともに、不ふ吉きつな予感と不安として、若者の心のなかにある。

　それでも彼には、父の遺のこした言葉があった。

　彼のかたわらには、美しい少女がいた。不ふ可か思し議ぎな力を秘めた気け高だかく誇り高い、そばにいるだけで彼に誇りと名めい誉よをもたらす高こう貴きなる聖せい王おう女じよが。

　剣を背に負い、若者はゆくての広大な青い空と、蒼い〈央海〉をながめやる。

　大いなる旅路のはじまりを示すように、空も海も、遠くどこまでも果てしない────










　あとがき




　こんにちは。もしくは、はじめまして。マサト真ま希きです。好きなものはアンパンだ。




「次はファンタジーを書いてみませんか」

　前シリーズが終わったあと、担たん当とう様からそういうお話をいただいて、プロットを立てるかたわら、前々から好きで興味のあった歴史や文化史の書しよ籍せきをいい機会とばかりに読みあさったのですが、そのなかで資料を見ずにいまパッと思い浮かぶものといえば、

「古代ギリシアでは、未み婚こんの女性は胸の谷間を強調する補ほ整せい下着（帯おび）を使っていた」

「一度甲かつ冑ちゆうを着たらなかなか脱げないので、中世の騎き士しはかゆいところをかくために孫まごの手を携帯していた」

「十五世紀ぐらいにズボンの前開きにつけた股また袋ぶくろが大だい流行した。これはポケットのない時代の物入れで、食卓でこの股袋からリンゴを取りだして食べたり」

　もっと覚えておくべきことがほかにあるんじゃないのか自分。

　とはいえ、壮そう大だいな歴史の流れも好きですが、その端はし々ばしからうかがえる時代に生きた人々の生活史もまた非常に面白いものです。




　この一年ばかり、環境の変化と体調をくずしたのがかさなって、どこにもでかけられず極度の引きこもりだったり、通つう院いんなどで重度の金きん欠けつだったりしていました。

　まだまだ本調子ではないですが、ぼちぼちのんびりやっていきたいなあ。




　以下は謝しや辞じです。

　担当の湯ゆ浅あさ様。無事上じよう梓しできたのは湯浅様のおかげです。いつも頭があがりませんが、多分ずっと頭なんてあげられない気がします。

　イラストの双ふた羽ば様。しんどい著ちよ者しや校こうチェックのとき、双羽様の素す敵てきなラフデザインを見て励みにさせていただきました。ちまいアリアンのイラストが大好きです。

　出版に携たずさわる関係者の皆様、こんな自分をずっとささえてくれるまわりの皆様。

　そして、この本を読んでくださった方々、ファンレターをくださった読者の方々へ。

　本当に、ありがとうございます！　どれだけ感謝の言葉をつくしても足りません。




　また、次の本でお会いできれば光栄です。それでは。





二〇〇七年　十月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

「今日できることは明日でもできる」

が現在の信条。
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イラスト／双ふた羽ば 純じゅん

３月15日生。屋久島出身。ファンタジー好き。ゲームのキャラデザ等を手がけ現在に至る。代表作はアトリエシリーズ。マイブームは仕事の合間の狩猟生活とめらみぽっぷ。
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